
 
 
 
 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

北九州市 

 

 

第４次北九州市男女共同参画基本計画 
 

令和５年度実施状況報告書 

 



 

は じ め に 

 

 

北九州市では、「北九州市男女共同参画社会の形成の推進に関する条例（平成１

４年３月制定）」を具体化するため、平成１６年より「北九州市男女共同参画基本計画

（第１次～第３次）」を５年毎に策定し、令和元年６月に「第４次北九州市男女共同参

画基本計画」を策定しました。 

 

第４次基本計画では、第３次基本計画の目指す姿「女性がいきいきと活躍できるま

ちを目指して」を引き継ぐとともに、第３次基本計画の取組状況や課題等を踏まえ、５

つの「柱」と１４の「施策の方向性」を定め、具体的施策を進めています。 

 

その結果、令和４年に実施した「北九州市男女共同参画社会に関する調査」では、

性別による固定的役割分担意識に否定的な考えを持つ人が約８割となり、全国調査

の結果より高く、性別による役割分担意識は薄れてきています。また、市役所における

女性管理職比率は１６．６％となり、目標の１５％を１年前倒しで達成するなど、市役所

における男女共同参画社会は着実に進展しています。 

しかしながら、女性の様々な分野への参画や就労、仕事と生活の調和、市民の男女

平等達成感、配偶者等からの暴力などにおいて、様々な課題が残っています。 

 

本書は、「第 4 次北九州市男女共同参画基本計画」の令和４年度の実施状況につ

いて、主な取組を中心に、北九州市男女共同参画審議会の意見を付してとりまとめた

ものです。 

 

本市では、男女共同参画社会の実現に向けた取組をより一層推進してまいります。

本書を、男女共同参画の視点を取り入れた事業を展開するための一助として活用する

とともに、市民や事業者の皆様にとって、男女共同参画社会の形成の推進についてご

理解を深めていただく資料となれば幸いです。 

 

今後とも皆様のご理解・ご協力をいただきますようお願い申し上げます。 

 

 

北 九 州 市 
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基本計画の概要 
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本市では、男女の人権が尊重され、性別に関わりなく、その個性と能力を十分に発揮

し、社会のあらゆる分野に共に参画し、共に喜びと責任を分かち合うことができる社会

の実現を目指しています。 

令和元年６月、「北九州市男女共同参画社会の形成の推進に関する条例」に基づき、令

和元年度から令和５年度までを計画期間とする「第４次北九州市男女共同参画基本計画」

を策定しました。 

本市の一層の男女共同参画社会の推進のため、市民や市民団体、企業など連携・協働

しながら、施策の推進に取り組んでいきます。 

 

 

 

 第４次基本計画は、市条例に基づき、本市の男女共同参画社会の形成の推進に関する

施策の方向を定め、本市の現状と課題を踏まえた具体的施策の体系をまとめたもので

す。 

市条例の基本理念に従い、男女の人権が尊重され、性別に関わりなく、その個性と能

力を十分に発揮し、社会のあらゆる分野に共に参画し、共に喜びと責任を分かち合うこ

とができる社会の実現を目指しています。 

また、第４次基本計画の副題については、様々な分野への女性の参画に引き続き取り

組むことや基本計画の継続性などを踏まえ、第３次基本計画の「女性がいきいきと活躍

できるまちを目指して」を引き継ぎます。 

 

 

 

 

第４次北九州市男女共同参画基本計画の概要 

 

計画の柱 

 

計画で目指す姿 
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計画の体系

1 企業、地域等の方針決
　定過程への女性の参画
　拡大

(1)企業、地域等における女性の参画拡大についての意識改革
(2)企業、地域等における女性リーダー育成の推進

(1)市の付属機関及び市政運営上の会合への女性の参画促進
(2)市役所における女性職員の計画的な人材育成と登用の推進、
   職場風土の改革

2 市の方針決定過程への
　女性の参画拡大

1 女性の就業・起業支援

2 多様なライフスタイル
　に対応した子育てや介
　護等の支援の充実

(1)子育て環境の整備、充実
(2)ひとり親家庭への支援
(3)高齢者・障害者等の支援の充実

2 企業における女性活躍
  の推進

(1)女性活躍推進に向けた企業への意識啓発や情報発信
(2)企業における女性活躍の取組支援

(1)女性の再就職・キャリアアップ支援
(2)女性起業家等の育成・支援
(3)女性が働くことに関する相談機能の充実

1 男女が共に仕事と生活
  を両立できる社会の実
  現

(1)企業におけるワーク・ライフ・バランス等の取組支援
(2)市役所におけるワーク・ライフ・バランス等の推進
(3)地域活動やボランティア等への参画促進

1 男女共同参画社会の実
  現に向けた理解の促進

(1)性別による固定的な役割分担意識の解消に向けた広報啓発
(2)男女共同参画の啓発を進める市民団体等への活動支援

2 ハラスメント及び性犯
  罪等の防止

(1)ハラスメント等の防止に向けた広報啓発や相談の実施
(2)性犯罪等防止に向けた広報啓発や相談の実施

3 生涯を通じた女性の健
  康支援

※計画の各柱に主に関連するSDGsのアイコンを示しています。

4 困難を抱えた女性等が
  安心して暮らせる支援

2 男性にとっての男女共
  同参画の推進

(1)男女共同参画に関する男性の理解促進
(2)男性の家事育児、介護等家庭生活への参画促進

(1)男女共同参画の視点に立った学校教育の推進
(2)男女共同参画の視点に立った進路指導、キャリア教育の推進
(3)子どもの健康教育・デートDVに関する理解の促進

3 子どもの頃からの男女
  共同参画の理解の促進

4 防災における男女共同
  参画の推進

(1)男女共同参画の視点や人権に配慮した地域防災対策の推進

(1)配偶者等からの暴力を許さない意識の醸成
(2)DV被害相談体制の充実
(3)DV被害者保護体制の充実
(4)DV被害者の自立支援の充実及び二次的被害防止や情報管理
　 の徹底

1 女性に対する暴力の防
止及び被害者の支援

(1)若い世代における性に関する理解・尊重
(2)妊娠・出産期における健康管理の支援と健診の充実
(3)生涯を通じた女性の健康の保持・増進

(1)高齢者、障害者、ひとり親、外国人の女性等が安心して
   暮らせるための相談の実施
(2)多様な性のあり方への理解の促進

柱 施策の方向 具体的施策

Ⅰ あらゆる分野の方

針決定過程への女性

の参画拡大

Ⅱ 女性が活躍しやす

い経済社会の実現

Ⅲ 仕事と生活の調和

（ワーク・ライフ・

バランス）の推進

Ⅳ 男女共同参画意識

が浸透した社会の実

現

Ⅴ 女性に対する暴力

の根絶など安心して

暮らせる社会の実現

＝女性活躍推進計画

女性活躍

女性活躍

女性活躍

女性活躍

ＤＶ対策

＝第３次ＤＶ対策基本計画

女性活躍

ＤＶ対策
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数値目標等の進捗状況進捗状況 

基本計画の実施状況（概要） 

審議会意見 
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第４次北九州市男女共同参画基本計画は、市条例に基づき、本市の男女共同参画社会の形成の推進に関す

る施策の方向を定め、本市の現状と課題を踏まえた具体的施策の体系をまとめたものである。 

令和５年度は第４次基本計画の最終年度にあたり、前年度に引き続き女性がいきいきと活躍できるまちを

目指し、様々な分野への女性の参画に引き続き取り組んだ。 

 

 

 

 

数値目標 

柱 No. 項目 

数値 

当初 

（平成３０年度） 

現状 

（令和５年度） 

目標 

(令和５年度) 

Ⅰ 

 １ 
市役所における女性役職者（係長以上）

比率（消防職員、教職員を除く） 
17.6％ 23.8％ 23％ 

２ 
市役所における女性管理職（課長級以

上）比率（消防職員、教職員を除く） 
13.6％ 17.8％ 15％ 

 ３ 
市立学校等における管理職に占める女

性の比率（校長、副校長、教頭、園長） 
19.4％ 27.0％ 25％ 

４ 

市付属機関等における女性の比率 

（市付属機関等には市政運営上の会合

を含む） 

53.0％ 51.7％ 

     ※1 

50％以上 

 

※1 付属機関等ごとに男女比率の均等を目指し、全体で 50％以上を目指す。 

 

モニタリング指標 

柱 No. 項目 

数値 

当初 

（平成３０年度） 

現状 

（令和５年度） 

Ⅰ 

５ 

自治会における女性の比率 

① 区自治総連合会長 

② 区自治総連合副会長 

③ 自治区会長 

④ 自治区副会長 

⑤ 町内会長 

① 14.3％ 

②  5.3％ 

③  4.9％ 

④ 12.9％ 

⑤ 16.6％ 

① 14.3％ 

②  0.0％ 

③  3.4％ 

④ 14.7％ 

⑤ 19.5％ 

６ 校区まちづくり協議会会長における女性の比率 2.9％ 6.6％ 

７ 
市立小・中・特別支援学校のＰＴＡ会長における女

性の比率 
15.0％ 18.3％ 

 

柱Ⅰ あらゆる分野の方針決定過程への女性の参画拡大 
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【令和５年度の主な取組と成果】 

施策の方向１ 企業・地域等の方針決定過程への女性の参画拡大 

・ 「北九州イクボス同盟」等において、ホームページ等で女性活躍やワーク・ライフ・バランスの先進事例の紹

介や階層別研修会を実施し、経営者・管理職の意識改革に繋げた。【11101】 

・ 子育て支援や男女がともに働きやすい環境づくりなど、ワーク・ライフ・バランス推進及び女性活躍推進

に取り組む企業・個人等を表彰し、その取組を広くＰＲすることで、その意義や必要性について、市民及び

企業等の意識向上を図った。【11103】 

・ 北九州市内の事業所における女性の活躍推進に関する取り組み状況等を把握するための実態調査を行

った。今回初めて健康経営や旧姓使用の制度に関する調査も行い、市内事業所の女性活躍推進に係る実

態を幅広く把握することができた。【11104】 

・ 働く女性のスキルアップとネットワークづくりを応援するためのステップアップ講座を開催し、各回定員

を超える申込があった。また、ステップアップ講座修了生の企業向けのネットワーク形成に効果を上げた。

【11201】 

・ これまでの「女性リーダー国内研修」を見直し、令和５年度から「地域における女性リーダー育成セミナー」

に名称を変更、それに併せて内容も刷新した。「既にリーダーとしての勉強をしている人の中で選ばれた

人だけ参加できる研修」ではなく、これからリーダーとして活躍していく人材を育成することを目的とし

て、応募条件や人数制限なく誰でも受講できる研修とした。【11202】 
 

施策の方向２ 市の方針決定過程への女性の参画拡大 

・ 市職員の能力開発・キャリア形成支援を目的とした研修を実施したほか、各役職段階でのマネジメント能

力等の向上のため、新任課長を対象としたイクボス研修、新任係長を対象としたプレイクボス研修を実施

し、市役所における女性管理職(課長級以上)比率は１7．8％となり、「令和５年度までに１５％」との目標

を上回った。【12201】 

・ 市立学校において、業務改善等を通じて誰もが働きやすい職場を実現することで、性別を問わない管理

職登用を推進し、校長職の女性比率は 19．4％から２7．0％に大幅に増加した。【12204】 

 

【今後の課題・取組】 

・ 「北九州イクボス同盟」等において、研修会等を通して企業の取組支援や意識改革を推進するとともに、

令和２年度に作成したｅラーニング動画の有効活用を図る。【11101】 

・ ワーク・ライフ・バランス推進及び女性活躍推進に取り組む企業・個人等の表彰について、時代に即した

表彰となるよう評価項目等について見直しを行っていく。【11101】 

・ 女性活躍やワーク・ライフ・バランスの推進に取り組む企業の支援にあたっては、企業のニーズを踏まえ、

効率的な事業実施やＰＲを検討していく。【11102】 

・ 地域における方針決定過程への女性の参画を拡大するために、これからリーダーとして活躍していく人

材など、育成の対象を拡大していく。【11202】 

・ 市付属機関等における女性の比率については５０％以上を維持し、すべての付属機関等の女性委員の比

率が５０％となることを目指していく。【12101】 
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数値目標 

柱 No. 項目 

数値 

当初 

（平成３０年度） 

現状 

（令和５年度） 

目標 

(令和５年度) 

Ⅱ 

８ 25～44 歳の女性就業率 
70％ 

（平成２７年） 

79.8％ 

（令和４年） 
73％ 

９ イクボス同盟加盟企業数 
108 社 

(平成３０年１２月） 

３１５社 

（令和６年３月） 
300 社 

 

 

モニタリング指標 

柱 No. 項目 

数値 

当初 

（平成３０年度） 

現状 

（令和５年度） 

Ⅱ 

１０ 
事業所の管理職（課長相当職以上）に 

占める女性の割合 

11.2％ 

（平成２６年度） 

14.１％ ※1 

（令和５年度） 

１１ 
雇用形態（①正社員②パート・臨時雇）における男

女別割合 

（女性）① 49.4％ 

     ② 50.4％ 

（男性）① 74.0％  

      ② 24.9％ 

（平成３１年１月） 

（女性）① 36.2％ 

     ② 62.8％ 

（男性）① 76.8％  

     ② 21.4％ 

（令和６年１月） 

１２ 職場での男女平等達成感 
17.8％ 

（平成２９年度） 

21.2％ 

（令和４年度） 

※1 調査対象変更あり（平成 26 年度：30 人以上の事業所→令和 2 年度：50 人以上の事業所） 

 

 

柱Ⅱ 女性が活躍しやすい経済社会の実現 
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【令和５年度の主な取組と成果】 

施策の方向１ 女性の就業・起業支援 

・ 女性の就職・キャリアアップ・創業などをワンストップで支援する「ウーマンワークカフェ北九州」をマザー

ズハローワーク（国）、子育て女性就職支援センター（県）と緊密に連携して運営した。【21101】 

・ 創業前から創業後 10 年程度までの女性創業者の知識習得や課題解決を行い、また、女性創業者のネッ

トワーク形成を支援した。【21２０１】 

・ 「男女共同参画センター」において、ジェンダーの視点に立ち、臨床心理士やキャリアカウンセラー、男性

相談員等による専門的立場から相談に応じ、相談件数は増加傾向にある。【21303】 
 

施策の方向２ 企業における女性活躍の推進 

・ 「北九州イクボス同盟」等においてホームページ等での先進事例の紹介や階層別研修会を開催し、経営者

や管理職の意識改革に繋げた。【22201】 

・ 市の業者登録や公共工事の入札（一部）において、子育て支援・男女共同参画・女性活躍推進に関する積

極的な取組を行った企業に対して工事の総合評価に加点するインセンティブを付与した。【22204】 

 

【今後の課題・取組】 

・ 「ウーマンワークカフェ北九州」において、未就業女性の掘り起こしを図り、自分らしい生き方やはたらき

方を見つけ、新しい一歩を踏み出せるよう後押しする。電話相談やオンライン相談は継続しつつ、新規利

用者の来所に繋がるよう、市内の子育て支援施設等での出張ミニセミナーの実施回数を増やし、積極的

な周知・広報を図る。【21301 1－2】 

・ 北九州イクボス同盟の認知度の向上や企業ＰＲの充実を図り、同盟の量的・質的拡大を図る。【22101】 

・ 女性活躍やワーク・ライフ・バランスの推進に取り組む企業の支援にあたっては、企業のニーズを踏まえ、

効率的な事業実施やＰＲを検討していく。【22202】 
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数値目標 

 

 

モニタリング指標 

柱 No. 項目 

数値 

当初 

（平成３０年度） 

現状 

（令和５年度） 

Ⅲ 

１６ 
仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）とい

う言葉の認知度 

68.4％ 

（平成２９年度） 
７６．８％ 

１７ 市内企業等における社員の育児休業取得率 

男性： 1.2％ 

女性：87.1％ 

(平成２６年度) 

男性：36.3％ 

女性：97.1％ 

  ※2 

１８ 

市内企業等における週労働時間 60 時間以上の

雇用者の割合 

（年間就業日数 200 日以上の雇用者） 

9.2％ 

(平成２９年度) 

5.2％ 

（令和４年度） 

１９ 
6 歳未満の子どもを持つ男性の育児・家事関連

時間 

育児 1 時間 45 分 

家事    45 分 

（平成２９年度） 

育児 2 時間 12 分 

家事 1 時間 22 分 

（令和４年度） 

２０ 

多様な保育の受入児童数 

①延長保育 

②夜間保育 

③休日保育 

④病児保育 

① 16,119 人 

②    572 人 

③  1,872 人 

④  8,907 人 

 （平成３０年度） 

① 8,221 人※３ 

②   456 人 

③  1,889 人 

④ 13,221 人 

※３ こども園含まず 

  ※2 調査対象変更あり（平成 26 年度：30 人以上の事業所→令和 2 年度：50 人以上の事業所） 

 

柱 No. 項目 

数値 

当初 

（平成３０年度） 

現状 

（令和５年度） 

目標 

(令和５年度) 

Ⅲ 

１３ 市役所における時間外勤務削減率 
10.4％減 

(平成２６年度比） 

全体：18.3％増 

(平成 30 年度比） 

10％以上減 

(平成３０年度比） 

１４ 
市役所における男性職員の 

育児休業取得率 

14.8％ 

（平成３０年３月） 
71．０％ 30％ 

１５ 

多様な保育の実施箇所数 

①延長保育（夜間保育所を含む） 

②休日保育 

③病児保育 

① 154 箇所 

②   7 箇所 

③  12 箇所 

（平成 30 年度） 

① 121 箇所 

②   7 箇所 

③  13 箇所 

① 令和元年度

同水準 

②  7 箇所 

③ 14 箇所 

（令和６年度） 

柱Ⅲ 仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の推進 
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【令和５年度の主な取組と成果】 

施策の方向１ 男女が共に仕事と生活を両立できる社会の実現 

  イクボス実践のノウハウを共有するため、部下がイクボス実践できている上司を推薦する市職員イクボ

ス表彰受賞者の実践例等を女性活躍・ワークライフバランス応援サイトに掲載し、周知を図った。

【31202】 

  仕事と生活の双方が充実した働きがいのある組織風土の醸成のため、イクボス研修を実施した。また、

子どもが生まれる予定の男性職員と管理監督者との「パパ職員・イクボス面談」の実施を通じて、男性

職員の育児参加を促進した。市役所における男性職員の育児休業取得率は 71．0％で、平均取得日数

は 50．８日と大幅に増加した。【31203】 
 

施策の方向２ 多様なライフスタイルに対応した子育てや介護等の支援の充実 

  仕事の都合や子どもの軽い病気の時にボランティア組織「ほっと子育てふれあいセンター」の会員間で

子どもの預かりや送迎などを行っており、会員数、活動回数が前年度より増加した。【32104】 

  乳幼児を持つ保護者が外出した際、授乳やおむつ替えができる施設を「赤ちゃんの駅」として登録し、

子育て家庭が安心して外出できる環境づくりを行った。【32109】 

  就労を希望する障害のある人が、可能な限り様々な場において就労の機会が得られるよう、「北九州

障害者しごとサポートセンター」の就業支援ワーカーを１名増員し、職場訪問を行った結果、就職後 1 年

経過時点の定着率の向上につなげることができた。（R4：72.9%→R5：89.9%）。【32309】 

 

【今後の課題・取組】 

  市役所における男性職員が育児や家事に参画することはマネジメント力の向上や多様な経験を通じて

視野を広げることにつながる等、男性自身のキャリア形成等にも重要であることから、今後も継続して

男性育休取得促進に向けた取組を実施する。【31203】 

  市役所における男性職員が育児や介護等のライフスタイルの変化に応じて柔軟な働き方を選択し、い

きいきと働きがいをもって活躍できる職場を目指すため、今後も継続して職員への階層別研修等にお

いて、ワーク・ライフ・バランスの意義、必要性を学ぶ研修を実施する。【31205】 

  複合的な問題（認知症、精神疾患、8050 問題等が重なった状態）を抱えている場合は、相談が長期化

する傾向にある。適切な支援を行うため、関係機関との連携強化を図る必要がある。【32306】 
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数値目標 

柱 No. 項目 

数値 

当初 

（平成３０年度） 

現状 

（令和５年度） 

目標 

(令和５年度) 

Ⅳ ２１ 
男女共同参画社会という言葉の 

認知度 

69.7％ 

（平成２９年度） 

78.4％ 

（令和４年度） 
80％ 

 

 

モニタリング指標 

柱 No. 項目 

数値 

当初 

（平成３０年度） 

現状 

（令和５年度） 

Ⅳ 

２２ 
「夫は外で働き、妻は家庭を守るべき」という考

え方について肯定・否定の割合 

（肯定） 26.7％ 

（否定） 68.1％ 

（平成２９年度） 

（肯定） 17.0％ 

（否定） 77.8％ 

（令和４年度） 

２３ 

女性が職業を持つことの考え方についての割合 
①ずっと継続した方がよい 
②子どもができたら中断した方がよい 
③子どもができたら退職した方がよい 

① 37.5％ 

② 51.5％ 

③  3.6％ 

（平成２９年度） 

① 51.9％ 

② 35.7％ 

 ③ 1.6％ 

（令和４年度） 

２４ 社会全体における男女平等達成感 
10.6％ 

（平成２９年度） 

10.7％ 

（令和４年度） 

 

 

柱Ⅳ 男女共同参画意識が浸透した社会の実現 
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【令和５年度の主な取組と成果】 

施策の方向１ 男女共同参画社会の実現に向けた理解の促進 

  北九州市の男女共同参画社会に関する調査を実施した。「夫は外で働き、妻は家庭を守るべき」という

考え方についての設問では、否定の割合が６８．１％(平成２９年度)から７７．８％(令和４年度)となり、

性別による役割分担意識が薄れてきた。【41109】 

  地域や家庭、企業等における男女共同参画意識の浸透を目指して、地域、企業、女性団体等と連携しな

がら広報・啓発を推進した結果、「男女共同参画社会」という言葉の認知度は、６９．７％(平成２９年度)

から７８．４％(令和４年度)となり、言葉の浸透が進んだ。【41102】 

  地域での「男女共同参画フォーラムｉｎ北九州」、「男女共同参画に関する広報啓発事業」、男女共同参画

センターでの「ムーブフェスタ」は、いずれの事業も実施回数、参加人数が前年度より増加した。

【41201～41203】 

  人権啓発事業において、人権を考えるラジオ番組「明日への伝言板」特設ホームページにアーカイブ機

能を設け、シナリオを公開するとともに、放送されたラジオ番組を YouTube で配信し、啓発の促進を

した。【41105】 
 

施策の方向２ 男性にとっての男女共同参画の推進 

  男女共同参画センターにて男性臨床心理士による「男性のための電話相談」を実施した。件数は昨年度

の９６件から１２６件に増加し、年々増加している。【42103】 

  男女共同参画センター等において、性別による固定的役割分担意識にとらわれずに、男性が積極的に

家事や介護に参画するよう促す講座など、男性を対象とした講座を実施した。【42202】 
 

施策の方向３ 子どものころからの男女共同参画の理解の促進 

  全ての小中学校において、男女共同参画についてわかりやすくまとめた副読本「レッツ」（小学校用）、

「ひびき愛」（中学校用）の作成及び活用を図った。【43102】 

  市内の大学生を対象に、卒業後の進路や働き方を決めるにあたって役に立つ情報の提供と性別にと

らわれずに自分の生き方・働き方を考えるきっかけとなる出前講座「キャリア形成プログラム」を対面

とオンデマンド方式により実施し、理解度・満足度ともに高い評価を得た。【43202】 

  若年層向け啓発冊子「未来をひらくあなたに」を出前講演等で配布し、アンコンシャス・バイアスの解消

につなげた。【43205】 
 

施策の方向４ 防災における男女共同参画の推進 

  安全・安心な避難所生活の確保をはじめ、男女のニーズの違いなど男女双方の視点に配慮した取組に

ついて、出前講演を実施した。【44103】 

 
 

【今後の課題・取組】 

  女性活躍やワーク・ライフ・バランスを推進する企業の取組を支援するにあたり、企業のニーズを踏ま

え、効率的な実施や効果的な PR を検討していく。【42101】 

  男性の男女共同参画に対する理解の促進や固定的役割分担意識の解消につなげるため、男性の家事

や介護への参加を促す講座などの充実に努める。【42202】 

  引き続き、女性や子育て世代に配慮した備蓄物資の充実強化等を推進する。【44104】 
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数値目標 

 

 

モニタリング指標 

柱 No. 項目 

数値 

当初 

（平成３０年度） 

現状 

（令和５年度） 

Ⅴ 

２６ 

配偶者からの暴力の相談窓口の周知度 

 ①配偶者暴力相談支援センター 

②各区子ども・家庭相談コーナー 

③男女共同参画センター・ムーブ 

①  9.4％ 

② 27.1％ 

③ 14.9％ 

（平成２９年度） 

①  8.5％ 

② 27.7％ 

③ 14.1％ 

（令和４年度） 

２７ 

配偶者等からの暴力被害経験の割合 

①身体的暴力 

②精神的暴力 

③性的暴力 

④経済的暴力 

（女性） 

① 22.2％ 

② 39.1％ 

③ 12.2％ 

④  6.0％ 

（男性） 

① 11.4％ 

② 20.8％ 

③ 2.1％ 

④ 1.0％ 

（平成２９年度） 

（女性） 

①  19.9％ 

②  38.8％ 

③  12.6％ 

④   7.1％ 

（男性） 

①  12.5％ 

②  21.0％ 

③   1.3％ 

④   0.8％ 

（令和４年度） 

２８ 
１０代の人工妊娠中絶率 

（15～19 歳の女性人口千人対） 

11.5‰ 

（平成２８年） 

6.1‰ 

（令和３年） 

２９ 
生活習慣病予防のための特定健診受診率 

（北九州市国民健康保険加入者） 

36.1％ 

（平成２９年度） 

35.2％ 

（令和４年度） 

 

 

 

 

柱 No. 項目 

数値 

当初 

（平成３０年度） 

現状 

（令和５年度） 

目標 

(令和５年度) 

Ⅴ ２５ 

夫婦間における「①平手で打つ」 

「②殴るふりをしておどす」につい

て暴力と認識する人の割合 

① 71.1％ 

② 68.3％ 

（平成２９年度） 

① 76.8％ 

② 78.5％ 

（令和４年度） 

① 80％ 

② 80％ 

柱Ⅴ 女性に対する暴力の根絶など安心な生活の推進 
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【令和５年度の主な取組と成果】 

施策の方向１ 女性に対する暴力の防止及び被害者の支援 

  １１月の内閣府「女性に対する暴力をなくす運動」期間中に男女共同参画センターで「女性への暴力ゼロ

特別講座」の開催や「女性への暴力ゼロホットライン」を設置した。新たにインターネット広告を導入して

広報活動を実施した。【51103】 

  北九州市ＤＶ対策関係機関連絡会議において、警察、福岡法務局、弁護士会等の関係機関と情報を共

有し、緊密な連携を図った。【51410】 

 

施策の方向２ ハラスメント及び性犯罪等の防止 

  男女共同参画センターにおいて、希望する企業に、講師を派遣するハラスメント講座を１２件(１，２８７

人)実施した。【52101】 
 

施策の方向３ 生涯を通じた女性の健康支援 

  産後４か月までの家庭訪問時に、産後うつなどを早期に発見するため質問票を用いるとともに、子育

ての孤立化を防ぎ、地域の見守り体制を充実していくために医療機関と行政が連携して対応した。

【53205】 

  男女共同参画センターにおいて、日常生活の中で心と身体の健康の維持増進につながるような知識・

技術の習得の機会を提供するリプロダクティブ・ヘルス/ライツ講座を開催し、高い満足度水準を維持

した。【53301】 

 

施策の方向４ 困難を抱えた女性等が安心して暮らせる支援 

  ひとり親家庭等を支援するため、「母子・父子福祉センター」において、相談事業や自立促進のための講

座を実施し、ひとり親家庭等の生活安定、福祉の向上に努めた。【54103】 

  性的少数者の生き方を後押しするため、「パートナーシップ宣誓制度」により、宣誓した当事者に対し

「パートナーシップ宣誓書受領証」を１３件交付した（前年度比３件増）。【54201】 

 

【今後の課題・取組】 

  養育支援訪問事業は、令和６年度よりヤングケアラー支援事業と統合し、子育て世帯訪問事業として必

要な家事・育児支援を実施した。【53201】 

  デートＤＶ防止に取り組む団体と協力してデートＤＶ予防教室を実施し、若年層に対するデートＤＶ予防

の広報啓発に努める。【43301】 

  各区子ども・家庭相談コーナーの相談員が、家庭と子どもに関するあらゆる相談に対し、引き続き関係

機関と連携しながら、相談者一人ひとりの不安や負担感の軽減を図る。【51202・51206・51207】 

  男女共同参画センター等の窓口相談員が研修会や連絡会議に参加し幅広い知識の修得を図る。 

  母子・父子福祉センターで開催した講座等の受講者アンケートより、より周囲の実際の声を吸い上げ、

更に良い講座内容の実施を検討する。【54103】 
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【審議会委員からの意見】 

① 男女平等達成感について 

  数値目標である、「社会全体の男女平等達成感」は男女で認識の差がある（男性の方が、「平等を達成し

ている」という意識が高い）ので、その差を示すためにも男女別に示してほしい。 

 

② 女性の働く環境について 

  企業における女性の活躍について、第４次基本計画の期間は、コロナの影響もあって労働環境が大き

く変化した時期であった。 

  テレワークの推進を始めとした働き方改革が進み、大企業では女性の社会進出の枠も広がった。今後

は、中小企業や建設業、運輸業などにどう広がりを見せていくかが課題。 

  中小企業の、特に経営者層に分かりやすいようなＰＲ、例えば制度を整備して男女共同 参画を進める

ことが、自社のリクルートに有利になるといったようなきっかけづくりや、制度整備に悩んでいる企業

があれば、それがアドバイスできるような専門家が派遣できる制度など、分かりやすい制度をＰＲする

必要がある。 

  今後は中小企業に対して、いかに女性のパワーを活用していくかという方策を展開していくことが重

要である。企業と行政とが一緒に連携して進めることを期待する。 

  再就職を目指す女性に対する支援は、年齢に関係なく重要である。 

  女性の自立を考える上で、起業・創業した女性への伴走型支援が重要である。起業・創業した後の年収

の調査なども必要となってくる。 

  中小企業における女性活躍について、いち早く取り組まれている建設業等も見受けられ る。女性活

躍・ワーク・ライフ・バランス推進表彰などを活用して、がんばっている企業を広く周知・ＰＲして、「我が

社も取り組んでみたい」「ぜひ取り組むべきだ」という雰囲気を作っていくのも大切。 

  中小企業の経営者層におけるアンコンシャスバイアス（無意識の偏見）を崩すことは大変難しく、なかな

か進まない。繰り返し事例やデータを示すなどして、行政としても取り組みを進めてほしい。 

 

③ 若者に対する周知方法について 

  中小企業も女性活躍について頑張って取り組んでいる企業もあるが、その情報をどう若 者、これから

就職していく若者に、ポジティブな考えを与えるように PR するかが重要。 

  実際の働く現場の声を聞くことができないので、企業ががんばりを PR していても、働く環境が実際は

どうなのか、PR を信じていいのか分からない。インターネットで簡単に情報が入手でき、SNS でも就

活に関する情報がたくさんあるが、どれを信じてよいか分からない。このような状況の中で、市が統計

の資料などの情報を発信してくれたら安心感がある。 

  ワーク・ライフ・バランスがしっかり整っている大企業の満足度、また中小企業や起業の満足度などを

まとめた統計資料やツールがあるとよい。そういった資料があると、選択肢を定めやすい。 

  企業としては若者に安心して働いてもらうために、「えるぼし」「くるみん」などの認定制 度を受ける企

業もあるが、若者はそこを見ていない。 

  企業ががんばっているのに、それを知られていないというのは残念。高校や大学などで、市からそのよ

うな情報を提供するなどして、知っていただくことが大切。 

  「えるぼし」「くるみん」などの認定制度について、厚生労働省のホームページにデータベースを載せて

いるものがある。就活の時などに利用してほしい。国の制度ではあるが、北九州市でも周知してほし

い。 

  女性の活躍に関して、ロールモデルの存在が重要。例えば北九州で子育てしながら創業された方とか、

一旦離職したけど今戻って働こうとされている方とか、固い場ではなく、もう少しフリーな場で本当の

声を聞く場があると、ミスマッチがなくなる。 

  今の大学生はツールアプリや情報アプリを共有しあい、活用している。そういうアプリを市が作ること

ができるのならば、大学生がすぐに知ることができるし、それに関連した公式 ＳＮＳを作っていけば、

若者への認知や信頼は広まったり、高まると思う。 

  LINE や X などの SNS は、見たいと思うときにしか使わないので、学生に X が広まっているからとい
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って毎回見ているとは限らない。 

  若い方々への情報発信は、この審議会だけじゃなくて別の審議会でも問題になっている。北九州市は

かなりいろんなことを一生懸命やっている割には、認知度が低いというのは昔からの悩みである。 

  今までのやり方を継続している PR 方法の中で、これはあまり効果がないという意見のあるものはも

う止めるということもあっていい。 

  情報発信の仕方は、今日の会議での最大の課題だと思われる。ぜひ、若い方に聞きながら、今後の方

策の検討をお願いしたい。若い方へも、北九州のがんばりが伝わる形に、発信の仕方を変えていって

ほしい。 

 

④ ジェンダー平等啓発について 

  どの世代においてもジェンダー平等の理解を深めていかなければならない。次の世代が暮らしていく

ためには、上の世代がまず理解しないと繋がらない。 

  啓発事業はどうしても１回限りのものになっているので、なかなか理解が深まらない。 

  若い方とお話をすると、それぞれの家庭によって随分考え方が違う。固定的役割分担意識がない家庭

の方はそれが当たり前となっているが、そうでない場合は、アンコンシャス・バイアスが小さい頃から積

み重なっていると感じる。 

  ジェンダー平等を基調とした若い方向けのキャリア形成が重要である。（現在、大学生向けのキャリア

形成教育を実施しているが）大学進学率は５０％ほどなので、卒業したら就職をする高校生にもキャリ

ア形成教育を進めたい。 

  高校生向けのキャリア形成教育については、カリキュラムに余裕がないという問題がある。通常は時間

を取っていただいて教室に行って、そこでプログラムを行うと考えがちだが、5 分ぐらいの短い動画を

作って空いている時間に見ていただくような工夫をするなど、考えを変える時期にきている。 

 

⑤ DV 被害の防止対策について 

  平成３０年度から現在までを比較してみて、いわゆる行政の相談窓口の認知度、周知度というのが、あ

まり変わっていないことが非常に残念。 

  DV 被害については、１１０番通報は多いものの、警察への相談に対する敷居が高い。区役所などの行

政の窓口を気軽に利用できるということをもっと一般的に知っていただければ、相談も受けやすいし、

犯罪や被害の予防にも繋がると思う。 
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当初 現状 目標

（平成30年度） （令和元年度） （令和２年度） （令和３年度） （令和４年度） （令和５年度） (令和５年度)

1
市役所における女性役職者（係長以上）比率
（消防職員、教職員を除く）

17.6% 18.0% 19.6% 21.2% 22.6% 23.8% 23%

2
市役所における女性管理職（課長級以上）比
率（消防職員、教職員を除く）

13.6% 13.2% 13.1% 14.5% 16.6% 17.8% 15%

3
市立学校等における管理職に占める女性の
比率（校長、副校長、教頭、園長）

19.4% 21.6% 23.0% 25.2% 24.9% 27.0% 25%

4
市付属機関等における女性の比率（市付属
機関等には市政運営上の会合を含む）

53.0% 52.5% 53.1% 53.3% 52.7% 51.7% 50％以上

自治会における女性の比率

①    区自治総連合会長 ①    14.3％ ①  14.3％ ①　14.3％ ①   14.3％  ① 14.3％  ① 14.3％

②    区自治総連合副会長 ②      5.3％ ②    4.8％ ② 　 4.8％ ②    4.8％ ②   0.0％ ②   0.0％

③    自治区会長 ③      4.9％ ③    5.4％ ③    3.9％ ③    4.4％ ③   4.9％ ③   3.4％

④    自治区副会長 ④    12.9％ ④  13.8％ ④　12.8％ ④  14.4％ ④ 14.1％ ④ 14.7％

⑤    町内会長 ⑤    16.6％ ⑤  17.3％ ⑤　17.3％ ⑤　17.6％ ⑤ 17.8％ ⑤ 19.5％

（令和４年９月） （令和5年９月）

2.9% 4.5% 5.2% 5.8% 6.5% 6.6%

（令和４年９月） （令和5年９月）

15.0% 16.0% 16.5% 15.0% 15.0% 18.3%

（令和４年９月） （令和5年4月）

70.0% 70.0% 70.0% 75.5% 75.5% 79.8%

（平成27年） （平成27年） （平成27年） （令和2年） （令和2年） （令和4年）

108社 154社 181社 222社 286社 315社

(平成30年12月） （令和2年3月） （令和3年3月） （令和４年３月） （令和5年3月） （令和6年3月）

11.2% ー 14.2％　※1 14.2％　※1 14.2％　※1 14.1％　※1

（平成26年度） （令和2年度） （令和2年度） （令和2年度） （令和5年度）

（女性）① 49.4％ （女性）①46.4％ （女性）①50.8％ （女性）①56.0％ （女性）① 59.7％ （女性）① 36.2％

　　　  ② 50.4％ 　　　  ②52.7％ 　　　  ②48.8％ 　　　  ②43.6％ 　　 　  ② 39.8％ 　　 　  ② 62.8％

（男性）① 74.0％ （男性）①70.8％ （男性）①73.2％ （男性）①77.5％ （男性）① 79.6％ （男性）① 76.8％

         ② 24.9％          ②26.9％          ②24.9％          ②20.8％    　　   ② 18.9％    　　   ② 21.4％

（平成31年1月） （令和2年1月） （令和3年1月） （令和4年1月） （令和5年1月） （令和6年１月）

17.8% ー ー ー 21.2% 21.2%

（平成29年度） （令和4年度） （令和４年度）

10.4％減 1.4％増 7.0％減 13.6%増 13.2％増 18.3％増 10％以上減

(平成26年度比） （平成30年度比） （平成30年度比） （平成30年度比） （平成30年度比） （平成30年度比） （平成30年度比）

14.8% 28.7% 42.7% 60.3% 60.3% 71.0%

（平成30年3月）

多様な保育の実施箇所数

①延長保育（夜間保育所を含む） ①    154箇所 ①    153箇所 ①    148箇所 ①    137箇所 ①    125箇所 ①    121箇所 ①  令和元年度同水準

②休日保育 ②        7箇所 ②        7箇所 ②        7箇所 ②        7箇所 ②        7箇所 ②        7箇所 ②        7箇所

③病児保育 ③      12箇所 ③      12箇所 ③      13箇所 ③      13箇所 ③      13箇所 ③      13箇所 ③      14箇所

68.4% ー ー ー 76.8% ー

（平成29年度） （令和４年度）

男性：  1.2％ ー 男性：12.6％ 男性：12.6％ 男性：12.6％ 男性：36.3％

女性：87.1％ 女性：93.4％ 女性：93.4％ 女性：93.4％ 女性：97.1％

(平成26年度) (令和２年度)  ※2 (令和２年度)  ※2 (令和２年度)  ※2 (令和5年度)  ※2

9.2% ー ー ー 5.2% ー

(平成29年度) （令和４年度）

育児1時間45分 ー ー ー 育児2時間12分 ー

家事  　　45分 家事1時間22分

（平成29年度） （令和４年度）

多様な保育の受入児童数

①延長保育 ① 16,119人 ① 15,029人 ① 13,554人 ① 10,155人 ①   8,394人 ※3 ①   8,221人 ※3

②夜間保育 ②     572人 ② 　   578人 ②      539人 ②      542人 ②      497人 ②      456人

③休日保育 ③  1,872人 ③　2,084人 ③   1,484人 ③   1,739人 ③   1,866人 ③   1,889人

④病児保育 ④  8,907人 ④　9,029人 ④   3,595人 ④   5,908人 ④   6,896人 ④ 13,221人

第4次男女共同参画基本計画の数値目標・モニタリング指標の推移

柱

モニタリング

モニタリング

Ⅰ

Ⅱ

モニタリング

モニタリング

モニタリング

5

6
校区まちづくり協議会会長における女性の
比率

項目No.

7
市立小・中・特別支援学校のＰＴＡ会長におけ
る女性の比率

イクボス同盟加盟企業数

8 73%

9

11
雇用形態（①正社員②パート・臨時雇）におけ
る男女別割合

10

12 職場での男女平等達成感

Ⅲ

モニタリング

モニタリング

モニタリング

モニタリング

モニタリング

16
仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）
という言葉の認知度

17 市内企業等における社員の育児休業取得率

13 市役所における時間外勤務削減率

14 30%

15

19
6歳未満の子どもを持つ男性の育児・家事関
連時間

20

18

モニタリング

25～45歳の女性就業率

事業所の管理職（課長相当職以上）に占める
女性の割合

市役所における男性職員の育児休業取得率

市内企業等における週労働時間60時間以
上の雇用者の割合（年間就業日数200日以
上の雇用者）

300社
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当初 現状 目標

（平成30年度） （令和元年度） （令和２年度） （令和３年度） （令和４年度） （令和５年度） (令和５年度)

第4次男女共同参画基本計画の数値目標・モニタリング指標の推移

柱 項目No.

69.7% ー ー ー 78.4% ー

（平成２９年度） (令和４年度)

（肯定） 26.7％ ー ー ー （肯定） 17.0％ ー

（否定） 68.1％ （否定） 77.8％

（平成２９年度） （令和４年度）

女性が職業を持つことの考え方についての
割合

①ずっと継続した方がよい ①    37.5％ ー ー ー ①   51.9％ ー

②子どもができたら中断した方がよい ②    51.5％ ②   35.7％

③子どもができたら退職した方がよい ③     3.6％ ③     1.6％

（平成２９年度） （令和４年度）

10.6% ー ー ー 10.7% ー

（平成２９年度） （令和４年度）

夫婦間における「①平手で打つ」 ①    71.1％ ー ー ー ①   76.8％ ー ①    80％

②    68.3％ ②   78.5％ ②    80％

（平成29年度） (令和４年度)

配偶者からの暴力の相談窓口の周知度

①配偶者暴力相談支援センター ①     9.4％ ー ー ー ①     8.5％ ー

②各区子ども・家庭相談コーナー ②   27.1％ ②   27.7％

③男女共同参画センター・ムーブ ③   14.9％ ③   14.1％

（平成29年度） （令和４年度）

配偶者等からの暴力被害経験の割合 （女性） （女性）

①身体的暴力 ①    22.2％ ー ー ー ①    19.9％ ー

②精神的暴力 ②    39.1％ ②    38.8％

③性的暴力 ③    12.2％ ③    12.6％

④経済的暴力 ④      6.0％ ④      7.1％

（男性） （男性）

①    11.4％ ①    12.5％

②   20.8％ ②    21.0％

③　   2.1％ ③      1.3％

④　   1.0％ ④     0.8％

（平成２９年度） （令和４年度）

１０代の人工妊娠中絶率 11.5‰ 11.40% 7.6‰ 7.6‰ 7.2‰ 6.1‰

（15～19歳の女性人口千人対） （平成28年） （平成29年） （令和元年） （令和元年） （令和２年） （令和3年）

生活習慣病予防のための特定健診受診率 36.1% 36.6% 34.2% 33.5% 34.2% 35.2%

（北九州市国民健康保険加入者） （平成29年度） （平成30年度） (令和元年度) (令和２年度) （令和３年度） （令和4年度）

モニタリング

モニタリング

モニタリング

モニタリング

Ⅳ

25

23

22

Ⅴ

27

28

29

80%

モニタリング

モニタリング

モニタリング

21

26

24

「②殴るふりをしておどす」について暴力と
認識する人の割合

「夫は外で働き、妻は家庭を守るべき」という
考え方について肯定・否定の割合

社会全体における男女平等達成感

男女共同参画社会という言葉の認知度
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■実施状況表について 

あらゆる分野の方針決定過程への女性の参画拡大

施策の方向　１ 企業・地域等の方針決定過程への女性の参画拡大

具体的政策　（１） 企業、地域等における女性の参画拡大についての意識改革

項目 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

11101 1

新「北九州イクボス同盟」等におい
て、企業等における女性活躍やワー
ク・ライフ・バランスの先進事例の紹
介等を通じ、経営者・管理職の意識
改革を図ります。

実施内容
進捗 今後の取組（課題や見直し） 局名事業・取組概要

柱Ⅰ

No. 取組内容 NO.

基本計画の内容に対する

事業・取組内容の概要を記載
男女共同参画基本計画の

具体的施策の内容を記載

基本計画の内容に対する事業の実施内容及び

令和元～５年度の実施状況について記載

実施状況を踏まえた今後の取

組や、取組にあたっての課題

等について記載

R５年度の進捗状況について記載

Ａ：予定どおり実施した

Ｂ：概ね予定どおり実施した。

Ｃ：実施したが、見直し検討が必要

Ｄ：準備中、検討中

Ｅ：未実施

 

基本計画に掲げている 

施策の実施状況 

21



あ
ら

ゆ
る

分
野

の
方

針
決

定
過

程
へ

の
女

性
の

参
画

拡
大

施
策

の
方

向
　

１
企

業
・
地

域
等

の
方

針
決

定
過

程
へ

の
女

性
の

参
画

拡
大

具
体

的
政

策
　

（
１

）
企

業
、

地
域

等
に

お
け

る
女

性
の

参
画

拡
大

に
つ

い
て

の
意

識
改

革

項
目

R
1
年

度
R

2
年

度
R

3
年

度
R

4
年

度
R

5
年

度

1
1
1
0
1

1

「
北

九
州

イ
ク

ボ
ス

同
盟

」
等

に
お

い
て

、
H

P
等

で
先

進
事

例
の

紹
介

や
、

階
層

別
研

修
会

等
を

実
施

し
、

経
営

者
・
管

理
職

の
意

識
改

革
に

つ
な

げ
る

。
ま

た
、

子
育

て
支

援
や

男
女

が
と

も
に

働
き

や
す

い
環

境
づ

く
り

な
ど

、
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
推

進
及

び
女

性
活

躍
推

進
に

取
り

組
む

企
業

・
個

人
等

を
表

彰
し

、
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
や

推
進

サ
イ

ト
で

そ
の

取
組

を
広

く
P
R

す
る

こ
と

で
、

そ
の

意
義

や
必

要
性

に
つ

い
て

、
市

民
及

び
企

業
等

の
意

識
向

上
を

図
る

。

①
北

九
州

イ
ク

ボ
ス

同
盟

に
お

け
る

先
進

事
例

の
紹

介
等

②
北

九
州

イ
ク

ボ
ス

同
盟

に
お

け
る

研
修

会
等

の
実

施
③

北
九

州
市

女
性

活
躍

・
ワ

ー
ク

ラ
イ

フ
バ

ラ
ン

ス
表

彰
受

賞
者

数

①
2
回

②
2
回

③
4
社

・
者

①
2
回

②
2
回

③
6
社

・
者

①
1
2
回

②
2
回

③
5
社

①
9
回

②
2
回

③
3
社

①
5
回

②
2
回

③
4
社

Ａ

引
き

続
き

、
先

進
事

例
を

紹
介

す
る

と
と

も
に

、
効

果
的

な
広

報
・
実

施
方

法
に

つ
い

て
検

討
し

、
改

善
を

図
る

。
さ

ら
に

、
研

修
会

等
を

通
し

て
企

業
の

取
組

支
援

や
意

識
改

革
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
改

訂
し

た
e
ラ

ー
ニ

ン
グ

動
画

の
有

効
活

用
を

図
る

。
ま

た
、

表
彰

受
賞

企
業

に
関

す
る

情
報

発
信

の
機

会
を

充
実

さ
せ

、
時

代
に

即
し

た
表

彰
と

な
る

よ
う

随
時

見
直

し
を

行
っ

て
い

く
。

総
務

市
民

局

1
1
1
0
2

2

こ
れ

か
ら

女
性

活
躍

に
取

り
組

む
企

業
を

対
象

と
し

た
セ

ミ
ナ

ー
や

コ
ン

サ
ル

テ
ィ

ン
グ

、
企

業
の

女
性

従
業

員
及

び
管

理
監

督
者

等
を

対
象

に
し

た
各

種
セ

ミ
ナ

ー
等

を
通

じ
て

、
市

内
に

お
け

る
女

性
活

躍
の

推
進

を
図

る
。

ま
た

、
誰

も
が

そ
の

個
性

と
能

力
を

十
分

に
発

揮
し

、
仕

事
と

生
活

（
育

児
、

介
護

等
）
の

両
立

が
で

き
る

環
境

づ
く
り

や
、

多
様

な
働

き
方

の
実

現
の

た
め

、
女

性
活

躍
や

ワ
ー

ク
・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
の

推
進

に
取

り
組

む
事

業
所

を
対

象
に

、
セ

ミ
ナ

ー
講

師
や

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

（
社

会
保

険
労

務
士

）
を

直
接

企
業

に
派

遣
す

る
な

ど
、

女
性

活
躍

や
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
を

推
進

す
る

企
業

の
取

組
を

支
援

す
る

。

企
業

向
け

出
前

セ
ミ

ナ
ー

等
へ

の
講

師
等

派
遣

3
7
回

1
9
回

3
0
回

2
6
回

2
7
回

Ａ

実
施

件
数

は
前

年
度

と
ほ

ぼ
横

ば
い

で
あ

っ
た

。
今

後
も

、
よ

り
多

く
の

企
業

に
支

援
が

行
き

渡
る

よ
う

、
広

報
に

力
を

入
れ

つ
つ

、
実

施
方

法
に

つ
い

て
の

柔
軟

な
対

応
が

求
め

ら
れ

る
。

市
内

企
業

等
の

意
見

を
踏

ま
え

な
が

ら
、

効
果

的
な

広
報

・
実

施
方

法
に

つ
い

て
検

討
し

、
改

善
を

図
る

。

総
務

市
民

局

1
1
1
0
3

3

子
育

て
支

援
や

男
女

が
と

も
に

働
き

や
す

い
環

境
づ

く
り

な
ど

、
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
推

進
及

び
女

性
活

躍
推

進
に

取
り

組
む

企
業

・
個

人
等

を
表

彰
し

、
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
や

推
進

サ
イ

ト
で

そ
の

取
組

を
広

く
P
R

す
る

こ
と

で
、

そ
の

意
義

や
必

要
性

に
つ

い
て

、
市

民
及

び
企

業
等

の
意

識
向

上
を

図
る

。

北
九

州
市

女
性

活
躍

・
ワ

ー
ク

ラ
イ

フ
バ

ラ
ン

ス
表

彰
受

賞
者

数
4
社

・
者

6
社

・
者

5
社

3
社

4
社

Ａ

表
彰

受
賞

企
業

に
関

す
る

情
報

発
信

の
機

会
を

充
実

さ
せ

、
時

代
に

即
し

た
表

彰
と

な
る

よ
う

随
時

見
直

し
を

行
っ

て
い

く
。

ま
た

、
実

践
事

例
を

市
内

企
業

・
市

民
へ

よ
り

効
果

的
な

方
法

で
広

報
す

る
こ

と
で

、
取

り
組

み
を

市
内

全
域

へ
広

げ
て

い
く
。

総
務

市
民

局

1
1
1
0
4

4

平
成

2
6
年

度
よ

り
ム

ー
ブ

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

掲
載

し
て

い
る

「
北

九
州

市
の

男
女

共
同

参
画

統
計

デ
ー

タ
集

2
0
1
4
」
（
R

2
年

度
～

「
北

九
州

市
の

男
女

共
同

参
画

統
計

デ
ー

タ
集

2
0
2
0
」
）
の

デ
ー

タ
に

つ
い

て
、

定
期

的
に

更
新

を
行

い
最

新
の

情
報

を
提

供
し

て
い

く
。

追
加

デ
ー

タ
数

1
1
件

1
1
4
件

1
7
件

2
7
件

1
4
件

Ａ

令
和

5
年

度
は

、
北

九
州

市
内

の
事

業
所

に
お

け
る

女
性

の
活

躍
推

進
に

関
す

る
取

り
組

み
状

況
等

を
把

握
す

る
た

め
の

実
態

調
査

を
行

っ
た

。
今

回
初

め
て

健
康

経
営

や
旧

姓
使

用
の

制
度

に
関

す
る

調
査

も
行

い
、

市
内

事
業

所
の

女
性

活
躍

推
進

に
係

る
実

態
を

幅
広

く
把

握
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

調
査

結
果

の
一

部
は

、
第

５
次

北
九

州
市

男
女

共
同

参
画

基
本

計
画

に
活

用
さ

れ
る

な
ど

、
女

性
の

活
躍

推
進

に
向

け
た

施
策

検
討

資
料

と
し

て
用

い
ら

れ
て

い
る

。
今

後
も

、
デ

ー
タ

の
更

新
を

定
期

的
に

行
う

と
と

も
に

、
男

女
共

同
参

画
社

会
の

推
進

に
関

す
る

新
し

い
デ

ー
タ

を
随

時
追

加
し

て
情

報
提

供
す

る
。

総
務

市
民

局

1
1
1
0
5

5
自

治
会

や
校

区
ま

ち
づ

く
り

協
議

会
の

会
長

・
副

会
長

等
、

Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長

・
副

会
長

、
市

民
セ

ン
タ

ー
館

長
、

社
会

福
祉

協
議

会
会

長
、

民
生

委
員

・
児

童
委

員
な

ど
の

女
性

比
率

に
つ

い
て

毎
年

調
査

し
、

実
施

状
況

報
告

書
等

で
公

表
す

る
。

①
区

自
治

総
連

合
会

会
長

②
自

治
連

合
会

（
自

治
区

・
地

区
・

校
区

会
長

）
③

自
治

連
合

会
（
町

内
会

長
）

④
校

区
ま

ち
づ

く
り

協
議

会
会

長
⑤

Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長

⑥
市

民
セ

ン
タ

ー
館

長

①
1
4
.3

%
②

5
.4

%
③

1
7
.3

%
④

4
.5

%
⑤

1
3
.8

%
⑥

7
2
.3

%

①
1
4
.3

%
②

3
.9

%
③

1
7
.3

%
④

5
.2

%
⑤

1
4
.1

%
⑥

7
6
.2

%

①
1
4
.3

%
②

4
.4

%
③

1
7
.6

%
④

5
.8

%
⑤

1
3
.3

%
⑥

7
6
.2

%

①
1
4
.3

%
②

4
.9

%
③

1
7
.8

%
④

6
.5

%
⑤

1
5
.2

%
⑥

7
4
.6

%

①
1
4
.3

%
②

3
.4

%
③

1
9
.5

%
④

6
.6

%
⑤

1
8
.3

%
⑥

7
0
.8

%

Ａ
今

後
も

、
自

治
会

長
等

の
女

性
の

参
画

率
に

つ
い

て
把

握
し

、
公

表
し

て
い

く
。

総
務

市
民

局

1
1
1
0
6

6
地

域
で

活
躍

す
る

女
性

リ
ー

ダ
ー

の
ロ

ー
ル

モ
デ

ル
の

情
報

を
発

信
す

る
た

め
、

平
成

2
9
年

度
に

新
設

し
た

北
九

州
市

表
彰

「
男

女
共

同
参

画
功

労
」
部

門
を

継
続

し
て

い
く
。

北
九

州
市

表
彰

に
「
男

女
共

同
参

画
功

労
」
表

彰
受

賞
者

数
8
人

7
人

6
人

6
人

6
人

Ａ
引

き
続

き
、

地
域

で
活

躍
す

る
ロ

ー
ル

モ
デ

ル
と

な
る

女
性

の
表

彰
を

継
続

し
て

い
く
。

総
務

市
民

局

柱
Ⅰ

N
o
.

取
組

内
容

「
北

九
州

イ
ク

ボ
ス

同
盟

」
等

に
お

い
て

、
企

業
等

に
お

け
る

女
性

活
躍

や
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
の

先
進

事
例

の
紹

介
等

を
通

じ
、

経
営

者
・
管

理
職

の
意

識
改

革
を

図
り

ま
す

。

局
名

今
後

の
取

組
（
課

題
や

見
直

し
）

事
業

・
取

組
概

要
進

捗
実

施
内

容
枝

番

男
女

が
共

に
働

き
や

す
い

環
境

づ
く
り

な
ど

、
女

性
活

躍
や

ワ
ー

ク
・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
の

推
進

に
取

り
組

む
企

業
等

を
表

彰
し

ま
す

。
ま

た
、

受
賞

者
の

取
組

事
例

を
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
や

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
紹

介
し

、
企

業
等

に
対

し
て

、
広

く
周

知
し

ま
す

。

政
策

・
方

針
決

定
過

程
の

女
性

の
参

画
状

況
な

ど
男

女
共

同
参

画
に

関
す

る
情

報
を

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

な
ど

で
発

信
し

ま
す

。

企
業

等
の

事
業

者
に

対
し

、
女

性
管

理
職

に
関

す
る

積
極

的
改

善
措

置
（
ポ

ジ
テ

ィ
ブ

・
ア

ク
シ

ョ
ン

）
を

周
知

す
る

た
め

に
、

出
前

セ
ミ

ナ
ー

等
を

実
施

し
ま

す
。

自
治

会
等

の
地

域
に

お
け

る
団

体
の

女
性

参
画

率
に

つ
い

て
、

定
期

的
に

把
握

す
る

と
と

も
に

、
女

性
の

参
画

拡
大

の
た

め
の

広
報

・
啓

発
を

実
施

し
ま

す
。

国
・
県

・
市

が
行

う
男

女
共

同
参

画
推

進
の

功
績

に
対

す
る

表
彰

制
度

を
活

用
し

、
地

域
で

活
躍

す
る

女
性

リ
ー

ダ
ー

の
情

報
を

発
信

し
ま

す
。
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あ
ら

ゆ
る

分
野

の
方

針
決

定
過

程
へ

の
女

性
の

参
画

拡
大

施
策

の
方

向
　

１
企

業
・
地

域
等

の
方

針
決

定
過

程
へ

の
女

性
の

参
画

拡
大

具
体

的
政

策
　

（
２

）
企

業
、

地
域

等
に

お
け

る
女

性
リ

ー
ダ

ー
育

成
の

推
進

項
目

R
1
年

度
R

2
年

度
R

3
年

度
R

4
年

度
R

5
年

度

1
-
1

働
く
女

性
の

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

と
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
づ

く
り

を
応

援
す

る
た

め
の

ス
テ

ッ
プ

ア
ッ

プ
講

座
を

開
催

す
る

ほ
か

、
ス

テ
ッ

プ
ア

ッ
プ

講
座

の
修

了
生

対
象

の
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

講
座

を
開

催
し

、
修

了
生

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
づ

く
り

や
身

近
な

ロ
ー

ル
モ

デ
ル

の
発

信
等

に
取

り
組

む
。

就
業

継
続

支
援

・
ス

テ
ッ

プ
ア

ッ
プ

支
援

講
座

数
・
参

加
延

べ
人

数
①

ム
ー

ブ
（
ス

テ
ッ

プ
ア

ッ
プ

、
お

役
立

ち
）

②
レ

デ
ィ

ス
も

じ
（
キ

ャ
リ

ア
ア

ッ
プ

（
P
C

除
）
）

③
レ

デ
ィ

ス
や

は
た

（
キ

ャ
リ

ア
ア

ッ
プ

(P
C

除
)）

①
1
1
講

座
3
1
0
人

②
5
講

座
1
,0

8
9
人

③
1
2
講

座
3
4
6
人

①
8
講

座
2
0
9
人

②
1
講

座
1
5
9
人

③
9
講

座
2
0
5
人

①
1
2
講

座
3
7
6
人

②
　

-
③

　
-

①
1
0
講

座
4
0
0
人

②
　

-
③

　
-

①
1
0
講

座
3
2
9
人

②
　

-
③

　
-

Ｂ

①
ス

テ
ッ

プ
ア

ッ
プ

セ
ミ

ナ
ー

は
令

和
3
年

度
か

ら
ウ

ー
マ

ン
ワ

ー
ク

カ
フ

ェ
北

九
州

が
主

催
、

ム
ー

ブ
は

共
催

と
な

っ
た

。
企

業
を

超
え

た
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
形

成
に

効
果

を
上

げ
て

い
る

。
お

役
立

ち
ワ

ン
ポ

イ
ン

ト
セ

ミ
ナ

ー
も

1
0
年

目
の

開
催

で
各

回
定

員
を

超
え

る
申

込
が

あ
り

、
順

調
で

あ
る

。
今

後
と

も
参

加
者

の
裾

野
を

さ
ら

に
広

げ
る

た
め

、
よ

り
参

加
し

や
す

い
講

座
と

な
る

よ
う

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

適
宜

見
直

し
な

が
ら

引
き

続
き

実
施

す
る

。
②

③
レ

デ
ィ

ス
も

じ
及

び
レ

デ
ィ

ス
や

は
た

は
令

和
3
年

3
月

で
閉

館
と

な
り

、
生

涯
学

習
セ

ン
タ

ー
分

館
と

な
っ

た
た

め
、

該
当

事
業

は
終

了
と

な
っ

た
。

総
務

市
民

局

1
-
2

企
業

等
の

女
性

管
理

職
や

管
理

職
に

相
当

す
る

女
性

社
員

の
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

形
成

を
支

援
す

る
こ

と
に

よ
り

、
更

な
る

女
性

活
躍

の
推

進
を

図
る

。

（
R

1
～

R
2
）
女

性
管

理
職

セ
ミ

ナ
ー

・
参

加
延

べ
企

業
数

（
R

3
）
女

性
管

理
職

セ
ミ

ナ
ー

・
キ

ャ
リ

ア
ア

ッ
プ

セ
ミ

ナ
ー

参
加

延
べ

企
業

数
（
R

4
）
働

く
女

性
向

け
次

世
代

リ
ー

ダ
ー

育
成

セ
ミ

ナ
ー

参
加

企
業

数

1
6
社

1
8
社

3
4
社

2
9
社

2
2
社

Ａ

企
業

等
で

働
く
女

性
を

対
象

に
、

様
々

な
分

野
で

キ
ャ

リ
ア

を
積

ん
だ

ロ
ー

ル
モ

デ
ル

と
の

出
会

い
を

提
供

す
る

福
岡

キ
ャ

リ
ア

・
カ

フ
ェ

（
主

催
：
福

岡
県

）
の

開
催

な
ど

、
女

性
同

士
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

形
成

等
を

支
援

す
る

こ
と

に
よ

り
、

更
な

る
女

性
活

躍
の

推
進

を
図

る
。

産
業

経
済

局

1
1
2
0
2

2

北
九

州
市

民
カ

レ
ッ

ジ
「
地

域
力

ア
ッ

プ
セ

ミ
ナ

ー
」
、

「
社

会
教

育
・
生

涯
学

習
基

礎
講

座
」
な

ど
の

修
了

者
で

、
地

域
で

の
活

動
や

取
組

に
貢

献
し

た
い

と
考

え
る

市
内

在
住

の
女

性
を

対
象

に
、

国
立

女
性

教
育

会
館

な
ど

先
進

事
例

の
視

察
研

修
や

そ
の

他
研

修
を

実
施

す
る

。
生

涯
学

習
活

動
に

必
要

な
専

門
的

知
識

や
手

法
を

学
ぶ

こ
と

で
資

質
向

上
を

図
り

、
研

修
生

が
地

域
の

リ
ー

ダ
ー

的
な

役
割

を
担

え
る

よ
う

に
な

る
こ

と
を

目
指

す
。

①
応

募
者

数
②

研
修

生
数

③
研

修
日

数
（
事

前
研

修
・
派

遣
研

修
・
事

後
研

修
・
報

告
会

の
合

計
日

数
）

④
報

告
会

参
加

者
数

①
5
人

②
5
人

③
1
4
日

④
約

1
4
0

人

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
拡

大
防

止
の

た
め

中
止

①
1
3
人

②
1
3
人

③
1
3
日

④
3
8
人

（
対

面
の

み
）

①
2
人

②
0
人

③
0
日

④
0
人

①
1
2
人

②
1
1
人

③
1
0
日

④
5
3
人

（
内

、
オ

ン
ラ

イ
ン

視
聴

1
5
人

）

Ａ

こ
れ

ま
で

の
「
女

性
リ

ー
ダ

ー
国

内
研

修
」
を

見
直

し
、

令
和

５
年

度
か

ら
「
地

域
に

お
け

る
女

性
リ

ー
ダ

ー
育

成
セ

ミ
ナ

ー
」
に

名
称

を
変

更
、

そ
れ

に
併

せ
て

内
容

も
刷

新
し

た
。

「
既

に
リ

ー
ダ

ー
と

し
て

の
勉

強
を

し
て

い
る

人
の

中
で

選
ば

れ
た

人
だ

け
参

加
で

き
る

研
修

」
で

は
な

く
、

こ
れ

か
ら

リ
ー

ダ
ー

と
し

て
活

躍
し

て
い

く
人

材
を

育
成

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

、
応

募
条

件
や

人
数

制
限

な
く
誰

で
も

受
講

で
き

る
研

修
と

し
た

。
ま

た
、

国
立

女
性

教
育

会
館

へ
の

視
察

研
修

を
廃

止
し

、
日

帰
り

で
行

け
る

範
囲

を
視

察
先

の
対

象
（
遠

方
の

場
合

は
オ

ン
ラ

イ
ン

を
活

用
）
と

し
た

こ
と

に
よ

り
、

応
募

者
も

１
２

人
に

回
復

し
開

講
す

る
こ

と
が

で
き

た
（
令

和
４

年
度

は
応

募
者

２
人

の
た

め
中

止
）
。

内
容

の
変

更
に

伴
う

応
募

者
数

や
年

齢
層

等
の

変
化

に
つ

い
て

注
視

し
な

が
ら

、
必

要
に

応
じ

て
受

講
回

数
・
時

間
等

に
つ

い
て

も
検

討
し

て
い

き
た

い
。

な
お

、
令

和
６

年
度

に
関

し
て

は
、

前
年

度
と

同
様

に
実

施
す

る
予

定
で

あ
る

。

総
務

市
民

局

1
1
2
0
3

3
男

女
共

同
参

画
フ

ォ
ー

ラ
ム

ｉｎ
北

九
州

の
開

催
支

援
な

ど
、

「
北

九
州

市
女

性
団

体
連

絡
会

議
」
と

の
連

携
・
協

働
及

び
活

動
支

援
を

す
る

。

男
女

共
同

参
画

フ
ォ

ー
ラ

ム
①

実
施

回
数

②
参

加
者

数

①
3
7
回

②
3
,0

5
6

人

①
0
回

②
0
人

①
2
5
回

②
1
,3

0
4

人

①
2
9
回

②
1
,5

5
9

人

①
3
0
回

②
1
,7

9
2

人
Ａ

今
後

も
引

き
続

き
、

北
九

州
市

女
性

団
体

連
絡

会
議

と
協

力
し

、
効

果
的

な
啓

発
活

動
を

実
施

す
る

。
総

務
市

民
局

1
1
2
0
4

4

市
内

で
活

動
し

て
い

る
女

性
学

習
グ

ル
ー

プ
の

育
成

・
支

援
（
共

催
、

事
業

計
画

の
相

談
・
助

言
、

講
師

派
遣

な
ど

）
を

実
施

す
る

。
　

女
性

学
習

グ
ル

ー
プ

　
・
北

九
州

市
婦

人
団

体
協

議
会

　
・
北

九
州

市
婦

人
会

連
絡

協
議

会
　

・
北

九
州

婦
人

教
育

研
究

会
　

・
北

九
州

市
婦

人
教

育
推

進
会

①
機

関
紙

発
行

回
数

/
部

数
②

研
修

会
回

数
/
参

加
者

数

① 年
3
回

/
2
1
,0

0
0

部 ② 年
3
回

/
2
5
0
人

① 年
2
回

/
1
4
,0

0
0

部 ② 年
3
回

/
1
1
6
人

(う
ち

1
回

は
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

拡
大

防
止

の
た

め
、

書
面

開
催

）

① 年
2
回

/
1
4
,0

0
0

部 ② 年
3
回

/
１

３
９

人

① 年
2
回

/
1
4
,0

0
0

部 ② 年
４

回
/
１

７
２

人

① 年
2
回

/
1
4
,0

0
0

部 ② 年
2
回

/
1
2
4
人

Ｂ
令

和
元

年
度

と
比

較
す

る
と

、
研

修
参

加
者

数
が

大
き

く
減

少
し

て
い

る
。

そ
の

た
め

、
開

催
日

時
の

変
更

や
オ

ン
ラ

イ
ン

配
信

等
を

検
討

し
、

参
加

者
数

の
増

加
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

総
務

市
民

局

枝
番

事
業

・
取

組
概

要
実

施
内

容
進

捗

柱
Ⅰ

N
o
.

取
組

内
容

今
後

の
取

組
（
課

題
や

見
直

し
）

局
名

1
1
2
0
1

働
く
女

性
や

女
性

管
理

職
等

に
対

し
て

、
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
や

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

づ
く

り
を

応
援

す
る

た
め

の
講

座
の

開
催

や
、

身
近

な
ロ

ー
ル

モ
デ

ル
の

情
報

発
信

等
を

行
い

ま
す

。

生
涯

学
習

総
合

セ
ン

タ
ー

等
に

お
い

て
地

域
に

お
け

る
女

性
リ

ー
ダ

ー
を

育
成

す
る

た
め

の
研

修
を

実
施

し
ま

す
。

男
女

共
同

参
画

社
会

の
形

成
の

た
め

の
取

組
を

実
施

し
て

い
る

「
北

九
州

市
女

性
団

体
連

絡
会

議
」
の

リ
ー

ダ
ー

育
成

を
支

援
し

ま
す

。

市
内

で
活

動
し

て
い

る
「
北

九
州

市
婦

人
団

体
協

議
会

」
な

ど
の

女
性

学
習

グ
ル

ー
プ

の
人

材
育

成
を

支
援

し
ま

す
。
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あ
ら

ゆ
る

分
野

の
方

針
決

定
過

程
へ

の
女

性
の

参
画

拡
大

施
策

の
方

向
　

２
市

の
方

針
決

定
過

程
へ

の
女

性
の

参
画

拡
大

具
体

的
政

策
　

（
１

）
市

の
付

属
機

関
及

び
市

政
運

営
上

の
会

合
へ

の
女

性
の

参
画

促
進

項
目

R
1
年

度
R

2
年

度
R

3
年

度
R

4
年

度
R

5
年

度

1
2
1
0
1

1

市
の

政
策

・
方

針
決

定
の

場
で

あ
る

市
の

付
属

機
関

等
へ

の
女

性
参

画
向

上
に

向
け

て
下

記
の

取
組

を
実

施
す

る
。

　
・
市

の
付

属
機

関
等

に
お

け
る

女
性

委
員

の
参

画
状

況
調

査
　

・
女

性
登

用
に

際
し

て
、

女
性

人
材

の
紹

介
や

ア
ド

バ
イ

ス
の

実
施

女
性

委
員

参
画

状
況

（
各

年
度

7
月

1
日

時
点

、
令

和
3
年

度
は

6
月

1
日

時
点

）
5
2
.5

%
5
3
.1

%
5
3
.3

%
5
2
.7

%
5
1
.7

0
%

Ａ
今

後
も

付
属

機
関

等
の

女
性

の
参

画
率

5
0
%
以

上
を

維
持

し
、

す
べ

て
の

付
属

機
関

等
の

女
性

員
の

参
画

率
が

5
0
%
と

な
る

こ
と

を
目

指
す

。
総

務
市

民
局

あ
ら

ゆ
る

分
野

の
方

針
決

定
過

程
へ

の
女

性
の

参
画

拡
大

施
策

の
方

向
　

２
市

の
方

針
決

定
過

程
へ

の
女

性
の

参
画

拡
大

具
体

的
政

策
　

（
２

）
市

役
所

に
お

け
る

女
性

職
員

の
計

画
的

な
人

材
育

成
と

登
用

の
促

進
、

職
場

風
土

の
改

革

項
目

R
1
年

度
R

2
年

度
R

3
年

度
R

4
年

度
R

5
年

度

1
2
2
0
1

1

「
北

九
州

市
職

員
女

性
活

躍
・
ワ

ー
ク

ラ
イ

フ
バ

ラ
ン

ス
推

進
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
（
R

1
～

5
年

度
）
に

基
づ

き
、

職
員

の
能

力
開

発
・
キ

ャ
リ

ア
形

成
支

援
を

目
的

と
し

た
研

修
を

実
施

し
た

ほ
か

、
各

役
職

段
階

で
の

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

能
力

等
の

向
上

の
た

め
、

管
理

職
を

対
象

と
し

た
イ

ク
ボ

ス
研

修
、

役
職

者
（
係

長
級

）
を

対
象

と
し

た
、

プ
レ

イ
ク

ボ
ス

研
修

を
実

施
す

る
。

ま
た

、
部

下
が

イ
ク

ボ
ス

実
践

が
で

き
て

い
る

管
理

職
を

推
薦

す
る

市
職

員
イ

ク
ボ

ス
表

彰
に

よ
り

、
一

層
の

イ
ク

ボ
ス

実
践

を
促

し
、

”
多

様
な

人
材

を
活

か
し

、
組

織
と

人
の

成
長

に
つ

な
げ

る
”
風

土
の

更
な

る
醸

成
を

図
る

。

①
女

性
職

員
キ

ャ
リ

ア
研

修
の

実
施

及
び

サ
ポ

ー
ト

②
メ

ン
タ

ー
研

修
の

実
施

③
新

任
課

長
向

け
イ

ク
ボ

ス
研

修
の

実
施

④
新

任
係

長
向

け
プ

レ
イ

ク
ボ

ス
研

修
の

実
施

⑤
市

職
員

イ
ク

ボ
ス

表
彰

の
実

施

①
5
回

②
3
回

③
1
回

④
3
回

⑤
8
名

①
4
回

②
3
回

③
1
回

④
4
回

⑤
1
2
名

➀
4
回

②
3
回

③
1
回

④
4
回

⑤
1
7
名

➀
5
回

②
3
回

③
1
回

④
4
回

⑤
な

し

➀
な

し
②

2
回

③
1
回

④
2
回

⑤
な

し

Ａ

「
係

長
と

し
て

の
資

質
や

能
力

へ
の

不
安

」
「
仕

事
と

家
庭

の
両

立
不

安
」
等

の
理

由
に

よ
り

、
女

性
職

員
が

昇
任

試
験

の
受

験
を

た
め

ら
う

傾
向

に
あ

る
こ

と
か

ら
、

そ
れ

ら
の

不
安

払
拭

に
向

け
、

今
後

も
継

続
し

て
「
北

九
州

市
職

員
女

性
活

躍
・
ワ

ー
ク

ラ
イ

フ
バ

ラ
ン

ス
推

進
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
に

基
づ

き
、

女
性

職
員

の
活

躍
推

進
に

係
る

取
組

を
実

施
す

る
。

総
務

市
民

局

1
2
2
0
2

2

「
北

九
州

市
職

員
女

性
活

躍
・
ワ

ー
ク

ラ
イ

フ
バ

ラ
ン

ス
推

進
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
（
Ｒ

1
～

5
年

度
）
に

基
づ

き
、

仕
事

と
生

活
の

双
方

が
充

実
し

た
働

き
が

い
の

あ
る

組
織

風
土

の
醸

成
の

た
め

、
新

任
管

理
職

を
対

象
と

し
た

イ
ク

ボ
ス

研
修

を
実

施
す

る
。

ま
た

、
イ

ク
ボ

ス
実

践
の

ノ
ウ

ハ
ウ

を
共

有
す

る
た

め
、

部
下

が
イ

ク
ボ

ス
実

践
が

で
き

て
い

る
管

理
職

を
推

薦
す

る
市

職
員

イ
ク

ボ
ス

表
彰

の
表

彰
者

の
実

践
例

を
女

性
活

躍
・
Ｗ

Ｌ
Ｂ

応
援

サ
イ

ト
に

掲
載

す
る

。

①
新

任
課

長
向

け
イ

ク
ボ

ス
研

修
の

実
施

②
イ

ク
ボ

ス
実

践
例

の
紹

介

①
1
回

②
8
名

①
1
回

②
1
2
名

➀
1
回

②
1
7
名

①
な

し
②

1
回

③
4
回

①
1
回

③
2
回

Ａ

仕
事

と
生

活
の

双
方

を
充

実
さ

せ
た

働
き

が
い

の
あ

る
組

織
と

す
る

た
め

に
は

、
管

理
職

の
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
力

の
向

上
が

非
常

に
重

要
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
今

後
も

継
続

し
て

「
北

九
州

市
職

員
女

性
活

躍
・
ワ

ー
ク

ラ
イ

フ
バ

ラ
ン

ス
推

進
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
に

基
づ

き
、

イ
ク

ボ
ス

実
践

を
促

す
取

組
み

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

両
立

支
援

制
度

等
の

効
果

的
な

周
知

を
行

う
。

総
務

市
民

局

1
2
2
0
3

3
公

立
学

校
管

理
職

等
候

補
者

選
考

に
お

い
て

は
、

校
長

会
を

通
じ

て
、

管
理

職
か

ら
の

受
験

勧
奨

等
の

声
か

け
を

徹
底

す
る

。
女

性
の

校
長

・
教

頭
・
指

導
主

事
候

補
受

験
者

数
5
4
人

5
5
人

4
8
人

5
2
人

5
2
人

Ａ
今

後
も

校
長

会
等

へ
の

働
き

か
け

を
継

続
的

に
実

施
す

る
。

教
育

委
員

会

1
2
2
0
4

4
業

務
改

善
等

を
通

じ
て

誰
も

が
働

き
や

す
い

職
場

を
実

現
す

る
こ

と
で

、
性

別
を

問
わ

な
い

管
理

職
登

用
を

推
進

す
る

。
市

立
学

校
等

に
お

け
る

管
理

職
に

占
め

る
女

性
比

率

校
長

職
1
8
.2

%
教

頭
職

等
2
6
.2

%

校
長

職
2
0
.9

%
教

頭
職

等
2
7
.1

%

校
長

職
2
4
.1

%
教

頭
職

等
2
7
.3

%

校
長

職
2
4
.7

%
教

頭
職

等
2
6
.1

%

校
長

職
2
6
.9

%
教

頭
職

等
2
7
.2

%

Ａ

在
校

等
時

間
の

正
確

な
把

握
や

、
通

信
等

に
お

け
る

業
務

改
善

の
取

組
み

の
好

事
例

共
有

な
ど

を
通

し
て

、
働

き
や

す
い

職
場

づ
く
り

の
促

進
等

を
行

う
と

と
も

に
、

性
別

に
と

ら
わ

れ
な

い
能

力
主

義
に

よ
る

管
理

職
へ

の
積

極
的

登
用

を
行

う
。

教
育

委
員

会

N
o
.

取
組

内
容

枝
番

事
業

・
取

組
概

要
実

施
内

容
進

捗
今

後
の

取
組

（
課

題
や

見
直

し
）

局
名

N
o
.

取
組

内
容

枝
番

事
業

・
取

組
概

要
実

施
内

容
進

捗

柱
Ⅰ

柱
Ⅰ

今
後

の
取

組
（
課

題
や

見
直

し
）

局
名

市
立

学
校

に
お

け
る

女
性

管
理

職
比

率
を

向
上

さ
せ

る
た

め
、

校
長

会
等

で
の

研
修

や
、

女
性

教
職

員
へ

の
働

き
か

け
を

実
施

し
ま

す
。

市
の

付
属

機
関

や
市

政
運

営
上

の
会

合
に

お
け

る
女

性
委

員
の

登
用

を
引

き
続

き
推

進
し

、
女

性
委

員
参

画
率

5
割

を
維

持
し

ま
す

。

「
北

九
州

市
職

員
女

性
活

躍
・
ワ

ー
ク

ラ
イ

フ
バ

ラ
ン

ス
推

進
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
に

基
づ

き
、

女
性

職
員

の
キ

ャ
リ

ア
形

成
支

援
や

職
員

全
体

の
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
の

実
現

に
取

り
組

み
ま

す
。

部
下

の
キ

ャ
リ

ア
形

成
と

ワ
ー

ク
・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
の

実
現

を
応

援
す

る
組

織
風

土
を

醸
成

す
る

た
め

、
「
イ

ク
ボ

ス
」

の
取

組
を

推
進

し
ま

す
。

市
立

学
校

に
お

け
る

女
性

管
理

職
比

率
を

向
上

さ
せ

る
た

め
、

業
務

改
善

等
を

通
じ

て
誰

も
が

働
き

や
す

い
職

場
を

実
現

し
ま

す
。
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女
性

が
活

躍
し

や
す

い
経

済
社

会
の

実
現

施
策

の
方

向
　

１
女

性
の

就
業

・
起

業
支

援

具
体

的
政

策
　

（
１

）
女

性
の

再
就

職
・
キ

ャ
リ

ア
ア

ッ
プ

支
援

項
目

R
1
年

度
R

2
年

度
R

3
年

度
R

4
年

度
R

5
年

度

2
1
1
0
1

1
女

性
の

就
職

・
キ

ャ
リ

ア
ア

ッ
プ

・
創

業
な

ど
を

ワ
ン

ス
ト

ッ
プ

で
支

援
す

る
「
ウ

ー
マ

ン
ワ

ー
ク

カ
フ

ェ
北

九
州

」
を

運
営

す
る

。

・
平

成
2
8
年

5
月

「
ウ

ー
マ

ン
ワ

ー
ク

カ
フ

ェ
北

九
州

」
開

設
・
マ

ザ
ー

ズ
ハ

ロ
ー

ワ
ー

ク
（
国

）
、

子
育

て
女

性
就

職
支

援
セ

ン
タ

ー
（
県

）
、

保
育

士
・
保

育
所

支
援

セ
ン

タ
ー

、
ひ

と
り

親
就

業
支

援
、

保
育

サ
ー

ビ
ス

コ
ン

シ
ェ

ル
ジ

ュ
等

（
市

）
が

緊
密

に
連

携
し

て
運

営
①

延
べ

来
所

者
②

新
規

利
用

者
③

就
職

決
定

者

①
1
4
,3

3
2

人 ②
3
,0

3
0

人 ③
8
9
1
人

①
8
,9

7
5

人 ②
1
,9

8
3

人 ③
5
7
9
人

①
8
,8

4
0

人 ②
1
,7

9
7

人 ③
4
9
0
人

①
8
,1

7
2

人 ②
1
,9

0
4

人 ③
6
1
7
人

①
8
,0

2
3

人 ②
1
,7

8
6

人 ③
6
2
4
人

Ａ

電
話

相
談

や
オ

ン
ラ

イ
ン

相
談

は
継

続
し

つ
つ

、
令

和
6
年

度
は

新
規

利
用

者
の

来
所

に
繋

が
る

よ
う

、
市

内
の

子
育

て
支

援
施

設
等

で
の

出
張

ミ
ニ

セ
ミ

ナ
ー

の
実

施
回

数
を

増
や

し
、

ウ
ー

マ
ン

ワ
ー

ク
カ

フ
ェ

北
九

州
の

積
極

的
な

周
知

・
広

報
を

図
る

。
令

和
5
年

度
に

引
き

続
き

、
「
わ

た
し

の
お

し
ご

と
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

」
を

実
施

し
、

あ
ら

ゆ
る

世
代

の
女

性
が

自
分

ら
し

い
生

き
方

や
は

た
ら

き
方

を
見

つ
け

、
新

し
い

一
歩

を
踏

み
出

せ
る

よ
う

後
押

し
す

る
。

産
業

経
済

局

2
-
1

№
1
1
2
0
1
-
1
の

再
掲

№
1
1
2
0
1
-
1
の

再
掲

総
務

市
民

局

2
-
2

№
1
1
2
0
1
-
2
の

再
掲

№
1
1
2
0
1
-
2
の

再
掲

産
業

経
済

局

2
1
1
0
3

3
女

性
の

就
業

支
援

や
経

済
的

自
立

に
向

け
た

チ
ャ

レ
ン

ジ
を

促
し

、
就

業
の

機
会

を
拡

げ
る

た
め

再
就

職
及

び
資

格
取

得
講

座
を

開
催

す
る

。

再
就

職
支

援
講

座
・
資

格
取

得
講

座
数

・
参

加
延

べ
人

数
①

ム
ー

ブ
（
就

職
応

援
・
医

療
・
介

護
）

②
レ

デ
ィ

ス
も

じ
（
再

就
職

支
援

・
資

格
取

得
）

③
レ

デ
ィ

ス
や

は
た

（
再

就
職

支
援

・
資

格
取

得
）

①
3
講

座
7
4
1
人

②
5
講

座
2
,4

5
6
人

③
2
1
講

座
1
,9

0
4
人

①
3
講

座
4
5
4
人

②
5
講

座
8
3
0
人

③
8
講

座
8
0
7
人

①
3
講

座
7
3
1
人

②
　

-
③

　
-

①
3
講

座
5
1
2
人

②
　

-
③

　
-

①
3
講

座
3
9
0
人

②
　

-
③

　
-

Ａ

①
受

講
者

や
社

会
の

ニ
ー

ズ
を

踏
ま

え
、

よ
り

就
労

支
援

ア
ッ

プ
に

つ
な

が
る

よ
う

な
充

実
し

た
事

業
の

実
施

に
努

め
る

。
②

③
レ

デ
ィ

ス
も

じ
及

び
レ

デ
ィ

ス
や

は
た

は
令

和
3
年

3
月

で
閉

館
と

な
り

、
生

涯
学

習
セ

ン
タ

ー
分

館
と

な
っ

た
た

め
、

該
当

事
業

は
終

了
と

な
っ

た
。

総
務

市
民

局

2
1
1
0
4

4
未

就
業

女
性

の
就

業
へ

の
意

識
啓

発
、

行
動

喚
起

の
た

め
の

再
就

職
支

援
セ

ミ
ナ

ー
の

実
施

や
、

子
育

て
イ

ベ
ン

ト
等

に
参

加
し

、
就

業
の

周
知

・
啓

発
を

行
う

。

参
加

延
べ

人
数

①
（
R

2
）
子

育
て

女
性

向
け

再
就

職
支

援
セ

ミ
ナ

ー
（
R

3
・
4
）
子

育
て

女
性

向
け

支
援

事
業 ②

女
性

の
「
は

た
ら

く
」
応

援
フ

ェ
ス

タ
（
国

県
市

連
携

主
催

）

①
3
2
人

②
2
5
6
人

①
5
5
人

②
1
8
3
人

①
4
4
名

②
3
0
2
名

①
1
5
2
人

②
－

①
1
5
1
人

②
－

Ａ
企

業
と

女
性

の
交

流
会

の
実

施
や

、
女

性
の

働
き

や
す

い
環

境
を

整
え

、
女

性
活

躍
を

推
進

す
る

た
め

の
セ

ミ
ナ

ー
を

実
施

予
定

。
産

業
経

済
局

2
1
1
0
5

5
市

内
の

求
職

者
等

を
対

象
に

、
適

正
診

断
や

進
路

ア
ド

バ
イ

ス
等

を
行

う
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

、
再

就
職

の
た

め
に

必
要

な
能

力
開

発
講

座
、

さ
ら

に
民

営
職

業
照

会
所

等
の

職
業

紹
介

機
能

を
活

用
し

た
等

の
就

業
支

援
を

総
合

的
に

行
う

。

①
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

延
利

用
者

数
②

就
職

支
援

者
数

①
3
2
7
人

男
性

：
1
9
4

人 女
性

：
1
3
3

人
）

②
1
2
1
人

（
男

性
：
6
4

人 女
性

：
5
7

人
）

①
1
,2

6
1

人
男

性
：

8
3
6
人

女
性

：
4
2
5

人
）

②
2
7
0
人

（
男

性
：

1
6
5
人

女
性

：
1
0
5

人
）

①
1
,5

8
5

人
男

性
：

1
0
0
1
人

女
性

：
5
8
4

人
）

②
3
2
9
人

（
男

性
：

1
6
9
人

女
性

：
1
6
0

人
）

①
2
,0

0
5

人
男

性
：

1
,1

3
2
人

女
性

：
8
7
3

人
）

②
3
1
0
人

（
男

性
：

1
6
1
人

女
性

：
1
4
9

人
）

①
2
,4

5
5

人 （
男

性
：

1
,3

4
7
人

女
性

：
1
,1

0
8
人

）
②

3
1
8
人

（
男

性
：

1
5
7
人

女
性

：
1
6
1

人
）

Ａ
引

き
続

き
、

就
業

相
談

、
各

種
就

業
関

連
情

報
の

提
供

、
セ

ミ
ナ

ー
及

び
職

場
体

験
、

職
業

紹
介

等
の

実
施

に
よ

る
就

業
支

援
を

行
う

。
産

業
経

済
局

2
1
1
0
6

6
保

育
士

等
就

職
支

援
事

業
（
保

育
士

の
資

格
も

し
く
は

看
護

師
等

の
免

許
を

持
っ

て
い

て
、

現
在

、
保

育
士

の
職

に
就

い
て

い
な

い
人

（
潜

在
保

育
士

）
を

対
象

と
し

保
育

施
設

へ
の

再
就

職
に

繋
げ

る
た

め
の

研
修

会
を

実
施

）
保

育
士

等
就

職
支

援
説

明
会

4
回

2
回

4
回

4
回

4
回

Ａ

研
修

会
で

親
子

参
加

を
受

け
付

け
好

評
だ

っ
た

た
め

、
今

後
も

子
ど

も
の

様
子

に
応

じ
て

一
時

退
室

で
き

る
こ

と
な

ど
丁

寧
に

案
内

し
な

が
ら

参
加

者
を

増
や

し
て

い
き

た
い

。
研

修
内

容
は

、
映

像
を

多
く
取

り
入

れ
、

よ
り

具
体

的
な

も
の

に
し

就
職

の
イ

メ
ー

ジ
へ

つ
な

げ
て

い
く
。

子
ど

も
家

庭
局

2
1
1
0
7

7
保

育
士

等
就

職
支

援
事

業
（
保

育
士

資
格

取
得

見
込

の
学

生
等

を
対

象
と

し
た

就
職

説
明

会
）
を

開
催

し
、

待
機

児
童

の
解

消
を

図
る

た
め

、
保

育
士

等
の

人
材

確
保

に
取

り
組

む
。

保
育

士
等

就
職

支
援

説
明

会
4
回

7
回

7
回

5
回

5
回

Ａ

保
育

所
連

盟
と

協
力

し
、

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
や

イ
ン

ス
タ

グ
ラ

ム
を

活
用

し
た

就
職

説
明

会
の

周
知

や
保

育
士

養
成

校
へ

メ
ー

ル
で

の
案

内
を

行
い

、
北

九
州

市
の

保
育

の
魅

力
を

伝
え

人
材

確
保

に
つ

な
げ

て
い

く
。

。

子
ど

も
家

庭
局

枝
番

事
業

・
取

組
概

要
実

施
内

容
進

捗
今

後
の

取
組

（
課

題
や

見
直

し
）

局
名

N
o
.

柱
Ⅱ

取
組

内
容

「
男

女
共

同
参

画
セ

ン
タ

ー
」
等

で
女

性
の

就
業

や
キ

ャ
リ

ア
形

成
及

び
再

就
職

を
支

援
す

る
た

め
、

資
格

取
得

や
就

業
継

続
支

援
の

講
座

等
を

実
施

し
ま

す
。

働
く
意

欲
と

行
動

を
喚

起
す

る
た

め
、

育
児

等
で

離
職

中
の

女
性

を
対

象
と

し
て

、
就

業
支

援
・
意

識
啓

発
プ

ロ
グ

ラ
ム

や
子

育
て

イ
ベ

ン
ト

で
の

働
き

方
の

事
例

紹
介

等
を

行
い

ま
す

。

再
就

職
を

目
指

す
人

の
た

め
に

、
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

や
求

人
情

報
の

提
供

等
を

総
合

的
に

実
施

し
ま

す
。

「
ウ

ー
マ

ン
ワ

ー
ク

カ
フ

ェ
北

九
州

」
を

関
係

機
関

と
連

携
し

な
が

ら
運

営
し

、
女

性
の

就
業

・
キ

ャ
リ

ア
ア

ッ
プ

・
起

業
な

ど
を

ワ
ン

ス
ト

ッ
プ

で
支

援
し

ま
す

。

2
1
1
0
2

働
く
女

性
や

女
性

管
理

職
等

に
対

し
て

、
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
や

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

づ
く

り
を

応
援

す
る

た
め

の
講

座
の

開
催

や
、

身
近

な
ロ

ー
ル

モ
デ

ル
の

情
報

発
信

等
を

行
い

ま
す

。
（
再

掲
）

保
育

士
等

の
資

格
を

持
っ

て
い

る
が

保
育

士
の

職
に

つ
い

て
い

な
い

人
を

対
象

に
、

保
育

施
設

へ
の

再
就

職
に

つ
な

げ
る

た
め

の
研

修
会

を
実

施
し

ま
す

。

保
育

士
資

格
取

得
予

定
者

等
を

対
象

に
保

育
士

等
就

職
支

援
事

業
を

実
施

し
ま

す
。
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女
性

が
活

躍
し

や
す

い
経

済
社

会
の

実
現

施
策

の
方

向
　

１
女

性
の

就
業

・
起

業
支

援

具
体

的
政

策
　

（
２

）
女

性
起

業
家

等
の

育
成

・
支

援

項
目

R
1
年

度
R

2
年

度
R

3
年

度
R

4
年

度
R

5
年

度

2
1
2
0
1

1
創

業
前

か
ら

創
業

間
も

な
い

時
期

に
あ

る
女

性
を

対
象

に
セ

ミ
ナ

ー
や

先
輩

起
業

家
等

と
の

交
流

会
を

開
催

す
る

。

女
性

創
業

支
援

事
業

セ
ミ

ナ
ー

参
加

者
数

①
（
R

1
～

R
2
）
女

性
創

業
サ

ポ
ー

ト
事

業
　

延
べ

参
加

者
数

②
（
R

2
）
女

性
創

業
継

続
支

援
　

延
べ

参
加

者
数

③
（
R

3
・
4
）
女

性
創

業
支

援
事

業
延

べ
参

加
人

数
※

内
容

は
年

度
ご

と
に

異
な

る

①
2
9
1
人

①
2
1
7
人

②
5
0
人

③
1
8
6
名

③
9
1
名

③
2
1
8
名

Ａ

令
和

6
年

度
は

多
様

な
働

き
方

支
援

事
業

を
実

施
し

、
長

期
的

な
キ

ャ
リ

ア
形

成
に

必
要

な
知

識
が

得
ら

れ
る

エ
ン

ト
リ

ー
講

座
の

受
講

を
通

し
て

、
自

分
自

身
の

キ
ャ

リ
ア

の
方

向
性

を
定

め
、

そ
れ

に
合

っ
た

在
宅

ワ
ー

ク
、

起
業

な
ど

の
各

コ
ー

ス
を

選
択

し
、

多
様

な
働

き
方

の
具

体
的

な
ノ

ウ
ハ

ウ
を

学
ぶ

機
会

等
を

提
供

す
る

。

産
業

経
済

局

2
1
2
0
2

2

情
報

通
信

機
能

を
備

え
た

オ
フ

ィ
ス

と
し

て
、

ベ
ン

チ
ャ

ー
企

業
の

創
出

・
育

成
を

主
な

目
的

と
し

て
設

置
さ

れ
た

「
北

九
州

テ
レ

ワ
ー

ク
セ

ン
タ

ー
」
の

管
理

運
営

を
行

う
（
指

定
管

理
業

務
）
。

当
該

施
設

に
イ

ン
キ

ュ
ベ

ー
シ

ョ
ン

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

を
配

置
し

、
入

居
企

業
の

育
成

支
援

を
実

施
す

る
。

施
設

の
維

持
管

理
及

び
入

居
企

業
に

対
す

る
経

営
支

援
等

を
実

施
.

入
居

企
業

へ
の

支
援

を
実

施

入
居

企
業

へ
の

支
援

を
実

施

入
居

企
業

へ
の

支
援

を
実

施

入
居

企
業

へ
の

支
援

を
実

施

入
居

企
業

へ
の

支
援

を
実

施
Ｂ

創
業

全
般

に
関

わ
る

総
合

相
談

窓
口

を
設

置
し

、
各

支
援

機
関

と
連

携
し

な
が

ら
、

入
居

企
業

及
び

来
館

者
（
創

業
相

談
）
へ

の
支

援
を

実
施

す
る

。
産

業
経

済
局

2
1
2
0
3

3
新

た
に

事
業

を
開

始
し

よ
う

と
す

る
起

業
家

や
創

業
後

間
も

な
い

企
業

に
対

し
、

経
営

に
必

要
な

能
力

を
学

ぶ
セ

ミ
ナ

ー
を

開
催

す
る

。

実
践

起
業

塾
等

の
セ

ミ
ナ

ー
①

実
施

回
数

②
参

加
者

数

①
4
回

②
6
2
人

（
う

ち
女

性
1
7
人

）

①
8
回

②
1
5
9
人

（
う

ち
女

性
4
5
人

）

①
6
回

②
8
1
人

（
う

ち
女

性
2
2
人

）

①
9
回

②
1
3
3
人

（
う

ち
女

性
4
9
人

）

①
８

回
②

1
2
6
人

（
う

ち
女

性
7
2
人

）

Ｂ

他
の

創
業

支
援

機
関

と
連

携
を

図
り

、
開

業
の

準
備

段
階

か
ら

新
規

開
業

、
安

定
成

長
に

至
る

ま
で

一
貫

し
た

支
援

を
行

う
。

今
後

も
Ｐ

Ｒ
強

化
を

図
る

と
と

も
に

、
オ

ン
ラ

イ
ン

セ
ミ

ナ
ー

の
継

続
的

な
企

画
な

ど
、

受
講

し
や

す
い

セ
ミ

ナ
ー

を
実

施
す

る
も

の
。

産
業

経
済

局

2
1
2
0
4

4
開

業
時

や
開

業
後

5
年

未
満

の
方

の
事

業
展

開
に

必
要

な
資

金
を

融
資

し
、

中
小

企
業

の
事

業
立

上
げ

か
ら

事
業

拡
大

期
ま

で
の

資
金

繰
り

を
支

援
す

る
。

①
融

資
申

込
件

数
②

貸
出

実
績

③
貸

出
金

額

①
2
0
8
件

（
う

ち
女

性
3
4
件

）
②

1
8
0
件

（
う

ち
女

性
2
9
件

）
③ 6
9
0
,8

4
1

千
円

（
う

ち
女

性
8
9
,3

9
0
千

円
）

①
2
0
6
 件

（
う

ち
女

性
5
4
件

）
②

1
6
7
件

（
う

ち
女

性
3
8
件

）
③ 8
2
2
,6

4
0

千
円

（
う

ち
女

性
1
3
1
,3

0
0

千
円

）

①
2
8
2
 件

（
う

ち
女

性
6
9
件

）
②

2
2
4
件

（
う

ち
女

性
5
7
件

）
③ 1
,0

2
7
,3

4
0

千
円

（
う

ち
女

性
1
6
3
,9

0
0

千
円

）

①
3
8
8
 件

（
う

ち
女

性
9
7
件

）
②

2
6
8
件

（
う

ち
女

性
6
1
件

）
③ 1
,1

4
9
,5

3
5

千
円

（
う

ち
女

性
2
0
0
,6

0
0

千
円

）

①
4
4
2
 件

（
う

ち
女

性
1
2
9
件

）
②

3
4
4
件

（
う

ち
女

性
9
0
件

）
③ 1
,3

7
2
,2

8
3

千
円

（
う

ち
女

性
3
0
8
,0

5
6

千
円

）

Ｂ

女
性

の
開

業
資

金
に

つ
い

て
は

融
資

申
込

件
数

・
貸

出
実

績
・

貸
出

金
額

い
ず

れ
も

前
年

度
と

比
較

し
て

プ
ラ

ス
と

な
っ

て
い

る
。

取
組

に
関

し
て

の
問

い
合

わ
せ

も
多

く
、

引
き

続
き

開
業

支
援

資
金

制
度

の
適

切
な

運
用

を
行

っ
て

い
く
。

産
業

経
済

局

2
1
2
0
5

5

・
商

店
街

の
空

き
店

舗
へ

出
店

す
る

方
に

賃
借

料
等

の
一

部
を

補
助

す
る

。
（
開

業
支

援
事

業
、

店
舗

運
営

事
業

）
・
商

店
街

・
市

場
の

組
合

が
空

き
店

舗
を

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

施
設

に
活

用
す

る
場

合
に

賃
借

料
の

一
部

を
補

助
す

る
。

（
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
支

援
事

業
）

①
開

業
支

援
事

業
：
賃

借
料

②
開

業
支

援
事

業
：
改

装
費

③
店

舗
運

営
事

業
④

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

支
援

事
業

①
1
0
件

(う
ち

新
規

7
件

)
②

8
件

(う
ち

新
規

8
件

)
③

0
件

④
1
件

①
1
9
件

(う
ち

新
規

1
2

件
)

②
2
0
件

(う
ち

新
規

2
0

件
)

③
0
件

④
1
件

①
2
0
件

(う
ち

新
規

1
0

件
)

②
2
1
件

(う
ち

新
規

2
1

件
)

③
０

件
④

1
件

①
2
0
件

(う
ち

新
規

1
3

件
)

②
8
件

(う
ち

新
規

8
件

)
③

０
件

④
1
件

(う
ち

新
規

1
件

)

①
2
5
件

（
う

ち
新

規
1
4
件

）
②

1
2
件

（
う

ち
新

規
1
2
件

）
③

0
件

Ａ

補
助

金
の

活
用

件
数

は
高

水
準

で
推

移
し

て
お

り
、

商
店

街
で

の
開

業
に

お
い

て
重

要
な

役
割

を
果

た
し

て
い

る
。

今
後

は
、

限
ら

れ
た

予
算

の
中

で
よ

り
効

果
的

に
事

業
を

推
進

す
る

た
め

、
補

助
制

度
の

見
直

し
を

検
討

す
る

。

産
業

経
済

局

2
1
2
0
6

6
認

定
農

業
者

が
家

族
で

申
請

を
行

う
際

、
女

性
の

農
業

参
加

の
機

会
を

確
保

し
、

共
同

経
営

者
と

な
る

こ
と

を
促

す
た

め
、

家
族

経
営

協
定

の
締

結
促

進
を

促
す

。
家

族
経

営
協

定
の

件
数

5
2
件

6
3
件

6
3
件

6
2
件

6
2
件

Ｂ
今

後
も

継
続

し
て

、
女

性
農

業
者

の
経

営
参

画
の

機
会

を
増

や
し

、
担

い
手

の
確

保
へ

つ
な

げ
て

い
く
。

産
業

経
済

局

今
後

の
取

組
（
課

題
や

見
直

し
）

局
名

枝
番

事
業

・
取

組
概

要
実

施
内

容
進

捗

柱
Ⅱ

N
o
.

取
組

内
容

商
店

街
の

空
き

店
舗

へ
出

店
す

る
方

に
賃

借
料

又
は

改
装

費
の

一
部

を
補

助
し

ま
す

。

女
性

の
多

様
な

働
き

方
を

支
援

す
る

た
め

、
起

業
前

か
ら

起
業

間
も

な
い

時
期

に
あ

る
女

性
を

対
象

に
起

業
に

関
す

る
セ

ミ
ナ

ー
や

先
輩

起
業

家
と

の
交

流
会

を
開

催
し

ま
す

。

起
業

な
ど

女
性

の
多

様
な

働
き

方
を

支
援

す
る

た
め

、
起

業
か

ら
事

業
拡

大
ま

で
の

一
貫

し
た

き
め

細
か

な
支

援
を

実
施

し
ま

す
。

新
た

に
事

業
を

開
始

し
よ

う
と

す
る

起
業

家
や

起
業

後
間

も
な

い
企

業
に

対
し

、
経

営
に

必
要

な
能

力
を

学
ぶ

セ
ミ

ナ
ー

を
開

催
し

ま
す

。

起
業

な
ど

女
性

の
多

様
な

働
き

方
を

支
援

す
る

た
め

、
起

業
時

や
起

業
間

も
な

い
方

の
事

業
展

開
に

必
要

な
資

金
の

融
資

を
実

施
し

ま
す

。

農
林

水
産

業
分

野
に

お
け

る
女

性
の

経
営

参
画

を
促

す
た

め
、

家
族

経
営

協
定

の
締

結
を

促
進

し
ま

す
。
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女
性

が
活

躍
し

や
す

い
経

済
社

会
の

実
現

施
策

の
方

向
　

１
女

性
の

就
業

・
起

業
支

援

具
体

的
政

策
　

（
３

）
女

性
が

働
く
こ

と
に

関
す

る
相

談
機

能
の

充
実

項
目

R
1
年

度
R

2
年

度
R

3
年

度
R

4
年

度
R

5
年

度

1
-
1

女
性

の
人

生
設

計
の

相
談

に
キ

ャ
リ

ア
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

が
応

じ
る

。
相

談
件

数
①

電
話

相
談

②
面

接
相

談

①
9
1
件

②
6
7
件

①
9
0
件

②
5
3
件

①
1
1
8
件

②
4
0
件

①
1
2
5
件

②
6
2
件

①
1
3
0
件

②
5
6
件

Ａ
昨

年
と

同
様

、
再

就
職

の
相

談
が

多
く
寄

せ
ら

れ
た

。
今

後
も

引
き

続
き

キ
ャ

リ
ア

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
に

よ
る

相
談

及
び

支
援

を
行

う
。

総
務

市
民

局

1
-
2

№
2
1
1
1
0
1
の

再
掲

№
2
1
1
1
0
1
の

再
掲

産
業

経
済

局

2
1
3
0
2

2
「
若

者
ワ

ー
ク

プ
ラ

ザ
北

九
州

」
及

び
「
若

者
ワ

ー
ク

プ
ラ

ザ
北

九
州

・
黒

崎
」
に

お
い

て
、

就
業

相
談

や
セ

ミ
ナ

ー
、

職
業

紹
介

等
の

実
施

に
よ

り
、

若
年

者
の

就
業

の
促

進
に

取
り

組
む

。

①
利

用
者

数
②

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
延

べ
利

用
件

数
③

セ
ミ

ナ
ー

等
受

講
者

数
④

就
職

決
定

者
数

①
1
4
,5

7
5

人 ②
1
1
,4

8
6

件 ③
1
,2

5
6

人 ④
1
,2

0
0

人

①
9
,8

8
8

人 ②
1
1
,0

4
9

件 ③
3
5
8
人

④
7
7
6
人

①
1
1
,5

4
1

人 ②
1
2
,2

1
8

件 ③
6
3
6
人

④
9
3
1
人

①
9
,9

0
0

人 ②
1
0
,8

4
8

人 ③
8
0
5
人

④
9
3
4
人

①
9
,2

8
4

人 ②
1
0
,5

8
6

人 ③
9
4
2
人

④
9
3
5
人

Ａ
引

き
続

き
、

就
業

相
談

、
各

種
就

業
関

連
情

報
の

提
供

、
セ

ミ
ナ

ー
及

び
職

場
体

験
、

職
業

紹
介

等
の

実
施

に
よ

る
就

業
支

援
を

行
う

。
産

業
経

済
局

2
1
3
0
3

3

子
育

て
や

就
労

を
は

じ
め

、
男

女
の

心
の

問
題

や
生

き
方

、
性

別
に

よ
る

差
別

的
扱

い
、

Ｄ
Ｖ

な
ど

に
関

す
る

人
権

侵
害

等
の

相
談

に
つ

い
て

ジ
ェ

ン
ダ

ー
の

視
点

に
立

ち
電

話
や

面
接

相
談

に
応

じ
る

。
臨

床
心

理
士

や
キ

ャ
リ

ア
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

、
男

性
相

談
員

を
配

置
し

て
、

そ
れ

ぞ
れ

の
専

門
的

立
場

か
ら

も
相

談
に

応
じ

る
。

①
こ

こ
ろ

と
生

き
方

の
一

般
相

談
②

性
別

に
よ

る
人

権
侵

害
相

談
③

女
性

の
た

め
の

元
気

ア
ッ

プ
相

談 ④
男

性
電

話
相

談
⑤

弁
護

士
に

よ
る

無
料

法
律

相
談

①
1
,8

6
5

件 ②
1
0
2
件

③
1
5
8
件

④
6
9
件

⑤
9
0
件

①
2
,0

3
2

件 ②
8
4
件

③
1
4
3
件

④
7
2
件

⑤
8
4
件

①
3
0
8
3
件

②
1
4
0
件

③
1
5
8
件

④
7
8
件

⑤
8
7
件

①
3
,5

9
6

件 ②
1
8
9
件

③
1
8
7
件

④
9
6
件

⑤
1
5
7
件

①
3
,4

4
6

件 ②
9
0
件

③
1
8
6
件

④
1
2
6
件

⑤
1
2
7
件

Ａ

Ｒ
5
年

度
の

相
談

総
件

数
は

前
年

度
並

み
で

推
移

、
急

増
し

て
い

た
Ｄ

Ｖ
に

関
す

る
相

談
も

横
ば

い
状

態
で

あ
っ

た
。

相
談

内
容

で
は

、
家

庭
や

職
場

の
人

間
関

係
に

関
す

る
悩

み
が

多
く
寄

せ
ら

れ
た

。
今

後
も

引
き

続
き

多
様

な
相

談
事

業
を

効
果

的
に

実
施

す
る

。

総
務

市
民

局

4
-
1

国
や

県
の

労
働

関
係

機
関

等
と

連
携

し
、

結
婚

や
出

産
等

で
離

職
し

た
人

を
対

象
に

、
再

就
職

に
向

け
て

の
心

構
え

や
、

実
際

の
就

職
活

動
に

役
立

つ
知

識
を

学
ぶ

セ
ミ

ナ
ー

等
を

実
施

す
る

。

就
職

セ
ミ

ナ
ー

の
実

施
回

数
・
参

加
延

べ
人

数
①

ム
ー

ブ
②

レ
デ

ィ
ス

も
じ

③
レ

デ
ィ

ス
や

は
た

①
3
回

1
0
7
人

②
0
回

③
1
回

1
0
人

①
1
回

3
人

②
0
回

③
0
回

①
1
回

3
人

②
　

-
③

　
-

①
1
回

1
0
人

②
　

-
③

　
-

①
1
回

3
人

②
　

-
③

　
-

Ｂ

①
介

護
事

務
受

講
者

向
け

に
県

と
の

共
催

で
実

施
し

て
い

る
就

職
サ

ポ
ー

ト
セ

ミ
ナ

ー
は

１
回

開
催

で
き

た
。

今
後

も
引

き
続

き
関

係
機

関
と

連
携

し
、

ニ
ー

ズ
に

合
わ

せ
た

事
業

を
行

い
、

就
業

支
援

に
つ

な
げ

て
い

く
。

②
③

レ
デ

ィ
ス

も
じ

及
び

レ
デ

ィ
ス

や
は

た
は

令
和

3
年

3
月

で
閉

館
と

な
り

、
生

涯
学

習
セ

ン
タ

ー
分

館
と

な
っ

た
た

め
、

該
当

事
業

は
終

了
と

な
っ

た
。

総
務

市
民

局

4
-
2

①
労

働
相

談
②

職
場

の
パ

ワ
ハ

ラ
・
セ

ク
ハ

ラ
相

談
会

③
労

働
ト

ラ
ブ

ル
相

談
会

④
解

雇
・
雇

止
め

集
中

相
談

会

①
回

数
②

相
談

者
数

③
相

談
者

数
④

相
談

者
数

①
4
8
回

②
2
4
人

③
1
0
人

④
2
3
人

①
3
6
回

②
1
3
人

③
－

③
1
5
人

①
4
8
回

②
1
0
人

③
－

④
1
3
人

①
4
8
回

②
1
2
人

③
－

④
1
1
人

①
1
6
回

②
1
6
人

③
　

-
④

2
3
人

Ａ
国

や
県

と
連

携
し

、
労

働
者

か
ら

寄
せ

ら
れ

る
労

働
条

件
や

パ
ワ

ハ
ラ

へ
の

対
応

、
解

雇
な

ど
、

多
岐

に
わ

た
る

相
談

に
対

応
す

る
。

産
業

経
済

局

N
o
.

取
組

内
容

枝
番

事
業

・
取

組
概

要
実

施
内

容
進

捗
今

後
の

取
組

（
課

題
や

見
直

し
）

局
名

柱
Ⅱ

2
1
3
0
4

国
や

県
の

労
働

関
係

機
関

等
と

の
連

携
に

よ
り

、
労

働
に

関
す

る
相

談
や

セ
ミ

ナ
ー

等
を

実
施

し
ま

す
。

2
1
3
0
1

「
若

者
ワ

ー
ク

プ
ラ

ザ
」
で

、
就

業
に

関
す

る
相

談
や

職
業

紹
介

等
を

行
い

、
若

年
者

の
就

業
の

促
進

に
取

り
組

み
ま

す
。

「
男

女
共

同
参

画
セ

ン
タ

ー
」
で

、
性

別
に

よ
る

差
別

的
な

取
扱

い
な

ど
に

関
す

る
相

談
を

実
施

し
ま

す
。

「
ウ

ー
マ

ン
ワ

ー
ク

カ
フ

ェ
北

九
州

」
等

で
、

女
性

の
就

業
に

関
す

る
相

談
を

実
施

し
ま

す
。
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女
性

が
活

躍
し

や
す

い
経

済
社

会
の

実
現

施
策

の
方

向
　

２
企

業
に

お
け

る
女

性
活

躍
の

推
進

具
体

的
政

策
　

（
１

）
女

性
活

躍
推

進
に

向
け

た
企

業
へ

の
意

識
啓

発
や

情
報

発
信

項
目

R
1
年

度
R

2
年

度
R

3
年

度
R

4
年

度
R

5
年

度

2
2
1
0
1

1
各

種
セ

ミ
ナ

ー
や

合
同

会
社

説
明

会
等

で
の

企
業

へ
の

参
加

呼
び

か
け

や
、

Ｈ
Ｐ

、
Ｓ

Ｎ
Ｓ

、
チ

ラ
シ

な
ど

各
種

広
報

媒
体

に
よ

る
同

盟
の

Ｐ
Ｒ

を
行

う
。

さ
ら

に
、

加
盟

イ
ン

セ
ン

テ
ィ

ブ
の

拡
大

等
を

行
う

。

北
九

州
イ

ク
ボ

ス
同

盟
の

Ｐ
Ｒ

に
よ

る
加

盟
企

業
数

拡
大

1
5
4
社

1
8
1
社

2
2
2
社

2
8
6
社

3
1
5
社

Ａ

経
営

者
・
管

理
職

の
意

識
改

革
を

図
る

た
め

の
研

修
会

等
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
企

業
の

取
組

支
援

や
人

材
確

保
支

援
の

旬
日

を
図

る
。

ま
た

、
「
イ

ク
ボ

ス
」
や

「
北

九
州

イ
ク

ボ
ス

同
盟

」
の

認
知

度
向

上
や

企
業

P
R

の
充

実
に

よ
り

、
同

盟
の

拡
大

を
図

る
。

総
務

市
民

局

2
2
1
0
2

2
№

1
1
1
0
1
の

再
掲

№
1
1
1
0
1
の

再
掲

総
務

市
民

局

2
2
1
0
3

3
№

1
1
1
0
3
の

再
掲

№
1
1
1
0
3
の

再
掲

総
務

市
民

局

枝
番

事
業

・
取

組
概

要
実

施
内

容
進

捗
今

後
の

取
組

（
課

題
や

見
直

し
）

局
名

N
o
.

柱
Ⅱ

取
組

内
容

女
性

活
躍

や
働

き
方

改
革

等
を

進
め

る
た

め
、

各
種

セ
ミ

ナ
ー

や
研

修
会

等
、

様
々

な
企

業
と

の
接

点
を

通
じ

て
、

同
盟

へ
の

参
加

を
呼

び
か

け
「
北

九
州

イ
ク

ボ
ス

同
盟

」
の

加
盟

企
業

数
の

拡
大

を
図

り
ま

す
。

「
北

九
州

イ
ク

ボ
ス

同
盟

」
等

に
お

い
て

、
企

業
等

に
お

け
る

女
性

活
躍

や
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
の

先
進

事
例

の
紹

介
等

を
通

じ
、

経
営

者
・
管

理
職

の
意

識
改

革
を

図
り

ま
す

。
（
再

掲
）

男
女

が
共

に
働

き
や

す
い

環
境

づ
く
り

な
ど

、
女

性
活

躍
や

ワ
ー

ク
・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
の

推
進

に
取

り
組

む
企

業
等

を
表

彰
し

ま
す

。
ま

た
、

受
賞

者
の

取
組

事
例

を
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
や

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
紹

介
し

、
企

業
等

に
対

し
て

、
広

く
周

知
し

ま
す

。
（
再

掲
）
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女
性

が
活

躍
し

や
す

い
経

済
社

会
の

実
現

施
策

の
方

向
　

２
企

業
に

お
け

る
女

性
活

躍
の

推
進

具
体

的
政

策
　

（
２

）
企

業
に

お
け

る
女

性
活

躍
の

取
組

支
援

項
目

R
1
年

度
R

2
年

度
R

3
年

度
R

4
年

度
R

5
年

度

2
2
2
0
1

1
「
北

九
州

イ
ク

ボ
ス

同
盟

」
等

に
お

い
て

、
H

P
等

で
先

進
事

例
の

紹
介

や
、

階
層

別
研

修
会

等
を

実
施

し
、

経
営

者
・
管

理
職

の
意

識
改

革
に

つ
な

げ
る

。

①
北

九
州

イ
ク

ボ
ス

同
盟

に
お

け
る

先
進

事
例

の
紹

介
等

②
北

九
州

イ
ク

ボ
ス

同
盟

に
お

け
る

研
修

会
等

の
実

施
③

北
九

州
ダ

イ
バ

ー
シ

テ
ィ

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

（
K
D

N
）
会

議
等

の
開

催

①
2
回

②
2
回

③
2
回

①
2
回

②
2
回

③
1
回

①
1
2
回

②
2
回

③
1
回

①
9
回

②
2
回

③
1
回

①
5
回

②
2
回

③
1
回

Ａ

引
き

続
き

、
先

進
事

例
を

紹
介

す
る

と
と

も
に

、
効

果
的

な
広

報
・
実

施
方

法
に

つ
い

て
検

討
し

、
改

善
を

図
る

。
さ

ら
に

、
研

修
会

等
を

通
し

て
企

業
の

取
組

支
援

や
意

識
改

革
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
改

訂
し

た
e
ラ

ー
ニ

ン
グ

動
画

の
有

効
活

用
を

図
る

な
ど

、
女

性
活

躍
や

ワ
ー

ク
・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
の

実
現

に
向

け
た

取
組

を
推

進
し

て
い

く
。

総
務

市
民

局

2
2
2
0
2

2

こ
れ

か
ら

女
性

活
躍

に
取

り
組

む
企

業
を

対
象

と
し

た
セ

ミ
ナ

ー
や

コ
ン

サ
ル

テ
ィ

ン
グ

、
企

業
の

女
性

従
業

員
及

び
管

理
監

督
者

等
を

対
象

に
し

た
各

種
セ

ミ
ナ

ー
等

を
通

じ
て

、
市

内
に

お
け

る
女

性
活

躍
の

推
進

を
図

る
。

ま
た

、
誰

も
が

そ
の

個
性

と
能

力
を

十
分

に
発

揮
し

、
仕

事
と

生
活

（
育

児
、

介
護

等
）
の

両
立

が
で

き
る

環
境

づ
く
り

や
、

多
様

な
働

き
方

の
実

現
の

た
め

、
女

性
活

躍
や

ワ
ー

ク
・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
の

推
進

に
取

り
組

む
事

業
所

を
対

象
に

、
セ

ミ
ナ

ー
講

師
や

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

（
社

会
保

険
労

務
士

）
を

直
接

企
業

に
派

遣
す

る
な

ど
、

女
性

活
躍

や
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
を

推
進

す
る

企
業

の
取

組
を

支
援

す
る

。

企
業

向
け

出
前

セ
ミ

ナ
ー

等
へ

の
講

師
等

派
遣

3
7
回

1
9
回

3
0
回

2
6
回

2
7
回

Ａ

実
施

件
数

は
前

年
度

と
ほ

ぼ
横

ば
い

で
あ

っ
た

。
今

後
も

、
よ

り
多

く
の

企
業

に
支

援
が

行
き

渡
る

よ
う

、
広

報
に

力
を

入
れ

つ
つ

、
実

施
方

法
に

つ
い

て
の

柔
軟

な
対

応
が

求
め

ら
れ

る
。

市
内

企
業

等
の

意
見

を
踏

ま
え

な
が

ら
、

効
果

的
な

広
報

・
実

施
方

法
に

つ
い

て
検

討
し

、
改

善
を

図
る

。

総
務

市
民

局

2
2
2
0
3

3

ダ
イ

バ
ー

シ
テ

ィ
に

関
心

を
持

ち
、

取
組

を
進

め
て

い
る

企
業

（
1
3
社

）
と

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

形
成

し
、

交
流

会
や

研
修

会
を

通
じ

て
情

報
共

有
・
発

信
等

を
行

い
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

参
加

企
業

内
及

び
市

内
企

業
に

お
け

る
女

性
活

躍
や

ワ
ー

ク
・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
推

進
等

に
か

か
る

取
組

を
働

き
か

け
る

。

北
九

州
ダ

イ
バ

ー
シ

テ
ィ

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

（
K
D

N
）
会

議
等

の
開

催
2
回

1
回

1
回

1
回

1
回

Ａ
引

き
続

き
、

ワ
ー

ク
・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
の

実
現

に
向

け
た

情
報

共
有

等
を

通
じ

て
、

ダ
イ

バ
ー

シ
テ

ィ
の

取
組

を
相

互
に

推
進

し
て

い
く
。

総
務

市
民

局

2
2
2
0
4

4
市

の
業

者
登

録
や

公
共

工
事

の
入

札
（
一

部
）
に

係
る

表
彰

企
業

へ
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

を
付

与
す

る
。

市
の

入
札

参
加

資
格

業
者

に
対

す
る

評
価

対
象

業
者

数

物
品

等
供

給
業

者
3
5
1
社

建
設

工
事

業
者

4
5
7
社

物
品

等
供

給
業

者
3
9
1
社

建
設

工
事

業
者

4
5
9
社

物
品

等
供

給
業

者
4
0
7
社

建
設

工
事

業
者

5
2
9
社

物
品

等
供

給
業

者
4
0
4
社

建
設

工
事

業
者

5
3
0
社

物
品

等
供

給
業

者
4
5
5
社

建
設

工
事

業
者

5
5
5
社

Ａ
評

価
対

象
業

者
数

は
一

定
数

を
維

持
し

て
お

り
、

ワ
ー

ク
・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
等

の
進

捗
に

一
定

の
寄

与
は

で
き

て
い

る
と

考
え

る
。

技
術

監
理

局

2
2
2
0
5

5

工
事

の
総

合
評

価
落

札
方

式
の

評
価

項
目

の
中

で
、

子
育

て
支

援
・
男

女
共

同
参

画
・
女

性
活

躍
推

進
に

関
す

る
項

目
を

設
定

。
さ

ら
に

、
平

成
2
9
年

度
よ

り
、

「
女

性
技

術
者

を
配

置
」
す

る
場

合
に

評
価

す
る

項
目

を
追

加
し

た
。

評
価

区
分

「
市

の
施

策
へ

の
協

力
」

中
「
子

育
て

支
援

・
男

女
共

同
参

画
・
女

性
活

躍
推

進
」
を

設
定

し
、

基
準

を
満

た
す

場
合

に
加

点
。

評
価

区
分

「
建

設
業

の
人

材
の

確
保

・
育

成
」
中

「
若

手
・
女

性
技

術
者

の
配

置
」
を

設
定

し
、

基
準

を
満

た
す

女
性

技
術

者
を

配
置

す
る

場
合

に
加

点
。

4
4
件

5
2
件

5
6
件

4
8
件

5
3
件

Ａ
評

価
項

目
、

内
容

、
配

点
等

は
、

評
価

状
況

や
社

会
情

勢
等

を
考

慮
し

て
、

必
要

に
応

じ
、

見
直

し
検

討
を

図
る

。
技

術
監

理
局

N
o
.

取
組

内
容

枝
番

事
業

・
取

組
概

要
実

施
内

容
進

捗
今

後
の

取
組

（
課

題
や

見
直

し
）

局
名

柱
Ⅱ

工
事

の
総

合
評

価
落

札
方

式
の

評
価

項
目

で
あ

る
「
子

育
て

支
援

・
男

女
共

同
参

画
・
女

性
活

躍
推

進
の

取
組

」
を

積
極

的
に

行
っ

て
い

る
場

合
、

及
び

、
「
女

性
技

術
者

の
配

置
」
を

行
っ

て
い

る
場

合
に

加
点

評
価

し
ま

す
。

ダ
イ

バ
ー

シ
テ

ィ
に

取
り

組
ん

で
い

る
企

業
の

実
務

担
当

者
同

士
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
形

成
し

、
交

流
会

や
研

修
会

を
通

じ
て

情
報

共
有

等
を

行
い

ま
す

。

公
共

調
達

を
通

じ
た

子
育

て
支

援
・
男

女
共

同
参

画
の

推
進

を
目

的
と

し
て

、
市

へ
の

業
者

登
録

の
際

に
、

表
彰

の
受

賞
な

ど
積

極
的

な
取

組
を

行
っ

た
企

業
に

対
し

て
、

イ
ン

セ
ン

テ
ィ

ブ
を

与
え

ま
す

。

「
北

九
州

イ
ク

ボ
ス

同
盟

」
等

に
お

い
て

、
企

業
の

女
性

従
業

員
や

人
事

担
当

者
等

を
対

象
に

女
性

活
躍

や
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
に

つ
い

て
の

セ
ミ

ナ
ー

等
を

開
催

し
ま

す
。

長
時

間
労

働
の

見
直

し
、

育
児

支
援

制
度

の
充

実
、

女
性

活
躍

及
び

ワ
ー

ク
・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
の

推
進

な
ど

、
職

場
環

境
の

見
直

し
に

取
り

組
む

事
業

所
を

対
象

に
、

セ
ミ

ナ
ー

の
講

師
や

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

（
社

会
保

険
労

務
士

）
を

直
接

事
業

所
に

派
遣

し
ま

す
。
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仕
事

と
生

活
の

調
和

（
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
）
の

推
進

施
策

の
方

向
　

１
男

女
が

共
に

仕
事

と
生

活
を

両
立

で
き

る
社

会
の

実
現

具
体

的
政

策
　

（
１

）
企

業
に

お
け

る
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
等

の
取

組
支

援

項
目

R
1
年

度
R

2
年

度
R

3
年

度
R

4
年

度
R

5
年

度

3
1
1
0
1

1
№

2
2
1
0
1
の

再
掲

№
2
2
1
0
1
の

再
掲

総
務

市
民

局

3
1
1
0
2

2
№

1
1
1
0
1
の

再
掲

№
1
1
1
0
1
の

再
掲

総
務

市
民

局

3
1
1
0
3

3
№

2
2
2
0
1
の

再
掲

№
2
2
2
0
1
の

再
掲

総
務

市
民

局

3
1
1
0
4

4
№

1
1
1
0
3
の

再
掲

№
1
1
1
0
3
の

再
掲

総
務

市
民

局

3
1
1
0
5

5
-
1

№
2
2
2
0
2
の

再
掲

№
2
2
2
0
2
の

再
掲

総
務

市
民

局

3
1
1
0
6

6

企
業

、
働

く
人

、
市

民
、

行
政

が
一

体
と

な
っ

て
、

ワ
ー

ク
・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
推

進
に

取
り

組
む

た
め

、
「
北

九
州

市
女

性
活

躍
・
ワ

ー
ク

ラ
イ

フ
バ

ラ
ン

ス
推

進
協

議
会

」
を

開
催

し
、

各
構

成
員

（
北

九
州

商
工

会
議

所
、

企
業

、
Ｎ

Ｐ
Ｏ

法
人

、
Ｐ

Ｔ
Ａ

協
議

会
等

）
が

そ
れ

ぞ
れ

の
立

場
、

ま
た

は
協

議
会

で
様

々
な

取
組

を
実

施
す

る
。

ま
た

、
１

１
月

に
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
推

進
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
を

実
施

す
る

。

①
関

連
イ

ベ
ン

ト
の

告
知

②
北

九
州

市
女

性
活

躍
・
ワ

ー
ク

ラ
イ

フ
バ

ラ
ン

ス
表

彰
受

賞
企

業
等

の
取

組
の

周
知

①
1
回

②
4
社

・
者

①
1
回

②
6
社

・
者

①
1
回

②
5
社

①
1
回

②
3
社

①
1
回

②
4
社

Ａ
今

後
も

「
北

九
州

市
女

性
活

躍
・
ワ

ー
ク

ラ
イ

フ
バ

ラ
ン

ス
推

進
協

議
会

」
を

開
催

し
、

企
業

や
地

域
の

様
々

な
活

動
と

連
携

し
な

が
ら

、
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
を

推
進

し
て

い
く
。

総
務

市
民

局

3
1
1
0
7

7

学
校

で
実

施
さ

れ
て

い
る

「
授

業
参

観
日

」
と

は
逆

に
、

夏
休

み
な

ど
の

長
期

学
校

休
日

を
利

用
し

て
、

子
ど

も
た

ち
が

自
分

の
保

護
者

等
の

職
場

を
見

学
す

る
こ

と
で

、
家

庭
内

や
職

場
に

お
け

る
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
の

推
進

に
つ

な
げ

て
い

く
取

組
で

あ
る

「
子

ど
も

参
観

日
」
を

市
役

所
、

民
間

企
業

等
で

実
施

す
る

。

①
子

ど
も

参
観

日
の

実
施

（
市

役
所

）
②

子
ど

も
参

観
日

の
実

施
(民

間
）

①
1
回

②
7
社

①
0
回

②
0
回

①
0
回

②
3
社

①
0
回

②
1
社

①
1
回

②
1
社

Ａ

市
役

所
に

お
い

て
は

、
人

事
異

動
年

数
を

考
慮

し
、

3
年

に
1
回

の
開

催
と

す
る

よ
う

取
り

組
ん

で
い

く
。

民
間

企
業

に
お

い
て

は
、

コ
ロ

ナ
禍

は
感

染
拡

大
の

影
響

を
考

慮
し

積
極

的
な

実
施

の
働

き
か

け
は

行
わ

な
か

っ
た

が
、

今
後

は
感

染
症

対
策

の
工

夫
を

し
た

上
で

の
実

施
を

呼
び

か
け

る
。

総
務

市
民

局

3
1
1
0
8

8
北

九
州

市
新

成
長

戦
略

の
推

進
に

寄
与

す
る

事
業

の
う

ち
、

市
が

指
定

す
る

事
業

に
お

い
て

、
認

定
や

評
価

、
表

彰
、

補
助

金
・
助

成
金

の
交

付
等

を
受

け
た

中
小

企
業

の
事

業
展

開
に

必
要

な
資

金
を

融
資

す
る

。

①
融

資
申

込
件

数
②

貸
出

実
績

③
貸

出
金

額

①
2
件

②
2
件

③ 1
4
5
,0

0
0

千
円

①
1
件

②
1
件

③
1
0
,0

0
0

千
円

①
3
件

②
2
件

③
9
,5

0
0

千
円

①
1
件

②
1
件

③
3
,0

0
0

千
円

①
2
件

②
2
件

③
1
,0

0
0

千
円

Ｂ

コ
ロ

ナ
関

連
融

資
に

資
金

需
要

が
流

れ
た

こ
と

も
あ

り
、

本
融

資
の

利
用

は
2
件

に
と

ど
ま

っ
て

い
る

。
今

後
は

、
救

済
型

の
コ

ロ
ナ

関
連

融
資

か
ら

企
業

再
生

型
の

融
資

に
軸

足
が

シ
フ

ト
し

て
い

く
も

の
と

考
え

ら
れ

、
長

期
的

に
は

利
用

は
増

加
し

て
い

く
も

の
と

思
わ

れ
る

。

産
業

経
済

局

3
1
1
0
9

9
№

2
2
2
0
4
の

再
掲

№
2
2
2
0
4
の

再
掲

技
術

監
理

局

枝
番

事
業

・
取

組
概

要
実

施
内

容
進

捗
今

後
の

取
組

（
課

題
や

見
直

し
）

局
名

公
共

調
達

を
通

じ
た

子
育

て
支

援
・
男

女
共

同
参

画
の

推
進

を
目

的
と

し
て

、
市

へ
の

業
者

登
録

の
際

に
、

表
彰

の
受

賞
な

ど
積

極
的

な
取

組
を

行
っ

た
企

業
に

対
し

て
、

イ
ン

セ
ン

テ
ィ

ブ
を

与
え

ま
す

。
（
再

掲
）

女
性

活
躍

や
働

き
方

改
革

等
を

進
め

る
た

め
、

各
種

セ
ミ

ナ
ー

や
研

修
会

等
、

様
々

な
企

業
と

の
接

点
を

通
じ

て
、

同
盟

へ
の

参
加

を
呼

び
か

け
「
北

九
州

イ
ク

ボ
ス

同
盟

」
の

加
盟

企
業

数
の

拡
大

を
図

り
ま

す
。

（
再

掲
）

「
北

九
州

イ
ク

ボ
ス

同
盟

」
等

に
お

い
て

、
企

業
等

に
お

け
る

女
性

活
躍

や
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
の

先
進

事
例

の
紹

介
等

を
通

じ
、

経
営

者
・
管

理
職

の
意

識
改

革
を

図
り

ま
す

。
（
再

掲
）

「
北

九
州

イ
ク

ボ
ス

同
盟

」
等

に
お

い
て

、
企

業
の

女
性

従
業

員
や

人
事

担
当

者
等

を
対

象
に

女
性

活
躍

や
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
に

つ
い

て
の

セ
ミ

ナ
ー

等
を

開
催

し
ま

す
。

（
再

掲
）

男
女

が
共

に
働

き
や

す
い

環
境

づ
く
り

な
ど

、
女

性
活

躍
や

ワ
ー

ク
・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
の

推
進

に
取

り
組

む
企

業
等

を
表

彰
し

ま
す

。
ま

た
、

受
賞

者
の

取
組

事
例

を
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
や

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
紹

介
し

、
企

業
等

に
対

し
て

、
広

く
周

知
し

ま
す

。
（
再

掲
）

長
時

間
労

働
の

見
直

し
、

育
児

支
援

制
度

の
充

実
、

女
性

活
躍

及
び

ワ
ー

ク
・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
の

推
進

な
ど

、
職

場
環

境
の

見
直

し
に

取
り

組
む

事
業

所
を

対
象

に
、

セ
ミ

ナ
ー

の
講

師
や

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

（
社

会
保

険
労

務
士

）
を

直
接

事
業

所
に

派
遣

し
ま

す
。

（
再

掲
）

企
業

、
働

く
人

、
市

民
、

行
政

が
一

体
と

な
っ

て
組

織
さ

れ
た

「
北

九
州

市
女

性
活

躍
・
ワ

ー
ク

ラ
イ

フ
バ

ラ
ン

ス
推

進
協

議
会

」
に

お
い

て
、

各
団

体
が

連
携

し
て

ワ
ー

ク
・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
推

進
月

間
（
１

１
月

）
を

中
心

に
啓

発
事

業
を

行
い

ま
す

。

柱
Ⅲ

ワ
ー

ク
・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
の

推
進

に
つ

な
げ

る
た

め
、

子
ど

も
が

保
護

者
の

職
場

を
見

学
す

る
「
子

ど
も

参
観

日
」
を

市
役

所
・
民

間
企

業
等

で
実

施
し

ま
す

。

ワ
ー

ク
・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
や

女
性

活
躍

の
推

進
に

取
り

組
む

中
小

企
業

に
対

し
て

、
事

業
展

開
に

必
要

な
資

金
を

融
資

し
ま

す
。

N
o
.

取
組

内
容
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項
目

R
1
年

度
R

2
年

度
R

3
年

度
R

4
年

度
R

5
年

度

3
1
1
1
0

1
0

№
2
2
2
0
5
の

再
掲

№
2
2
2
0
5
の

再
掲

技
術

監
理

局

仕
事

と
生

活
の

調
和

（
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
）
の

推
進

施
策

の
方

向
　

１
男

女
が

共
に

仕
事

と
生

活
を

両
立

で
き

る
社

会
の

実
現

具
体

的
政

策
　

（
２

）
市

役
所

に
お

け
る

ワ
ー

ク
・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
等

の
推

進

項
目

R
1
年

度
R

2
年

度
R

3
年

度
R

4
年

度
R

5
年

度

3
1
2
0
1

1
「
北

九
州

市
職

員
女

性
活

躍
・
ワ

ー
ク

ラ
イ

フ
バ

ラ
ン

ス
推

進
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
（
Ｒ

1
～

5
年

度
）
に

基
づ

き
、

職
場

単
位

で
、

民
間

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
を

活
用

し
た

ワ
ー

ク
・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
実

現
の

た
め

の
研

修
を

実
施

す
る

。

働
き

方
見

直
し

実
践

部
署

コ
ン

サ
ル

テ
ィ

ン
グ

の
実

施
3
部

署
（
新

規
）

2
部

署
（
新

規
）

5
部

署
（
新

規
）

-
-

Ｅ
令

和
３

年
１

２
月

に
策

定
し

た
「
北

九
州

市
D

X
推

進
計

画
」
に

基
づ

き
、

働
き

が
い

の
あ

る
働

き
や

す
い

職
場

の
実

現
に

向
け

た
「
働

き
方

改
革

」
を

推
進

す
る

。

デ
ジ

タ
ル

市
役

所
推

進
室

3
1
2
0
2

2

仕
事

と
生

活
の

双
方

が
充

実
し

た
働

き
が

い
の

あ
る

組
織

風
土

の
醸

成
の

た
め

、
イ

ク
ボ

ス
研

修
を

実
施

す
る

。
ま

た
、

イ
ク

ボ
ス

実
践

の
ノ

ウ
ハ

ウ
を

共
有

す
る

た
め

、
部

下
が

イ
ク

ボ
ス

実
践

が
で

き
て

い
る

管
理

職
を

推
薦

す
る

市
職

員
イ

ク
ボ

ス
表

彰
の

表
彰

者
の

実
践

例
と

、
子

育
て

や
介

護
と

仕
事

の
両

立
に

関
す

る
情

報
等

を
女

性
活

躍
・
Ｗ

Ｌ
Ｂ

応
援

サ
イ

ト
に

掲
載

す
る

な
ど

し
て

、
両

立
支

援
制

度
等

の
周

知
を

実
施

す
る

。

①
新

任
課

長
向

け
イ

ク
ボ

ス
研

修
の

実
施

②
イ

ク
ボ

ス
実

践
例

の
紹

介
③

女
性

活
躍

・
Ｗ

Ｌ
Ｂ

応
援

サ
イ

ト
へ

の
掲

載

①
1
回

②
8
名

③
実

施

①
1
回

②
1
2
名

③
実

施

①
1
回

②
1
7
名

③
実

施

①
1
回

②
な

し
③

実
施

①
1
回

②
な

し
③

実
施

Ａ

仕
事

と
生

活
の

双
方

を
充

実
さ

せ
た

働
き

が
い

の
あ

る
組

織
と

す
る

た
め

に
は

、
管

理
職

の
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
力

の
向

上
が

非
常

に
重

要
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
今

後
も

継
続

し
て

「
北

九
州

市
職

員
女

性
活

躍
・
ワ

ー
ク

ラ
イ

フ
バ

ラ
ン

ス
推

進
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
に

基
づ

き
、

イ
ク

ボ
ス

実
践

を
促

す
取

組
み

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

両
立

支
援

制
度

等
の

効
果

的
な

周
知

を
行

う
。

総
務

市
民

局

3
1
2
0
3

3
イ

ク
ボ

ス
の

推
進

や
子

ど
も

が
生

ま
れ

る
予

定
の

男
性

職
員

と
管

理
監

督
者

と
の

「
パ

パ
職

員
・
イ

ク
ボ

ス
面

談
」
の

実
施

を
通

じ
て

育
児

参
加

し
や

す
い

職
場

風
土

の
醸

成
を

図
り

、
男

性
職

員
の

育
児

参
加

を
促

進
す

る
。

①
パ

パ
職

員
・
イ

ク
ボ

ス
面

談
実

施
に

向
け

た
説

明
会

の
実

施
②

新
任

課
長

向
け

イ
ク

ボ
ス

研
修

の
実

施
③

新
任

係
長

向
け

プ
レ

イ
ク

ボ
ス

研
修

の
実

施

①
6
回

②
1
回

③
3
回

①
6
回

②
1
回

③
4
回

➀
5
回

②
1
回

③
4
回

①
な

し
②

1
回

③
4
回

①
な

し
②

1
回

③
2
回

Ａ

仕
事

と
生

活
の

双
方

を
充

実
さ

せ
た

働
き

が
い

の
あ

る
組

織
と

す
る

た
め

に
は

、
管

理
職

の
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
力

の
向

上
が

非
常

に
重

要
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
今

後
も

継
続

し
て

「
北

九
州

市
職

員
女

性
活

躍
・
ワ

ー
ク

ラ
イ

フ
バ

ラ
ン

ス
推

進
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
に

基
づ

き
、

イ
ク

ボ
ス

実
践

を
促

す
取

組
み

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

両
立

支
援

制
度

等
の

効
果

的
な

周
知

を
行

う
。

総
務

市
民

局

3
1
2
0
4

4
情

報
通

信
技

術
を

活
用

し
た

柔
軟

な
働

き
方

の
整

備
を

行
う

た
め

、
テ

レ
ワ

ー
ク

の
試

行
実

施
等

を
実

施
す

る
。

①
職

場
単

位
で

の
テ

レ
ワ

ー
ク

試
行

実
施

(～
R

3
年

度
)

②
各

局
へ

の
モ

バ
イ

ル
端

末
配

置
お

よ
び

必
要

に
応

じ
た

追
加

貸
出

（
令

和
３

年
度

～
）

①
1
1
部

署
①

1
6
部

署
①

1
3
部

署
②

1
,5

0
0

台
で

運
用

②
1
,5

0
0

台
で

運
用

②
1
,5

0
0

台
で

運
用

Ａ
令

和
３

年
１

２
月

に
策

定
し

た
「
北

九
州

市
D

X
推

進
計

画
」
に

基
づ

き
、

働
き

が
い

の
あ

る
働

き
や

す
い

職
場

の
実

現
に

向
け

た
「
働

き
方

改
革

」
を

推
進

す
る

。
総

務
市

民
局

3
1
2
0
5

5
職

員
へ

の
階

層
別

研
修

等
に

お
い

て
、

ワ
ー

ク
・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
の

意
義

、
必

要
性

に
つ

い
て

講
義

を
実

施
す

る
。

①
新

規
採

用
職

員
研

修
②

新
任

係
長

向
け

プ
レ

イ
ク

ボ
ス

研
修 ③

新
任

課
長

向
け

イ
ク

ボ
ス

研
修

①
1
回

②
3
回

③
1
回

①
1
回

②
4
回

③
1
回

➀
1
回

②
4
回

③
1
回

➀
1
回

②
4
回

③
1
回

➀
1
回

②
2
回

③
1
回

Ａ

職
員

が
育

児
や

介
護

等
の

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
の

変
化

に
応

じ
て

柔
軟

な
働

き
方

を
選

択
し

、
い

き
い

き
と

働
き

が
い

を
も

っ
て

活
躍

で
き

る
職

場
を

目
指

す
た

め
、

今
後

も
継

続
し

て
職

員
へ

の
階

層
別

研
修

等
に

お
い

て
、

ワ
ー

ク
・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
の

意
義

、
必

要
性

を
学

ぶ
研

修
を

実
施

す
る

。

総
務

市
民

局

局
名

N
o
.

取
組

内
容

枝
番

事
業

・
取

組
概

要
実

施
内

容
進

捗
今

後
の

取
組

（
課

題
や

見
直

し
）

N
o
.

取
組

内
容

枝
番

事
業

・
取

組
概

要
実

施
内

容
進

捗
今

後
の

取
組

（
課

題
や

見
直

し
）

局
名

管
理

職
の

イ
ク

ボ
ス

実
践

に
よ

り
、

職
場

風
土

を
改

革
し

、
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
の

実
現

を
図

る
ほ

か
、

両
立

支
援

制
度

の
周

知
及

び
取

得
促

進
に

向
け

た
啓

発
を

実
施

し
ま

す
。

工
事

の
総

合
評

価
落

札
方

式
の

評
価

項
目

で
あ

る
「
子

育
て

支
援

・
男

女
共

同
参

画
・
女

性
活

躍
推

進
の

取
組

」
を

積
極

的
に

行
っ

て
い

る
場

合
、

及
び

、
「
女

性
技

術
者

の
配

置
」
を

行
っ

て
い

る
場

合
に

加
点

評
価

し
ま

す
。

（
再

掲
）

「
北

九
州

市
職

員
女

性
活

躍
・
ワ

ー
ク

ラ
イ

フ
バ

ラ
ン

ス
推

進
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
に

基
づ

き
、

市
役

所
職

員
の

ワ
ー

ク
・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
の

実
現

及
び

健
康

増
進

を
図

る
た

め
、

業
務

の
効

率
化

に
よ

る
生

産
性

の
向

上
、

時
間

外
勤

務
の

削
減

、
柔

軟
な

働
き

方
の

実
現

等
に

取
り

組
み

ま
す

。柱
Ⅲ

男
性

職
員

が
育

児
に

積
極

的
に

参
画

す
る

こ
と

を
通

し
て

、
男

性
自

身
の

働
き

方
を

見
直

す
き

っ
か

け
と

な
る

ほ
か

、
職

場
全

体
の

業
務

の
改

善
等

に
も

つ
な

が
る

た
め

、
男

性
職

員
の

育
児

休
業

の
取

得
を

促
進

し
ま

す
。

職
員

へ
の

階
層

別
研

修
等

に
お

い
て

、
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
の

意
義

、
必

要
性

を
学

ぶ
研

修
を

実
施

し
ま

す
。

多
様

で
柔

軟
な

働
き

方
の

実
現

を
通

し
て

、
仕

事
と

家
庭

の
両

立
を

支
援

す
る

た
め

、
テ

レ
ワ

ー
ク

の
活

用
を

推
進

し
ま

す
。
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仕
事

と
生

活
の

調
和

（
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
）
の

推
進

施
策

の
方

向
　

１
男

女
が

共
に

仕
事

と
生

活
を

両
立

で
き

る
社

会
の

実
現

具
体

的
政

策
　

（
３

）
地

域
活

動
や

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

等
へ

の
参

画
促

進

項
目

R
1
年

度
R

2
年

度
R

3
年

度
R

4
年

度
R

5
年

度

3
1
3
0
1

1

市
民

セ
ン

タ
ー

で
は

、
時

事
問

題
や

地
域

課
題

の
解

決
を

目
指

す
講

座
、

社
会

貢
献

活
動

に
つ

な
が

る
講

座
、

生
き

が
い

づ
く
り

を
目

指
す

講
座

な
ど

、
地

域
の

特
色

を
生

か
し

た
講

座
、

市
民

の
学

び
の

ニ
ー

ズ
に

合
っ

た
内

容
の

講
座

を
企

画
・
実

施
し

、
市

民
に

多
様

な
学

習
機

会
を

提
供

す
る

。

①
生

涯
学

習
市

民
講

座
参

加
者

数
②

生
涯

学
習

市
民

講
座

数

① 1
2
4
,7

6
5

人 ② 8
9
9
講

座

① 4
4
,4

2
9
人

② 6
8
7
講

座

① 5
6
,8

4
4
人

② 8
3
5
講

座

① 8
5
,8

3
6
人

② 9
0
1
講

座

① 9
7
,0

1
4
人

② 8
9
1
講

座

Ｂ

住
民

主
体

の
地

域
づ

く
り

を
推

進
す

る
た

め
、

地
域

の
特

色
を

生
か

し
た

講
座

、
地

域
課

題
解

決
に

向
け

た
講

座
を

充
実

さ
せ

、
よ

り
多

く
の

方
に

多
用

な
学

習
機

会
を

提
供

し
て

い
く
。

ま
た

、
新

し
い

生
活

様
式

に
対

応
し

た
学

習
機

会
を

提
供

す
る

た
め

、
オ

ン
ラ

イ
ン

の
講

座
実

施
な

ど
、

デ
ジ

タ
ル

活
用

し
た

取
り

組
み

を
更

に
進

め
る

必
要

が
あ

る
。

総
務

市
民

局

3
1
3
0
2

2
Ｎ

Ｐ
Ｏ

・
市

民
活

動
に

関
す

る
相

談
の

受
付

、
情

報
提

供
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

づ
く
り

を
行

う
。

①
Ｎ

Ｐ
Ｏ

市
民

講
演

会
参

加
者

数
②

Ｎ
Ｐ

Ｏ
入

門
セ

ミ
ナ

ー
参

加
者

数
③

Ｎ
Ｐ

Ｏ
活

動
発

表
会

開
催

回
数

④
税

務
相

談
開

催
回

数
⑤

入
門

説
明

会
開

催
回

数

①
6
0
名

②
9
6
名

③
1
1
回

④
2
0
回

⑤
1
5
回

①
1
2
0
名

②
3
4
名

③
9
回

④
1
1
回

⑤
1
0
回

①
7
0
名

②
4
4
名

③
1
0
回

④
9
回

⑤
1
1
回

①
5
6
名

②
4
3
名

③
1
1
回

④
1
2
回

⑤
1
0
回

①
な

し
②

4
1
名

③
1
1
回

④
1
1
回

⑤
2
4
回

Ｂ
市

民
活

動
を

促
進

す
る

講
座

の
充

実
や

情
報

提
供

の
充

実
を

図
っ

て
い

く
。

総
務

市
民

局

3
1
3
0
3

3
こ

れ
か

ら
高

齢
期

を
迎

え
る

世
代

を
中

心
に

、
今

ま
で

培
っ

て
き

た
技

術
や

経
験

、
能

力
や

人
脈

を
生

か
し

な
が

ら
、

退
職

後
も

生
涯

現
役

と
し

て
社

会
貢

献
活

動
や

経
済

活
動

な
ど

の
担

い
手

と
し

て
活

躍
し

て
い

く
人

材
を

発
掘

、
育

成
す

る
。

入
塾

者
数

2
2
人

5
人

4
人

1
1
人

1
0
人

Ａ
入

塾
生

が
コ

ロ
ナ

禍
を

契
機

に
大

き
く
減

少
し

、
未

だ
に

戻
ら

な
い

。
定

員
確

保
に

向
け

た
入

塾
生

獲
得

の
取

り
組

み
を

強
化

し
て

い
く
。

保
健

福
祉

局

3
1
3
0
4

4

高
齢

者
の

教
養

、
健

康
、

趣
味

、
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
等

の
生

き
が

い
づ

く
り

や
健

康
づ

く
り

を
促

進
し

、
地

域
活

動
を

担
う

高
齢

者
の

人
材

育
成

を
図

る
。

【
実

施
状

況
】

①
事

業
開

始
　

周
望

学
舎

：
昭

和
5
4
年

度
、

穴
生

学
舎

：
平

成
6
年

度
②

対
象

者
　

市
内

在
住

の
6
0
歳

以
上

の
市

民
③

講
座

内
容

　
各

学
舎

1
5
コ

ー
ス

（
一

般
コ

ー
ス

1
1
、

実
技

コ
ー

ス
4
）

④
定

員
　

周
望

学
舎

：
5
4
6
人

、
穴

生
学

舎
：
5
0
4
人

⑤
受

講
料

　
年

間
2
4
,0

0
0
円

活
動

実
績

①
受

講
者

数
②

延
利

用
者

数

①
9
5
5
人

②
6
1
,5

0
8

人

①
5
4
3
人

②
1
7
,5

7
3

人

①
8
4
9
人

②
3
1
,5

1
2

人

①
7
8
5
人

②
4
7
,7

3
6

人

①
7
7
5
人

②
5
6
,2

9
6

人
Ａ

地
域

社
会

の
活

性
化

に
資

す
る

高
齢

者
の

人
材

育
成

の
た

め
の

講
義

を
取

り
入

れ
る

。
ま

た
、

各
種

広
報

媒
体

を
活

用
し

て
、

年
長

者
研

修
大

学
校

の
周

知
を

行
う

こ
と

で
、

新
規

受
講

生
の

増
加

に
努

め
る

。

保
健

福
祉

局

3
1
3
0
5

5

①
高

齢
者

の
参

加
し

や
す

い
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
・
生

涯
学

習
情

報
等

の
収

集
・
提

供
②

福
祉

施
設

等
に

働
き

か
け

、
高

齢
者

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
受

け
入

れ
を

促
進

③
関

係
機

関
と

の
連

絡
、

調
整

④
「
い

き
が

い
活

動
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
」
の

運
営

活
動

実
績

①
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
等

の
募

集
情

報
②

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

利
用

者
数

③
H

P
,F

ac
e
b
o
o
k利

用
件

数
④

メ
デ

ィ
ア

露
出

件
数

⑤
マ

ッ
チ

ン
グ

を
行

っ
た

件
数

⑥
活

動
に

繋
が

っ
た

件
数

⑦
講

座
・
サ

ロ
ン

実
施

数
⑧

体
験

活
動

実
施

数

①
1
1
2
件

②
3
,6

9
8

人 ③
1
9
,6

5
5

件 ④
2
0
件

⑤
8
7
件

⑥
3
6
件

⑦
5
0
件

⑧
2
3
件

①
1
8
件

②
1
,0

4
2

人 ③
7
,8

8
0

件 ④
6
件

⑤
6
件

⑥
3
2
件

⑦
5
7
件

⑧
5
件

①
1
8
0
件

②
2
,4

3
8

人 ③
1
2
,1

0
7

件 ④
0
件

⑤
7
5
件

⑥
1
7
件

⑦
4
1
件

⑧
3
件

①
2
0
1
件

②
5
,5

3
1

人 ③
3
0
,0

5
5

件 ④
2
件

⑤
9
2
件

⑥
2
8
件

⑦
1
9
5
件

⑧
1
1
件

①
1
9
6
件

②
6
,6

8
7

人 ③
4
7
,7

5
2

件 ④
3
件

⑤
8
7
件

⑥
2
5
件

⑦
2
9
3
件

⑧
7
件

Ａ
活

動
の

マ
ッ

チ
ン

グ
を

強
化

す
る

と
と

も
に

、
主

催
イ

ベ
ン

ト
の

実
施

等
に

よ
り

幅
広

く
当

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の
P
R

に
努

め
て

い
く
。

保
健

福
祉

局

3
1
3
0
6

6

地
域

福
祉

の
振

興
を

図
り

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
に

対
す

る
市

民
の

理
解

と
活

動
へ

の
参

加
促

進
を

図
る

こ
と

を
目

的
に

、
北

九
州

市
社

会
福

祉
協

議
会

に
お

い
て

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

育
成

、
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

、
活

動
支

援
、

関
係

機
関

と
の

連
携

に
よ

る
情

報
収

集
・
発

信
等

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
支

援
を

行
う

。

①
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
登

録
団

体
数

②
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
登

録
人

数
③

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
関

す
る

相
談

件
数

①
6
6
9
団

体 ②
2
2
,8

5
8

人 ③
3
1
,0

3
9

件

①
6
1
6
団

体 ②
1
9
,4

9
7

人 ③
2
1
,6

2
0

件

①
5
3
7
団

体 ②
1
7
,0

7
5

人 ③
2
5
,0

8
9

件

①
5
8
3
団

体 ②
1
8
,3

2
0

人 ③
3
6
,7

0
5

件

①
6
1
6
団

体 ②
1
8
,3

2
0

人 ③
3
5
,9

8
6

件

Ａ

福
祉

教
育

事
業

の
拡

充
や

、
若

者
の

自
立

相
談

機
関

と
連

携
し

た
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
の

支
援

に
取

り
組

む
。

引
き

続
き

、
関

係
機

関
・
団

体
と

の
協

働
に

よ
る

情
報

提
供

や
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

等
、

よ
り

効
率

的
な

活
動

支
援

を
図

る
。

保
健

福
祉

局

3
1
3
0
7

7
6
5
歳

以
上

の
高

齢
者

が
特

別
養

護
老

人
ホ

ー
ム

な
ど

の
介

護
保

険
施

設
等

で
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
を

行
っ

た
場

合
に

ポ
イ

ン
ト

を
付

与
し

、
貯

ま
っ

た
ポ

イ
ン

ト
を

換
金

又
は

寄
付

す
る

こ
と

が
で

き
る

事
業

を
実

施
す

る
。

①
介

護
支

援
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
登

録
者

数 ②
受

入
施

設
登

録
数

①
2
,1

1
8

人 ②
4
0
1
件

①
2
,0

6
7

人 ②
4
0
0
件

①
2
,0

0
5

人 ②
3
9
7
件

①
1
,9

6
7

人 ②
3
9
5
件

①
1
,9

0
9

人 ②
3
9
8
件

Ｂ

今
後

は
事

業
に

対
す

る
費

用
対

効
果

を
考

慮
し

な
が

ら
、

事
業

の
最

適
化

に
取

り
組

む
必

要
が

あ
る

が
、

高
齢

者
の

社
会

参
加

、
健

康
増

進
や

い
き

が
い

づ
く
り

の
ほ

か
、

介
護

分
野

に
お

け
る

就
労

的
活

動
と

し
て

、
介

護
人

材
確

保
の

一
助

に
も

位
置

づ
け

得
る

こ
と

を
念

頭
に

、
更

な
る

充
実

に
努

め
る

。

保
健

福
祉

局

N
o
.

取
組

内
容

枝
番

事
業

・
取

組
概

要
実

施
内

容
進

捗
今

後
の

取
組

（
課

題
や

見
直

し
）

局
名

高
齢

者
の

教
養

、
健

康
、

趣
味

、
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
等

の
生

き
が

い
や

健
康

づ
く

り
の

た
め

、
「
年

長
者

研
修

大
学

校
」
に

お
け

る
講

座
等

を
開

催
し

ま
す

。

「
い

き
が

い
活

動
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
」
で

高
齢

者
の

参
加

し
や

す
い

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

・
生

涯
学

習
情

報
等

の
収

集
・
提

供
等

を
実

施
し

ま
す

。

高
齢

者
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

や
地

域
活

動
へ

の
参

画
を

促
進

す
る

た
め

、
北

九
州

市
社

会
福

祉
協

議
会

に
お

い
て

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

活
動

支
援

や
育

成
な

ど
を

行
い

ま
す

。

6
5
歳

以
上

の
高

齢
者

が
介

護
保

険
施

設
等

で
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
を

行
っ

た
場

合
に

ポ
イ

ン
ト

を
付

与
し

、
貯

ま
っ

た
ポ

イ
ン

ト
を

換
金

又
は

寄
付

す
る

こ
と

が
で

き
る

「
介

護
支

援
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
事

業
」
を

実
施

し
ま

す
。

市
民

セ
ン

タ
ー

で
、

地
域

の
特

色
を

生
か

し
た

講
座

や
市

民
の

学
び

の
ニ

ー
ズ

に
合

っ
た

内
容

の
講

座
を

企
画

・
実

施
し

、
市

民
に

多
様

な
学

習
機

会
を

提
供

し
ま

す
。

Ｎ
Ｐ

Ｏ
・
市

民
活

動
へ

の
参

加
を

促
進

す
る

た
め

、
「
市

民
活

動
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
」
を

拠
点

と
し

て
、

市
民

活
動

団
体

の
活

動
支

援
や

育
成

な
ど

を
行

い
ま

す
。

退
職

な
ど

を
き

っ
か

け
に

地
域

活
動

等
へ

の
参

画
を

支
援

す
る

た
め

、
「
生

涯
現

役
夢

追
塾

」
を

開
催

し
ま

す
。

柱
Ⅲ
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項
目

R
1
年

度
R

2
年

度
R

3
年

度
R

4
年

度
R

5
年

度

3
1
3
0
8

8
小

学
校

特
別

支
援

学
級

合
同

ス
ポ

ー
ツ

大
会

「
風

船
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
大

会
」
の

審
判

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

と
し

て
「
風

船
バ

レ
ー

普
及

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

や
ま

び
こ

」
の

年
長

者
に

参
加

し
て

も
ら

い
、

学
校

職
員

及
び

児
童

と
の

交
流

を
図

る
。

区
毎

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
参

加
人

数

門
司

区
7
名

八
幡

西
区

1
9
名

※
他

区
は

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

な
し

。

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

防
止

対
策

の
た

め
中

止

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

防
止

対
策

の
た

め
中

止

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

防
止

対
策

の
た

め
中

止

門
司

区
２

名
小

倉
南

区
５

名
戸

畑
区

７
名

Ｃ

今
後

も
各

区
ご

と
に

大
会

を
企

画
し

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
団

体
に

協
力

を
得

て
実

施
す

る
予

定
で

あ
る

が
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

団
体

に
つ

い
て

は
、

交
通

費
も

で
な

い
た

め
厳

し
い

現
状

と
の

声
が

あ
が

っ
て

お
り

、
整

理
が

必
要

と
な

っ
て

い
る

。

教
育

委
員

会

仕
事

と
生

活
の

調
和

（
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
）
の

推
進

施
策

の
方

向
　

２
多

様
な

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
に

対
応

し
た

子
育

て
や

介
護

等
の

支
援

の
充

実

具
体

的
政

策
　

（
１

）
子

育
て

環
境

の
整

備
、

充
実

項
目

R
1
年

度
R

2
年

度
R

3
年

度
R

4
年

度
R

5
年

度

3
2
1
0
1

1
保

育
所

入
所

児
童

数
や

地
域

の
保

育
需

要
の

推
移

を
踏

ま
え

、
年

間
を

通
じ

た
待

機
児

童
の

解
消

を
図

る
た

め
、

保
育

所
が

不
足

す
る

地
域

の
民

間
保

育
所

の
新

設
及

び
老

朽
改

築
に

あ
わ

せ
た

定
員

増
を

行
う

。

①
入

所
定

員
の

拡
大

②
既

存
保

育
所

の
増

改
築

等
③

新
規

保
育

所
の

開
設

①
1
3
9
人

②
2
箇

所
③

0
箇

所

①
1
0
8
人

②
4
箇

所
③

0
箇

所

①
1
5
人

②
1
箇

所
③

0
箇

所

①
2
0
人

②
2
箇

所
③

0
箇

所

①
4
3
人

②
2
箇

所
③

0
箇

所
Ａ

「
元

気
発

進
！

子
ど

も
プ

ラ
ン

（
第

３
次

計
画

）
」
に

基
づ

き
、

老
朽

改
築

に
合

わ
せ

定
員

増
を

行
う

な
ど

、
地

域
の

保
育

需
要

を
ふ

ま
え

た
整

備
を

行
う

。
子

ど
も

家
庭

局

3
2
1
0
2

2

①
特

別
保

育
事

業
保

護
者

の
就

労
形

態
の

多
様

化
等

に
対

応
す

る
た

め
の

延
長

保
育

や
保

護
者

の
パ

ー
ト

就
労

や
冠

婚
葬

祭
等

の
理

由
に

よ
り

、
一

時
的

な
保

育
所

で
の

保
育

、
休

日
に

子
ど

も
を

預
か

る
保

育
な

ど
を

実
施

す
る

。
②

病
児

保
育

病
児

保
育

の
利

用
状

況
や

保
護

者
ニ

ー
ズ

を
踏

ま
え

な
が

ら
、

医
療

機
関

併
設

型
の

病
児

保
育

を
実

施
す

る
。

ま
た

、
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
の

配
布

や
モ

ノ
レ

ー
ル

各
駅

へ
の

ポ
ス

タ
ー

掲
示

等
の

広
報

を
行

い
、

利
用

促
進

を
図

る
。

①
特

別
保

育
等

利
用

児
童

数
　

・
延

長
保

育
　

・
夜

間
保

育
　

・
休

日
保

育
②

病
児

保
育

施
設

数

① ・
1
5
,0

2
9

人
/
年

・
5
7
8
人

/
年 ・
2
,0

8
4
人

/
年

②
1
2
箇

所

① ・
1
3
,5

5
4

人
/
年

・
5
3
9
人

/
年 ・
1
,4

8
4
人

/
年

②
1
3
箇

所

① ・
1
0
,1

5
5

人
/
年

・
5
4
2
人

/
年 ・
1
,7

3
9
人

/
年

②
1
3
箇

所

① ・
8
,3

9
4
人

/
年

・
4
9
7
人

/
年 ・
1
,8

6
6
人

/
年

②
１

３
箇

所

① ・
8
,2

2
1
人

/
年

・
4
5
6
人

/
年 ・
1
,8

8
9
人

/
年

②
1
3
箇

所

Ａ

①
特

別
保

育
事

業
利

用
者

の
動

向
を

踏
ま

え
な

が
ら

事
業

を
継

続
す

る
。

②
病

児
保

育
事

業
令

和
6
年

度
中

に
、

1
4
箇

所
目

の
施

設
を

整
備

す
る

予
定

子
ど

も
家

庭
局

3
2
1
0
3

3

市
民

ニ
ー

ズ
に

応
え

ら
れ

る
放

課
後

児
童

ク
ラ

ブ
の

運
営

内
容

を
確

保
す

る
た

め
、

運
営

団
体

に
対

す
る

研
修

会
の

実
施

、
開

設
時

間
の

標
準

化
の

推
進

等
に

よ
り

、
運

営
体

制
の

充
実

を
図

る
。

ま
た

、
児

童
へ

の
対

応
を

充
実

さ
せ

る
た

め
、

適
切

な
支

援
員

等
の

数
を

配
置

す
る

と
と

も
に

、
研

修
の

充
実

、
支

援
員

等
相

互
の

交
流

や
情

報
交

換
、

特
別

な
配

慮
を

要
す

る
児

童
な

ど
の

対
応

を
支

援
す

る
た

め
の

臨
床

心
理

士
等

の
巡

回
派

遣
を

行
い

、
支

援
員

等
の

資
質

向
上

を
図

る
。

①
ク

ラ
ブ

登
録

児
童

数
②

施
設

整
備

ク
ラ

ブ
数

③
臨

床
心

理
士

等
派

遣
回

数

①
1
2
,5

7
5

人 ②
1
0
ヶ

所
③

延
べ

2
9
3
回

①
1
2
,9

2
3

人 ②
1
0
ヶ

所
③

延
べ

3
2
4
回

①
1
1
,6

7
2

人 ②
4
ヶ

所
③

延
べ

2
0
9
回

①
1
1
,9

1
4

人 ②
6
ヶ

所
③

延
べ

2
2
1
回

➀
1
2
,4

2
0

人 ②
3
ヶ

所
③

延
べ

2
4
2
回

Ａ

放
課

後
児

童
ク

ラ
ブ

の
運

営
体

制
を

充
実

さ
せ

る
た

め
、

施
設

整
備

や
ク

ラ
ブ

に
よ

る
自

己
評

価
を

引
き

続
き

行
う

。
ま

た
、

児
童

へ
の

対
応

に
つ

い
て

、
支

援
員

等
へ

の
研

修
内

容
の

充
実

、
臨

床
心

理
士

等
の

巡
回

派
遣

に
よ

る
特

別
な

配
慮

を
要

す
る

児
童

へ
の

支
援

を
行

う
。

子
ど

も
家

庭
局

3
2
1
0
4

4
仕

事
の

都
合

や
子

ど
も

の
軽

い
病

気
の

時
に

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
組

織
「
ほ

っ
と

子
育

て
ふ

れ
あ

い
セ

ン
タ

ー
」
の

会
員

間
で

子
ど

も
の

預
か

り
や

送
迎

な
ど

、
子

育
て

支
援

サ
ー

ビ
ス

の
充

実
を

図
る

。

（
１

）
会

員
数

 ①
提

供
会

員
人

数
 ②

両
方

会
員

人
数

 ③
依

頼
会

員
人

数
 ④

合
計

人
数

（
２

）
活

動
件

数

(１
）
会

員
数 ①

6
3
9
人

②
1
8
4
人

③
2
,5

0
6

人 ④
3
,3

2
9

人 （
２

）
活

動
件

数
7
,5

6
9
件

(１
）
会

員
数 ①

5
9
9
人

②
1
8
4
人

③
2
4
7
6
人

④
3
,2

5
9

人 （
２

）
活

動
件

数
4
,6

2
5
件

(１
）
会

員
数 ①

6
4
7
人

②
1
6
4
人

③
2
,4

7
7

人 ④
3
,2

8
8

人 （
２

）
活

動
件

数
6
,0

8
8
件

(１
）
会

員
数 ①

6
9
3
人

②
1
5
8
人

③
2
,5

4
3

人 ④
3
,3

9
4

人 （
２

）
活

動
件

数
6
,9

0
1
件

(１
）
会

員
数 ①

7
2
5
人

②
1
5
6
人

③
2
,6

3
1

人 ④
3
,5

1
2

人 （
２

）
活

動
件

数
7
,5

1
6
件

Ａ

子
ど

も
の

預
か

り
や

送
迎

を
行

う
相

互
援

助
活

動
を

よ
り

利
用

し
や

す
い

仕
組

み
と

す
る

た
め

、
報

酬
額

及
び

利
用

料
を

改
定

す
る

。
ま

た
、

民
間

と
連

携
し

預
か

り
場

所
の

拡
大

を
図

る
と

と
も

に
、

送
迎

支
援

体
制

の
強

化
に

向
け

た
モ

デ
ル

事
業

を
実

施
す

る
。

子
ど

も
家

庭
局

3
2
1
0
5

5
乳

幼
児

を
持

つ
保

護
者

の
子

育
て

へ
の

不
安

を
軽

減
す

る
た

め
、

親
子

が
気

軽
に

集
い

、
交

流
、

情
報

交
換

、
育

児
相

談
等

が
で

き
る

ス
ペ

ー
ス

を
既

存
の

公
共

施
設

を
活

用
し

な
が

ら
、

区
役

所
や

児
童

館
な

ど
で

運
営

す
る

。

親
子

ふ
れ

あ
い

ル
ー

ム
利

用
者

数
（
保

護
者

）
2
4
,3

7
7
人

1
2
,3

8
4
人

1
6
,1

4
9
人

1
8
,4

4
2
人

2
5
,8

2
2
人

Ａ
　

各
ふ

れ
あ

い
ル

ー
ム

の
安

定
し

た
運

営
に

努
め

、
イ

ベ
ン

ト
等

の
実

施
に

よ
り

、
さ

ら
な

る
利

用
者

の
拡

大
及

び
コ

ン
テ

ン
ツ

充
実

を
目

指
す

。
子

ど
も

家
庭

局

局
名

N
o
.

取
組

内
容

枝
番

事
業

・
取

組
概

要
実

施
内

容
進

捗
今

後
の

取
組

（
課

題
や

見
直

し
）

局
名

N
o
.

取
組

内
容

枝
番

事
業

・
取

組
概

要
実

施
内

容
進

捗
今

後
の

取
組

（
課

題
や

見
直

し
）

小
・
中

学
校

特
別

支
援

学
級

合
同

ス
ポ

ー
ツ

大
会

に
お

い
て

、
高

齢
者

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
に

審
判

を
依

頼
し

、
児

童
生

徒
と

の
交

流
を

図
り

ま
す

。

待
機

児
童

の
解

消
を

図
る

た
め

、
地

域
の

保
育

需
要

の
推

移
を

踏
ま

え
て

、
保

育
所

の
整

備
を

実
施

し
ま

す
。

様
々

な
保

育
ニ

ー
ズ

に
対

応
す

る
た

め
、

病
児

保
育

や
延

長
保

育
な

ど
の

保
育

サ
ー

ビ
ス

を
実

施
し

ま
す

。

児
童

の
放

課
後

の
安

全
確

保
と

保
護

者
の

仕
事

と
子

育
て

の
両

立
支

援
の

た
め

、
放

課
後

児
童

ク
ラ

ブ
の

施
設

整
備

や
利

用
内

容
の

充
実

を
図

り
ま

す
。

仕
事

の
都

合
や

子
ど

も
の

軽
い

病
気

の
と

き
に

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
組

織
「
ほ

っ
と

子
育

て
ふ

れ
あ

い
セ

ン
タ

ー
」
の

会
員

間
で

子
ど

も
の

預
か

り
や

送
迎

な
ど

、
子

育
て

支
援

サ
ー

ビ
ス

を
実

施
し

ま
す

。

乳
幼

児
を

持
つ

保
護

者
の

子
育

て
へ

の
不

安
を

軽
減

す
る

た
め

、
親

子
が

気
軽

に
集

い
、

交
流

、
情

報
交

換
、

育
児

相
談

等
が

で
き

る
「
親

子
ふ

れ
あ

い
ル

ー
ム

」
を

区
役

所
や

児
童

館
な

ど
で

運
営

し
ま

す
。

柱
Ⅲ
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項
目

R
1
年

度
R

2
年

度
R

3
年

度
R

4
年

度
R

5
年

度

3
2
1
0
6

6

各
区

役
所

に
「
子

ど
も

・
家

庭
相

談
コ

ー
ナ

ー
」
を

設
置

し
、

子
ど

も
と

家
庭

に
関

す
る

あ
ら

ゆ
る

相
談

を
ひ

と
つ

の
窓

口
で

受
け

、
母

子
家

庭
の

自
立

支
援

、
Ｄ

Ｖ
被

害
者

対
応

、
児

童
虐

待
等

、
そ

れ
ぞ

れ
の

相
談

に
応

じ
た

支
援

・
対

応
を

行
う

と
と

も
に

、
必

要
に

応
じ

て
他

の
機

関
の

サ
ー

ビ
ス

・
支

援
へ

と
つ

な
げ

る
。

相
談

件
数

8
1
,6

8
1
件

7
7
,9

5
6
件

8
1
,4

8
6
件

8
0
,7

6
0
件

7
9
,7

5
2
件

Ａ

各
区

の
子

ど
も

・
家

庭
相

談
コ

ー
ナ

ー
の

相
談

員
が

、
家

庭
と

子
ど

も
に

関
す

る
あ

ら
ゆ

る
相

談
に

対
し

、
引

き
続

き
関

係
機

関
と

連
携

し
な

が
ら

、
相

談
者

ひ
と

り
一

人
の

不
安

や
負

担
感

の
軽

減
を

図
る

。

子
ど

も
家

庭
局

3
2
1
0
7

7
①

子
育

て
に

関
す

る
相

談
事

業
②

育
児

講
座

の
開

催
①

子
育

て
に

関
す

る
相

談
件

数
②

育
児

講
座

年
間

実
施

数

①
1
,0

3
4

件 ②
1
0
回

①
1
,5

0
7

件 ②
2
6
回

①
1
,0

1
6

件 ②
2
5
回

①
1
,0

4
6

件 ②
2
9
回

①
7
0
7
件

②
2
5
回

Ａ
①

市
政

だ
よ

り
だ

け
で

な
く
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
や

母
子

モ
等

の
S
N

S
の

活
用

や
子

育
て

交
流

プ
ラ

ザ
等

へ
出

向
き

相
談

へ
と

繋
い

で
い

く
。

子
ど

も
家

庭
局

3
2
1
0
8

8

子
育

て
中

の
人

が
、

子
ど

も
の

成
長

に
応

じ
た

情
報

を
タ

イ
ム

リ
ー

に
、

か
つ

手
軽

に
入

手
で

き
る

よ
う

、
「
こ

そ
だ

て
情

報
」
の

内
容

の
充

実
を

図
る

と
と

も
に

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
「
子

育
て

マ
ッ

プ
北

九
州

」
を

活
用

し
た

情
報

提
供

を
行

い
、

必
要

と
さ

れ
る

子
育

て
に

関
す

る
情

報
が

、
市

民
に

届
く
よ

う
に

取
り

組
む

。

①
「
こ

そ
だ

て
情

報
」
発

行
②

「
子

育
て

マ
ッ

プ
北

九
州

」
ア

ク
セ

ス
数

①
実

施
②

5
8
,7

5
2

件

①
実

施
② 1
4
4
,8

0
5

件

①
実

施
② 1
1
9
,5

2
3

件

①
実

施
② 1
4
3
,6

1
9

件

①
実

施
② 1
2
4
,9

8
7

件

Ａ

　
「
子

育
て

マ
ッ

プ
北

九
州

（
H

P
）
」
は

、
よ

り
充

実
し

た
情

報
提

供
を

行
え

る
よ

う
、

令
和

２
年

度
に

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

を
行

っ
て

以
降

、
ア

ク
セ

ス
数

は
増

加
し

て
い

る
が

、
情

報
量

が
多

く
な

っ
て

き
て

い
る

た
め

、
今

後
は

整
理

し
て

く
必

要
が

あ
る

。
今

後
も

よ
り

多
く
の

方
々

に
活

用
し

て
い

た
だ

け
る

よ
う

、
「
こ

そ
だ

て
情

報
（
冊

子
）
」
お

よ
び

「
子

育
て

マ
ッ

プ
北

九
州

（
H

P
）
」
の

内
容

充
実

に
務

め
る

。

子
ど

も
家

庭
局

3
2
1
0
9

9
官

民
が

協
力

し
て

、
乳

幼
児

を
持

つ
保

護
者

が
外

出
し

た
際

、
授

乳
や

お
む

つ
替

え
が

で
き

る
施

設
を

、
「
赤

ち
ゃ

ん
の

駅
」
と

し
て

登
録

し
、

子
育

て
家

庭
が

安
心

し
て

外
出

で
き

る
環

境
づ

く
り

を
行

う
。

赤
ち

ゃ
ん

の
駅

の
年

度
末

登
録

施
設

数
4
5
9
施

設
4
9
6
施

設
5
1
2
施

設
5
2
9
施

設
4
9
5
施

設
Ａ

　
令

和
５

年
度

に
事

業
実

施
状

況
の

調
査

を
行

い
、

事
業

終
了

し
て

い
る

施
設

を
削

除
し

た
た

め
、

昨
年

度
に

比
べ

登
録

数
は

減
っ

て
い

る
が

、
引

き
続

き
本

事
業

を
適

切
に

進
め

て
行

く
。

子
ど

も
家

庭
局

3
2
1
1
0

1
0

中
学

生
以

下
の

子
ど

も
を

連
れ

た
家

族
や

団
体

等
が

、
協

力
施

設
・
店

舗
を

利
用

す
る

と
、

割
引

や
サ

ー
ビ

ス
を

受
け

る
こ

と
が

で
き

る
「
わ

ら
べ

の
日

」
（
毎

月
第

二
日

曜
日

）
を

設
け

、
子

ど
も

と
親

が
ふ

れ
あ

う
機

会
を

拡
大

し
、

家
庭

・
企

業
・
地

域
全

体
が

協
働

で
子

育
て

を
支

援
す

る
意

識
の

醸
成

を
図

る
。

※
指

定
管

理
者

の
事

業
と

し
て

実
施

す
る

。

わ
ら

べ
の

日
の

年
度

末
登

録
施

設
数

2
8
6
施

設
2
5
2
施

設
2
3
8
施

設
2
2
4
施

設
2
2
1
施

設
Ｂ

　
登

録
施

設
数

の
増

加
を

図
る

た
め

、
店

舗
・
企

業
の

協
力

の
も

と
実

施
す

る
事

業
で

あ
り

、
い

か
に

し
て

協
力

を
得

る
か

、
具

体
的

な
方

策
を

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

引
き

続
き

、
指

定
管

理
者

と
協

議
し

な
が

ら
施

設
等

力
の

拡
大

に
務

め
る

。

子
ど

も
家

庭
局

局
名

N
o
.

取
組

内
容

枝
番

事
業

・
取

組
概

要
実

施
内

容
進

捗
今

後
の

取
組

（
課

題
や

見
直

し
）

区
役

所
の

子
ど

も
・
家

庭
相

談
コ

ー
ナ

ー
に

お
い

て
、

子
ど

も
と

家
庭

に
関

す
る

あ
ら

ゆ
る

相
談

に
ワ

ン
ス

ト
ッ

プ
で

応
じ

、
各

種
支

援
制

度
の

適
用

や
関

係
機

関
へ

つ
な

ぐ
等

そ
れ

ぞ
れ

の
相

談
内

容
に

応
じ

た
支

援
を

行
い

ま
す

。
支

援
に

あ
た

っ
て

は
、

関
係

機
関

等
か

ら
情

報
を

収
集

す
る

と
と

も
に

緊
密

に
連

携
し

、
包

括
的

・
継

続
的

な
支

援
を

調
整

、
実

施
し

ま
す

。

「
子

育
て

支
援

サ
ロ

ン
”
ぴ

あ
ち

ぇ
ー

れ
”
」
で

、
子

ど
も

を
持

つ
親

の
子

育
て

や
就

労
、

生
活

等
に

つ
い

て
の

相
談

に
応

じ
ま

す
。

子
ど

も
の

成
長

に
応

じ
た

情
報

を
手

軽
に

入
手

で
き

る
よ

う
情

報
誌

「
北

九
州

市
こ

そ
だ

て
情

報
」
や

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

「
子

育
て

マ
ッ

プ
北

九
州

」
に

よ
り

情
報

提
供

し
ま

す
。

乳
幼

児
を

持
つ

保
護

者
が

外
出

し
た

際
、

授
乳

や
お

む
つ

替
え

が
で

き
る

施
設

を
、

「
赤

ち
ゃ

ん
の

駅
」
と

し
て

登
録

し
、

子
育

て
家

庭
が

安
心

し
て

外
出

で
き

る
環

境
づ

く
り

を
行

い
ま

す
。

家
族

・
企

業
・
地

域
全

体
が

協
働

で
子

育
て

を
支

援
す

る
意

識
の

醸
成

を
図

る
た

め
に

、
「
わ

ら
べ

の
日

」
（
子

育
て

支
援

の
日

）
事

業
を

実
施

し
ま

す
。
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仕
事

と
生

活
の

調
和

（
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
）
の

推
進

施
策

の
方

向
　

２
多

様
な

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
に

対
応

し
た

子
育

て
や

介
護

等
の

支
援

の
充

実

具
体

的
政

策
　

（
２

）
ひ

と
り

親
家

庭
へ

の
支

援

項
目

R
1
年

度
R

2
年

度
R

3
年

度
R

4
年

度
R

5
年

度

3
2
2
0
1

1

ひ
と

り
親

家
庭

や
寡

婦
の

生
活

上
の

悩
み

や
相

談
を

受
け

た
り

、
仕

事
の

た
め

に
必

要
な

知
識

や
技

能
を

身
に

つ
け

る
た

め
の

講
座

等
を

無
料

で
実

施
す

る
。

そ
の

他
各

種
研

修
会

や
催

し
等

を
行

い
、

ひ
と

り
親

家
庭

等
の

生
活

の
安

定
、

福
祉

の
向

上
を

目
指

す
。

母
子

・
父

子
福

祉
セ

ン
タ

ー
利

用
者

数
1
0
,4

4
6
人

9
,0

5
9
人

9
,8

9
9
人

1
0
,2

4
5
人

1
0
,2

0
1
人

Ａ
周

知
を

徹
底

し
、

よ
り

多
く
の

継
続

的
な

利
用

者
の

確
保

及
び

、
新

規
利

用
者

へ
の

周
知

・
利

用
促

進
を

行
う

。
子

ど
も

家
庭

局

3
2
2
0
2

2

ひ
と

り
親

家
庭

の
親

の
就

業
を

促
進

し
、

自
立

を
支

援
す

る
た

め
、

就
職

に
有

利
で

、
生

活
の

安
定

に
つ

な
が

る
資

格
の

取
得

を
促

進
す

る
た

め
に

支
給

す
る

「
高

等
職

業
訓

練
促

進
給

付
金

」
、

就
職

に
つ

な
げ

る
能

力
開

発
の

た
め

教
育

訓
練

講
座

の
受

講
料

を
助

成
す

る
「
自

立
支

援
教

育
訓

練
給

付
金

」
の

利
用

を
促

進
す

る
。

受
給

者
数

1
6
4
人

1
7
2
人

1
9
1
人

1
8
3
人

1
6
5
人

Ａ
母

子
家

庭
等

の
生

活
の

安
定

と
向

上
を

図
る

た
め

、
引

き
続

き
自

立
支

援
教

育
訓

練
給

付
金

事
業

を
継

続
実

施
す

る
。

子
ど

も
家

庭
局

3
2
2
0
3

3
ひ

と
り

親
家

庭
の

経
済

的
自

立
の

促
進

と
生

活
意

欲
の

向
上

を
図

り
、

あ
わ

せ
て

そ
の

扶
養

し
て

い
る

児
童

(子
)の

福
祉

を
増

進
す

る
た

め
、

修
学

や
技

能
習

得
な

ど
の

た
め

の
各

種
資

金
を

貸
し

付
け

る
と

と
も

に
、

そ
の

利
用

を
促

進
す

る
。

貸
付

件
数

6
7
件

3
4
件

1
7
件

3
2
件

4
6
件

Ａ
母

子
家

庭
等

の
生

活
の

安
定

と
向

上
を

図
る

た
め

、
引

き
続

き
貸

付
事

業
を

継
続

実
施

す
る

。
子

ど
も

家
庭

局

3
2
2
0
4

4

ひ
と

り
親

家
庭

や
寡

婦
の

生
活

の
安

定
を

図
る

た
め

、
就

学
等

の
自

立
促

進
に

必
要

な
事

由
や

疾
病

等
の

事
由

に
よ

り
一

時
的

に
生

活
援

助
や

保
育

サ
ー

ビ
ス

が
必

要
な

と
き

、
生

活
を

支
援

す
る

家
庭

生
活

支
援

員
を

派
遣

し
て

、
ひ

と
り

親
家

庭
等

の
生

活
の

安
定

を
図

る
。

派
遣

件
数

5
1
5
件

3
0
1
件

1
8
4
件

2
2
5
件

1
8
3
件

Ａ
令

和
４

年
度

に
比

べ
利

用
す

る
人

数
が

減
少

傾
向

に
あ

る
た

め
、

新
規

利
用

者
確

保
に

注
力

す
る

必
要

が
あ

る
。

子
ど

も
家

庭
局

3
2
2
0
5

5
市

営
住

宅
の

定
期

募
集

に
お

い
て

、
一

般
募

集
枠

（
抽

選
）
と

は
別

枠
で

、
母

子
・

父
子

世
帯

に
対

し
、

住
宅

困
窮

者
募

集
（
点

数
選

考
）
枠

を
確

保
す

る
こ

と
に

よ
り

、
一

般
世

帯
に

比
べ

、
優

先
的

な
入

居
の

取
扱

い
を

す
る

。

住
宅

困
窮

者
募

集
の

「
母

子
・
父

子
世

帯
」
向

け
枠

の
確

保
①

実
績

戸
数

②
応

募
件

数

①
実

施
戸

数 1
1
5
戸

②
応

募
件

数 3
2
0
件

①
実

施
戸

数 1
7
0
戸

②
応

募
件

数 3
2
0
件

①
実

施
戸

数 1
4
8
戸

②
応

募
件

数 2
3
9
件

①
実

施
戸

数 1
3
2
戸

②
応

募
件

数 2
0
5
件

①
実

施
戸

数 1
4
0
戸

②
応

募
件

数 2
0
3
件

Ａ
今

後
も

継
続

的
に

、
母

子
・
父

子
世

帯
向

け
の

募
集

戸
数

を
確

保
し

て
い

く
。

都
市

整
備

局

N
o
.

取
組

内
容

枝
番

事
業

・
取

組
概

要
実

施
内

容
進

捗
今

後
の

取
組

（
課

題
や

見
直

し
）

局
名

ひ
と

り
親

家
庭

等
の

生
活

の
安

定
と

向
上

を
図

る
た

め
、

「
母

子
・
父

子
福

祉
セ

ン
タ

ー
」
に

お
い

て
、

各
種

相
談

の
受

付
、

就
業

の
た

め
に

必
要

な
知

識
や

技
能

を
習

得
す

る
た

め
の

講
座

等
を

実
施

し
ま

す
。

ひ
と

り
親

家
庭

の
親

の
就

業
を

促
進

し
、

自
立

を
支

援
す

る
た

め
、

就
職

に
有

利
で

、
生

活
の

安
定

に
つ

な
が

る
資

格
の

取
得

を
促

進
す

る
た

め
に

支
給

す
る

「
高

等
職

業
訓

練
促

進
給

付
金

」
、

就
職

に
つ

な
げ

る
能

力
開

発
の

た
め

、
教

育
訓

練
講

座
の

受
講

料
を

助
成

す
る

「
自

立
支

援
教

育
訓

練
給

付
金

」
等

の
利

用
を

促
進

し
ま

す
。

ひ
と

り
親

家
庭

等
の

経
済

的
自

立
を

促
進

す
る

た
め

、
就

学
や

技
能

習
得

な
ど

の
た

め
の

各
種

資
金

を
貸

し
付

け
ま

す
。柱

Ⅲ

ひ
と

り
親

家
庭

等
に

対
し

て
、

疾
病

等
に

よ
り

一
時

的
に

日
常

生
活

に
支

障
が

生
じ

た
場

合
に

支
援

員
を

派
遣

し
、

家
事

や
保

育
等

の
支

援
を

行
い

ま
す

。

市
営

住
宅

の
入

居
者

募
集

に
お

い
て

、
母

子
・
父

子
世

帯
に

対
し

、
優

先
的

な
入

居
の

取
り

扱
い

を
行

い
ま

す
。
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仕
事

と
生

活
の

調
和

（
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
）
の

推
進

施
策

の
方

向
　

２
多

様
な

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
に

対
応

し
た

子
育

て
や

介
護

等
の

支
援

の
充

実

具
体

的
政

策
　

（
３

）
高

齢
者

・
障

害
者

等
の

支
援

の
充

実

項
目

R
1
年

度
R

2
年

度
R

3
年

度
R

4
年

度
R

5
年

度

3
2
3
0
1

1
企

業
等

の
事

業
者

に
対

し
て

、
従

業
員

に
対

す
る

認
知

症
サ

ポ
ー

タ
ー

養
成

講
座

の
実

施
に

つ
い

て
積

極
的

な
働

き
か

け
を

実
施

す
る

。
認

知
症

サ
ポ

ー
タ

ー
講

座
参

加
者

数
6
,9

0
4
人

1
,3

2
3
人

1
,7

7
6
人

2
,9

6
2
人

4
,1

9
9
人

Ａ
自

治
会

等
に

加
え

、
民

間
企

業
や

子
供

・
学

生
な

ど
幅

広
く
、

認
知

症
サ

ポ
ー

タ
ー

養
成

講
座

の
普

及
啓

発
に

努
め

、
よ

り
多

様
な

認
知

症
サ

ポ
ー

タ
ー

の
養

成
に

取
り

組
む

。
保

健
福

祉
局

3
2
3
0
2

2
企

業
等

の
事

業
者

に
対

す
る

、
仕

事
と

介
護

の
両

立
へ

の
一

層
の

理
解

と
働

き
か

け
（
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
で

の
情

報
提

供
）
を

実
施

す
る

。

①
地

域
に

お
け

る
啓

発
②

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

の
相

談
件

数

①
7
0
,0

3
6

人 ② 2
1
1
,5

2
2

件

①
3
2
,6

0
1

人 ② 2
2
0
,0

7
2

件

①
4
6
,1

5
1

人 ② 2
1
9
,9

4
9

件

①
4
9
,9

4
8

人 ② 2
2
6
,0

5
9

件

①
5
3
,9

7
2

人 ② 2
2
1
,9

9
6

件

Ｂ

高
齢

者
の

た
め

の
総

合
相

談
窓

口
で

あ
る

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

は
、

高
齢

者
自

身
の

こ
と

だ
け

で
は

な
く
、

介
護

者
の

相
談

窓
口

で
も

あ
る

が
、

こ
の

こ
と

が
十

分
に

周
知

さ
れ

て
い

な
い

。
介

護
へ

の
負

担
を

感
じ

て
い

る
方

や
介

護
と

仕
事

の
両

立
に

不
安

を
抱

え
る

方
に

対
し

、
情

報
提

供
を

行
い

支
援

を
行

う
に

は
、

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

の
周

知
が

必
要

不
可

欠
で

あ
る

が
、

介
護

者
の

年
齢

層
は

幅
広

い
こ

と
か

ら
、

効
果

的
な

周
知

方
法

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。
引

き
続

き
、

子
ど

も
家

庭
局

や
産

業
経

済
局

等
の

他
局

と
も

連
携

を
図

り
な

が
ら

、
P
R

活
動

を
強

化
し

、
早

期
に

適
切

な
支

援
に

つ
な

げ
て

い
く
。

併
せ

て
、

「
ま

ち
か

ど
介

護
相

談
室

」
（
土

・
日

・
祝

日
対

応
し

て
い

る
施

設
あ

り
）
の

P
Ｒ

も
行

う
。

保
健

福
祉

局

3
-
1

障
害

の
あ

る
人

の
た

め
の

在
宅

サ
ー

ビ
ス

「
ホ

ー
ム

ヘ
ル

プ
サ

ー
ビ

ス
」
、

「
短

期
入

所
」
、

「
生

活
介

護
」
、

「
訪

問
入

浴
サ

ー
ビ

ス
」
な

ど
を

実
施

す
る

。

①
居

宅
系

②
移

動
支

援
③

生
活

介
護

④
短

期
入

所
⑤

日
帰

り
シ

ョ
ー

ト
⑥

訪
問

入
浴

サ
ー

ビ
ス

①
2
,0

2
2

人
/
月

②
8
6
,4

7
6

時
間

/
年

③
2
,9

1
5

人
/
月

④
5
8
0
人

/
月 ⑤

1
3
7
人

/
月 ⑥

2
3
人

/
月

①
1
,9

4
8
/

月 ②
6
0
,6

4
1

時
間

/
年

③
2
,8

1
7

人
/
月

④
3
9
7
人

/
月 ⑤

9
0
人

/
月 ⑥

1
9
人

/
月

①
2
,0

5
3

人
/
月

②
6
4
,0

2
1

時
間

/
年

③
2
,9

5
8

人
/
月

④
4
5
6
人

/
月 ⑤

1
0
1
人

/
月 ⑥

1
7
人

/
月

①
2
,1

0
7

人
/
月

②
6
2
,8

7
4

時
間

/
年

③
2
,9

6
0

人
/
月

④
4
5
3
人

/
月 ⑤

1
2
3
人

/
月 ⑥

2
0
人

/
月

①
2
,1

8
8

人
/
月

②
6
8
7
2
1

時
間

/
年

③
2
,9

8
2

人
/
月

④
5
1
7
人

/
月 ⑤

1
5
7
人

/
月 ⑥

1
8
人

/
月

Ｂ

①
、

③
、

④
、

⑥
→

順
調

に
サ

ー
ビ

ス
が

提
供

さ
れ

て
い

る
た

め
、

今
後

も
適

切
な

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
に

努
め

る
。

②
→

利
用

者
の

ニ
ー

ズ
把

握
や

国
の

動
向

に
注

視
し

て
、

事
業

の
充

実
を

図
る

。
⑤

→
今

後
も

委
託

事
業

者
の

増
加

を
図

る
等

、
利

用
者

の
増

加
に

向
け

た
取

り
組

み
を

行
う

。

保
健

福
祉

局

3
-
2

高
齢

者
が

住
み

慣
れ

た
地

域
で

、
能

力
に

応
じ

て
自

立
し

た
日

常
生

活
を

営
む

こ
と

が
出

来
る

よ
う

、
訪

問
介

護
・
通

所
介

護
な

ど
の

在
宅

サ
ー

ビ
ス

・
地

域
密

着
型

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
を

行
う

。

居
宅

サ
ー

ビ
ス

利
用

者
数

（
実

人
数

）
・
・
・
人

/
月

3
2
,7

4
3
人

3
2
,9

3
4
人

3
4
,1

6
0
人

3
4
,7

3
8
人

3
5
,3

8
9
人

Ｂ
介

護
が

必
要

な
人

に
訪

問
・
通

所
等

の
在

宅
サ

ー
ビ

ス
・
地

域
密

着
型

サ
ー

ビ
ス

を
安

定
的

に
提

供
で

き
る

よ
う

、
適

正
な

運
営

に
努

め
る

。
保

健
福

祉
局

3
-
3

高
齢

者
や

障
害

者
に

対
す

る
家

事
支

援
と

し
て

、
企

業
や

市
民

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
が

自
宅

に
出

向
い

て
、

簡
単

な
力

仕
事

な
ど

を
行

う
。

①
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
登

録
者

数
②

申
込

件
数

③
実

施
件

数

①
2
8
2
人

②
2
9
件

③
2
1
件

①
2
6
6
人

②
1
7
件

③
9
件

①
2
8
0
人

②
3
2
件

③
2
5
件

①
2
7
5
人

②
5
0
件

③
4
4
件

①
2
4
5
人

②
4
8
件

③
3
7
件

Ｂ

　
関

係
機

関
と

の
連

携
を

通
し

て
、

周
知

を
積

極
的

に
行

い
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

と
利

用
者

の
確

保
を

図
る

。
　

ま
た

、
多

様
化

す
る

地
域

の
ニ

ー
ズ

解
決

に
向

け
た

地
域

の
生

活
支

援
力

の
向

上
に

努
め

る
。

保
健

福
祉

局

3
-
4

高
齢

者
に

対
す

る
介

護
支

援
な

ど
の

サ
ー

ビ
ス

の
充

実
を

図
る

。
介

護
サ

ー
ビ

ス
従

事
者

研
修

事
業

①
開

催
回

数
②

受
講

者
数

①
5
5
回

②
1
,9

7
4

人

①
3
2
回

②
1
,7

6
8

人

①
7
3
回

②
1
,3

9
9

人

①
4
4
回

②
1
,7

0
7

人

①
5
0
回

②
1
,6

2
1

人
Ｂ

介
護

サ
ー

ビ
ス

の
質

の
向

上
を

図
る

た
め

、
研

修
の

受
講

率
や

ニ
ー

ズ
等

を
適

切
に

把
握

し
、

よ
り

充
実

し
た

事
業

と
な

る
よ

う
検

討
を

行
っ

て
い

く
。

保
健

福
祉

局

3
-
5

介
護

や
福

祉
用

具
に

関
す

る
知

識
・
技

術
の

普
及

を
図

る
た

め
の

講
座

や
研

修
会

等
を

実
施

す
る

。

介
護

・
福

祉
用

具
に

関
す

る
講

座
及

び
研

修
①

開
催

回
数

②
受

講
者

数

①
9
2
回

➁
1
,2

7
4

人

①
6
4
回

➁
4
7
1
人

①
6
9
回

➁
5
2
8
人

①
9
2
回

②
7
3
8
人

①
9
3
回

②
1
0
0
8
人

Ａ
市

民
や

専
門

職
の

ニ
ー

ズ
等

に
沿

っ
た

講
座

の
企

画
及

び
よ

り
効

果
的

な
周

知
を

実
施

し
て

い
く
と

と
も

に
、

福
祉

用
具

の
活

用
や

介
護

技
術

の
普

及
を

図
っ

て
い

く
。

保
健

福
祉

局

枝
番

事
業

・
取

組
概

要
実

施
内

容
進

捗
今

後
の

取
組

（
課

題
や

見
直

し
）

局
名

3
2
3
0
3

高
齢

者
や

障
害

の
あ

る
人

及
び

そ
の

家
族

に
対

す
る

支
援

の
た

め
、

訪
問

介
護

・
通

所
介

護
な

ど
の

介
護

保
険

サ
ー

ビ
ス

や
居

宅
介

護
・
生

活
介

護
な

ど
の

障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

を
実

施
し

ま
す

。

認
知

症
に

対
す

る
理

解
を

深
め

る
た

め
、

企
業

等
の

従
業

員
に

対
し

て
「
認

知
症

サ
ポ

ー
タ

ー
養

成
講

座
」
を

実
施

し
ま

す
。

仕
事

と
介

護
の

両
立

を
支

援
す

る
た

め
、

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

で
情

報
提

供
を

行
い

ま
す

。

3
2
3
0
3

高
齢

者
や

障
害

の
あ

る
人

及
び

そ
の

家
族

に
対

す
る

支
援

の
た

め
、

訪
問

介
護

・
通

所
介

護
な

ど
の

介
護

保
険

サ
ー

ビ
ス

や
居

宅
介

護
・
生

活
介

護
な

ど
の

障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

を
実

施
し

ま
す

。

柱
Ⅲ

N
o
.

取
組

内
容
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項
目

R
1
年

度
R

2
年

度
R

3
年

度
R

4
年

度
R

5
年

度

3
2
3
0
4

4
介

護
家

族
の

支
援

の
た

め
、

家
族

交
流

会
や

コ
ー

ル
セ

ン
タ

ー
を

通
じ

た
悩

み
事

へ
の

相
談

対
応

、
認

知
症

等
に

よ
り

見
守

り
が

必
要

な
高

齢
者

を
介

護
す

る
家

族
へ

の
支

援
の

た
め

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
等

に
よ

る
訪

問
事

業
を

実
施

す
る

。

①
高

齢
者

見
守

り
サ

ポ
ー

タ
ー

派
遣 ②

認
知

症
介

護
家

族
交

流
会

事
業

③
若

年
性

認
知

症
介

護
家

族
交

流
会

事
業

④
認

知
症

コ
ー

ル
セ

ン
タ

ー
事

業

①
実

利
用

者
数

1
3
人

延
べ

利
用

回
数

1
5
0

回 ②
開

催
回

数
5
回

参
加

者
数

4
4

人 ③
開

催
回

数
6
回

参
加

者
数

6
4

人 ④
相

談
件

数
1
9
6
回

①
実

利
用

者
数

1
0
人

延
べ

利
用

回
数

2
0
0

回 ②
開

催
回

数
5
回

参
加

者
数

4
7

人 ③
開

催
回

数
3
回

参
加

者
数

2
0

人 ④
相

談
件

数
2
4
0
件

①
実

利
用

者
数

1
1
人

延
べ

利
用

回
数

1
0
5

回 ②
開

催
回

数
4
回

参
加

者
数

2
2

人 ③
開

催
回

数
4
回

参
加

者
数

1
7

人 ④
相

談
件

数
2
2
4
件

①
実

利
用

者
数

1
5
人

延
べ

利
用

回
数

1
3
2

回 ②
開

催
回

数
6
回

参
加

者
数

4
6

人 ③
開

催
回

数
6
回

参
加

者
数

4
1

人 ④
相

談
件

数
2
9
8
件

①
実

利
用

者
数

1
7
人

延
べ

利
用

回
数

3
2
0

回 ②
+
③

開
催

回
数

1
2
回

参
加

者
数

1
0
6

人 ④
相

談
件

数
4
2
4
件

Ａ

R
2
年

度
に

実
施

し
た

「
認

知
症

に
関

す
る

意
識

及
び

実
態

調
査

」
に

お
け

る
、

認
知

症
施

策
の

認
知

度
が

低
い

こ
と

を
踏

ま
え

、
広

く
市

民
へ

の
広

報
を

行
い

な
が

ら
、

今
後

も
介

護
家

族
へ

の
支

援
を

行
っ

て
い

く
。

保
健

福
祉

局

3
2
3
0
5

5
「
障

害
者

基
幹

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

」
等

に
お

け
る

自
立

生
活

等
の

た
め

の
相

談
及

び
情

報
提

供
を

行
う

。
相

談
件

数
2
4
,3

8
7
件

2
0
,8

7
6
件

1
5
,8

4
7
件

1
5
,5

6
3
件

1
1
,2

1
0
件

Ｂ

引
き

続
き

、
訪

問
支

援
（
ア

ウ
ト

リ
ー

チ
）
を

含
め

た
相

談
者

一
人

一
人

に
寄

り
添

っ
た

丁
寧

な
相

談
支

援
方

法
に

よ
り

、
障

害
の

あ
る

方
が

自
立

し
た

日
常

生
活

や
社

会
生

活
を

営
む

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

保
健

福
祉

局

3
2
3
0
6

6
高

齢
者

や
障

害
の

あ
る

人
及

び
そ

の
家

族
に

対
す

る
介

護
支

援
な

ど
の

サ
ー

ビ
ス

の
充

実
を

図
る

。
（
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
を

中
心

と
し

た
総

合
相

談
体

制
の

構
築

）

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

の
利

用
状

況
①

来
所

②
訪

問
③

電
話

④
計

①
1
8
,7

4
8

件 ②
5
1
,2

8
3

件 ③
1
3
6
,4

6
9

件 ④
2
0
6
,5

0
0

件

①
1
6
,8

3
1

件 ②
4
2
,9

5
0

件 ③
1
5
5
,5

4
8

件 ④
2
1
5
,3

2
9

件

①
1
7
,9

1
4

件 ②
4
5
,9

5
1

件 ③
1
5
2
,1

7
7

件 ④
2
1
6
,0

4
2

件

①
1
8
,4

4
1

件 ②
4
7
,3

1
6

件 ③
1
5
6
,7

2
5

件 ④
2
2
2
,4

8
2

件

①
1
7
,8

6
4

件 ②
4
6
,1

2
5

件 ③ 1
5
4
,7

1
0

件 ④ 2
1
8
,6

9
9

件

Ｂ

複
合

的
な

問
題

（
認

知
症

、
精

神
疾

患
、

8
0
5
0
問

題
等

が
重

な
っ

た
状

態
）
を

抱
え

て
い

る
場

合
は

、
相

談
が

長
期

化
す

る
傾

向
に

あ
る

。
適

切
な

支
援

を
行

う
た

め
、

関
係

機
関

と
の

連
携

強
化

を
図

る
と

と
も

に
、

地
域

ケ
ア

会
議

や
研

修
を

充
実

さ
せ

、
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
職

員
の

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

を
図

る
。

ま
た

、
引

き
続

き
「
ま

ち
か

ど
介

護
相

談
室

」
を

活
用

し
、

土
・

日
・
祝

日
の

相
談

体
制

を
維

持
し

、
ヤ

ン
グ

ケ
ア

ラ
ー

や
ダ

ブ
ル

ケ
ア

等
の

問
題

に
対

応
す

る
。

保
健

福
祉

局

3
2
3
0
7

7
セ

ン
タ

ー
内

に
併

設
の

関
連

機
関

と
連

携
し

、
生

活
設

計
か

ら
職

業
紹

介
・
人

材
派

遣
ま

で
多

様
な

ニ
ー

ズ
に

ワ
ン

ス
ト

ッ
プ

で
応

じ
、

年
金

等
に

関
す

る
セ

ミ
ナ

ー
を

実
施

す
る

。

【
高

年
齢

者
就

業
支

援
セ

ン
タ

ー
】

①
延

利
用

者
数

②
就

職
決

定
者

数
③

セ
ミ

ナ
ー

参
加

者
数

①
1
2
,9

1
6

人 ②
1
,1

8
5
人

③
6
3
8
人

①
9
,0

8
5
人

②
1
,0

7
3
人

③
4
1
1
人

①
9
,7

9
2
人

②
1
,1

3
8
人

③
5
7
5
人

①
8
,6

4
4
人

②
1
,1

6
1
人

③
5
6
3
人

①
8
,1

2
5

人 ②
1
,0

9
6

人 ③
9
3
9
人

Ａ
引

き
続

き
、

高
年

齢
者

就
業

支
援

セ
ン

タ
ー

と
シ

ニ
ア

・
ハ

ロ
ー

ワ
ー

ク
戸

畑
が

連
携

し
、

効
果

的
・
効

率
的

な
マ

ッ
チ

ン
グ

を
図

り
、

中
高

年
齢

者
の

就
業

支
援

を
行

う
。

産
業

経
済

局

3
2
3
0
8

8
高

年
齢

者
に

臨
時

・
短

期
的

な
就

業
を

提
供

し
て

い
る

北
九

州
市

シ
ル

バ
ー

人
材

セ
ン

タ
ー

(H
2
4
.4

.1
公

益
社

団
法

人
化

)を
支

援
し

、
就

業
を

通
じ

た
高

年
齢

者
の

生
き

が
い

づ
く
り

や
地

域
社

会
へ

の
参

加
を

促
進

す
る

。

【
シ

ル
バ

ー
人

材
セ

ン
タ

ー
】

④
会

員
数

⑤
就

業
延

人
員

数

④
2
,9

4
4
人

（
男

性
：

1
,8

8
5
人

女
性

：
1
,0

5
9
人

）
⑤

1
8
4
,1

5
4

人

④
2
,7

6
6
人

（
男

性
：

1
,7

9
3
人

女
性

：
9
7
3

人
）

⑤
1
6
6
,5

7
6

人

④
2
,6

2
4
人

（
男

性
：

1
,6

7
2
人

女
性

：
9
5
2

人
）

⑤
1
6
2
,8

6
9

人

④
2
,6

6
3
人

（
男

性
：

1
,6

9
4
人

女
性

：
9
6
9

人
）

⑤
1
6
0
,0

0
8

人

①
2
,7

1
8

人
（
男

性
1
,6

9
2
人

、
女

性
1
,0

2
6
人

）
② 1
5
3
,5

2
2

人

Ａ
働

く
意

欲
の

あ
る

高
齢

者
に

就
業

機
会

を
提

供
す

る
シ

ル
バ

ー
人

材
セ

ン
タ

ー
の

役
割

は
引

き
続

き
重

要
で

あ
る

た
め

、
セ

ン
タ

ー
へ

の
支

援
を

継
続

す
る

。
産

業
経

済
局

3
2
3
0
9

9

就
労

を
希

望
す

る
障

害
の

あ
る

人
が

、
可

能
な

限
り

様
々

な
場

に
お

け
る

就
労

の
機

会
が

得
ら

れ
る

よ
う

、
国

と
県

で
設

置
し

て
い

る
「
北

九
州

障
害

者
就

業
・
生

活
支

援
セ

ン
タ

ー
」
に

加
え

、
市

独
自

で
「
北

九
州

市
障

害
者

就
労

支
援

セ
ン

タ
ー

」
を

設
置

し
、

2
つ

の
セ

ン
タ

ー
が

北
九

州
障

害
者

し
ご

と
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
の

名
称

の
も

と
、

北
九

州
地

区
に

お
け

る
就

労
支

援
の

拠
点

と
し

て
一

体
的

に
活

動
し

て
い

る
。

（
平

成
1
9
年

開
設

。
場

所
：
戸

畑
区

汐
井

1
-
6
ウ

ェ
ル

と
ば

た
2
階

）

①
相

談
・
支

援
件

数
②

新
規

登
録

者
数

③
就

職
件

数
④

職
場

訪
問

に
よ

る
定

着
支

援
件

数

①
9
,2

8
0
人

②
1
4
9
人

③
9
4
人

④
1
,1

7
8
人

①
1
1
,7

5
2

人 ②
1
7
8
人

③
9
5
人

④
1
,0

1
3
人

①
1
3
,7

9
6

人 ②
1
6
5
人

③
9
7
人

④
1
,2

7
8
人

①
1
0
,9

9
8

人 ②
2
0
4
人

③
8
2
人

④
1
,6

2
4
人

①
1
0
,4

5
1

人 ②
2
2
7
人

③
8
3
人

④
2
,0

3
3

人

Ａ

令
和

4
年

度
に

引
き

続
き

、
定

着
支

援
件

数
を

増
や

す
な

ど
し

て
力

を
入

れ
、

就
職

後
1
年

経
過

時
点

の
定

着
率

の
向

上
に

つ
な

げ
る

こ
と

が
で

き
た

。
（
R

4
：
7
2
.9

%
→

R
5
：
8
9
.9

%
）

ま
た

、
就

職
件

数
に

つ
い

て
は

、
R

3
年

度
以

前
の

水
準

に
は

届
い

て
い

な
い

が
、

企
業

と
登

録
者

の
マ

ッ
チ

ン
グ

を
丁

寧
に

進
め

た
中

で
、

昨
年

度
よ

り
1
件

増
加

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
今

後
も

障
害

者
し

ご
と

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

を
拠

点
に

、
関

係
機

関
と

連
携

し
、

就
労

定
着

率
や

就
職

件
数

な
ど

の
向

上
を

図
る

た
め

、
さ

ら
な

る
取

組
を

進
め

て
い

く
。

保
健

福
祉

局

N
o
.

取
組

内
容

枝
番

事
業

・
取

組
概

要
実

施
内

容
進

捗
今

後
の

取
組

（
課

題
や

見
直

し
）

局
名

介
護

す
る

家
族

を
支

援
す

る
た

め
、

家
族

が
抱

え
る

不
安

や
悩

み
な

ど
を

打
ち

明
け

ら
れ

る
家

族
交

流
会

や
、

コ
ー

ル
セ

ン
タ

ー
で

の
相

談
事

業
を

実
施

し
ま

す
。

障
害

の
あ

る
人

に
対

し
て

、
「
障

害
者

基
幹

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

」
等

で
相

談
や

情
報

提
供

を
行

い
ま

す
。

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

を
中

心
に

官
民

協
働

に
よ

る
相

談
体

制
の

拡
充

を
図

り
、

高
齢

者
や

障
害

の
あ

る
人

及
び

そ
の

家
族

に
と

っ
て

よ
り

身
近

な
総

合
相

談
体

制
を

構
築

し
ま

す
。

「
高

年
齢

者
就

業
支

援
セ

ン
タ

ー
」
と

「
シ

ニ
ア

・
ハ

ロ
ー

ワ
ー

ク
戸

畑
」
が

連
携

し
、

高
齢

者
の

多
様

な
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

転
職

や
再

就
職

を
支

援
し

ま
す

。

「
北

九
州

市
シ

ル
バ

ー
人

材
セ

ン
タ

ー
」

に
お

い
て

、
高

齢
者

に
臨

時
・
短

期
的

な
就

業
を

提
供

す
る

こ
と

に
よ

り
、

高
齢

者
の

生
き

が
い

づ
く
り

や
地

域
社

会
へ

の
参

加
を

促
進

し
ま

す
。

「
北

九
州

障
害

者
し

ご
と

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

」
で

、
就

労
を

希
望

す
る

障
害

の
あ

る
人

の
就

労
を

支
援

し
ま

す
。

37



男
女

共
同

参
画

意
識

が
浸

透
し

た
社

会
の

実
現

施
策

の
方

向
　

１
男

女
共

同
参

画
社

会
の

実
現

に
向

け
た

理
解

の
促

進

具
体

的
政

策
　

（
１

）
性

別
に

よ
る

固
定

的
な

役
割

分
担

意
識

の
解

消
に

向
け

た
広

報
啓

発

項
目

R
1
年

度
R

2
年

度
R

3
年

度
R

4
年

度
R

5
年

度

4
1
1
0
1

1
男

女
共

同
参

画
フ

ォ
ー

ラ
ム

ｉｎ
北

九
州

の
開

催
支

援
な

ど
、

「
北

九
州

市
女

性
団

体
連

絡
会

議
」
と

の
連

携
・
協

働
及

び
活

動
支

援
を

す
る

。

男
女

共
同

参
画

フ
ォ

ー
ラ

ム
①

実
施

回
数

②
参

加
者

数

①
3
7
回

②
3
,0

5
6

人

①
0
回

②
0
人

①
2
5
回

②
1
,3

0
4

人

①
2
9
回

②
1
,5

5
9

人

①
3
0
回

②
1
,7

9
2

人
Ａ

今
後

も
引

き
続

き
、

北
九

州
市

女
性

団
体

連
絡

会
議

と
協

力
し

、
効

果
的

な
啓

発
活

動
を

実
施

す
る

。
総

務
市

民
局

4
1
1
0
2

2
地

域
、

企
業

、
女

性
団

体
等

と
連

携
し

な
が

ら
広

報
・
啓

発
を

推
進

す
る

。

男
女

共
同

参
画

講
座

実
施

回
数

・
参

加
延

べ
人

数
①

ム
ー

ブ
(男

女
共

同
参

画
講

座
・

お
と

こ
の

ラ
イ

フ
・
キ

ャ
リ

ア
形

成
)

②
レ

デ
ィ

ス
も

じ
（
男

女
共

同
参

画
講

演
会

･映
画

祭
）

③
レ

デ
ィ

ス
や

は
た

（
ジ

ェ
ン

ダ
ー

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
･記

念
講

演
会

・
映

画
祭

）

①
9
回

1
,4

1
1
人

②
4
講

座
2
6
0
人

③
1
1
講

座
3
7
6
人

①
1
0
回

1
,4

0
9
人

②
3
講

座
1
2
4
人

③
1
4
講

座
5
7
6
人

①
1
1
回

1
,8

7
4
人

②
　

-
③

　
-

①
1
3
回

1
,8

5
8
人

②
　

-
③

　
-

①
1
3
回

1
,5

2
9
人

②
　

-
③

　
-

Ａ

①
『
様

々
な

分
野

で
の

女
性

の
参

画
推

進
講

座
』
で

は
政

治
参

画
を

テ
ー

マ
に

開
催

。
他

の
講

座
も

含
め

、
受

講
生

の
ア

ン
ケ

ー
ト

や
社

会
情

勢
の

変
化

を
踏

ま
え

て
、

よ
り

充
実

し
た

事
業

実
施

に
努

め
る

。
②

③
レ

デ
ィ

ス
も

じ
及

び
レ

デ
ィ

ス
や

は
た

は
令

和
3
年

3
月

で
閉

館
と

な
り

、
生

涯
学

習
セ

ン
タ

ー
分

館
と

な
っ

た
た

め
、

該
当

事
業

は
終

了
と

な
っ

た
。

総
務

市
民

局

4
1
1
0
3

3

市
民

セ
ン

タ
ー

で
は

、
時

事
問

題
や

地
域

課
題

の
解

決
を

目
指

す
講

座
、

社
会

貢
献

活
動

に
つ

な
が

る
講

座
、

生
き

が
い

づ
く
り

を
目

指
す

講
座

な
ど

、
地

域
の

特
色

を
生

か
し

た
講

座
、

市
民

の
学

び
の

ニ
ー

ズ
に

合
っ

た
内

容
の

講
座

を
企

画
・
実

施
し

、
市

民
に

多
様

な
学

習
機

会
を

提
供

す
る

。

①
生

涯
学

習
市

民
講

座
参

加
者

数
②

生
涯

学
習

市
民

講
座

数

① 1
2
4
,7

6
5

人 ② 8
9
9
講

座

① 4
4
,4

2
9
人

② 6
8
7
講

座

① 5
6
,8

4
4
人

② 8
3
5
講

座

① 8
5
,8

3
6
人

② 9
0
1
講

座

① 9
7
,0

1
4
人

② 8
9
1
講

座

Ｂ

住
民

主
体

の
地

域
づ

く
り

を
推

進
す

る
た

め
、

地
域

の
特

色
を

生
か

し
た

講
座

、
地

域
課

題
解

決
に

向
け

た
講

座
を

充
実

さ
せ

、
よ

り
多

く
の

方
に

多
用

な
学

習
機

会
を

提
供

し
て

い
く
。

ま
た

、
新

し
い

生
活

様
式

に
対

応
し

た
学

習
機

会
を

提
供

す
る

た
め

、
オ

ン
ラ

イ
ン

の
講

座
実

施
な

ど
、

デ
ジ

タ
ル

活
用

し
た

取
り

組
み

を
更

に
進

め
る

必
要

が
あ

る
。

総
務

市
民

局

4
1
1
0
4

4

家
庭

教
育

学
級

は
、

親
な

ど
が

家
庭

で
子

ど
も

の
教

育
を

す
る

心
構

え
や

、
子

ど
も

と
の

接
し

方
、

教
育

上
の

留
意

点
な

ど
、

家
庭

教
育

上
の

問
題

を
相

互
学

習
の

中
で

勉
強

す
る

も
の

。
子

ど
も

の
健

全
な

成
長

、
人

格
の

形
成

に
と

っ
て

家
庭

教
育

は
重

要
な

意
義

を
持

っ
て

お
り

、
家

庭
教

育
の

振
興

の
一

環
と

し
て

学
級

を
開

設
す

る
。

市
立

幼
稚

園
、

小
・
中

・
特

別
支

援
学

校
は

園
・
学

校
毎

に
開

設
し

、
市

民
セ

ン
タ

ー
で

実
施

。
直

営
保

育
所

は
各

保
育

所
で

実
施

す
る

。
私

立
幼

稚
園

・
保

育
所

に
つ

い
て

は
、

各
連

盟
に

委
託

し
、

各
園

に
て

実
施

す
る

。

家
庭

教
育

学
級

開
設

数
3
1
9
箇

所
1
4
0
箇

所
2
0
8
箇

所
2
4
3
箇

所
2
5
7
箇

所
Ｂ

市
民

セ
ン

タ
ー

が
核

と
な

っ
て

、
家

庭
・
地

域
・
学

校
が

連
携

す
る

仕
組

み
を

充
実

さ
せ

る
必

要
が

あ
る

。
ま

た
、

新
し

い
生

活
様

式
に

対
応

し
、

学
び

を
止

め
な

い
た

め
に

オ
ン

ラ
イ

ン
を

活
用

す
る

な
ど

多
様

な
家

庭
機

会
の

提
供

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。

総
務

市
民

局

4
1
1
0
5

5
人

権
を

考
え

る
ラ

ジ
オ

番
組

「
明

日
へ

の
伝

言
板

」
を

制
作

・
放

送
す

る
。

①
放

送
期

間
②

放
送

局
③

「
女

性
の

人
権

」
を

取
り

上
げ

た
シ

ナ
リ

オ
本

数
と

放
送

回
数

④
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

開
設

⑤
シ

ナ
リ

オ
集

・
C

D
、

紙
芝

居
D

V
D

の
制

作
と

市
内

の
学

校
や

市
民

セ
ン

タ
ー

へ
の

配
布

、
市

民
へ

の
貸

し
出

し
等

⑥
Y
o
u
T
u
b
e
に

公
開

①
令

和
元

年
1
0
月

2
1

日
か

ら
令

和
2
年

3
月

8
日

② C
R

O
S
S
F

M
ラ

ジ
オ

、
K
B

C
ラ

ジ
オ

、
R

K
B

ラ
ジ

オ
③

3
本

の
シ

ナ
リ

オ
を

各
4
回

放
送

④
実

施
⑤

実
施

⑥
実

施

①
令

和
2

年
1
1
月

2
日

か
ら

令
和

3
年

1
月

3
1
日

② C
R

O
S
S
F

M
ラ

ジ
オ

③
2
本

の
シ

ナ
リ

オ
を

各
2
回

放
送

④
実

施
⑤

実
施

⑥
実

施

①
令

和
3

年
1
1
月

1
日

か
ら

令
和

4
年

1
月

3
0
日

② C
R

O
S
S
F

M
ラ

ジ
オ

③
2
本

の
シ

ナ
リ

オ
を

各
2
回

放
送

④
実

施
⑤

実
施

⑥
実

施

①
令

和
4

年
1
1
月

1
日

か
ら

令
和

5
年

2
月

5
日

② C
R

O
S
S
F

M
ラ

ジ
オ

③
2
本

の
シ

ナ
リ

オ
を

各
2
回

放
送

④
実

施
⑤

実
施

⑥
実

施

①
令

和
5

年
1
1
月

1
日

か
ら

令
和

6
年

2
月

4
日

② C
R

O
S
S
F

M
ラ

ジ
オ

③
3
本

の
シ

ナ
リ

オ
を

各
2
回

放
送

④
実

施
⑤

実
施

⑥
実

施

Ａ

ラ
ジ

オ
番

組
の

制
作

に
あ

た
っ

て
は

、
今

後
も

、
「
女

性
の

人
権

」
等

を
テ

ー
マ

に
し

た
シ

ナ
リ

オ
を

継
続

し
て

採
用

し
て

い
く
。

ま
た

、
「
明

日
へ

の
伝

言
板

」
特

設
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

ア
ー

カ
イ

ブ
機

能
を

設
け

、
シ

ナ
リ

オ
を

公
開

す
る

と
と

も
に

、
放

送
さ

れ
た

ラ
ジ

オ
番

組
を

Y
o
u
T
u
b
e
で

配
信

し
、

啓
発

の
推

進
を

図
る

。

保
健

福
祉

局

枝
番

事
業

・
取

組
概

要
実

施
内

容
進

捗
今

後
の

取
組

（
課

題
や

見
直

し
）

局
名

N
o
.

取
組

内
容

柱
Ⅳ

地
域

等
に

お
け

る
男

女
共

同
参

画
意

識
の

浸
透

を
目

指
し

て
、

「
男

女
共

同
参

画
フ

ォ
ー

ラ
ム

in
北

九
州

」
等

の
啓

発
事

業
を

実
施

し
ま

す
。

あ
ら

ゆ
る

分
野

に
お

い
て

男
女

共
同

参
画

意
識

が
浸

透
し

、
実

感
で

き
る

社
会

を
目

指
し

て
、

男
女

共
同

参
画

に
関

す
る

講
座

を
実

施
し

ま
す

。

地
域

等
に

お
け

る
男

女
共

同
参

画
意

識
の

浸
透

を
目

指
し

て
、

市
民

セ
ン

タ
ー

の
講

座
で

、
男

女
共

同
参

画
に

関
す

る
講

座
等

を
実

施
し

ま
す

。

家
庭

な
ど

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

意
識

の
浸

透
を

目
指

し
て

、
「
家

庭
教

育
学

級
」
に

お
い

て
、

男
女

共
同

参
画

に
関

す
る

講
座

等
を

実
施

し
ま

す
。

様
々

な
人

権
課

題
の

ひ
と

つ
と

し
て

、
人

権
講

演
会

や
ラ

ジ
オ

、
広

報
紙

等
に

よ
る

人
権

啓
発

事
業

で
、

女
性

の
人

権
問

題
等

に
関

す
る

テ
ー

マ
を

取
り

上
げ

ま
す

。
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項
目

R
1
年

度
R

2
年

度
R

3
年

度
R

4
年

度
R

5
年

度

4
1
1
0
6

6

市
民

が
人

権
問

題
に

つ
い

て
正

し
い

理
解

と
認

識
を

深
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

市
民

セ
ン

タ
ー

を
中

心
と

し
て

人
権

学
習

を
行

う
な

か
で

、
女

性
の

人
権

問
題

を
取

り
上

げ
る

も
の

。
（
な

お
、

講
座

で
取

り
扱

う
人

権
課

題
は

、
そ

れ
ぞ

れ
の

地
域

が
抱

え
る

、
暮

ら
し

の
中

の
身

近
な

問
題

を
扱

う
な

ど
、

各
セ

ン
タ

ー
の

自
主

性
を

重
ん

じ
て

い
る

た
め

、
「
女

性
の

人
権

問
題

」
に

限
定

は
で

き
な

い
。

）

①
人

権
市

民
講

座
　

 実
施

回
数

　
（
う

ち
女

性
の

人
権

を
取

り
上

げ
た

回
数

）
　

参
加

者
数

②
家

庭
教

育
学

級
　

 実
施

回
数

　
（
う

ち
女

性
の

人
権

を
取

り
上

げ
た

回
数

）
　

参
加

者
数

③
Ｐ

Ｔ
Ａ

自
主

講
座

　
 実

施
回

数
　

（
う

ち
女

性
の

人
権

を
取

り
上

げ
た

回
数

）
　

参
加

者
数

①
2
9
9
回

（
8
1
回

）
1
3
,9

3
0
人

②
4
9
0
回

（
1
0
0
回

）
1
1
,7

2
4
人

③
7
回

（
0
回

）
2
2
6
人

※
数

値
は

全
て

延
べ

数

2
4
6
回

（
6
3
回

）
6
,4

1
3
人

②
1
2
7
回

（
3
0
回

）
1
,5

4
0
人

③
0
回

（
0
回

）
0
人

※
数

値
は

全
て

延
べ

数

①
2
5
7
回

（
7
2
回

）
6
,2

6
6
人

②
2
4
1
回

（
5
9
回

）
6
,0

4
4
人

③
5
回

（
0

回
）
9
1
人

※
数

値
は

全
て

延
べ

数

①
3
5
6
回

（
6
9
回

）
1
0
,5

3
0
人

②
3
3
7
回

（
6
7
回

）
5
,8

5
7
人

③
0
回

（
0

回
）
0
人

※
数

値
は

全
て

延
べ

数

①
3
6
6
回

（
7
7
回

）
1
1
,4

1
0
人

②
3
2
7
回

（
6
4
回

）
6
,5

7
8
人

③
0
回

（
0

回
）
0
人

※
数

値
は

全
て

延
べ

数

Ｃ

コ
ロ

ナ
等

の
影

響
に

よ
り

、
P
T
A

活
動

が
継

続
で

き
ず

、
縮

小
・

廃
止

と
な

っ
て

い
る

た
め

、
令

和
6
年

度
よ

り
、

②
家

庭
教

育
学

級
、

③
P
T
A

自
主

事
業

は
廃

止
し

、
代

わ
り

に
講

座
形

式
に

と
ら

わ
れ

ず
に

、
来

館
者

に
対

し
て

身
近

な
人

権
課

題
の

話
題

提
供

を
行

う
よ

う
見

直
す

こ
と

と
し

た
。

教
育

委
員

会

4
1
1
0
7

7
持

続
可

能
な

社
会

の
構

築
を

図
る

た
め

、
国

連
な

ど
の

世
界

規
模

で
進

め
ら

れ
て

い
る

「
持

続
可

能
な

開
発

の
た

め
の

教
育

（
E
S
D

）
」
を

、
北

九
州

E
S
D

協
議

会
を

中
心

に
、

市
民

、
企

業
、

大
学

等
と

連
携

し
な

が
ら

推
進

す
る

。

①
「
E
S
D

の
1
0
年

」
最

終
年

に
開

催
さ

れ
た

「
E
S
D

に
関

す
る

ユ
ネ

ス
コ

世
界

会
議

」
へ

の
参

加
、

九
州

E
S
D

の
提

言
を

発
信

【
H

2
6
】

②
北

九
州

E
S
D

ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ラ
ン

の
策

定
【
H

2
7
、

R
3
】

③
新

活
動

体
制

の
整

備
【
H

2
8
～

】
④

市
民

セ
ン

タ
ー

館
長

等
研

修
【
H

2
4
～

】
　

　
受

講
者

数
⑤

ま
な

び
と

E
S
D

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

に
お

け
る

大
学

生
を

中
心

と
し

た
地

域
課

題
解

決
の

た
め

の
取

組
み

⑥
地

域
の

活
動

者
を

講
師

と
し

た
「
ま

な
び

と
講

座
」
の

実
施

【
H

2
8
～

】
　

　
実

施
回

数
⑦

企
業

向
け

E
S
D

研
修

の
実

施
【
H

2
7
～

】
　

　
実

施
回

数
（
参

加
人

数
）

⑧
九

州
・
四

国
・
中

国
地

方
の

高
校

生
を

対
象

と
し

た
「
マ

イ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」
の

開
催

【
H

2
7
～

】

①
 -

②
 -

③
 -

④
2
7
2
名

⑤
実

施
⑥

 -
⑦

4
回

（
2
1
7
名

）
⑧

開
催

①
 -

②
 -

③
「
北

九
州

E
S
D

ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ラ
ン

2
0
2
1

～
2
0
2
5
」

の
策

定
検

討
会

や
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

等
を

開
催

④
1
3
0
名

⑤
実

施
⑥

 -
⑦

 -
⑧

 -

①
 -

②
６

月
に

策
定

③
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
に

基
づ

き
、

新
推

進
体

制
を

検
討

④
２

５
名

⑤
実

施
⑥

 -
⑦

 -
⑧

 -

①
 -

②
 -

③
新

運
営

体
制

を
発

足 ④
９

７
名

⑤
実

施
⑥

 -
⑦

 -
⑧

 -

①
 -

②
 -

③
新

運
営

体
制

に
よ

る
Ｅ

Ｓ
Ｄ

の
推

進
④

-
⑤

実
施

⑥
 -

⑦
 -

⑧
 -

Ｂ

会
員

の
意

見
を

吸
い

上
げ

、
く
み

取
り

な
が

ら
「
会

員
が

主
体

と
な

る
組

織
運

営
づ

く
り

」
を

行
う

こ
と

を
目

的
と

し
て

、
令

和
５

年
度

か
ら

新
し

い
運

営
体

制
「
合

同
委

員
会

・
活

動
委

員
会

・
未

来
創

造
委

員
会

」
を

発
足

し
て

、
Ｅ

Ｓ
Ｄ

の
推

進
を

図
っ

て
き

た
。

今
後

も
継

続
し

た
い

。
令

和
６

年
度

は
、

「
北

九
州

Ｅ
Ｓ

Ｄ
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
２

０
２

１
～

２
０

２
５

」
で

定
め

ら
れ

て
い

る
チ

ー
ム

活
動

推
進

事
業

や
会

員
に

よ
る

「
出

前
講

座
」
等

を
中

心
に

、
引

き
続

き
様

々
な

主
体

と
の

協
働

に
よ

り
、

こ
れ

ま
で

の
活

動
の

更
な

る
推

進
を

図
り

た
い

。
特

に
、

Ｒ
Ｃ

Ｅ
の

実
務

者
会

議
が

当
地

域
拠

点
の

担
当

と
な

っ
て

い
る

た
め

、
全

会
員

の
協

働
に

よ
り

成
功

裏
に

導
き

た
い

。
　

当
協

議
会

の
活

動
拠

点
と

し
て

入
居

し
て

き
た

「
北

九
州

ま
な

び
と

Ｅ
Ｓ

Ｄ
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
」
は

、
令

和
６

年
６

月
を

も
っ

て
退

去
す

る
こ

と
が

決
定

し
て

い
る

た
め

、
現

行
の

事
務

局
で

の
保

有
物

品
の

整
理

、
廃

棄
及

び
新

拠
点

へ
の

移
動

を
行

わ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

ま
た

、
前

事
務

局
長

の
退

任
に

伴
い

、
令

和
６

年
４

月
か

ら
臨

時
の

事
務

局
長

代
行

の
体

制
と

な
っ

て
い

る
た

め
、

事
務

員
の

採
用

も
含

め
て

早
急

に
検

討
を

進
め

た
い

。

環
境

局

4
1
1
0
8

8
情

報
誌

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
や

フ
ェ

イ
ス

ブ
ッ

ク
、

ム
ー

ブ
メ

ー
ル

で
施

設
情

報
や

講
座

、
事

業
等

の
最

新
情

報
を

迅
速

か
つ

広
範

囲
に

配
信

す
る

。

①
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
ア

ク
セ

ス
数

②
フ

ェ
イ

ス
ブ

ッ
ク

リ
ー

チ
数

③
イ

ン
ス

タ
グ

ラ
ム

リ
ー

チ
数

④
ム

ー
ブ

メ
ー

ル
登

録
者

数
⑤

「
ム

ー
ビ

ン
グ

」
発

行
回

数

① 2
2
7
,5

1
0

件 ②
1
7
,0

7
8

件 ③
-

④
3
7
4
人

⑤
3
回

① 1
8
4
,9

1
3

件 ②
1
3
,8

6
4

件 ③
-

④
3
7
5
人

⑤
3
回

① 2
2
2
,1

8
5

件 ②
1
5
,3

1
1

件 ③
-

④
3
7
6
人

⑤
3
回

① 2
0
8
,3

6
4

件 ②
2
2
,5

4
0

件 ③
6
,5

9
3

件 ④
3
9
3
人

⑤
3
回

① 2
2
1
,6

7
1

件 ②
1
6
,6

2
1

件 ③
2
2
,2

2
0

件 ④
4
1
9
人

⑤
3
回

Ａ

イ
ン

ス
タ

グ
ラ

ム
で

は
画

像
の

投
稿

だ
け

で
な

く
、

リ
ー

ル
動

画
や

ス
ト

ー
リ

ー
機

能
を

活
用

し
た

こ
と

で
、

従
来

か
ら

の
課

題
で

あ
っ

た
若

年
層

へ
の

リ
ー

チ
が

強
化

さ
れ

、
ま

た
リ

ー
チ

数
も

増
大

し
た

。
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

つ
い

て
は

、
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
の

観
点

か
ら

色
の

コ
ン

ト
ラ

ス
ト

比
の

修
正

や
レ

ス
ポ

ン
シ

ブ
対

応
な

ど
を

行
い

、
多

様
な

人
へ

の
情

報
保

障
に

努
め

た
。

「
ム

ー
ビ

ン
グ

」
内

書
誌

情
報

コ
ー

ナ
ー

「
カ

テ
ィ

ン
グ

・
エ

ッ
ジ

」
で

は
、

書
誌

情
報

の
提

供
を

通
し

て
、

ジ
ェ

ン
ダ

ー
問

題
解

決
の

カ
ギ

と
な

る
最

新
の

動
き

と
成

果
を

紹
介

す
る

、
と

い
う

創
刊

当
初

か
ら

の
目

標
を

意
識

し
、

選
書

お
よ

び
書

評
の

執
筆

を
依

頼
し

た
。

こ
れ

が
評

価
さ

れ
、

青
木

玲
子

、
赤

瀬
美

穂
著

（
2
0
2
4

年
2
月

発
行

）
『
女

性
と

図
書

館
－

ジ
ェ

ン
ダ

ー
視

点
か

ら
見

る
過

去
・
現

在
・
未

来
』
に

て
、

全
国

の
特

色
あ

る
男

女
共

同
参

画
セ

ン
タ

ー
の

図
書

館
と

し
て

、
「
カ

テ
ィ

ン
グ

・
エ

ッ
ジ

」
お

よ
び

ム
ー

ブ
図

書
・
情

報
室

が
取

り
上

げ
ら

れ
た

。
今

後
も

「
ム

ー
ビ

ン
グ

」
に

加
え

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
や

フ
ェ

イ
ス

ブ
ッ

ク
、

イ
ン

ス
タ

グ
ラ

ム
、

ム
ー

ブ
メ

ー
ル

を
活

用
し

て
、

ジ
ェ

ン
ダ

ー
の

視
点

か
ら

の
最

新
情

報
や

講
座

情
報

等
を

広
域

に
提

供
し

て
い

く
。

総
務

市
民

局

4
1
1
0
9

9
「
男

女
共

同
参

画
に

関
す

る
市

民
意

識
調

査
」
を

実
施

す
る

。
｢男

女
共

同
参

画
に

関
す

る
市

民
意

識
調

査
｣の

実
施

-
-

-
実

施
-

Ｅ
5
年

に
一

度
の

実
施

予
定

で
あ

り
、

次
は

令
和

9
年

度
に

行
う

。
総

務
市

民
局

4
1
1
1
0

1
0

第
4
次

基
本

計
画

に
掲

げ
る

施
策

の
実

施
状

況
に

つ
い

て
、

関
係

各
課

に
調

査
を

行
い

、
報

告
書

を
作

成
し

、
公

表
す

る
。

実
施

状
況

報
告

書
の

作
成

、
公

表
実

施
実

施
実

施
実

施
実

施
Ａ

引
き

続
き

実
施

状
況

報
告

書
の

作
成

及
び

公
表

を
行

う
。

総
務

市
民

局

N
o
.

取
組

内
容

枝
番

事
業

・
取

組
概

要
実

施
内

容
進

捗
今

後
の

取
組

（
課

題
や

見
直

し
）

局
名

市
民

が
人

権
問

題
に

つ
い

て
正

し
い

理
解

と
認

識
を

深
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

市
民

セ
ン

タ
ー

を
中

心
と

し
て

人
権

学
習

を
行

う
な

か
で

、
女

性
の

人
権

問
題

を
取

り
上

げ
ま

す
。

S
D

G
s(

持
続

可
能

な
開

発
目

標
)の

達
成

に
向

け
、

「
持

続
可

能
な

開
発

の
た

め
の

教
育

(E
S
D

)」
を

「
北

九
州

E
S
D

協
議

会
」
を

中
心

に
、

市
民

、
企

業
、

大
学

等
と

連
携

し
な

が
ら

推
進

し
ま

す
。

「
男

女
共

同
参

画
セ

ン
タ

ー
」
に

お
い

て
、

情
報

誌
や

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

な
ど

で
男

女
共

同
参

画
に

関
す

る
様

々
な

情
報

を
発

信
し

ま
す

。

本
市

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

や
女

性
活

躍
に

関
す

る
市

民
の

意
識

や
課

題
等

を
把

握
す

る
た

め
、

調
査

を
実

施
し

ま
す

。

第
4
次

基
本

計
画

に
掲

げ
る

施
策

の
実

施
状

況
を

把
握

す
る

た
め

、
報

告
書

を
作

成
し

ま
す

。
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男
女

共
同

参
画

意
識

が
浸

透
し

た
社

会
の

実
現

施
策

の
方

向
　

１
男

女
共

同
参

画
社

会
の

実
現

に
向

け
た

理
解

の
促

進

具
体

的
政

策
　

（
２

）
男

女
共

同
参

画
の

啓
発

を
進

め
る

市
民

団
体

等
へ

の
活

動
支

援

項
目

R
1
年

度
R

2
年

度
R

3
年

度
R

4
年

度
R

5
年

度

4
1
2
0
1

1
男

女
共

同
参

画
フ

ォ
ー

ラ
ム

ｉｎ
北

九
州

の
開

催
支

援
な

ど
、

「
北

九
州

市
女

性
団

体
連

絡
会

議
」
と

の
連

携
・
協

働
及

び
活

動
支

援
を

す
る

。

男
女

共
同

参
画

フ
ォ

ー
ラ

ム
①

実
施

回
数

②
参

加
者

数

①
3
7
回

②
3
,0

5
6

人

①
0
回

②
0
人

①
2
5
回

②
1
,3

0
4

人

①
2
9
回

②
1
,5

5
9

人

①
3
0
回

②
1
,7

9
2

人
Ａ

今
後

も
引

き
続

き
、

北
九

州
市

女
性

団
体

連
絡

会
議

と
協

力
し

、
効

果
的

な
啓

発
活

動
を

実
施

す
る

。
総

務
市

民
局

4
1
2
0
2

2
地

域
で

男
女

共
同

参
画

に
取

り
組

ん
で

い
る

N
P
O

な
ど

の
団

体
と

協
力

し
、

地
域

に
お

け
る

「
男

女
共

同
参

画
に

関
す

る
広

報
啓

発
事

業
」
を

実
施

す
る

。

地
域

に
お

け
る

広
報

啓
発

事
業

①
実

施
回

数
②

参
加

者
数

①
2
8
回

②
1
,1

1
8

人

①
2
1
回

②
7
8
3
人

①
2
3
回

②
9
3
7
人

①
2
8
回

②
1
,0

3
7

人

①
2
3
回

②
1
,2

7
9

人
Ａ

引
き

続
き

、
地

域
で

活
躍

す
る

団
体

と
協

力
し

広
報

啓
発

事
業

を
行

う
。

幅
広

い
層

の
市

民
の

参
加

を
促

す
た

め
に

効
果

的
な

事
業

広
報

を
行

う
。

総
務

市
民

局

4
1
2
0
3

3

働
く
場

、
地

域
な

ど
あ

ら
ゆ

る
場

に
お

い
て

男
女

共
同

参
画

の
視

点
に

立
っ

た
意

識
が

浸
透

し
実

感
で

き
る

社
会

を
目

指
し

て
、

市
民

の
自

主
的

な
研

究
・
実

践
活

動
を

積
極

的
に

支
援

す
る

市
民

企
画

事
業

を
中

心
に

、
講

演
会

、
イ

ベ
ン

ト
等

の
事

業
を

実
施

す
る

。

①
市

民
企

画
事

業
数

②
主

催
事

業
数

③
参

加
者

数

①
1
0
7
事

業 ②
5
事

業
③

5
3
,2

1
8

人

※
新

型
コ

ロ
ナ

の
た

め
中

止
①

1
0
3
事

業
を

準
備

②
5
事

業
を

準
備

①
8
9
事

業
②

4
事

業
③

2
9
,0

8
8

人

①
9
6
事

業
②

4
事

業
③

3
4
,9

7
0

人

①
9
5
事

業
②

5
事

業
③

3
2
,0

0
0

人

Ａ

市
民

の
自

主
的

な
研

究
・
実

践
活

動
を

積
極

的
に

支
援

す
る

イ
ベ

ン
ト

で
あ

り
、

例
年

多
く
の

市
民

に
好

評
の

事
業

の
た

め
、

今
後

も
引

き
続

き
、

幅
広

い
市

民
の

参
加

を
促

し
、

男
女

共
同

参
画

に
関

す
る

意
識

を
高

め
る

た
め

の
活

動
支

援
を

行
う

。

総
務

市
民

局

4
1
2
0
4

4

【
調

査
・
研

究
事

業
】

・
研

究
報

告
会

の
開

催
・
K
F
A

W
ア

ジ
ア

ジ
ェ

ン
ダ

ー
研

究
者

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

セ
ミ

ナ
ー

の
開

催
・
研

究
誌

『
ア

ジ
ア

女
性

研
究

』
の

発
行

・
K
F
A

W
調

査
研

究
報

告
書

の
発

行
【
交

流
・
研

修
事

業
】

・
ア

ジ
ア

女
性

会
議

ー
北

九
州

の
実

施
・
国

際
理

解
セ

ミ
ナ

ー
の

実
施

【
情

報
収

集
・
発

信
事

業
】

・
『
Ａ

ｓ
ｉａ

ｎ
　

Ｂ
ｒｅ

ｅ
ｚ
ｅ
』
の

発
行

・
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
・
フ

ェ
イ

ス
ブ

ッ
ク

等
で

の
情

報
発

信
【
国

際
研

修
事

業
】

・
Ｊ
ＩＣ

Ａ
研

修
「
行

政
官

の
た

め
の

ジ
ェ

ン
ダ

ー
主

流
化

政
策

」
実

施

①
研

究
報

告
会

の
実

施
回

数
、

参
加

者
数

②
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
セ

ミ
ナ

ー
の

実
施

回
数

、
参

加
者

数
③

ア
ジ

ア
女

性
研

究
の

発
行

部
数

④
調

査
研

究
報

告
書

の
発

行
部

数
⑤

ア
ジ

ア
女

性
会

議
の

実
施

回
数

、
参

加
者

数
⑥

国
際

理
解

セ
ミ

ナ
ー

の
実

施
回

数
、

参
加

者
数

⑦
『
A

si
an

　
B

re
e
ze

』
の

発
行

部
数

⑧
ア

ク
セ

ス
数

⑨
Ｊ
ＩＣ

Ａ
の

研
修

回
数

、
参

加
者

数

①
0
回

　
0
人

(コ
ロ

ナ
の

為
、

延
期

)
②

1
回

　
3
6
人

③
5
0
0
部

④
3
誌

　
3
0
0
部

⑤
1
回

　
1
5
0
人

⑥
5
回

　
3
6
5
人

⑦
2
回

3
,0

0
0
部

英
語

1
,0

0
0
部

⑧ 4
0
3
,0

7
5

件 ⑨
2
回

　
1
8
人

①
2
回

　
8
0
人

②
1
回

　
1
6
4
人

③
5
0
0
部

④
2
誌

　
2
0
0
部

⑤
1
回

　
1
9
1
人

⑥
1
回

　
5
8
人

⑦
2
回

3
,0

0
0
部

英
語

1
,0

0
0
部

⑧ 8
9
5
,7

8
1

件 ⑨
2
回

　
1
2
人

①
2
回


　

6
9
人


②

1
回


　

1
8
0
人


③

5
0
0
部


④

１
誌


　

１
0
0
部


⑤

1
回


　

8
3
人


⑥

3
回


　

1
6
0
人


⑦

2
回


3
,0

0
0
部


英

語
1
,0

0
0
部


⑧ 5
9
6
,3

5
1

件


⑨
3
回


　

4
5
人

①
1
回

　
7
0
人

②
1
回

5
1
人

③
4
0
0
部

④
1
誌

1
0
0
部

⑤
2
回

3
2
1
人

⑥
3
回

2
4
0
人

⑦
4
回

ウ
ェ

ブ
配

信 ⑧ 9
2
2
,6

7
8

件 ⑨
2
回

1
5
人

①
1
回

　
4
4
人

②
1
回

　
5
8
人

③
4
0
0
部

④
2
誌

　
2
0
0
部

⑤
1
回

　
2
4
9
人

⑥
5
回

　
3
9
3
人

⑦
6
回

ｳ
ｪﾌ

ﾞ配
信

⑧ 1
5
8
,5

3
8

件 ⑨
２

回
　

4
1
人

Ａ

【
調

査
・
研

究
事

業
】

客
員

研
究

員
に

よ
る

調
査

研
究

を
行

う
と

と
も

に
、

セ
ミ

ナ
ー

開
催

な
ど

を
通

じ
て

K
F
A

W
ア

ジ
ア

ジ
ェ

ン
ダ

ー
研

究
者

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

活
動

を
充

実
さ

せ
る

。

【
交

流
・
研

修
事

業
】

ア
ジ

ア
を

中
心

に
世

界
の

ジ
ェ

ン
ダ

ー
問

題
に

つ
い

て
、

タ
イ

ム
リ

ー
な

テ
ー

マ
で

議
論

の
場

を
提

供
す

る
と

と
も

に
、

市
民

の
S
D

G
5
(ジ

ェ
ン

ダ
ー

平
等

)に
対

す
る

理
解

を
促

進
す

る
セ

ミ
ナ

ー
を

開
催

す
る

。

【
情

報
収

集
・
発

信
事

業
】

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

や
ウ

ェ
ブ

ニ
ュ

ー
ズ

レ
タ

ー
を

通
じ

て
、

タ
イ

ム
リ

ー
な

テ
ー

マ
で

ジ
ェ

ン
ダ

ー
情

報
の

発
信

を
行

う
。

ま
た

、
若

い
世

代
を

効
果

的
に

取
り

込
ん

で
い

く
た

め
、

S
N

S
を

活
用

し
た

情
報

発
信

を
充

実
さ

せ
る

。

【
国

際
研

修
事

業
】

J
IC

A
研

修
員

と
し

て
来

日
す

る
、

ア
ジ

ア
地

域
お

よ
び

世
界

各
国

の
行

政
官

と
S
D

G
s達

成
や

ジ
ェ

ン
ダ

ー
主

流
化

推
進

へ
の

共
通

課
題

や
方

策
を

市
民

と
共

に
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
す

る
場

を
設

け
る

。

総
務

市
民

局

枝
番

事
業

・
取

組
概

要
実

施
内

容
進

捗
今

後
の

取
組

（
課

題
や

見
直

し
）

局
名

N
o
.

取
組

内
容

男
女

共
同

参
画

社
会

の
形

成
や

S
D

G
s(

持
続

可
能

な
開

発
目

標
)の

達
成

に
資

す
る

、
「
(公

財
)ア

ジ
ア

女
性

交
流

・
研

究
フ

ォ
ー

ラ
ム

」
の

活
動

を
支

援
し

ま
す

。

柱
Ⅳ

「
男

女
共

同
参

画
フ

ォ
ー

ラ
ム

ｉｎ
北

九
州

」
等

の
開

催
支

援
な

ど
、

地
域

で
の

広
報

・
啓

発
事

業
を

実
施

す
る

、
「
北

九
州

市
女

性
団

体
連

絡
会

議
」
の

活
動

を
支

援
し

ま
す

。

地
域

で
男

女
共

同
参

画
に

取
り

組
ん

で
い

る
N

P
O

な
ど

の
団

体
と

協
力

し
、

地
域

に
お

け
る

「
男

女
共

同
参

画
に

関
す

る
広

報
啓

発
事

業
」
を

実
施

し
ま

す
。

「
男

女
共

同
参

画
セ

ン
タ

ー
」
の

ム
ー

ブ
フ

ェ
ス

タ
で

、
市

民
が

企
画

す
る

男
女

共
同

参
画

に
関

す
る

意
識

を
高

め
る

た
め

の
活

動
を

支
援

し
ま

す
。
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男
女

共
同

参
画

意
識

が
浸

透
し

た
社

会
の

実
現

施
策

の
方

向
　

２
男

性
に

と
っ

て
の

男
女

共
同

参
画

の
推

進

具
体

的
政

策
　

（
１

）
男

女
共

同
参

画
に

関
す

る
男

性
の

理
解

促
進

項
目

R
1
年

度
R

2
年

度
R

3
年

度
R

4
年

度
R

5
年

度

4
2
1
0
1

1

こ
れ

か
ら

女
性

活
躍

に
取

り
組

む
企

業
を

対
象

と
し

た
セ

ミ
ナ

ー
や

コ
ン

サ
ル

テ
ィ

ン
グ

、
企

業
の

女
性

従
業

員
及

び
管

理
監

督
者

等
を

対
象

に
し

た
各

種
セ

ミ
ナ

ー
等

を
通

じ
て

、
市

内
に

お
け

る
女

性
活

躍
の

推
進

を
図

る
。

ま
た

、
誰

も
が

そ
の

個
性

と
能

力
を

十
分

に
発

揮
し

、
仕

事
と

生
活

（
育

児
、

介
護

等
）
の

両
立

が
で

き
る

環
境

づ
く
り

や
、

多
様

な
働

き
方

の
実

現
の

た
め

、
女

性
活

躍
や

ワ
ー

ク
・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
の

推
進

に
取

り
組

む
事

業
所

を
対

象
に

、
セ

ミ
ナ

ー
講

師
や

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

（
社

会
保

険
労

務
士

）
を

直
接

企
業

に
派

遣
す

る
な

ど
、

女
性

活
躍

や
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
を

推
進

す
る

企
業

の
取

組
を

支
援

す
る

。

企
業

向
け

出
前

セ
ミ

ナ
ー

等
へ

の
講

師
等

派
遣

3
7
回

1
9
回

3
0
回

2
6
回

2
7
回

Ａ

実
施

件
数

は
前

年
度

と
ほ

ぼ
横

ば
い

で
あ

っ
た

。
今

後
も

、
よ

り
多

く
の

企
業

に
支

援
が

行
き

渡
る

よ
う

、
広

報
に

力
を

入
れ

つ
つ

、
実

施
方

法
に

つ
い

て
の

柔
軟

な
対

応
が

求
め

ら
れ

る
。

市
内

企
業

等
の

意
見

を
踏

ま
え

な
が

ら
、

効
果

的
な

広
報

・
実

施
方

法
に

つ
い

て
検

討
し

、
改

善
を

図
る

。

総
務

市
民

局

4
2
1
0
2

2
各

種
団

体
等

か
ら

の
依

頼
に

応
じ

、
テ

ー
マ

に
沿

っ
た

男
女

共
同

参
画

講
座

を
実

施
し

、
性

別
に

よ
る

固
定

的
役

割
分

担
意

識
の

解
消

等
に

つ
い

て
の

理
解

促
進

に
つ

な
げ

る
。

講
師

を
派

遣
し

、
男

女
共

同
参

画
の

推
進

を
含

め
た

講
演

等
を

実
施

回
数

、
参

加
人

数

7
件

2
7
0
人

3
件

1
1
4
人

3
件

8
6
人

1
1
件

1
,0

2
4
人

①
1
2
件

②
2
8
7
人

Ａ

希
望

す
る

企
業

に
対

し
、

講
師

を
派

遣
し

て
の

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

講
座

を
実

施
し

て
い

る
。

講
義

内
容

に
つ

い
て

は
好

評
を

維
持

し
て

お
り

、
更

に
多

く
の

人
に

知
っ

て
も

ら
う

た
め

、
広

報
等

に
取

り
組

む
。

総
務

市
民

局

4
2
1
0
3

3
男

性
臨

床
心

理
士

に
よ

る
男

性
の

た
め

の
電

話
相

談
を

月
に

4
回

、
各

2
時

間
開

設
し

、
生

き
方

や
家

族
、

仕
事

に
つ

い
て

の
悩

み
な

ど
の

相
談

に
応

じ
る

。
電

話
相

談
件

数
6
9
件

7
2
件

7
8
件

9
6
件

1
2
6
件

Ａ

男
性

の
電

話
相

談
は

増
加

傾
向

に
あ

る
。

男
性

に
限

定
し

た
相

談
事

業
は

女
性

と
比

較
し

少
な

い
こ

と
か

ら
、

今
後

も
相

談
窓

口
の

広
報

に
努

め
、

市
民

へ
の

周
知

を
図

る
。

総
務

市
民

局

枝
番

事
業

・
取

組
概

要
実

施
内

容
進

捗
今

後
の

取
組

（
課

題
や

見
直

し
）

局
名

N
o
.

取
組

内
容

柱
Ⅳ

「
男

女
共

同
参

画
セ

ン
タ

ー
」
で

男
性

の
た

め
の

電
話

相
談

を
実

施
し

ま
す

。

多
様

な
働

き
方

の
実

現
の

た
め

、
企

業
へ

の
出

前
セ

ミ
ナ

ー
を

実
施

し
ま

す
。

「
男

女
共

同
参

画
セ

ン
タ

ー
」
で

男
性

に
と

っ
て

の
男

女
共

同
参

画
の

意
義

を
広

く
啓

発
す

る
た

め
、

講
演

会
な

ど
を

実
施

し
ま

す
。
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男
女

共
同

参
画

意
識

が
浸

透
し

た
社

会
の

実
現

施
策

の
方

向
　

２
男

性
に

と
っ

て
の

男
女

共
同

参
画

の
推

進

具
体

的
政

策
　

（
２

）
男

性
の

家
事

育
児

、
介

護
等

家
庭

生
活

へ
の

参
画

促
進

項
目

R
1
年

度
R

2
年

度
R

3
年

度
R

4
年

度
R

5
年

度

4
2
2
0
1

1

女
性

が
様

々
な

ラ
イ

フ
イ

ベ
ン

ト
を

迎
え

な
が

ら
も

キ
ャ

リ
ア

形
成

を
諦

め
る

こ
と

な
く
働

き
続

け
る

た
め

に
、

会
社

や
家

庭
に

お
け

る
支

援
体

制
を

構
築

す
べ

く
、

仕
事

効
率

化
に

資
す

る
タ

イ
ム

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

な
ど

の
ス

キ
ル

や
テ

レ
ワ

ー
ク

な
ど

新
し

い
働

き
方

に
関

す
る

知
識

を
得

る
セ

ミ
ナ

ー
を

実
施

し
、

女
性

活
躍

に
つ

な
が

る
働

き
方

改
革

実
践

の
機

運
醸

成
や

男
性

の
育

休
取

得
促

進
な

ど
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
の

推
進

を
図

る
。

実
施

回
数

・
参

加
人

数
1
回

2
1
人

1
回

1
2
人

1
回

1
8
人

1
回

1
5
人

０
回

0
人

Ｅ
2
1
1
0
4
の

事
業

の
中

で
実

施
産

業
経

済
局

4
2
2
0
2

2
固

定
的

な
男

女
の

性
別

役
割

分
担

意
識

に
と

ら
わ

れ
ず

に
、

男
性

が
積

極
的

に
家

事
や

介
護

に
参

画
す

る
よ

う
促

す
講

座
な

ど
、

男
性

を
対

象
に

様
々

な
テ

ー
マ

で
講

座
を

開
催

す
る

。

男
性

向
け

講
座

数
・
参

加
延

べ
人

数 ①
ム

ー
ブ

（
エ

プ
ロ

ン
・
お

と
こ

の
魅

力
ア

ッ
プ

・
介

護
・
父

と
子

の
料

理
）

②
レ

デ
ィ

ス
も

じ
（
男

性
セ

ミ
ナ

ー
）

③
レ

デ
ィ

ス
や

は
た

（
男

性
セ

ミ
ナ

ー
）

①
1
4
講

座
7
1
8
人

②
開

催
せ

ず ③
2
講

座
1
2
4
人

①
9
講

座
2
3
2
人

②
開

催
せ

ず ③
2
講

座
1
0
0
人

①
1
0
講

座
2
3
5
人

②
　

-
③

　
-

①
1
6
講

座
3
7
2
人

②
　

-
③

　
-

①
1
5
講

座
3
9
8
人

②
　

-
③

　
-

Ａ

①
ほ

と
ん

ど
の

講
座

が
定

員
以

上
の

申
込

が
あ

り
、

好
評

で
あ

る
。

今
後

も
、

受
講

生
の

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
を

踏
ま

え
な

が
ら

、
男

性
の

男
女

共
同

参
画

に
対

す
る

理
解

の
促

進
や

固
定

的
役

割
分

担
意

識
の

解
消

に
つ

な
げ

る
た

め
、

よ
り

充
実

し
た

内
容

の
事

業
の

実
施

に
努

め
る

。
②

③
レ

デ
ィ

ス
も

じ
及

び
レ

デ
ィ

ス
や

は
た

は
令

和
3
年

3
月

で
閉

館
と

な
り

、
生

涯
学

習
セ

ン
タ

ー
分

館
と

な
っ

た
こ

と
か

ら
、

令
和

3
年

度
よ

り
従

来
レ

デ
ィ

ス
で

開
催

し
て

い
た

講
座

の
一

部
を

ム
ー

ブ
の

出
前

講
座

と
し

て
実

施
し

た
（
実

績
は

①
に

計
上

）
。

総
務

市
民

局

4
2
2
0
3

3
就

労
す

る
父

親
・
母

親
が

参
加

し
や

す
い

よ
う

、
す

べ
て

の
区

に
お

い
て

、
土

・
日

な
ど

仕
事

が
休

み
の

日
に

沐
浴

や
妊

婦
疑

似
体

験
等

の
実

習
を

取
り

入
れ

た
両

親
学

級
を

開
催

す
る

。

①
実

施
回

数
②

参
加

者
数

①
2
8
回

②
1
,0

6
3

人

①
2
2
回

②
4
2
4
人

①
3
0
回

②
5
3
4
人

①
3
4
回

②
7
3
1
人

①
3
3
回

②
1
0
9
0
人

Ａ

核
家

族
化

が
進

み
育

児
環

境
が

変
化

す
る

中
で

、
出

産
や

育
児

の
負

担
が

母
親

の
み

に
か

か
ら

な
い

よ
う

、
夫

婦
で

協
力

し
て

育
児

に
取

り
組

む
大

切
さ

を
認

識
す

る
機

会
に

な
っ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

今
後

も
継

続
し

て
事

業
を

実
施

す
る

。

子
ど

も
家

庭
局

4
2
2
0
4

4
就

労
す

る
父

親
・
母

親
が

参
加

し
や

す
い

よ
う

、
す

べ
て

の
区

に
お

い
て

、
土

・
日

な
ど

仕
事

が
休

み
の

日
に

沐
浴

や
妊

婦
疑

似
体

験
等

の
実

習
を

取
り

入
れ

た
両

親
学

級
を

開
催

す
る

。

①
実

施
回

数
②

参
加

者
数

①
2
8
回

②
1
,0

6
3

人

①
2
2
回

②
4
2
4
人

①
3
0
回

②
5
3
4
人

①
3
4
回

②
7
3
1
人

①
3
3
回

②
1
0
9
0
人

Ａ

核
家

族
化

が
進

み
育

児
環

境
が

変
化

す
る

中
で

、
出

産
や

育
児

の
負

担
が

母
親

の
み

に
か

か
ら

な
い

よ
う

、
夫

婦
で

協
力

し
て

育
児

に
取

り
組

む
大

切
さ

を
認

識
す

る
機

会
に

な
っ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

今
後

も
継

続
し

て
事

業
を

実
施

す
る

。

子
ど

も
家

庭
局

4
2
2
0
5

5

家
庭

教
育

学
級

は
、

親
な

ど
が

家
庭

で
子

ど
も

の
教

育
を

す
る

心
構

え
や

、
子

ど
も

と
の

接
し

方
、

教
育

上
の

留
意

点
な

ど
、

家
庭

教
育

上
の

問
題

を
相

互
学

習
の

中
で

勉
強

す
る

も
の

。
子

ど
も

の
健

全
な

成
長

、
人

格
の

形
成

に
と

っ
て

家
庭

教
育

は
重

要
な

意
義

を
持

っ
て

お
り

、
家

庭
教

育
の

振
興

の
一

環
と

し
て

学
級

を
開

設
す

る
。

市
立

幼
稚

園
、

小
・
中

・
特

別
支

援
学

校
は

園
・
学

校
毎

に
開

設
し

、
市

民
セ

ン
タ

ー
で

実
施

す
る

。
直

営
保

育
所

は
各

保
育

所
で

実
施

す
る

。
私

立
幼

稚
園

・
保

育
所

に
つ

い
て

は
、

各
連

盟
に

委
託

し
、

各
園

に
て

実
施

す
る

。

家
庭

教
育

学
級

開
設

数
3
1
9
箇

所
1
4
0
箇

所
2
0
8
箇

所
2
4
3
箇

所
2
5
7
箇

所
Ｂ

市
民

セ
ン

タ
ー

が
核

と
な

っ
て

、
家

庭
・
地

域
・
学

校
が

連
携

す
る

仕
組

み
を

充
実

さ
せ

る
必

要
が

あ
る

。
ま

た
、

新
し

い
生

活
様

式
に

対
応

し
、

学
び

を
止

め
な

い
た

め
に

オ
ン

ラ
イ

ン
を

活
用

す
る

な
ど

多
様

な
家

庭
機

会
の

提
供

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。

総
務

市
民

局

4
2
2
0
6

6

市
民

セ
ン

タ
ー

で
は

、
時

事
問

題
や

地
域

課
題

の
解

決
を

目
指

す
講

座
、

社
会

貢
献

活
動

に
つ

な
が

る
講

座
、

生
き

が
い

づ
く
り

を
目

指
す

講
座

な
ど

、
地

域
の

特
色

を
生

か
し

た
講

座
、

市
民

の
学

び
の

ニ
ー

ズ
に

合
っ

た
内

容
の

講
座

を
企

画
・
実

施
し

、
市

民
に

多
様

な
学

習
機

会
を

提
供

す
る

。

①
生

涯
学

習
市

民
講

座
参

加
者

数
②

生
涯

学
習

市
民

講
座

数

① 1
2
4
,7

6
5

人 ②
8
9
9
講

座

①
4
4
,4

2
9

人 ②
6
8
7
講

座

① 5
6
,8

4
4
人

② 8
3
5
講

座

① 8
5
,8

3
6
人

② 9
0
1
講

座

① 9
7
,0

1
4
人

② 8
9
1
講

座

Ｂ

住
民

主
体

の
地

域
づ

く
り

を
推

進
す

る
た

め
、

地
域

の
特

色
を

生
か

し
た

講
座

、
地

域
課

題
解

決
に

向
け

た
講

座
を

充
実

さ
せ

、
よ

り
多

く
の

方
に

多
用

な
学

習
機

会
を

提
供

し
て

い
く
。

ま
た

、
新

し
い

生
活

様
式

に
対

応
し

た
学

習
機

会
を

提
供

す
る

た
め

、
オ

ン
ラ

イ
ン

の
講

座
実

施
な

ど
、

デ
ジ

タ
ル

活
用

し
た

取
り

組
み

を
更

に
進

め
る

必
要

が
あ

る
。

総
務

市
民

局

N
o
.

取
組

内
容

枝
番

事
業

・
取

組
概

要
実

施
内

容
進

捗
今

後
の

取
組

（
課

題
や

見
直

し
）

局
名

柱
Ⅳ

子
育

て
中

の
夫

婦
を

対
象

に
、

育
児

と
仕

事
の

両
立

の
た

め
に

夫
婦

の
協

力
体

制
づ

く
り

を
支

援
す

る
講

座
を

実
施

し
ま

す
。

男
女

の
性

別
に

よ
る

固
定

的
な

役
割

分
担

意
識

に
と

ら
わ

れ
ず

に
、

男
性

が
積

極
的

に
家

事
や

介
護

に
参

画
す

る
よ

う
促

す
講

座
な

ど
、

男
性

を
対

象
と

し
た

講
座

を
開

催
し

ま
す

。

市
民

セ
ン

タ
ー

等
に

お
け

る
「
生

涯
学

習
市

民
講

座
」
で

、
男

性
の

家
事

・
育

児
・

介
護

へ
の

参
画

を
促

進
す

る
講

座
を

実
施

し
ま

す
。

父
親

や
祖

父
が

子
育

て
に

関
す

る
基

本
的

な
知

識
や

技
能

を
取

得
で

き
る

講
座

を
開

催
し

ま
す

。

出
産

・
育

児
を

夫
婦

が
協

力
し

て
取

り
組

め
る

よ
う

、
「
両

親
学

級
」
を

開
催

し
ま

す
。

「
家

庭
教

育
学

級
」
で

男
女

共
に

子
育

て
に

つ
い

て
学

ぶ
講

座
等

を
実

施
し

ま
す

。

42



男
女

共
同

参
画

意
識

が
浸

透
し

た
社

会
の

実
現

施
策

の
方

向
　

３
子

ど
も

の
頃

か
ら

の
男

女
共

同
参

画
の

理
解

の
促

進

具
体

的
政

策
　

（
１

）
男

女
共

同
参

画
の

視
点

に
立

っ
た

学
校

教
育

の
推

進

項
目

R
1
年

度
R

2
年

度
R

3
年

度
R

4
年

度
R

5
年

度

4
3
1
0
1

1
若

い
世

代
が

男
女

の
固

定
的

役
割

分
担

意
識

に
と

ら
わ

れ
ず

個
性

や
能

力
を

十
分

に
発

揮
で

き
る

よ
う

男
女

共
同

参
画

の
視

点
に

立
っ

た
学

校
教

育
を

推
進

す
る

。

家
庭

科
学

習
を

通
し

て
、

男
女

が
協

力
し

て
生

活
す

る
こ

と
の

重
要

性
、

家
庭

生
活

で
の

男
女

の
望

ま
し

い
役

割
分

担
に

つ
い

て
理

解
し

、
男

女
平

等
意

識
の

育
成

を
図

る
た

め
、

研
修

会
等

で
指

導
を

行
う

。
学

校
の

諸
活

動
に

お
い

て
、

男
女

平
等

意
識

に
基

づ
い

た
役

割
活

動
の

指
導

を
行

う
。

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

Ａ

近
年

の
教

科
書

で
は

「
男

女
」
と

い
う

文
言

は
使

用
さ

れ
て

い
な

い
。

「
男

女
が

協
力

す
る

」
→

「
家

族
の

一
員

と
し

て
協

力
す

る
」
、

「
男

女
の

望
ま

し
い

役
割

分
担

」
→

「
家

族
の

一
員

と
し

て
の

望
ま

し
い

役
割

分
担

」
と

い
う

表
現

が
な

さ
れ

て
い

る
。

学
校

で
は

男
女

混
合

名
簿

の
使

用
や

男
女

別
の

な
い

役
割

分
担

が
行

わ
れ

て
お

り
、

既
に

「
男

女
」
に

よ
り

役
割

分
担

を
行

う
こ

と
は

な
い

。
今

後
も

こ
の

方
針

で
指

導
を

行
っ

て
い

く
。

教
育

委
員

会

2
-
1

次
世

代
を

担
う

子
ど

も
や

若
い

世
代

が
性

別
に

関
わ

ら
ず

個
性

と
能

力
を

発
揮

し
て

い
け

る
よ

う
、

小
・
中

学
生

向
け

の
副

読
本

（
小

学
生

用
「
レ

ッ
ツ

」
・
中

学
生

用
「
ひ

び
き

愛
」
）
の

作
成

及
び

配
布

を
行

う
。

①
改

訂

②
配

布

①
一

部
改

訂 ②
全

校
配

布

①
一

部
改

訂 ②
全

校
配

布

①
全

面
改

訂 ②
全

校
配

布

①
一

部
改

訂 ②
全

校
配

布

①
一

部
改

訂 ②
全

校
配

布

Ａ
令

和
3
年

度
に

副
読

本
の

全
面

改
訂

を
行

っ
た

。
引

き
続

き
、

小
中

学
校

に
副

読
本

の
配

布
を

行
い

、
教

育
委

員
会

と
協

力
し

て
学

校
で

の
活

用
を

図
る

。
総

務
市

民
局

2
-
2

若
い

世
代

が
男

女
の

固
定

的
役

割
分

担
意

識
に

と
ら

わ
れ

ず
個

性
や

能
力

を
十

分
に

発
揮

で
き

る
よ

う
男

女
共

同
参

画
の

視
点

に
立

っ
た

学
校

教
育

を
推

進
す

る
。

副
読

本
「
レ

ッ
ツ

」
（
小

学
校

用
）
「
ひ

び
き

愛
」
（
中

学
校

用
）
に

つ
い

て
は

、
各

教
科

の
学

習
等

で
取

り
扱

う
こ

と
が

で
き

る
よ

う
活

用
の

手
引

き
を

合
わ

せ
て

配
布

す
る

。
ま

た
、

道
徳

科
の

授
業

で
も

取
り

扱
う

こ
と

が
で

き
る

よ
う

年
間

指
導

計
画

に
も

位
置

付
け

ら
れ

る
よ

う
に

す
る

。

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

Ａ

「
新

版
　

い
の

ち
」
や

「
北

九
州

子
ど

も
つ

な
が

り
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
を

特
別

活
動

や
特

別
の

教
科

 道
徳

等
の

年
間

指
導

計
画

に
位

置
づ

け
る

よ
う

に
指

導
を

し
て

い
る

。
教

職
員

研
修

に
つ

い
て

は
、

「
人

権
教

育
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
」
「
教

職
員

の
た

め
の

L
G

B
T
（
Q

）
の

子
ど

も
た

ち
の

支
援

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

」
等

を
活

用
し

、
性

差
や

他
者

と
の

差
異

に
と

ら
わ

れ
る

こ
と

な
く
、

相
手

を
大

切
に

す
る

指
導

を
行

う
よ

う
に

し
て

い
る

。

教
育

委
員

会

4
3
1
0
3

3
若

い
世

代
が

男
女

の
固

定
的

役
割

分
担

意
識

に
と

ら
わ

れ
ず

個
性

や
能

力
を

十
分

に
発

揮
で

き
る

よ
う

男
女

共
同

参
画

の
視

点
に

立
っ

た
学

校
教

育
を

推
進

す
る

。

個
別

的
な

人
権

課
題

で
あ

る
「
女

性
」
等

に
つ

い
て

も
取

り
上

げ
教

材
化

し
た

人
権

教
育

教
材

集
「
新

版
い

の
ち

」
を

各
学

校
に

配
布

し
、

活
用

す
る

。
（
Ｈ

２
７

年
度

よ
り

）
　

「
新

版
い

の
ち

」
の

活
用

率
　

目
標

：
小

・
中

学
校

1
0
0
％

　
実

績
：
小

・
中

学
校

1
0
0
％

活
用

率
：

1
0
0
％

活
用

率
：

1
0
0
％

活
用

率
：

1
0
0
％

活
用

率
：

1
0
0
％

活
用

率
：

1
0
0
％

Ａ

人
権

教
育

教
材

集
「
新

版
い

の
ち

」
の

中
に

、
個

別
的

な
人

権
課

題
「
女

性
」
が

、
発

達
段

階
を

考
慮

し
て

体
系

的
に

位
置

づ
け

ら
れ

て
い

る
。

こ
の

人
権

教
育

教
材

集
の

積
極

的
な

活
用

を
図

る
よ

う
、

今
後

も
周

知
に

努
め

る
。

教
育

委
員

会

枝
番

事
業

・
取

組
概

要
実

施
内

容
進

捗
今

後
の

取
組

（
課

題
や

見
直

し
）

局
名

N
o
.

取
組

内
容

学
校

で
性

別
に

と
ら

わ
れ

ず
に

活
動

す
る

た
め

、
児

童
生

徒
等

の
名

簿
の

男
女

混
合

化
を

推
進

し
ま

す
。

柱
Ⅳ

若
い

世
代

が
男

女
の

固
定

的
な

役
割

分
担

意
識

に
と

ら
わ

れ
ず

個
性

や
能

力
を

十
分

に
発

揮
で

き
る

よ
う

男
女

共
同

参
画

の
視

点
に

立
っ

た
学

校
教

育
を

推
進

し
ま

す
。

4
3
1
0
2

子
ど

も
の

頃
か

ら
性

別
に

か
か

わ
ら

ず
個

性
と

能
力

を
発

揮
し

て
い

け
る

よ
う

、
小

・
中

学
生

向
け

の
人

権
教

育
教

材
集

・
副

読
本

を
各

学
校

に
配

布
し

、
活

用
を

図
り

ま
す

。
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男
女

共
同

参
画

意
識

が
浸

透
し

た
社

会
の

実
現

5
3

施
策

の
方

向
　

３
子

ど
も

の
頃

か
ら

の
男

女
共

同
参

画
の

理
解

の
促

進

具
体

的
政

策
　

（
２

）
男

女
共

同
参

画
の

視
点

に
立

っ
た

進
路

指
導

、
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

推
進

項
目

R
1
年

度
R

2
年

度
R

3
年

度
R

4
年

度
R

5
年

度

4
3
2
0
1

1
女

性
の

理
工

系
分

野
へ

の
関

心
を

高
め

、
将

来
の

進
路

選
択

の
一

つ
と

な
る

こ
と

を
目

的
と

し
た

女
子

中
学

生
向

け
理

工
系

体
験

プ
ロ

グ
ラ

ム
「
リ

ケ
女

部
！

」
を

実
施

す
る

。

R
1
年

度
:「

リ
ケ

女
部

！
」
参

加
企

業
数 R

2
年

度
:「

リ
ケ

女
部

！
」
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
掲

載
協

力
企

業
数

R
3
年

度
：
多

様
な

進
路

・
職

業
選

択
応

援
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
掲

載
協

力
企

業
数 R

4
年

度
：
同

様
の

取
組

を
行

う
大

学
等

を
支

援
※

内
容

は
年

度
ご

と
に

異
な

る

1
0
社

4
社

1
5
社

3
大

学
3
大

学
Ａ

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に

よ
り

「
理

工
チ

ャ
レ

ン
ジ

」
が

実
施

で
き

な
く
な

っ
た

こ
と

か
ら

、
令

和
4
年

度
か

ら
同

様
の

取
組

を
行

う
大

学
等

へ
の

支
援

に
変

更
し

た
。

総
務

市
民

局

4
3
2
0
2

2
大

学
生

を
対

象
に

、
卒

業
後

の
進

路
や

働
き

方
を

決
め

る
に

あ
た

っ
て

役
に

立
つ

情
報

の
提

供
と

、
自

分
の

生
き

方
・
働

き
方

を
考

え
る

き
っ

か
け

と
な

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
外

部
講

師
を

招
聘

し
て

実
施

す
る

。

①
実

施
回

数
②

参
加

人
数

①
7
回

②
1
,1

6
4

人

①
8
回

②
1
,0

5
8

人

①
8
回

②
1
,4

1
1

人

①
9
回

②
1
,1

8
9

人

①
8
回

②
9
7
9
人

Ａ

各
講

師
に

よ
っ

て
、

学
部

に
合

わ
せ

た
内

容
で

講
義

を
行

っ
て

お
り

、
満

足
度

・
理

解
度

の
評

価
も

高
い

。
令

和
5
年

度
は

、
す

べ
て

対
面

で
の

講
義

を
実

施
し

た
。

今
後

も
時

代
の

変
化

に
あ

っ
た

内
容

を
取

り
入

れ
、

大
学

生
の

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
講

義
を

行
っ

て
い

き
た

い
。

総
務

市
民

局

4
3
2
0
3

3
①

高
校

生
就

職
応

援
マ

ガ
ジ

ン
「
S
o
d
a！

」
作

成
及

び
配

布
②

北
九

州
ゆ

め
み

ら
い

ワ
ー

ク
の

開
催

①
作

成
部

数
②

参
加

人
数

①
5
,0

0
0

部 ②
7
,5

0
4

人

①
5
,0

0
0

部 ②
－

①
5
,0

0
0

部 ②
7
,7

8
5

人

①
－

②
7
,5

5
4

人

①
-

②
9
,1

5
8

Ｂ

①
高

校
生

就
職

応
援

マ
ガ

ジ
ン

「
S
o
d
a！

」
は

、
令

和
2
年

度
か

ら
発

行
し

て
い

る
「
業

界
M

A
P
」
と

比
較

し
た

場
合

、
高

校
生

向
け

、
大

学
生

向
け

と
タ

ー
ゲ

ッ
ト

層
は

異
な

る
も

の
の

、
内

容
が

重
複

す
る

点
が

多
い

。
事

業
の

見
直

し
を

行
い

、
北

九
州

市
内

企
業

紹
介

サ
イ

ト
「
高

校
生

お
し

ご
と

ナ
ビ

」
に

内
容

を
移

管
し

て
い

る
。

②
「
ゆ

め
み

ら
い

ワ
ー

ク
」
は

、
従

来
の

中
学

高
校

生
・
教

員
向

け
の

イ
ベ

ン
ト

だ
け

で
な

く
、

保
護

者
を

対
象

と
し

た
地

元
企

業
の

理
解

促
進

に
繋

が
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
や

「
工

業
高

校
生

キ
ャ

リ
ア

ガ
イ

ダ
ン

ス
（
仮

称
）
」
を

開
催

す
る

予
定

で
あ

る
。

産
業

経
済

局

4
3
2
0
4

4
若

い
頃

か
ら

の
キ

ャ
リ

ア
形

成
や

経
済

的
自

立
な

ど
多

岐
に

わ
た

る
女

性
の

チ
ャ

レ
ン

ジ
に

対
し

て
、

各
々

の
ラ

イ
フ

ス
テ

ー
ジ

に
応

じ
た

広
報

・
啓

発
、

情
報

提
供

を
行

う
。

実
施

状
況

（
市

内
６

２
校

）
①

職
場

体
験

学
習

②
農

業
宿

泊
体

験
学

習
③

実
施

率

（
農

村
民

泊
体

験
も

職
場

体
験

に
含

む
。

）
実

施
率

1
0
0
％

①
コ

ロ
ナ

禍
の

た
め

調
査

未
実

施 ②
農

村
民

泊
体

験
中

止 ③
－

①
コ

ロ
ナ

禍
の

た
め

調
査

未
実

施 ②
農

村
民

泊
体

験
中

止 ③
－

①
コ

ロ
ナ

禍
の

た
め

調
査

未
実

施 ②
農

村
民

泊
体

験
中

止 ③
－

（
農

村
民

泊
体

験
も

職
場

体
験

に
含

む
。

）
実

施
率

9
.7

％

Ｂ

・
（
学

校
側

が
）
年

度
始

め
に

通
知

を
出

し
て

、
取

組
の

充
実

を
図

っ
て

い
る

。
・
総

合
的

な
学

習
の

時
間

等
の

研
修

会
で

取
組

の
成

果
や

課
題

を
共

有
し

て
い

る
。

・
課

題
は

、
職

場
体

験
先

の
確

保
を

す
る

こ
と

や
職

場
体

験
の

在
り

方
に

つ
い

て
検

討
し

て
い

く
こ

と
で

あ
る

。
（
職

場
体

験
に

行
く
だ

け
で

な
く
、

企
業

の
方

が
G

T
と

し
て

来
校

し
、

生
徒

が
学

び
合

う
環

境
の

設
定

　
等

）

教
育

委
員

会

4
3
2
0
5

5
高

校
生

・
大

学
生

等
若

年
層

向
け

に
作

成
し

て
い

る
啓

発
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
を

出
前

講
演

な
ど

の
際

に
配

布
す

る
。

若
年

層
向

け
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
「
ワ

リ
か

ん
？

！
」
の

配
布

「
未

来
を

ひ
ら

く
あ

な
た

に
」
の

配
布

(R
3
～

)

配
布

配
布

配
布

配
布

配
布

Ｂ
出

前
講

演
の

ほ
か

、
引

き
続

き
市

民
の

目
に

触
れ

る
場

所
に

設
置

し
て

広
く
配

布
す

る
。

総
務

市
民

局

4
3
2
0
6

6

学
校

で
実

施
さ

れ
て

い
る

「
授

業
参

観
日

」
と

は
逆

に
、

夏
休

み
な

ど
の

長
期

学
校

休
日

を
利

用
し

て
、

子
ど

も
た

ち
が

自
分

の
保

護
者

等
の

職
場

を
見

学
す

る
こ

と
で

、
家

庭
内

や
職

場
に

お
け

る
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
の

推
進

に
つ

な
げ

て
い

く
取

組
で

あ
る

「
子

ど
も

参
観

日
」
を

市
役

所
、

民
間

企
業

等
で

実
施

す
る

。

①
子

ど
も

参
観

日
の

実
施

（
市

役
所

）
②

子
ど

も
参

観
日

の
実

施
(民

間
）

①
1
回

②
7
社

①
0
回

②
0
回

①
0
回

②
3
社

①
0
回

②
1
社

①
1
回

②
1
社

Ａ

市
役

所
に

お
い

て
は

、
人

事
異

動
年

数
を

考
慮

し
、

3
年

に
1
回

の
開

催
と

す
る

よ
う

取
り

組
ん

で
い

く
。

民
間

企
業

に
お

い
て

は
、

コ
ロ

ナ
禍

は
感

染
拡

大
の

影
響

を
考

慮
し

積
極

的
な

実
施

の
働

き
か

け
は

行
わ

な
か

っ
た

が
、

今
後

は
感

染
症

対
策

の
工

夫
を

し
た

上
で

の
実

施
を

呼
び

か
け

る
。

総
務

市
民

局

N
o
.

取
組

内
容

枝
番

事
業

・
取

組
概

要
実

施
内

容
進

捗
今

後
の

取
組

（
課

題
や

見
直

し
）

局
名

女
子

中
学

生
を

対
象

に
理

工
系

の
仕

事
や

学
問

に
興

味
を

も
っ

て
も

ら
う

た
め

の
体

験
プ

ロ
グ

ラ
ム

「
リ

ケ
女

部
！

」
を

実
施

し
ま

す

柱
Ⅳ

市
内

の
大

学
生

等
を

対
象

に
、

性
別

に
と

ら
わ

れ
ず

一
人

ひ
と

り
の

能
力

を
発

揮
で

き
る

生
き

方
や

働
き

方
に

つ
い

て
考

え
る

き
っ

か
け

と
な

る
出

前
講

座
「
キ

ャ
リ

ア
形

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
を

実
施

し
ま

す
。

早
い

段
階

か
ら

の
職

業
観

の
醸

成
や

各
自

に
合

っ
た

職
業

選
択

へ
と

導
く
た

め
、

キ
ャ

リ
ア

教
育

イ
ベ

ン
ト

「
北

九
州

ゆ
め

み
ら

い
ワ

ー
ク

」
の

開
催

や
、

高
校

生
就

職
応

援
マ

ガ
ジ

ン
「
S
o
d
a！

」
を

作
成

・
配

布
し

ま
す

。

性
別

に
と

ら
わ

れ
な

い
職

業
意

識
を

醸
成

す
る

た
め

、
中

学
校

で
「
職

場
体

験
」

学
習

な
ど

を
実

施
し

ま
す

。

若
年

層
の

啓
発

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

を
作

成
し

、
出

前
講

演
な

ど
の

際
に

配
布

し
ま

す
。

キ
ャ

リ
ア

形
成

に
つ

な
げ

る
た

め
、

子
ど

も
が

保
護

者
の

職
場

を
見

学
す

る
「
子

ど
も

参
観

日
」
を

市
役

所
・
民

間
企

業
等

で
実

施
し

ま
す

。
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男
女

共
同

参
画

意
識

が
浸

透
し

た
社

会
の

実
現

施
策

の
方

向
　

３
子

ど
も

の
頃

か
ら

の
男

女
共

同
参

画
の

理
解

の
促

進

具
体

的
政

策
　

（
３

）
子

ど
も

の
健

康
教

育
・
デ

ー
ト

Ｄ
Ｖ

に
関

す
る

理
解

の
促

進

項
目

R
1
年

度
R

2
年

度
R

3
年

度
R

4
年

度
R

5
年

度

4
3
3
0
1

1
デ

ー
ト

D
V

防
止

に
取

り
組

ん
で

い
る

団
体

と
協

力
し

て
、

高
校

生
や

大
学

生
等

の
若

年
層

に
対

し
て

出
前

講
座

を
実

施
し

、
デ

ー
ト

D
V

に
関

す
る

理
解

を
促

進
す

る
。

デ
ー

ト
D

V
予

防
教

室
①

実
施

回
数

②
参

加
人

数

①
2
1
回

②
3
,3

4
0

人

①
1
3
回

②
2
,1

2
4

人

①
1
6
回

②
2
,4

1
0

人

①
1
5
回

②
2
,3

2
9

人

①
1
7
回

②
2
,6

0
7

人
Ａ

引
き

続
き

、
団

体
と

協
力

し
て

デ
ー

ト
D

V
予

防
教

室
を

実
施

し
、

若
年

層
に

対
す

る
デ

ー
ト

D
V

予
防

の
広

報
啓

発
に

努
め

る
。

総
務

市
民

局

2
-
1

思
春

期
の

心
身

の
変

化
を

正
し

く
理

解
し

、
自

分
自

身
の

心
と

体
を

大
切

に
す

る
健

康
教

育
を

推
進

す
る

た
め

、
医

療
・
学

校
・
地

域
・
行

政
等

の
関

係
者

に
よ

る
連

絡
会

を
開

催
し

、
現

状
の

把
握

や
課

題
の

共
有

お
よ

び
連

携
強

化
を

図
る

と
と

も
に

、
思

春
期

保
健

の
対

策
等

に
つ

い
て

協
議

す
る

。
ま

た
、

協
議

の
結

果
等

を
踏

ま
え

、
思

春
期

の
健

康
教

育
を

効
果

的
に

実
施

す
る

。

①
思

春
期

保
健

連
絡

会
の

開
催

件
数 ②

思
春

期
健

康
教

室
の

開
催

件
数

①
1
回

②
1
3
2
回

①
1
回

②
1
1
2
回

①
1
回

②
1
3
5
回

①
1
回

②
1
4
8
回

①
1
回

②
1
3
9
回

Ａ

連
携

強
化

等
の

た
め

思
春

期
保

健
連

絡
会

を
開

催
し

た
。

連
絡

会
等

で
の

意
見

を
踏

ま
え

、
令

和
6
年

度
は

教
育

委
員

会
と

協
議

し
、

思
春

期
健

康
教

室
の

実
施

内
容

を
全

小
学

校
4
年

生
・
特

別
支

援
学

校
を

対
象

と
し

実
施

す
る

。
今

後
は

、
教

育
委

員
会

と
思

春
期

健
康

教
室

の
あ

り
方

の
見

直
し

を
図

る
。

子
ど

も
家

庭
局

2
-
2

思
春

期
保

健
連

絡
会

に
参

加
し

、
情

報
共

有
を

行
う

と
と

も
に

、
性

感
染

症
に

つ
い

て
の

知
識

の
普

及
を

図
る

。

①
思

春
期

保
健

連
絡

会
議

へ
の

参
加 ②

性
感

染
症

の
知

識
に

つ
い

て
の

普
及

啓
発

の
取

組
の

実
施

①
不

参
加

②
実

施
①

参
加

②
実

施
①

参
加

②
実

施
①

参
加

②
実

施
①

参
加

②
実

施
Ａ

思
春

期
の

子
ど

も
た

ち
の

現
状

や
課

題
に

つ
い

て
、

他
機

関
と

情
報

共
有

を
行

い
、

若
い

世
代

の
方

々
に

も
関

心
を

持
っ

て
も

ら
え

る
よ

う
な

エ
イ

ズ
や

性
感

染
症

の
普

及
・
啓

発
活

動
に

活
用

す
る

。

保
健

福
祉

局

2
-
3

北
九

州
市

立
小

・
中

・
特

別
支

援
学

校
に

助
産

師
を

講
師

と
し

て
派

遣
し

、
「
生

命
の

尊
重

」
に

加
え

、
児

童
生

徒
の

発
達

段
階

に
応

じ
て

、
「
思

春
期

に
お

け
る

心
身

の
機

能
の

発
達

」
に

つ
い

て
や

「
性

感
染

症
」
等

に
つ

い
て

学
習

す
る

機
会

と
し

て
い

る
。

小
・
中

・
特

別
支

援
学

校
で

の
実

施
回

数
1
3
2
回

1
1
2
回

①
1
回

②
1
3
5
回

①
1
回

②
1
4
8
回

1
3
9
回

Ａ

連
携

強
化

等
の

た
め

思
春

期
保

健
連

絡
会

を
開

催
し

た
。

連
絡

会
等

で
の

意
見

を
踏

ま
え

、
令

和
6
年

度
は

教
育

委
員

会
と

協
議

し
、

思
春

期
健

康
教

室
の

実
施

内
容

を
全

小
学

校
4
年

生
・
特

別
支

援
学

校
を

対
象

と
し

実
施

す
る

。
今

後
は

、
教

育
委

員
会

と
思

春
期

健
康

教
室

の
あ

り
方

の
見

直
し

を
図

る
。

子
ど

も
家

庭
局

2
-
4

思
春

期
の

児
童

生
徒

と
そ

の
保

護
者

等
に

対
し

て
、

健
康

・
性

・
心

の
問

題
に

つ
い

て
の

幅
広

い
知

識
の

普
及

を
図

る
。

①
小

・
中

学
校

に
お

け
る

性
に

関
す

る
指

導
の

実
施

校
割

合
目

標
：
1
0
0
％

②
小

・
中

学
校

に
お

け
る

健
康

教
育

の
実

施
校

割
合

目
標

：
1
0
0
％

①
1
0
0
%

②
1
0
0
%

①
1
0
0
%

②
1
0
0
%

①
1
0
0
%

②
1
0
0
%

①
1
0
0
%

②
1
0
0
%

①
1
0
0
%

②
1
0
0
%

Ａ

現
代

社
会

に
お

け
る

性
情

報
の

氾
濫

を
う

け
、

性
情

報
へ

の
対

処
な

ど
性

に
関

す
る

適
切

な
態

度
や

行
動

の
選

択
が

必
要

と
な

る
こ

と
を

理
解

で
き

る
よ

う
に

指
導

し
て

い
る

。
今

後
も

、
児

童
生

徒
を

取
り

巻
く
状

況
を

踏
ま

え
た

指
導

が
実

施
で

き
る

よ
う

、
研

修
等

を
通

じ
た

指
導

の
充

実
を

図
っ

て
い

く
。

教
育

委
員

会

4
3
3
0
3

3
健

康
教

育
に

関
わ

る
年

間
指

導
計

画
を

教
育

指
導

計
画

の
中

に
位

置
付

け
る

。
幼

児
児

童
生

徒
の

実
態

や
保

護
者

や
地

域
の

実
情

を
十

分
に

考
慮

す
る

と
と

も
に

、
各

教
科

と
の

関
連

を
図

る
。

健
康

教
育

に
関

わ
る

年
間

指
導

計
画

を
教

育
指

導
計

画
の

中
に

位
置

付
け

目
標

：
小

・
中

学
校

1
0
0
％

実
績

：
小

・
中

学
校

1
0
0
％

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

Ａ

今
後

も
継

続
し

て
、

健
康

教
育

に
関

す
る

年
間

指
導

計
画

を
各

学
校

に
お

い
て

立
案

し
、

各
教

科
と

の
関

連
を

図
り

な
が

ら
、

幼
児

児
童

生
徒

の
実

態
や

保
護

者
・
地

域
の

実
情

に
応

じ
た

指
導

の
充

実
に

努
め

る
。

教
育

委
員

会

枝
番

事
業

・
取

組
概

要
実

施
内

容
進

捗
今

後
の

取
組

（
課

題
や

見
直

し
）

局
名

N
o
.

取
組

内
容

4
3
3
0
2

思
春

期
の

心
身

の
変

化
を

正
し

く
理

解
し

、
自

分
自

身
の

心
と

体
を

大
切

に
で

き
る

よ
う

、
医

療
・
学

校
・
行

政
等

の
関

係
者

に
よ

る
「
思

春
期

保
健

連
絡

会
」
を

開
催

し
、

思
春

期
の

子
ど

も
に

対
し

て
健

康
・
性

・
心

の
問

題
に

つ
い

て
の

幅
広

い
知

識
の

普
及

の
た

め
、

「
思

春
期

健
康

教
室

」
を

実
施

し
、

思
春

期
に

お
け

る
健

康
教

育
を

推
進

し
ま

す
。

児
童

・
生

徒
の

発
達

段
階

に
応

じ
た

健
康

教
育

や
、

各
教

科
と

関
連

付
け

て
男

女
共

同
参

画
の

理
解

を
促

進
し

ま
す

。

柱
Ⅳ

デ
ー

ト
D

V
防

止
に

取
り

組
ん

で
い

る
民

間
団

体
と

協
力

し
て

、
高

校
生

や
大

学
生

等
の

若
年

層
に

対
し

て
出

前
講

座
を

実
施

し
、

デ
ー

ト
D

V
に

関
す

る
理

解
を

促
進

し
ま

す
。

45



項
目

R
1
年

度
R

2
年

度
R

3
年

度
R

4
年

度
R

5
年

度

4
-
1

青
少

年
が

Ｓ
Ｎ

Ｓ
を

は
じ

め
と

し
た

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

サ
イ

ト
な

ど
を

き
っ

か
け

と
す

る
事

件
に

巻
き

込
ま

れ
な

い
よ

う
に

、
啓

発
事

業
を

実
施

す
る

。

①
非

行
防

止
教

室
の

開
催

（
初

発
型

非
行

・
薬

物
乱

用
防

止
・
ネ

ッ
ト

被
害

防
止

）
中

学
校

在
学

期
間

中
に

一
度

は
非

行
防

止
教

室
を

受
講

す
る

よ
う

に
3

年
間

で
市

内
を

一
巡

す
る

。
②

啓
発

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

の
作

成
・
配

布 市
内

小
学

校
4
年

生
～

中
学

校
3
年

生
ま

で
の

児
童

・
生

徒
、

保
護

者
を

対
象

に
6
5
,0

0
0
枚

作
成

。
（
内

6
2
,2

9
0
枚

を
各

学
校

に
配

布
）

③
街

頭
ビ

ジ
ョ

ン
に

よ
る

啓
発

Ｃ
Ｍ

の
放

送
　

春
季

・
夏

季
・
冬

季
の

長
期

休
暇

期
間

中
に

、
小

倉
北

区
市

街
地

の
街

頭
ビ

ジ
ョ

ン
で

放
映

。

①
実

施
回

数 小
倉

北
区

・
小

倉
南

区
の

全
2
4
校

②
配

布
(枚

)
小

学
校

3
1
,4

8
0

中
学

校
2
9
,0

0
0

特
支

学
校

1
,8

1
0

③
総

放
映

回
数

夏
季

1
,4

4
0

冬
季

1
,4

4
0

春
季

1
,3

6
8

①
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
拡

大
防

止
の

た
め

中
止

②
配

布
(枚

)
小

学
校

3
1
,5

4
0

中
学

校
2
8
,8

8
0

特
支

学
校

1
,7

6
0

③
総

放
映

回
数

夏
季

1
,2

5
4

冬
季

1
,4

4
0

春
季

1
,3

6
8

①
青

少
年

課
と

し
て

事
業

の
実

施
な

し
（

「
非

行
防

止
教

師
教

室
」

は
学

校
か

ら
直

接
少

年
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
（

県
警

少
年

課
）

等
に

依
頼

す
る

方
法

に
変

更
し

た
た

め
）

②
配

布
(
枚

)
小

学
校

3
0
,
6
8
0

中
学

校
2
6
,
0
0
0

特
支

学
校

1
,
7
6
0

③
総

放
映

回
数 夏

季
1
,
2
5
4

冬
季

な
し

春
季

1
,
8
2
4

①
令

和
３

年
度

よ
り

青
少

年
課

と
し

て
事

業
の

実
施

な
し

➁
配

布
(
枚

)
小

学
校

3
1
,
0
2
0

中
学

校
2
5
,
7
0
0

特
支

学
校

1
,
7
8
0

③
総

放
映

回
数

夏
季

1
,
2
5
4

冬
季

6
6
0
回

春
季

1
,
3
1
5
回

➀
令

和
３

年
度

よ
り

、
青

少
年

課
と

し
て

の
事

業
の

実
施

な
し ②

配
布

（
枚

）
小

学
校

3
0
,
9
6
0

中
学

校
2
8
,
5
2
0

特
支

学
校

1
,
5
2
0

③
総

放
映

回
数

夏
季

6
6
0
回

Ａ
市

内
の

小
学

生
～

中
学

生
に

対
し

て
、

引
き

続
き

メ
デ

イ
ア

リ
テ

ラ
シ

ー
に

関
し

て
啓

発
事

業
を

実
施

す
る

。
子

ど
も

家
庭

局

4
-
2

児
童

生
徒

が
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

を
通

じ
た

ト
ラ

ブ
ル

に
巻

き
込

ま
れ

る
こ

と
を

予
防

す
る

た
め

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

上
の

サ
イ

ト
等

に
お

け
る

不
適

切
な

書
き

込
み

を
把

握
す

る
と

と
も

に
、

教
員

の
対

応
力

の
向

上
を

図
る

。
ま

た
、

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

を
作

成
し

、
保

護
者

等
へ

の
啓

発
に

取
り

組
む

。

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
の

利
用

に
つ

い
て

家
庭

内
で

の
ル

ー
ル

が
あ

る
児

童
生

徒
の

割
合

小
５

：
5
8
.4

％
中

２
：

6
7
.0

％

小
５

：
6
2
.6

％
中

２
：

5
9
.0

％

小
５

：
5
8
.0

％
中

２
：

5
9
.3

％

小
５

：
6
5
.7

％
中

２
：

5
9
.8

％

小
５

：
6
6
.7

％
中

2
：

6
2
.1

％

Ａ

引
き

続
き

、
毎

月
児

童
生

徒
及

び
保

護
者

に
向

け
た

ネ
ッ

ト
ト

ラ
ブ

ル
防

止
の

啓
発

チ
ラ

シ
を

作
成

し
、

全
学

校
・
園

に
配

布
し

て
い

く
。

ま
た

、
近

年
増

加
し

て
い

る
Ｓ

Ｎ
Ｓ

内
の

ト
ラ

ブ
ル

を
防

止
す

る
た

め
に

、
関

係
機

関
と

も
連

携
し

な
が

ら
、

児
童

生
徒

に
向

け
た

講
演

や
、

教
職

員
に

向
け

た
ネ

ッ
ト

リ
テ

ラ
シ

ー
に

関
す

る
研

修
等

を
今

後
も

実
施

し
て

い
く
。

市
内

の
小

中
学

生
の

「
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

の
利

用
に

つ
い

て
家

庭
内

で
の

ル
ー

ル
」
を

設
定

し
て

い
る

割
合

が
、

ま
だ

ま
だ

低
い

傾
向

に
あ

る
こ

と
か

ら
、

保
護

者
へ

の
さ

ら
な

る
啓

発
を

行
っ

て
い

く
。

教
育

委
員

会

N
o
.

取
組

内
容

枝
番

事
業

・
取

組
概

要
実

施
内

容
進

捗
今

後
の

取
組

（
課

題
や

見
直

し
）

局
名

4
3
3
0
4

児
童

生
徒

が
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

を
通

じ
た

様
々

な
ト

ラ
ブ

ル
に

巻
き

込
ま

れ
る

こ
と

を
予

防
す

る
た

め
、

啓
発

等
に

取
り

組
み

ま
す

。
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男
女

共
同

参
画

意
識

が
浸

透
し

た
社

会
の

実
現

施
策

の
方

向
　

４
防

災
に

お
け

る
男

女
共

同
参

画
の

推
進

具
体

的
政

策
　

（
１

）
男

女
共

同
参

画
の

視
点

や
人

権
に

配
慮

し
た

地
域

防
災

対
策

の
推

進

項
目

R
1
年

度
R

2
年

度
R

3
年

度
R

4
年

度
R

5
年

度

4
4
1
0
1

1
防

災
対

策
に

関
す

る
方

針
決

定
過

程
に

お
い

て
、

男
女

共
同

参
画

の
視

点
を

取
り

入
れ

た
防

災
体

制
を

確
立

す
る

た
め

、
北

九
州

市
防

災
会

議
で

の
女

性
委

員
の

参
画

拡
大

を
図

る
。

女
性

委
員

の
割

合
4
1
.8

%
4
2
.6

%
4
2
.9

%
4
6
.6

%
4
1
.0

%
Ａ

引
き

続
き

、
各

機
関

・
各

団
体

等
か

ら
の

協
力

を
得

な
が

ら
、

女
性

参
画

率
の

向
上

を
目

指
す

。
危

機
管

理
室

4
4
1
0
2

2
福

岡
県

女
性

防
火

ク
ラ

ブ
連

絡
協

議
会

が
開

催
す

る
各

種
研

修
会

等
へ

の
参

加

福
岡

県
女

性
防

火
ク

ラ
ブ

連
絡

協
議

会
研

修
会

等
へ

参
加

し
、

男
女

共
同

参
画

の
視

点
を

取
り

入
れ

た
防

火
・
防

災
に

取
り

組
む

研
修

会
に

参
加

研
修

会
に

参
加

研
修

会
に

参
加

研
修

会
に

参
加

研
修

会
に

参
加

Ａ
　

今
後

も
継

続
し

て
福

岡
県

女
性

防
火

ク
ラ

ブ
連

絡
協

議
会

研
修

会
等

へ
積

極
的

に
参

加
し

、
女

性
の

防
火

・
防

災
リ

ー
ダ

ー
の

育
成

や
活

躍
推

進
に

取
り

組
む

。
消

防
局

4
4
1
0
3

3
防

災
対

策
の

推
進

に
あ

た
り

、
安

全
・
安

心
な

避
難

所
生

活
の

確
保

を
は

じ
め

、
男

女
の

ニ
ー

ズ
の

違
い

な
ど

、
男

女
双

方
の

視
点

に
配

慮
し

た
取

組
に

対
す

る
、

普
及

・
啓

発
を

図
る

。
出

前
講

演
の

実
施

8
4
回

3
1
回

2
5
回

2
4
回

2
7
回

Ａ
引

き
続

き
、

出
前

講
演

等
を

通
じ

て
、

住
民

一
人

ひ
と

り
の

状
況

に
配

慮
し

た
防

災
対

策
を

推
進

す
る

。
危

機
管

理
室

4
-
1

①
熊

本
地

震
に

お
け

る
避

難
所

の
状

況
や

課
題

を
精

査
し

、
「
女

性
の

視
点

」
等

も
重

視
し

た
「
避

難
所

運
営

マ
ニ

ュ
ア

ル
」
の

改
訂

②
女

性
や

子
育

て
世

代
に

配
慮

し
た

備
蓄

物
資

の
充

実
強

化
③

避
難

所
運

営
に

関
す

る
出

前
講

演
（
H

U
G

含
む

）

①
「
避

難
所

運
営

マ
ニ

ュ
ア

ル
」
の

改
訂

②
ミ

ル
ク

、
哺

乳
瓶

、
お

む
つ

、
お

し
り

ふ
き

、
生

理
用

品
、

パ
ー

テ
ー

シ
ョ

ン
の

購
入

③
出

前
講

演
の

実
施

①
―

②
備

蓄
完

了 ③
2
0
回

①
―

②
備

蓄
完

了 ③
1
7
回

①
―

②
準

備
完

了 ③
1
8
回

①
―

②
備

蓄
完

了
（
次

年
度

、
哺

乳
瓶

更
新

）
③

3
6
回

①
―

②
備

蓄
完

了 ③
3
4
回

Ａ
引

き
続

き
、

備
蓄

物
資

の
充

実
強

化
等

を
通

じ
、

地
域

住
民

一
人

ひ
と

り
の

状
況

に
配

慮
し

た
防

災
対

策
を

推
進

す
る

。
危

機
管

理
室

4
-
2

大
雨

等
の

災
害

時
に

通
常

の
予

定
避

難
所

で
受

け
入

れ
困

難
な

妊
産

婦
等

を
受

け
入

れ
る

た
め

、
市

内
東

西
の

子
育

て
支

援
施

設
（
東

部
：
子

育
て

ふ
れ

あ
い

交
流

プ
ラ

ザ
、

西
部

：
子

ど
も

の
館

）
に

「
妊

産
婦

・
乳

児
避

難
所

」
を

必
要

に
応

じ
て

開
設

す
る

。

妊
産

婦
・
乳

児
避

難
所

と
し

て
開

設
す

る
場

合
に

備
え

、
施

設
及

び
施

設
が

入
居

し
て

い
る

建
物

管
理

者
な

ど
と

体
制

や
備

蓄
品

に
つ

い
て

確
認

。

避
難

所
開

設
実

績
な

し

開
設

1
回

避
難

所
開

設
実

績
な

し

避
難

所
開

設
実

績
な

し

避
難

所
開

設
実

績
な

し
Ａ

・
危

機
管

理
室

や
区

防
災

担
当

と
連

携
す

る
。

・
開

設
す

る
基

準
や

体
制

等
に

つ
い

て
は

、
適

宜
見

直
し

を
行

う
。

子
ど

も
家

庭
局

4
4
1
0
5

5
災

害
時

に
は

各
都

市
の

男
女

共
同

参
画

セ
ン

タ
ー

と
連

携
を

取
り

、
情

報
収

集
を

す
る

。

大
規

模
災

害
時

に
防

災
相

互
支

援
シ

ス
テ

ム
に

よ
り

、
全

国
の

男
女

共
同

参
画

セ
ン

タ
ー

と
情

報
交

換
な

ど
の

連
携

を
と

る
。

実
施

機
会

な
し

シ
ス

テ
ム

に
よ

る
情

報
収

集
実

施

実
施

機
会

な
し

シ
ス

テ
ム

に
よ

る
情

報
収

集
実

施

シ
ス

テ
ム

に
よ

る
情

報
収

集
実

施

Ｂ
引

き
続

き
、

情
報

発
信

お
よ

び
情

報
収

集
に

努
め

る
。

総
務

市
民

局

枝
番

事
業

・
取

組
概

要
実

施
内

容
進

捗
今

後
の

取
組

（
課

題
や

見
直

し
）

局
名

男
女

共
同

参
画

の
視

点
を

取
り

入
れ

た
防

災
体

制
を

確
立

す
る

た
め

、
北

九
州

市
防

災
会

議
で

の
女

性
委

員
の

参
画

拡
大

に
努

め
ま

す
。

柱
Ⅳ

N
o
.

取
組

内
容

自
主

防
災

組
織

で
の

女
性

の
参

画
を

推
進

す
る

た
め

、
各

種
研

修
会

等
へ

の
参

加
を

促
し

ま
す

。

安
全

・
安

心
な

避
難

所
生

活
の

確
保

を
は

じ
め

、
男

女
の

ニ
ー

ズ
の

違
い

な
ど

、
男

女
双

方
の

視
点

に
配

慮
し

た
取

組
に

対
す

る
、

普
及

・
啓

発
を

図
り

ま
す

。

4
4
1
0
4

乳
幼

児
や

妊
産

婦
な

ど
、

女
性

や
子

育
て

家
庭

の
ニ

ー
ズ

に
配

慮
し

た
避

難
所

運
営

な
ど

に
取

り
組

み
ま

す
。

大
規

模
災

害
発

生
時

等
に

女
性

相
談

窓
口

を
設

置
し

ま
す

。
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女
性

に
対

す
る

暴
力

の
根

絶
な

ど
安

心
し

て
暮

ら
せ

る
社

会
の

実
現

施
策

の
方

向
　

１
女

性
に

対
す

る
暴

力
の

防
止

及
び

被
害

者
の

支
援

具
体

的
政

策
　

（
１

）
配

偶
者

等
か

ら
の

暴
力

を
許

さ
な

い
意

識
の

醸
成

項
目

R
1
年

度
R

2
年

度
R

3
年

度
R

4
年

度
R

5
年

度

5
1
1
0
1

1

Ｄ
Ｖ

や
デ

ー
ト

Ｄ
Ｖ

予
防

啓
発

カ
ー

ド
を

市
民

セ
ン

タ
ー

や
区

役
所

、
市

役
所

本
庁

舎
等

公
共

施
設

に
設

置
す

る
。

ま
た

、
出

前
講

演
や

学
校

等
の

要
望

に
応

じ
て

デ
ー

ト
Ｄ

Ｖ
予

防
啓

発
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
を

配
布

す
る

。
さ

ら
に

、
内

閣
府

の
「
女

性
に

対
す

る
暴

力
を

な
く
す

運
動

」
（
1
1
月

）
に

連
動

し
て

ム
ー

ブ
1
階

交
流

広
場

に
お

い
て

「
身

体
的

暴
力

だ
け

が
Ｄ

Ｖ
で

は
あ

り
ま

せ
ん

」
の

パ
ネ

ル
展

示
を

行
う

。

パ
ネ

ル
展

示
デ

ー
ト

Ｄ
Ｖ

フ
ァ

シ
リ

テ
ー

タ
ー

・
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

講
座

実
施

実
施

実
施

一
部

実
施

一
部

実
施

Ｂ

予
防

啓
発

カ
ー

ド
の

設
置

、
パ

ネ
ル

展
示

や
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
の

配
布

を
引

き
続

き
実

施
す

る
。

な
お

、
デ

ー
ト

D
V

フ
ァ

シ
リ

テ
ー

タ
ー

・
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

講
座

は
必

要
時

の
開

催
と

す
る

。

総
務

市
民

局

5
1
1
0
2

2
デ

ー
ト

D
V

防
止

に
取

り
組

ん
で

い
る

団
体

と
協

力
し

て
、

高
校

生
や

大
学

生
等

の
若

年
層

に
対

し
て

出
前

講
座

を
実

施
し

、
デ

ー
ト

D
V

に
関

す
る

理
解

を
促

進
す

る
。

デ
ー

ト
D

V
予

防
教

室
①

実
施

回
数

②
参

加
人

数

①
2
1
回

②
3
,3

4
0

人

①
1
3
回

②
2
,1

2
4

人

①
1
6
回

②
2
,4

1
0

人

①
1
5
回

②
2
,3

2
9

人

①
1
7
回

②
2
,6

0
7

人
Ａ

引
き

続
き

、
団

体
と

協
力

し
て

デ
ー

ト
D

V
予

防
教

室
を

実
施

し
、

若
年

層
に

対
す

る
デ

ー
ト

D
V

予
防

の
広

報
啓

発
に

努
め

る
。

総
務

市
民

局

3
-
1

①
女

性
へ

の
暴

力
ゼ

ロ
特

別
講

座
②

女
性

へ
の

暴
力

ゼ
ロ

ホ
ッ

ト
ラ

イ
ン

③
福

岡
県

内
男

女
共

同
参

画
セ

ン
タ

ー
共

同
Ｄ

Ｖ
防

止
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン

①
講

座
参

加
人

数
②

ホ
ッ

ト
ラ

イ
ン

相
談

件
数

③
Ｄ

Ｖ
防

止
の

チ
ラ

シ
と

ノ
ベ

ル
テ

ィ
を

配
布

（
Ｊ
Ｒ

小
倉

駅
改

札
前

広
場

）

①
2
5
名

②
1
8
件

③
実

施

①
3
0
名

②
3
0
件

③
実

施

①
3
3
名

②
2
1
件

③
実

施

①
2
6
名

②
2
3
件

③
実

施

①
1
6
8
名

②
2
0
件

③
実

施
Ａ

今
後

も
、

暴
力

を
受

け
た

被
害

女
性

が
、

早
期

に
相

談
や

支
援

に
つ

な
が

る
よ

う
、

予
防

や
加

害
者

支
援

も
含

め
た

事
業

や
周

知
を

行
う

。
総

務
市

民
局

3
-
2

女
性

に
対

す
る

暴
力

を
な

く
す

運
動

に
合

わ
せ

て
、

新
聞

や
フ

リ
ー

ペ
ー

パ
ー

な
ど

で
広

報
を

行
う

。

①
新

聞
②

フ
リ

ー
ペ

ー
パ

ー
③

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
広

告

①
4
件

②
1
件

①
8
件

②
1
件

①
4
件

②
1
件

③
1
件

-
Ｅ

広
報

に
つ

い
て

は
事

業
終

了
。

今
後

は
男

女
共

同
参

画
セ

ン
タ

ー
等

の
施

設
を

ラ
イ

ト
ア

ッ
プ

し
、

P
R

を
行

う
。

総
務

市
民

局

3
-
3

毎
年

、
内

閣
府

の
「
男

女
共

同
参

画
週

間
」
や

「
女

性
に

対
す

る
暴

力
を

な
く
す

運
動

」
に

合
わ

せ
、

福
岡

県
弁

護
士

会
北

九
州

部
会

と
共

催
で

、
弁

護
士

や
相

談
室

相
談

員
、

各
区

役
所

子
ど

も
・
家

庭
相

談
コ

ー
ナ

ー
相

談
員

等
に

よ
る

電
話

相
談

（
ホ

ッ
ト

ラ
イ

ン
）
を

実
施

し
て

い
る

。
①

女
性

へ
の

人
権

侵
害

相
談

ホ
ッ

ト
ラ

イ
ン

②
女

性
へ

の
暴

力
ゼ

ロ
ホ

ッ
ト

ラ
イ

ン
③

性
別

に
よ

る
人

権
侵

害
相

談

①
女

性
へ

の
人

権
侵

害
相

談
ホ

ッ
ト

ラ
イ

ン
②

女
性

へ
の

暴
力

ゼ
ロ

ホ
ッ

ト
ラ

イ
ン ③

性
別

に
よ

る
人

権
侵

害
相

談
総

数
　

（
電

話
相

談
件

数
、

面
接

相
談

件
数

）

①
1
2
件

②
6
件

③
1
0
2
件

①
1
9
件

②
1
1
件

③
8
4
件

①
1
4
件

②
7
件

③
1
4
0
件

①
1
0
件

②
1
3
件

③
1
8
9
件

①
1
3
件

②
7
件

③
9
0
件

Ａ

女
性

へ
の

人
権

侵
害

や
暴

力
被

害
に

対
し

て
、

専
門

的
な

相
談

対
応

が
気

軽
に

で
き

る
場

を
提

供
す

る
た

め
、

引
き

続
き

、
福

岡
県

弁
護

士
会

北
九

州
部

会
等

と
連

携
し

、
ホ

ッ
ト

ラ
イ

ン
を

開
催

す
る

総
務

市
民

局

5
1
1
0
4

4
市

政
だ

よ
り

、
市

政
テ

レ
ビ

、
市

政
ラ

ジ
オ

や
市

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
を

通
じ

て
、

男
女

共
同

参
画

社
会

の
推

進
や

女
性

の
人

権
問

題
等

に
関

す
る

情
報

を
発

信
す

る
。

市
政

だ
よ

り
、

市
政

テ
レ

ビ
、

市
政

ラ
ジ

オ
や

市
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
等

を
通

じ
て

、
男

女
共

同
参

画
社

会
の

推
進

や
女

性
の

人
権

問
題

等
に

関
す

る
情

報
を

発
信

し
た

。

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

Ａ
引

き
続

き
、

市
政

だ
よ

り
、

市
政

テ
レ

ビ
、

市
政

ラ
ジ

オ
や

市
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
等

を
通

じ
て

、
男

女
共

同
参

画
社

会
の

推
進

や
女

性
の

人
権

問
題

等
に

関
す

る
情

報
を

発
信

す
る

。
市

長
公

室

5
1
1
0
5

5
№

4
1
1
0
5
の

再
掲

№
4
1
1
0
5
の

再
掲

保
健

福
祉

局

5
1
1
0
6

6
幼

児
か

ら
高

校
生

ま
で

、
発

達
段

階
に

応
じ

た
人

権
教

育
を

推
進

す
る

。

各
学

校
・
園

に
お

い
て

は
、

人
権

教
育

は
教

育
活

動
の

基
盤

で
あ

る
と

の
認

識
に

立
ち

、
幼

児
児

童
生

徒
の

発
達

段
階

に
即

し
て

、
教

育
活

動
全

体
を

通
じ

て
推

進
す

る
。

人
権

教
育

指
導

資
料

「
あ

そ
ぼ

う
」
、

人
権

教
育

教
材

集
「
新

版
い

の
ち

」
、

「
明

日
へ

の
伝

言
板

」
等

を
活

用
し

、
幼

児
児

童
生

徒
の

興
味

関
心

を
高

め
、

創
意

工
夫

さ
れ

た
人

権
学

習
を

行
う

。

各
種

資
料

、
教

材
を

活
用

し
た

人
権

学
習 1
0
0
％

実
施

各
種

資
料

、
教

材
を

活
用

し
た

人
権

学
習 1
0
0
％

実
施

各
種

資
料

、
教

材
を

活
用

し
た

人
権

学
習 1
0
0
％

実
施

各
種

資
料

、
教

材
を

活
用

し
た

人
権

学
習 1
0
0
％

実
施

各
種

資
料

、
教

材
を

活
用

し
た

人
権

学
習 1
0
0
％

実
施

Ａ

児
童

生
徒

の
人

権
意

識
高

揚
の

た
め

、
創

意
工

夫
し

た
人

権
学

習
の

充
実

を
目

指
し

、
今

後
も

人
権

教
育

指
導

資
料

「
あ

そ
ぼ

う
」
、

人
権

教
育

教
材

集
「
新

版
い

の
ち

」
、

「
明

日
へ

の
伝

言
板

」
を

活
用

す
る

よ
う

に
よ

う
周

知
を

継
続

す
る

。

教
育

委
員

会

N
o
.

取
組

内
容

枝
番

事
業

・
取

組
概

要
実

施
内

容
進

捗
今

後
の

取
組

（
課

題
や

見
直

し
）

局
名

市
政

だ
よ

り
、

市
政

テ
レ

ビ
、

S
N

S
等

、
様

々
な

媒
体

を
通

じ
て

、
女

性
の

人
権

問
題

等
に

関
す

る
広

報
・
啓

発
活

動
を

行
い

ま
す

。

柱
Ⅴ

様
々

な
人

権
課

題
の

ひ
と

つ
と

し
て

、
人

権
講

演
会

や
ラ

ジ
オ

、
広

報
紙

等
に

よ
る

人
権

啓
発

事
業

で
、

女
性

の
人

権
問

題
等

に
関

す
る

テ
ー

マ
を

取
り

上
げ

ま
す

。
(再

掲
）

人
権

を
尊

重
し

、
暴

力
を

許
さ

な
い

意
識

を
醸

成
す

る
た

め
、

幼
児

か
ら

高
校

生
ま

で
、

発
達

段
階

に
応

じ
た

人
権

教
育

を
推

進
し

ま
す

。

D
V

や
デ

ー
ト

D
V

に
関

す
る

理
解

を
促

進
す

る
た

め
、

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

等
で

広
報

啓
発

を
行

い
ま

す
。

デ
ー

ト
D

V
に

関
す

る
理

解
を

促
進

す
る

た
め

、
高

校
生

・
大

学
生

等
若

年
層

に
対

す
る

デ
ー

ト
D

V
予

防
教

室
を

実
施

し
ま

す
。

5
1
1
0
3

内
閣

府
の

「
女

性
に

対
す

る
暴

力
を

な
く

す
運

動
」
(1

1
/
1
2
～

1
1
/
2
5
)に

合
わ

せ
、

期
間

中
に

様
々

な
啓

発
活

動
を

実
施

し
ま

す
。
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項
目

R
1
年

度
R

2
年

度
R

3
年

度
R

4
年

度
R

5
年

度

7
-
1

①
北

九
州

市
家

庭
支

援
推

進
保

育
研

修
会

開
催

②
人

権
同

和
保

育
推

進
の

た
め

に
研

修
会

に
参

加

①
北

九
州

市
家

庭
支

援
推

進
保

育
研

修
会

開
催

数
、

参
加

人
数

②
参

加
人

権
等

研
修

数
、

参
加

人
数

①
1
回

、
9
0

人 ②
9
研

修
、

3
4
人

参
加

①
1
回

、
5
0

人 ②
3
研

修
、

7
人

参
加

①
1
回

、
4
8

人 ②
8
研

修
、

1
9
人

参
加

①
1
回

、
4
9

人 ②
8
研

修
、

2
0
人

参
加

①
1
回

、
4
8

人 ②
9
研

修
、

1
9
人

参
加

Ａ
①

家
庭

支
援

保
育

所
以

外
の

保
育

所
に

も
参

加
の

呼
び

か
け

を
検

討
し

継
続

す
る

。
子

ど
も

家
庭

局

7
-
2

保
育

所
の

職
員

及
び

学
校

の
教

職
員

等
に

対
し

て
人

権
教

育
に

関
す

る
研

修
を

実
施

す
る

。

　
「
人

権
教

育
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
」
を

活
用

し
た

研
修

の
実

施
目

標
：
1
0
0
％

実
績

：
1
0
0
％

実
績

：
9
2
.4

％
実

績
：

1
0
0
％

実
績

：
1
0
0
％

実
績

：
1
0
0
％

実
績

：
1
0
0
％

Ａ
教

職
員

の
人

権
意

識
高

揚
の

た
め

、
「
人

権
教

育
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
」
や

他
の

発
刊

物
を

活
用

し
た

教
職

員
研

修
を

推
進

す
る

よ
う

、
教

育
セ

ン
タ

ー
と

連
携

を
図

り
周

知
を

行
う

。
教

育
委

員
会

8

年
１

回
、

地
域

の
民

生
委

員
の

代
表

で
あ

る
地

区
会

長
に

対
し

て
、

重
要

課
題

の
ひ

と
つ

で
あ

る
人

権
問

題
を

中
心

に
、

昨
今

の
福

祉
課

題
を

的
確

に
と

ら
え

る
研

修
を

実
施

す
る

。
ま

た
、

各
地

区
に

お
い

て
伝

達
研

修
を

行
い

、
全

民
生

委
員

へ
の

周
知

を
図

っ
て

い
る

。

①
研

修
日

②
参

加
者

数
③

研
修

テ
ー

マ

-
(新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
拡

大
防

止
の

た
め

中
止

)

①
令

和
3

年
3
月

2
9

日
（
月

）
②

1
3
3
名

③
（
1
）
高

齢
者

虐
待

防
止

に
つ

い
て

（
2
）

成
年

後
見

制
度

に
つ

い
て

（
3
）

児
童

虐
待

防
止

に
つ

い
て

①
令

和
4

年
3
月

2
4

日
（
木

）
②

1
3
3
名

③
”
ひ

き
こ

も
り

”
と

自
殺

対
策

に
つ

い
て

①
令

和
5

年
3
月

2
3

日
（
木

）
②

1
3
3
名

③
（
1
）
人

権
文

化
の

ま
ち

づ
く
り

「
同

和
問

題
（
部

落
差

別
）
に

つ
い

て
」

～
「
誰

か
」

の
こ

と
じ

ゃ
な

い
。

～
（
2
）
福

祉
避

難
所

に
つ

い
て

①
令

和
6

年
3
月

2
1

日
(木

）
②

1
3
3
名

③
（
１

）
「
北

九
州

市
の

防
災

に
つ

い
て

」
（
２

）
「
身

体
障

が
い

者
相

談
員

及
び

知
的

障
が

い
者

相
談

員
に

つ
い

て
（
３

）
「
孤

独
・
孤

立
対

策
に

つ
い

て
」

Ａ
今

後
も

様
々

な
研

修
や

会
議

を
通

じ
、

人
権

意
識

の
高

揚
を

図
っ

て
い

く
。

保
健

福
祉

局

8

年
１

回
、

地
域

の
民

生
委

員
の

代
表

で
あ

る
地

区
会

長
に

対
し

て
、

重
要

課
題

の
ひ

と
つ

で
あ

る
人

権
問

題
を

中
心

に
、

昨
今

の
福

祉
課

題
を

的
確

に
と

ら
え

る
研

修
を

実
施

す
る

。
ま

た
、

各
地

区
に

お
い

て
伝

達
研

修
を

行
い

、
全

民
生

委
員

へ
の

周
知

を
図

っ
て

い
る

。

①
研

修
日

②
参

加
者

数
③

研
修

テ
ー

マ

-
(新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
拡

大
防

止
の

た
め

中
止

)

①
令

和
3

年
3
月

2
9

日
（
月

）
②

1
3
3
名

③
（
1
）
高

齢
者

虐
待

防
止

に
つ

い
て

（
2
）

成
年

後
見

制
度

に
つ

い
て

（
3
）

児
童

虐
待

防
止

に
つ

い
て

①
令

和
4

年
3
月

2
4

日
（
木

）
②

1
3
3
名

③
”
ひ

き
こ

も
り

”
と

自
殺

対
策

に
つ

い
て

①
令

和
5

年
3
月

2
3

日
（
木

）
②

1
3
3
名

③
（
1
）
人

権
文

化
の

ま
ち

づ
く
り

「
同

和
問

題
（
部

落
差

別
）
に

つ
い

て
」

～
「
誰

か
」

の
こ

と
じ

ゃ
な

い
。

～
（
2
）
福

祉
避

難
所

に
つ

い
て

①
令

和
6

年
3
月

2
1

日
(木

）
②

1
3
3
名

③
（
１

）
「
北

九
州

市
の

防
災

に
つ

い
て

」
（
２

）
「
身

体
障

が
い

者
相

談
員

及
び

知
的

障
が

い
者

相
談

員
に

つ
い

て
（
３

）
「
孤

独
・
孤

立
対

策
に

つ
い

て
」

Ａ
今

後
も

様
々

な
研

修
や

会
議

を
通

じ
、

人
権

意
識

の
高

揚
を

図
っ

て
い

く
。

子
ど

も
家

庭
局

枝
番

事
業

・
取

組
概

要
実

施
内

容
進

捗
今

後
の

取
組

（
課

題
や

見
直

し
）

局
名

5
1
1
0
7

人
権

を
尊

重
し

、
暴

力
を

許
さ

な
い

意
識

を
醸

成
す

る
た

め
、

保
育

所
の

職
員

、
学

校
の

教
職

員
等

に
対

し
て

人
権

研
修

を
実

施
し

ま
す

。

5
1
1
0
8

民
生

委
員

・
児

童
委

員
等

の
地

域
の

福
祉

関
係

者
に

対
し

て
、

人
権

を
尊

重
し

、
暴

力
を

許
さ

な
い

意
識

を
醸

成
す

る
た

め
の

啓
発

を
実

施
し

ま
す

。

N
o
.

取
組

内
容

49



項
目

R
1
年

度
R

2
年

度
R

3
年

度
R

4
年

度
R

5
年

度

9
①

北
九

州
市

家
庭

支
援

推
進

保
育

研
修

会
開

催
②

人
権

同
和

保
育

推
進

の
た

め
に

研
修

会
に

参
加

①
北

九
州

市
家

庭
支

援
推

進
保

育
研

修
会

開
催

数
、

参
加

人
数

②
参

加
人

権
等

研
修

数
、

参
加

人
数

①
1
回

、
9
0
人

②
9
研

修
、

3
4
人

参
加

①
1
回

、
5
0
人

②
3
研

修
、

7
人

参
加

①
1
回

、
4
8
人

②
8
研

修
、

1
9
人

参
加

①
1
回

、
4
9
人

②
8
研

修
、

2
0
人

参
加

①
1
回

、
4
8

人 ②
9
研

修
、

1
9
人

参
加

Ａ
①

家
庭

支
援

保
育

所
以

外
の

保
育

所
に

も
参

加
を

呼
び

か
け

る
か

を
検

討
し

継
続

す
る

。
子

ど
も

家
庭

局

9
-
1

・
生

徒
指

導
学

校
支

援
ラ

イ
ン

の
区

担
当

指
導

主
事

が
、

学
校

訪
問

に
よ

る
教

室
巡

回
す

る
こ

と
や

、
教

諭
、

養
護

教
諭

、
ス

ク
ー

ル
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
等

の
学

校
関

係
者

が
、

子
ど

も
の

観
察

や
地

域
・
関

係
機

関
か

ら
の

情
報

に
よ

り
、

D
V

被
害

者
の

子
ど

も
の

早
期

発
見

に
努

め
る

。
状

況
に

よ
っ

て
は

、
ス

ク
ー

ル
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

を
派

遣
し

、
関

係
機

関
と

連
携

し
な

が
ら

実
態

の
把

握
を

行
う

。
ま

た
、

生
徒

指
導

主
事

・
主

任
会

議
に

お
い

て
、

区
担

当
指

導
主

事
が

関
係

機
関

と
の

連
携

に
関

す
る

指
導

助
言

を
行

う
。

・
担

当
課

長
及

び
指

導
主

事
、

ス
ク

ー
ル

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
が

北
九

州
市

要
保

護
児

童
対

策
地

域
協

議
会

及
び

各
区

要
保

護
児

童
対

策
実

務
者

会
議

に
参

加
し

、
各

機
関

と
の

連
携

を
図

る
。

適
切

な
対

応
の

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

Ａ

D
V

被
害

の
早

期
発

見
に

努
め

る
た

め
に

は
、

学
校

、
教

育
委

員
会

、
各

関
係

機
関

（
子

ど
も

総
合

セ
ン

タ
ー

、
各

区
子

ど
も

家
庭

相
談

コ
ー

ナ
ー

、
警

察
等

）
の

情
報

共
有

を
正

確
、

か
つ

迅
速

に
行

い
、

連
携

を
強

化
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
D

V
の

ケ
ー

ス
は

増
加

し
て

お
り

、
ス

ピ
ー

デ
ィ

ー
に

対
応

す
る

た
め

の
連

携
強

化
に

努
め

る
。

教
育

委
員

会

女
性

に
対

す
る

暴
力

の
根

絶
な

ど
安

心
し

て
暮

ら
せ

る
社

会
の

実
現

施
策

の
方

向
　

１
女

性
に

対
す

る
暴

力
の

防
止

及
び

被
害

者
の

支
援

具
体

的
政

策
　

（
２

）
Ｄ

Ｖ
被

害
相

談
体

制
の

充
実

項
目

R
1
年

度
R

2
年

度
R

3
年

度
R

4
年

度
R

5
年

度

5
1
2
0
1

1
配

偶
者

暴
力

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

に
、

各
区

子
ど

も
・
家

庭
相

談
コ

ー
ナ

ー
の

相
談

員
を

支
援

す
る

た
め

の
統

括
指

導
員

を
配

置
す

る
。

統
括

指
導

員
１

名
を

継
続

配
置

配
置

配
置

配
置

配
置

配
置

Ａ
統

括
指

導
員

（
ス

ー
パ

ー
バ

イ
ザ

ー
）
の

ス
キ

ル
を

向
上

さ
せ

る
と

と
も

に
、

各
区

子
ど

も
・
家

庭
相

談
コ

ー
ナ

ー
相

談
員

と
の

連
携

を
図

る
。

子
ど

も
家

庭
局

5
1
2
0
2

2

各
区

役
所

に
「
子

ど
も

・
家

庭
相

談
コ

ー
ナ

ー
」
を

設
置

し
、

子
ど

も
と

家
庭

に
関

す
る

あ
ら

ゆ
る

相
談

を
ひ

と
つ

の
窓

口
で

受
け

、
母

子
家

庭
の

自
立

支
援

、
Ｄ

Ｖ
被

害
者

対
応

、
児

童
虐

待
等

、
そ

れ
ぞ

れ
の

相
談

に
応

じ
た

支
援

・
対

応
を

行
う

と
と

も
に

、
必

要
に

応
じ

て
他

の
機

関
の

サ
ー

ビ
ス

・
支

援
へ

と
つ

な
げ

る
。

市
が

主
催

す
る

新
任

者
・
主

務
者

研
修

及
び

福
岡

県
女

性
相

談
所

の
研

修
等

へ
の

参
加

。

研
修

実
施

及
び

参
加

研
修

実
施

及
び

参
加

研
修

実
施

及
び

参
加

研
修

実
施

及
び

参
加

研
修

実
施

及
び

参
加

Ａ

各
区

の
子

ど
も

・
家

庭
相

談
コ

ー
ナ

ー
の

相
談

員
が

、
家

庭
と

子
ど

も
に

関
す

る
あ

ら
ゆ

る
相

談
に

対
し

、
引

き
続

き
関

係
機

関
と

連
携

し
な

が
ら

、
相

談
者

ひ
と

り
一

人
の

不
安

や
負

担
感

の
軽

減
を

図
る

。

子
ど

も
家

庭
局

5
1
2
0
3

3

民
生

委
員

・
児

童
委

員
は

、
特

に
福

祉
分

野
（
高

齢
者

・
障

害
の

あ
る

方
・
子

ど
も

な
ど

）
の

分
野

で
相

談
に

対
応

し
、

助
言

・
援

助
・
必

要
な

情
報

提
供

な
ど

を
行

う
。

地
域

住
民

が
必

要
な

サ
ー

ビ
ス

を
受

け
ら

れ
る

よ
う

関
係

機
関

と
の

「
つ

な
ぎ

役
」

と
な

り
、

地
域

を
見

守
る

。

相
談

・
支

援
件

数
7
0
,6

3
5
件

5
5
,3

9
5
件

5
9
,5

5
5
件

6
1
,0

1
2
件

5
8
1
4
8
件

Ａ
今

後
も

地
域

住
民

が
必

要
な

サ
ー

ビ
ス

を
受

け
ら

れ
る

よ
う

関
係

機
関

と
の

「
つ

な
ぎ

役
」
と

な
り

、
地

域
の

見
守

り
を

行
う

。
保

健
福

祉
局

5
1
2
0
3

3

民
生

委
員

・
児

童
委

員
は

、
特

に
福

祉
分

野
（
高

齢
者

・
障

害
の

あ
る

方
・
子

ど
も

な
ど

）
の

分
野

で
相

談
に

対
応

し
、

助
言

・
援

助
・
必

要
な

情
報

提
供

な
ど

を
行

う
。

地
域

住
民

が
必

要
な

サ
ー

ビ
ス

を
受

け
ら

れ
る

よ
う

関
係

機
関

と
の

「
つ

な
ぎ

役
」

と
な

り
、

地
域

を
見

守
る

。

相
談

・
支

援
件

数
7
0
,6

3
5
件

5
5
,3

9
5
件

5
9
,5

5
5
件

6
1
,0

1
2
件

5
8
1
4
8
件

Ａ
今

後
も

地
域

住
民

が
必

要
な

サ
ー

ビ
ス

を
受

け
ら

れ
る

よ
う

関
係

機
関

と
の

「
つ

な
ぎ

役
」
と

な
り

、
地

域
の

見
守

り
を

行
う

。
子

ど
も

家
庭

局

枝
番

事
業

・
取

組
概

要
実

施
内

容
進

捗
今

後
の

取
組

（
課

題
や

見
直

し
）

局
名

N
o
.

取
組

内
容

枝
番

事
業

・
取

組
概

要
実

施
内

容
進

捗
今

後
の

取
組

（
課

題
や

見
直

し
）

局
名

5
1
1
0
9

保
育

所
の

職
員

や
教

諭
、

養
護

教
諭

、
ス

ク
ー

ル
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
等

の
学

校
関

係
者

へ
の

D
V

被
害

に
関

す
る

啓
発

、
周

知
を

行
い

、
D

V
被

害
者

の
子

ど
も

の
早

期
発

見
に

努
め

ま
す

。

「
配

偶
者

暴
力

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

」
や

各
区

子
ど

も
・
家

庭
相

談
コ

ー
ナ

ー
で

の
相

談
体

制
の

充
実

を
図

る
た

め
、

「
配

偶
者

暴
力

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

」
に

統
括

指
導

員
（
ス

ー
パ

ー
バ

イ
ザ

ー
）
を

配
置

し
ま

す
。

区
役

所
の

子
ど

も
・
家

庭
相

談
コ

ー
ナ

ー
に

お
い

て
、

D
V

相
談

を
含

め
子

ど
も

と
家

庭
に

関
す

る
あ

ら
ゆ

る
相

談
に

ワ
ン

ス
ト

ッ
プ

で
応

じ
、

各
種

支
援

制
度

の
適

用
や

関
係

機
関

等
へ

つ
な

ぐ
等

そ
れ

ぞ
れ

の
相

談
内

容
に

応
じ

た
支

援
を

行
い

ま
す

。
支

援
に

あ
た

っ
て

は
、

関
係

機
関

等
か

ら
情

報
を

収
集

す
る

と
と

も
に

緊
密

に
連

携
し

、
包

括
的

・
継

続
的

な
支

援
を

調
整

、
実

施
し

ま
す

。

地
域

住
民

の
相

談
に

対
し

、
相

談
者

の
状

況
に

応
じ

て
、

民
生

委
員

・
児

童
委

員
が

関
係

機
関

に
つ

な
ぎ

ま
す

。

地
域

住
民

の
相

談
に

対
し

、
相

談
者

の
状

況
に

応
じ

て
、

民
生

委
員

・
児

童
委

員
が

関
係

機
関

に
つ

な
ぎ

ま
す

。

柱
Ⅴ

N
o
.

取
組

内
容

50



項
目

R
1
年

度
R

2
年

度
R

3
年

度
R

4
年

度
R

5
年

度

4
-
1

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

を
中

心
と

し
た

、
地

域
団

体
、

医
療

機
関

、
警

察
、

法
律

関
係

等
と

の
連

携
に

よ
る

対
応

を
行

う
。

虐
待

等
の

相
談

件
数

3
,6

3
9
件

3
,9

0
9
件

5
,1

5
7
件

6
,3

8
7
件

7
,6

0
2
件

Ｂ

高
齢

者
虐

待
に

関
し

て
は

、
引

き
続

き
、

統
括

支
援

セ
ン

タ
ー

が
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
を

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

し
、

弁
護

士
、

警
察

等
の

関
係

機
関

と
連

携
し

な
が

ら
対

応
す

る
。

ま
た

、
老

人
福

祉
法

の
「
や

む
を

得
な

い
事

由
に

よ
る

措
置

」
や

「
成

年
後

見
の

市
長

申
し

立
て

」
等

を
活

用
し

、
迅

速
か

つ
適

切
に

対
応

す
る

。

保
健

福
祉

局

4
-
2

№
3
2
3
0
5
の

再
掲

№
3
2
3
0
5
の

再
掲

保
健

福
祉

局

5
1
2
0
5

5

「
（
公

財
）
北

九
州

国
際

交
流

協
会

」
と

の
連

携
に

よ
り

、
以

下
の

と
お

り
実

施
す

る
。

①
外

国
人

市
民

を
対

象
と

し
た

専
門

家
に

よ
る

無
料

相
談

窓
口

や
、

日
常

生
活

レ
ベ

ル
で

の
悩

み
を

相
談

で
き

る
一

般
相

談
窓

口
の

開
設

②
区

役
所

等
で

の
相

談
時

に
行

政
通

訳
者

等
の

派
遣

①
 無

料
入

国
・
在

留
・
国

籍
手

続
相

談
会

の
開

催
　

　
（
県

行
政

書
士

会
と

の
共

催
）

②
無

料
法

律
相

談
会

の
開

催
　

　
（
県

弁
護

士
会

北
九

州
部

会
と

の
共

催
）

③
無

料
心

理
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

の
開

催
（
臨

床
心

理
士

）
④

日
本

語
・
英

語
・
中

国
語

・
韓

国
語

・
ベ

ト
ナ

ム
語

に
よ

る
 外

国
人

一
般

相
談

窓
口

の
設

置
（
相

談
件

数
）

　
 ※

窓
口

設
置

場
所

：
八

幡
西

区
コ

ム
シ

テ
ィ

、
小

倉
北

区
役

所
⑤

行
政

・
医

療
通

訳
の

個
別

派
遣

（
通

訳
件

数
）

⑥
外

国
人

支
援

関
係

機
関

連
絡

会
議

の
開

催

①
6
3
件

②
1
3
件

③
5
件

④
1
,3

9
5

件 ⑤
1
9
5
件

⑥
2
回

①
3
8
件

②
1
0
件

③
0
件

④
1
,2

0
1

件 ⑤
1
4
8
件

⑥
2
回

①
4
4
件

②
1
3
件

③
3
件

④
1
,1

2
0

件 ⑤
1
9
1
件

⑥
2
回

①
3
7
件

②
1
5
件

③
2
件

④
1
,1

4
0

件 ⑤
2
0
6
件

⑥
2
回

①
5
4
件

②
1
6
件

③
0
件

④
9
6
0
件

⑤
1
7
0
件

⑥
2
回

Ｂ

　
外

国
人

市
民

が
生

活
す

る
上

で
の

情
報

提
供

や
相

談
に

多
言

語
で

一
元

的
に

対
応

す
る

窓
口

で
あ

る
「
北

九
州

市
多

文
化

共
生

ワ
ン

ス
ト

ッ
プ

イ
ン

フ
ォ

メ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
」
を

中
心

に
、

行
政

書
士

会
、

弁
護

士
会

な
ど

に
よ

る
専

門
家

相
談

、
行

政
及

び
医

療
通

訳
等

を
実

施
す

る
こ

と
で

、
外

国
人

市
民

が
暮

ら
し

や
す

い
環

境
整

備
を

行
っ

て
い

る
。

令
和

5
年

度
は

、
電

話
や

メ
ー

ル
、

対
面

で
の

対
応

を
実

施
し

た
ほ

か
、

多
面

的
か

つ
継

続
的

な
支

援
を

必
要

と
す

る
相

談
に

対
し

て
は

、
社

会
福

祉
士

の
資

格
と

外
国

人
支

援
に

関
す

る
知

識
・
経

験
を

持
つ

「
多

文
化

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
」
が

関
係

機
関

と
連

携
し

、
相

談
者

に
寄

り
添

っ
た

長
期

的
な

フ
ォ

ロ
ー

を
実

施
し

た
。

　
今

後
も

引
き

続
き

、
き

め
細

や
か

な
対

応
に

よ
っ

て
事

業
を

推
進

し
て

い
く
と

と
も

に
、

令
和

6
年

度
は

、
ワ

ン
ス

ト
ッ

プ
イ

ン
フ

ォ
メ

ー
シ

ョ
ン

の
あ

る
八

幡
西

区
・
小

倉
北

区
以

外
の

区
役

所
で

も
北

九
州

国
際

交
流

協
会

の
相

談
窓

口
を

知
っ

て
も

ら
う

た
め

、
他

区
役

所
等

で
の

オ
ン

ラ
イ

ン
相

談
を

検
討

す
る

。

政
策

局

6
-
1

各
区

役
所

に
「
子

ど
も

・
家

庭
相

談
コ

ー
ナ

ー
」
を

設
置

し
、

子
ど

も
と

家
庭

に
関

す
る

あ
ら

ゆ
る

相
談

を
ひ

と
つ

の
窓

口
で

受
け

、
母

子
家

庭
の

自
立

支
援

、
Ｄ

Ｖ
被

害
者

対
応

、
児

童
虐

待
等

、
そ

れ
ぞ

れ
の

相
談

に
応

じ
た

支
援

・
対

応
を

行
う

と
と

も
に

、
必

要
に

応
じ

て
他

の
機

関
の

サ
ー

ビ
ス

・
支

援
へ

と
つ

な
げ

る
。

子
ど

も
・
家

庭
相

談
コ

ー
ナ

ー
に

お
け

る
男

性
Ｄ

Ｖ
被

害
者

の
相

談
件

数
5
件

2
0
件

1
4
件

6
件

5
件

Ａ

各
区

の
子

ど
も

・
家

庭
相

談
コ

ー
ナ

ー
の

相
談

員
が

、
家

庭
と

子
ど

も
に

関
す

る
あ

ら
ゆ

る
相

談
に

対
し

、
引

き
続

き
関

係
機

関
と

連
携

し
な

が
ら

、
相

談
者

ひ
と

り
一

人
の

不
安

や
負

担
感

の
軽

減
を

図
る

。

子
ど

も
家

庭
局

6
-
2

男
性

臨
床

心
理

士
に

よ
る

「
男

性
の

た
め

の
電

話
相

談
」
（
月

4
回

、
各

2
時

間
）
を

開
設

し
、

男
性

Ｄ
Ｖ

被
害

者
、

加
害

者
か

ら
の

相
談

に
応

じ
て

い
る

。
①

男
性

の
た

め
の

電
話

相
談

件
数

②
う

ち
Ｄ

Ｖ
に

関
す

る
相

談
件

数
①

6
9
件

②
2
件

①
7
2
件

②
0
件

①
7
8
件

②
3
件

①
9
6
件

②
0
件

①
1
2
6
件

②
1
件

Ａ
男

性
に

限
定

し
た

相
談

窓
口

は
女

性
と

比
較

し
少

な
い

こ
と

か
ら

、
今

後
も

相
談

窓
口

の
広

報
に

努
め

、
市

民
へ

の
周

知
を

図
る

。
総

務
市

民
局

7
-
1

各
区

役
所

に
「
子

ど
も

・
家

庭
相

談
コ

ー
ナ

ー
」
を

設
置

し
、

子
ど

も
と

家
庭

に
関

す
る

あ
ら

ゆ
る

相
談

を
ひ

と
つ

の
窓

口
で

受
け

、
母

子
家

庭
の

自
立

支
援

、
Ｄ

Ｖ
被

害
者

対
応

、
児

童
虐

待
等

、
そ

れ
ぞ

れ
の

相
談

に
応

じ
た

支
援

・
対

応
を

行
う

と
と

も
に

、
必

要
に

応
じ

て
他

の
機

関
の

サ
ー

ビ
ス

・
支

援
へ

と
つ

な
げ

る
。

市
が

主
催

す
る

新
任

者
・
主

務
者

研
修

及
び

福
岡

県
女

性
相

談
所

の
研

修
等

へ
の

参
加

。

研
修

実
施

及
び

参
加

研
修

実
施

及
び

参
加

研
修

実
施

及
び

参
加

研
修

実
施

及
び

参
加

研
修

実
施

及
び

参
加

Ａ

各
区

の
子

ど
も

・
家

庭
相

談
コ

ー
ナ

ー
の

相
談

員
が

、
家

庭
と

子
ど

も
に

関
す

る
あ

ら
ゆ

る
相

談
に

対
し

、
引

き
続

き
関

係
機

関
と

連
携

し
な

が
ら

、
相

談
者

ひ
と

り
一

人
の

不
安

や
負

担
感

の
軽

減
を

図
る

。

子
ど

も
家

庭
局

7
-
2

相
談

員
を

内
閣

府
、

福
岡

県
、

子
ど

も
家

庭
局

等
主

催
の

研
修

に
参

加
さ

せ
、

幅
広

い
知

識
と

実
技

を
修

得
さ

せ
る

。
学

ん
だ

内
容

は
伝

達
研

修
に

よ
り

、
知

識
等

を
共

有
す

る
。

・
国

立
女

性
教

育
会

館
　

「
女

性
関

連
施

設
相

談
員

研
修

」
・
福

岡
県

、
女

性
相

談
所

、
あ

す
ば

る
主

催
　

「
女

性
問

題
に

関
わ

る
相

談
員

研
修

会
」
、

「
配

暴
支

援
セ

ン
タ

ー
連

絡
会

議
」
、

「
犯

罪
被

害
者

等
支

援
担

当
職

員
研

修
会

」
、

「
電

話
相

談
実

務
者

研
修

」
ほ

か
・
北

九
州

市
　

「
北

九
州

市
Ｄ

Ｖ
対

策
関

係
機

関
連

絡
会

議
」
　

等

実
施

実
施

（
一

部
オ

ン
ラ

イ
ン

開
催

及
び

中
止

）
あ

り

実
施

（
一

部
オ

ン
ラ

イ
ン

開
催

及
び

中
止

）
あ

り

実
施

（
一

部
オ

ン
ラ

イ
ン

開
催

あ
り

）

実
施

（
一

部
オ

ン
ラ

イ
ン

開
催

あ
り

）

Ａ
今

後
も

、
相

談
員

を
研

修
会

や
連

絡
会

議
等

に
積

極
的

に
参

加
さ

せ
、

専
門

的
な

知
識

の
習

得
や

関
係

機
関

と
の

連
携

強
化

に
努

め
る

。
総

務
市

民
局

N
o
.

取
組

内
容

枝
番

事
業

・
取

組
概

要
実

施
内

容
進

捗
今

後
の

取
組

（
課

題
や

見
直

し
）

局
名

5
1
2
0
7

「
配

偶
者

暴
力

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

」
、

「
男

女
共

同
参

画
セ

ン
タ

ー
」
、

各
区

子
ど

も
・
家

庭
相

談
コ

ー
ナ

ー
な

ど
の

窓
口

相
談

員
の

ス
キ

ル
向

上
の

た
め

、
研

修
の

実
施

や
福

岡
県

等
主

催
の

研
修

会
へ

派
遣

を
行

い
ま

す
。

5
1
2
0
4

高
齢

者
、

障
害

の
あ

る
人

な
ど

、
相

談
者

の
状

況
に

応
じ

て
、

関
係

機
関

が
連

携
し

て
対

応
し

ま
す

。

「
（
公

財
）
北

九
州

国
際

交
流

協
会

」
と

の
連

携
に

よ
り

、
外

国
人

市
民

を
対

象
と

し
た

無
料

相
談

窓
口

の
開

設
や

、
区

役
所

等
で

の
相

談
時

に
行

政
通

訳
者

の
派

遣
を

行
う

ほ
か

、
外

国
人

の
D

V
被

害
者

へ
の

対
応

の
た

め
、

外
国

人
相

談
窓

口
職

員
へ

D
V

に
関

す
る

情
報

提
供

を
行

い
ま

す
。

5
1
2
0
6

男
性

の
D

V
被

害
者

に
対

し
て

、
「
配

偶
者

暴
力

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

」
や

各
区

子
ど

も
・
家

庭
相

談
コ

ー
ナ

ー
、

「
男

女
共

同
参

画
セ

ン
タ

ー
」
に

お
い

て
関

係
機

関
と

連
携

し
て

相
談

に
対

応
し

ま
す

。
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女
性

に
対

す
る

暴
力

の
根

絶
な

ど
安

心
し

て
暮

ら
せ

る
社

会
の

実
現

施
策

の
方

向
　

１
女

性
に

対
す

る
暴

力
の

防
止

及
び

被
害

者
の

支
援

具
体

的
政

策
　

（
３

）
Ｄ

Ｖ
被

害
者

保
護

体
制

の
充

実

項
目

R
1
年

度
R

2
年

度
R

3
年

度
R

4
年

度
R

5
年

度

5
1
3
0
1

1
緊

急
に

保
護

を
行

う
必

要
の

あ
る

母
子

・
婦

人
を

一
時

的
に

保
護

し
、

当
面

の
生

活
の

安
定

を
図

る
。

保
護

件
数

2
9
件

2
8
件

1
6
件

2
5
件

2
2
件

Ａ
今

後
も

事
業

を
継

続
し

、
緊

急
に

保
護

を
行

う
必

要
の

あ
る

母
子

・
婦

人
を

確
実

に
保

護
で

き
る

よ
う

努
め

る
。

子
ど

も
家

庭
局

5
1
3
0
2

2

各
区

役
所

に
「
子

ど
も

・
家

庭
相

談
コ

ー
ナ

ー
」
を

設
置

し
、

子
ど

も
と

家
庭

に
関

す
る

あ
ら

ゆ
る

相
談

を
ひ

と
つ

の
窓

口
で

受
け

、
母

子
家

庭
の

自
立

支
援

、
Ｄ

Ｖ
被

害
者

対
応

、
児

童
虐

待
等

、
そ

れ
ぞ

れ
の

相
談

に
応

じ
た

支
援

・
対

応
を

行
う

と
と

も
に

、
必

要
に

応
じ

て
他

の
機

関
の

サ
ー

ビ
ス

・
支

援
へ

と
つ

な
げ

る
。

必
要

に
応

じ
て

、
Ｄ

Ｖ
被

害
者

の
同

行
支

援
等

を
実

施
。

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

Ａ
引

き
続

き
実

施
す

る
。

子
ど

も
家

庭
局

5
1
3
0
3

3
緊

急
に

保
護

を
行

う
必

要
の

あ
る

母
子

・
婦

人
を

一
時

的
に

保
護

し
、

当
面

の
生

活
の

安
定

を
図

る
。

保
護

件
数

2
9
件

2
8
件

1
6
件

2
5
件

2
2
件

Ａ
今

後
も

事
業

を
継

続
し

、
緊

急
に

保
護

を
行

う
必

要
の

あ
る

母
子

・
婦

人
を

確
実

に
保

護
で

き
る

よ
う

努
め

る
。

子
ど

も
家

庭
局

5
1
3
0
4

4
緊

急
に

保
護

を
行

う
必

要
の

あ
る

母
子

・
婦

人
を

一
時

的
に

保
護

し
、

当
面

の
生

活
の

安
定

を
図

る
。

保
護

件
数

2
9
件

2
8
件

1
6
件

2
5
件

2
2
件

Ａ
今

後
も

事
業

を
継

続
し

、
緊

急
に

保
護

を
行

う
必

要
の

あ
る

母
子

・
婦

人
を

確
実

に
保

護
で

き
る

よ
う

努
め

る
。

子
ど

も
家

庭
局

5
1
3
0
5

5
Ｄ

Ｖ
シ

ェ
ル

タ
ー

（
避

難
所

）
を

運
営

す
る

民
間

団
体

に
補

助
金

を
交

付
し

、
そ

の
活

動
を

支
援

す
る

。
補

助
金

交
付

　
2
ヶ

所
実

施
実

施
実

施
実

施
実

施
Ａ

引
き

続
き

実
施

す
る

。
子

ど
も

家
庭

局

枝
番

事
業

・
取

組
概

要
実

施
内

容
進

捗
今

後
の

取
組

（
課

題
や

見
直

し
）

局
名

D
V

被
害

者
の

安
全

確
保

の
た

め
、

緊
急

一
時

保
護

施
設

へ
の

入
所

等
、

適
切

な
保

護
を

実
施

し
ま

す
。

D
V

被
害

者
の

安
全

確
保

の
た

め
、

必
要

に
応

じ
て

警
察

へ
の

情
報

提
供

や
関

係
機

関
等

へ
の

同
行

支
援

を
行

い
ま

す
。

D
V

被
害

者
の

安
全

確
保

の
た

め
、

緊
急

一
時

保
護

施
設

の
職

員
に

対
し

て
、

必
要

な
情

報
提

供
や

D
V

に
対

す
る

理
解

促
進

の
た

め
に

研
修

を
行

い
ま

す
。

緊
急

一
時

保
護

施
設

入
所

中
の

D
V

被
害

者
に

対
し

て
、

医
療

機
関

へ
の

同
行

な
ど

必
要

な
支

援
を

行
い

ま
す

。

柱
Ⅴ

N
o
.

取
組

内
容

D
V

シ
ェ

ル
タ

ー
を

運
営

す
る

民
間

団
体

に
対

し
て

、
財

政
的

な
支

援
を

実
施

し
ま

す
。
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女
性

に
対

す
る

暴
力

の
根

絶
な

ど
安

心
し

て
暮

ら
せ

る
社

会
の

実
現

施
策

の
方

向
　

１
女

性
に

対
す

る
暴

力
の

防
止

及
び

被
害

者
の

支
援

具
体

的
政

策
　

（
４

）
Ｄ

Ｖ
被

害
者

の
自

立
支

援
の

充
実

及
び

二
次

被
害

防
止

や
情

報
管

理
の

徹
底

項
目

R
1
年

度
R

2
年

度
R

3
年

度
R

4
年

度
R

5
年

度

5
1
4
0
1

1
№

5
1
2
0
2
の

再
掲

№
5
1
2
0
2
の

再
掲

子
ど

も
家

庭
局

5
1
4
0
2

2
配

偶
者

暴
力

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

に
、

各
区

子
ど

も
・
家

庭
相

談
コ

ー
ナ

ー
の

相
談

員
を

支
援

す
る

た
め

の
統

括
指

導
員

（
ス

ー
パ

ー
バ

イ
ザ

ー
）
を

配
置

す
る

。
問

い
合

わ
せ

、
相

談
内

容
に

応
じ

て
適

切
に

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

Ａ
引

き
続

き
実

施
す

る
。

子
ど

も
家

庭
局

5
1
4
0
3

3
Ｄ

Ｖ
を

理
由

と
し

た
婦

人
保

護
施

設
や

生
活

支
援

施
設

の
退

所
者

等
に

つ
い

て
、

そ
の

居
住

の
安

定
を

図
り

自
立

を
支

援
す

る
た

め
定

期
募

集
の

住
宅

困
窮

者
募

集
（
点

数
選

考
）
に

お
い

て
、

優
先

入
居

の
取

扱
い

を
行

っ
て

い
る

。

Ｄ
Ｖ

対
象

者
の

申
込

件
数

、
斡

旋
件

数

申
込

件
数

9
件

斡
旋

件
数

6
件

申
込

件
数

1
5
件

斡
旋

件
数

1
3
件

申
込

件
数

7
件

斡
旋

件
数

6
件

申
込

件
数

9
件

斡
旋

件
数

7
件

申
込

件
数

1
4
件

斡
旋

件
数

1
0
件

Ａ
D

V
被

害
者

へ
の

優
先

入
居

の
取

扱
い

は
今

後
も

継
続

し
て

実
施

す
る

。
都

市
整

備
局

4
-
1

生
活

に
困

窮
す

る
D

V
被

害
者

か
ら

の
相

談
が

あ
っ

た
場

合
は

、
子

ど
も

・
家

庭
相

談
コ

ー
ナ

ー
の

相
談

員
が

い
の

ち
を

つ
な

ぐ
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
コ

ー
ナ

ー
の

相
談

員
と

連
携

し
な

が
ら

、
適

切
な

情
報

提
供

や
助

言
を

行
う

よ
う

に
し

て
い

る
。

問
い

合
わ

せ
、

相
談

内
容

に
応

じ
て

適
切

に
実

施
実

施
実

施
実

施
実

施
実

施
Ａ

今
後

も
実

施
し

て
い

く
保

健
福

祉
局

4
-
2

生
活

保
護

制
度

に
関

す
る

情
報

提
供

や
助

言
を

行
う

と
と

も
に

、
活

用
で

き
る

他
法

他
施

策
の

紹
介

や
、

必
要

な
世

帯
へ

の
生

活
保

護
の

適
用

を
す

る
。

問
い

合
わ

せ
、

相
談

内
容

に
応

じ
て

適
切

に
実

施
実

施
実

施
実

施
実

施
実

施
Ａ

引
き

続
き

、
必

要
な

方
へ

の
情

報
提

供
や

助
言

を
確

実
に

行
う

保
健

福
祉

局

4
-
3

配
偶

者
暴

力
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
に

、
各

区
子

ど
も

・
家

庭
相

談
コ

ー
ナ

ー
の

相
談

員
を

支
援

す
る

た
め

の
統

括
指

導
員

（
ス

ー
パ

ー
バ

イ
ザ

ー
）
を

配
置

す
る

。
　

問
い

合
わ

せ
、

相
談

内
容

に
応

じ
て

適
切

に
実

施
実

施
実

施
実

施
実

施
実

施
Ａ

引
き

続
き

実
施

す
る

。
子

ど
も

家
庭

局

5
1
4
0
5

5
配

偶
者

暴
力

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

に
、

各
区

子
ど

も
・
家

庭
相

談
コ

ー
ナ

ー
の

相
談

員
を

支
援

す
る

た
め

の
統

括
指

導
員

（
ス

ー
パ

ー
バ

イ
ザ

ー
）
を

配
置

す
る

。
問

い
合

わ
せ

、
相

談
内

容
に

応
じ

て
適

切
に

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

Ａ
引

き
続

き
実

施
す

る
。

子
ど

も
家

庭
局

N
o
.

取
組

内
容

枝
番

事
業

・
取

組
概

要
実

施
内

容
進

捗
今

後
の

取
組

（
課

題
や

見
直

し
）

局
名

D
V

被
害

者
や

そ
の

子
ど

も
の

支
援

に
つ

い
て

、
各

区
保

健
福

祉
課

、
「
子

ど
も

総
合

セ
ン

タ
ー

」
、

「
保

健
福

祉
セ

ン
タ

ー
」
等

の
関

係
機

関
と

連
携

し
ま

す
。

区
役

所
の

子
ど

も
・
家

庭
相

談
コ

ー
ナ

ー
に

お
い

て
、

D
V

相
談

を
含

め
子

ど
も

と
家

庭
に

関
す

る
あ

ら
ゆ

る
相

談
に

ワ
ン

ス
ト

ッ
プ

で
応

じ
、

各
種

支
援

制
度

の
適

用
や

関
係

機
関

等
へ

つ
な

ぐ
等

そ
れ

ぞ
れ

の
相

談
内

容
に

応
じ

た
支

援
を

行
い

ま
す

。
支

援
に

あ
た

っ
て

は
、

関
係

機
関

等
か

ら
情

報
を

収
集

す
る

と
と

も
に

緊
密

に
連

携
し

、
包

括
的

・
継

続
的

な
支

援
を

調
整

、
実

施
し

ま
す

。
（
再

掲
)

同
伴

す
る

子
ど

も
が

い
る

D
V

被
害

者
に

対
し

て
、

必
要

に
応

じ
て

自
立

支
援

の
た

め
の

施
設

に
お

い
て

保
護

し
ま

す
。

D
V

被
害

者
に

対
し

て
、

市
営

住
宅

の
入

居
申

し
込

み
に

際
し

て
、

優
先

入
居

の
取

扱
い

を
行

い
ま

す
。

5
1
4
0
4

D
V

被
害

者
に

対
し

て
児

童
扶

養
手

当
、

母
子

寡
婦

福
祉

資
金

、
生

活
福

祉
資

金
や

生
活

保
護

制
度

等
の

経
済

的
な

支
援

に
つ

い
て

、
情

報
提

供
を

す
る

と
と

も
に

制
度

の
活

用
に

つ
い

て
助

言
を

行
い

ま
す

。

柱
Ⅴ
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項
目

R
1
年

度
R

2
年

度
R

3
年

度
R

4
年

度
R

5
年

度

6
-
1

「
配

偶
者

か
ら

の
暴

力
の

防
止

及
び

被
害

者
の

保
護

に
関

す
る

法
律

」
、

「
ス

ト
ー

カ
ー

行
為

等
の

規
制

等
に

関
す

る
法

律
」
、

「
児

童
虐

待
の

防
止

等
に

関
す

る
法

律
」
に

規
定

す
る

ド
メ

ス
テ

ィ
ッ

ク
・
バ

イ
オ

レ
ン

ス
、

ス
ト

ー
カ

ー
行

為
等

、
児

童
虐

待
及

び
こ

れ
ら

に
準

ず
る

行
為

の
加

害
者

が
、

住
民

基
本

台
帳

法
に

規
定

す
る

住
民

基
本

台
帳

の
一

部
の

写
し

の
閲

覧
及

び
住

民
票

の
写

し
等

の
交

付
並

び
に

戸
籍

の
附

票
の

写
し

の
交

付
制

度
を

不
当

に
利

用
し

て
そ

れ
ら

の
行

為
の

被
害

者
の

住
所

を
探

索
す

る
こ

と
を

防
止

し
、

被
害

者
の

保
護

を
図

る
。

適
切

な
対

応
を

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

Ａ
前

年
度

同
様

に
住

民
基

本
台

帳
事

務
処

理
要

領
に

基
づ

き
、

適
切

な
事

務
処

理
及

び
管

理
を

行
う

。
総

務
市

民
局

6
-
2

住
民

基
本

台
帳

か
ら

の
情

報
に

基
づ

き
事

務
処

理
を

行
う

に
あ

た
っ

て
は

、
Ｄ

Ｖ
被

害
者

等
の

情
報

に
つ

い
て

慎
重

に
対

応
す

る
よ

う
心

が
け

る
。

適
切

な
対

応
を

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

Ａ
今

後
も

Ｄ
Ｖ

被
害

者
等

の
情

報
に

つ
い

て
厳

重
な

管
理

に
努

め
る

。
保

健
福

祉
局

6
-
3

介
護

保
険

シ
ス

テ
ム

に
お

け
る

D
V

対
象

者
情

報
の

管
理

を
す

る
。

適
切

な
対

応
を

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

Ａ
個

人
情

報
の

取
扱

い
に

十
分

留
意

し
な

が
ら

業
務

を
継

続
す

る
。

保
健

福
祉

局

6
-
4

市
税

証
明

書
発

行
業

務
等

に
お

い
て

、
住

民
基

本
台

帳
の

閲
覧

等
の

制
限

対
象

と
な

っ
て

い
る

Ｄ
Ｖ

被
害

者
等

の
住

所
等

の
情

報
を

本
人

以
外

に
開

示
し

な
い

取
扱

い
を

行
う

。

住
民

基
本

台
帳

の
閲

覧
等

の
制

限
対

象
と

な
っ

て
い

る
Ｄ

Ｖ
被

害
者

等
の

住
所

等
の

情
報

を
本

人
以

外
に

開
示

し
な

い
取

扱
い

を
行

っ
て

い
る

。
な

お
、

閲
覧

制
限

対
象

者
の

件
数

に
つ

い
て

は
、

市
民

課
が

受
付

け
た

閲
覧

制
限

対
象

者
の

情
報

に
基

づ
い

て
対

応
し

て
い

る
た

め
、

市
民

課
で

の
受

付
件

数
に

準
じ

る
。

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

Ａ
個

人
情

報
の

取
扱

い
に

十
分

留
意

し
な

が
ら

業
務

を
継

続
す

る
。

財
政

・
変

革
局

6
-
5

市
営

住
宅

の
入

居
要

件
確

認
の

た
め

に
提

出
さ

れ
た

住
民

票
は

、
厳

重
に

倉
庫

で
保

管
す

る
。

ま
た

、
総

合
窓

口
化

に
伴

う
新

シ
ス

テ
ム

導
入

(平
成

2
2
年

7
月

導
入

)に
合

わ
せ

て
、

市
営

住
宅

管
理

シ
ス

テ
ム

で
も

D
V

被
害

者
等

の
情

報
管

理
が

可
能

と
な

る
シ

ス
テ

ム
構

築
を

行
っ

た
結

果
、

入
居

者
情

報
と

住
基

情
報

と
の

連
携

に
よ

る
D

V
被

害
者

情
報

の
一

元
化

が
可

能
と

な
っ

た
。

シ
ス

テ
ム

画
面

上
で

全
て

が
確

認
で

き
る

こ
と

か
ら

、
閲

覧
対

象
者

を
制

限
し

、
誰

も
が

閲
覧

で
き

な
い

よ
う

権
限

付
与

を
厳

格
に

行
う

。

適
切

な
対

応
を

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

Ａ
今

後
も

継
続

的
な

情
報

管
理

を
実

施
し

、
シ

ス
テ

ム
上

で
は

閲
覧

対
象

者
の

ア
ク

セ
ス

権
限

付
与

を
厳

格
に

実
施

す
る

。
都

市
整

備
局

6
-
6

選
挙

人
名

簿
か

ら
Ｄ

Ｖ
被

害
者

等
の

情
報

を
抹

消
し

た
う

え
で

閲
覧

に
供

す
る

。

選
挙

人
名

簿
の

閲
覧

各
区

に
お

い
て

、
Ｄ

Ｖ
被

害
者

等
が

生
じ

た
場

合
は

、
該

当
者

が
記

載
さ

れ
た

ペ
ー

ジ
を

マ
ス

キ
ン

グ
し

た
う

え
で

コ
ピ

ー
し

た
選

挙
人

名
簿

を
調

製
し

て
閲

覧
に

供
す

る
。

(閲
覧

回
数 7
区

の
計

）

6
6
回

(閲
覧

回
数 7
区

の
計

）

1
2
3
回

(閲
覧

回
数 7
区

の
計

）

6
2
回

(閲
覧

回
数 7
区

の
計

）

6
1
回

(閲
覧

回
数 7
区

の
計

）

6
1
回

Ａ
引

き
続

き
、

Ｄ
Ｖ

支
援

情
報

の
提

供
を

受
け

た
場

合
の

事
務

処
理

に
は

遺
漏

の
無

い
よ

う
に

留
意

す
る

。
行

政
委

員
会

事
務

局

7
-
1

各
区

役
所

に
「
子

ど
も

・
家

庭
相

談
コ

ー
ナ

ー
」
を

設
置

し
、

子
ど

も
と

家
庭

に
関

す
る

あ
ら

ゆ
る

相
談

を
ひ

と
つ

の
窓

口
で

受
け

、
母

子
家

庭
の

自
立

支
援

、
Ｄ

Ｖ
被

害
者

対
応

、
児

童
虐

待
等

、
そ

れ
ぞ

れ
の

相
談

に
応

じ
た

支
援

・
対

応
を

行
う

と
と

も
に

、
必

要
に

応
じ

て
他

の
機

関
の

サ
ー

ビ
ス

・
支

援
へ

と
つ

な
げ

る
。

問
い

合
わ

せ
、

相
談

内
容

に
応

じ
て

適
切

に
実

施
実

施
実

施
実

施
実

施
実

施
Ａ

引
き

続
き

実
施

す
る

。
子

ど
も

家
庭

局

7
-
2

Ｄ
Ｖ

被
害

者
に

関
係

す
る

各
種

証
明

書
等

に
つ

い
て

は
、

必
要

に
応

じ
て

情
報

提
供

や
助

言
を

行
う

。
問

い
合

わ
せ

、
相

談
内

容
に

応
じ

て
適

切
に

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

Ａ
今

後
も

、
Ｄ

Ｖ
に

関
す

る
相

談
に

、
必

要
時

、
タ

イ
ム

リ
ー

な
情

報
提

供
や

助
言

を
行

う
。

総
務

市
民

局

5
1
4
0
8

8
配

偶
者

暴
力

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

に
、

各
区

子
ど

も
・
家

庭
相

談
コ

ー
ナ

ー
の

相
談

員
を

支
援

す
る

た
め

の
統

括
指

導
員

（
ス

ー
パ

ー
バ

イ
ザ

ー
）
を

配
置

す
る

。
問

い
合

わ
せ

、
相

談
内

容
に

応
じ

て
適

切
に

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

Ａ
引

き
続

き
実

施
す

る
。

子
ど

も
家

庭
局

5
1
4
0
9

9

各
区

役
所

に
「
子

ど
も

・
家

庭
相

談
コ

ー
ナ

ー
」
を

設
置

し
、

子
ど

も
と

家
庭

に
関

す
る

あ
ら

ゆ
る

相
談

を
ひ

と
つ

の
窓

口
で

受
け

、
母

子
家

庭
の

自
立

支
援

、
Ｄ

Ｖ
被

害
者

対
応

、
児

童
虐

待
等

、
そ

れ
ぞ

れ
の

相
談

に
応

じ
た

支
援

・
対

応
を

行
う

と
と

も
に

、
必

要
に

応
じ

て
他

の
機

関
の

サ
ー

ビ
ス

・
支

援
へ

と
つ

な
げ

る
。

当
会

議
に

、
各

区
の

子
ど

も
・
家

庭
相

談
コ

ー
ナ

ー
担

当
係

長
が

出
席

。
実

施
実

施
実

施
実

施
実

施
Ａ

引
き

続
き

実
施

す
る

。
子

ど
も

家
庭

局

枝
番

事
業

・
取

組
概

要
実

施
内

容
進

捗
今

後
の

取
組

（
課

題
や

見
直

し
）

局
名

5
1
4
0
6

住
民

基
本

台
帳

の
閲

覧
等

制
限

対
象

の
D

V
被

害
者

等
の

情
報

に
つ

い
て

、
住

民
基

本
台

帳
等

の
担

当
部

局
の

み
な

ら
ず

、
住

民
基

本
台

帳
か

ら
の

情
報

に
基

づ
き

事
務

処
理

を
行

う
部

局
に

お
い

て
も

、
厳

重
な

管
理

を
行

い
ま

す
。

5
1
4
0
6

住
民

基
本

台
帳

の
閲

覧
等

制
限

対
象

の
D

V
被

害
者

等
の

情
報

に
つ

い
て

、
住

民
基

本
台

帳
等

の
担

当
部

局
の

み
な

ら
ず

、
住

民
基

本
台

帳
か

ら
の

情
報

に
基

づ
き

事
務

処
理

を
行

う
部

局
に

お
い

て
も

、
厳

重
な

管
理

を
行

い
ま

す
。

5
1
4
0
7

D
V

被
害

者
の

情
報

漏
洩

を
防

ぐ
た

め
、

相
談

窓
口

や
各

種
手

続
き

を
行

う
窓

口
等

に
お

い
て

、
情

報
管

理
を

徹
底

す
る

と
と

も
に

、
住

民
基

本
台

帳
の

閲
覧

等
、

被
害

者
情

報
を

保
護

し
、

安
全

を
確

保
す

る
取

組
を

行
い

ま
す

。

N
o
.

取
組

内
容

D
V

被
害

者
が

同
伴

す
る

子
ど

も
が

接
見

禁
止

命
令

の
対

象
と

な
っ

た
場

合
、

学
校

、
保

育
所

、
警

察
等

の
関

係
機

関
と

連
携

を
図

り
、

適
切

な
対

応
を

し
ま

す
。

関
係

機
関

の
連

携
を

図
る

た
め

、
警

察
、

弁
護

士
会

等
の

関
係

機
関

と
D

V
被

害
者

へ
の

効
果

的
な

支
援

に
関

係
す

る
情

報
共

有
を

行
い

ま
す

。
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項
目

R
1
年

度
R

2
年

度
R

3
年

度
R

4
年

度
R

5
年

度

5
1
4
1
0

1
0

北
九

州
市

D
V

対
策

関
係

機
関

連
絡

会
議

に
お

い
て

、
警

察
、

福
岡

法
務

局
、

弁
護

士
会

等
の

関
係

機
関

と
情

報
を

共
有

し
、

緊
密

な
連

携
を

図
る

。

①
福

岡
県

Ｄ
Ｖ

対
策

連
絡

協
議

会
②

配
偶

者
暴

力
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
連

絡
会

議
③

小
倉

北
区

役
所

Ｄ
Ｖ

関
係

機
関

連
絡

会
議

④
八

幡
西

区
役

所
Ｄ

Ｖ
関

係
機

関
連

絡
会

議
⑤

北
九

州
市

Ｄ
Ｖ

対
策

関
係

機
関

連
絡

会
議

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

Ａ
今

後
も

警
察

、
婦

人
救

護
施

設
、

子
ど

も
家

庭
局

、
各

区
役

所
子

ど
も

・
家

庭
相

談
コ

ー
ナ

ー
と

の
連

携
を

強
化

す
る

。
総

務
市

民
局

5
1
4
1
1

1
1

各
区

役
所

に
「
子

ど
も

・
家

庭
相

談
コ

ー
ナ

ー
」
を

設
置

し
、

子
ど

も
と

家
庭

に
関

す
る

あ
ら

ゆ
る

相
談

を
ひ

と
つ

の
窓

口
で

受
け

、
母

子
家

庭
の

自
立

支
援

、
Ｄ

Ｖ
被

害
者

対
応

、
児

童
虐

待
等

、
そ

れ
ぞ

れ
の

相
談

に
応

じ
た

支
援

・
対

応
を

行
う

と
と

も
に

、
必

要
に

応
じ

て
他

の
機

関
の

サ
ー

ビ
ス

・
支

援
へ

と
つ

な
げ

る
。

各
区

の
子

ど
も

・
家

庭
相

談
コ

ー
ナ

ー
に

お
い

て
、

要
保

護
児

童
対

策
実

務
者

会
議

を
開

催
し

、
警

察
、

医
療

機
関

等
の

関
係

機
関

と
の

情
報

共
有

等
を

図
る

。

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

Ａ
引

き
続

き
実

施
す

る
。

子
ど

も
家

庭
局

5
1
4
1
2

1
2

各
区

役
所

に
「
子

ど
も

・
家

庭
相

談
コ

ー
ナ

ー
」
を

設
置

し
、

子
ど

も
と

家
庭

に
関

す
る

あ
ら

ゆ
る

相
談

を
ひ

と
つ

の
窓

口
で

受
け

、
母

子
家

庭
の

自
立

支
援

、
Ｄ

Ｖ
被

害
者

対
応

、
児

童
虐

待
等

、
そ

れ
ぞ

れ
の

相
談

に
応

じ
た

支
援

・
対

応
を

行
う

と
と

も
に

、
必

要
に

応
じ

て
他

の
機

関
の

サ
ー

ビ
ス

・
支

援
へ

と
つ

な
げ

る
。

各
区

の
子

ど
も

・
家

庭
相

談
コ

ー
ナ

ー
に

お
い

て
、

要
保

護
児

童
対

策
実

務
者

会
議

を
開

催
し

、
警

察
、

医
療

機
関

等
の

関
係

機
関

と
の

情
報

共
有

等
を

図
る

。

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

Ａ
引

き
続

き
実

施
す

る
。

子
ど

も
家

庭
局

N
o
.

取
組

内
容

枝
番

事
業

・
取

組
概

要
実

施
内

容
進

捗
今

後
の

取
組

（
課

題
や

見
直

し
）

局
名

関
係

機
関

の
連

携
を

図
る

た
め

、
「
北

九
州

市
D

V
対

策
関

係
機

関
連

絡
会

議
」
に

お
い

て
、

警
察

、
福

岡
法

務
局

、
弁

護
士

会
等

の
関

係
機

関
と

D
V

被
害

者
へ

の
効

果
的

な
支

援
に

関
係

す
る

情
報

共
有

や
意

見
交

換
を

行
い

ま
す

。

D
V

被
害

者
が

同
伴

す
る

子
ど

も
に

つ
い

て
、

関
係

機
関

が
連

携
し

て
支

援
す

る
た

め
、

「
北

九
州

市
要

保
護

児
童

対
策

地
域

協
議

会
」
な

ど
と

の
連

携
を

図
り

ま
す

。

D
V

被
害

者
が

市
外

へ
避

難
す

る
場

合
や

市
外

か
ら

避
難

し
て

く
る

場
合

に
、

市
外

関
係

機
関

と
連

携
を

図
り

必
要

な
支

援
を

行
い

ま
す

。
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女
性

に
対

す
る

暴
力

の
根

絶
な

ど
安

心
し

て
暮

ら
せ

る
社

会
の

実
現

施
策

の
方

向
　

２
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
及

び
性

犯
罪

等
の

防
止

具
体

的
政

策
　

（
１

）
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
等

の
防

止
に

向
け

た
広

報
啓

発
や

相
談

の
実

施

項
目

R
1
年

度
R

2
年

度
R

3
年

度
R

4
年

度
R

5
年

度

5
2
1
0
1

1
平

成
1
8
年

度
に

発
行

し
た

『
職

場
に

お
け

る
セ

ク
シ

ュ
ア

ル
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
防

止
研

修
』
冊

子
を

改
定

し
、

平
成

2
9
年

3
月

に
発

行
し

た
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
防

止
冊

子
「
知

ら
な

い
っ

て
怖

い
！

職
場

の
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
」
を

使
用

し
た

出
前

講
座

を
実

施
す

る
。

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

研
修

に
講

師
を

派
遣

す
る

。
①

件
数

②
参

加
人

数

①
7
件

②
2
7
0
人

①
3
件

②
1
1
4
人

①
3
件

②
8
6
人

①
1
1
件

②
1
,0

2
4

人

①
1
2
件

②
2
8
7
人

Ａ

希
望

す
る

企
業

に
対

し
、

講
師

を
派

遣
し

て
の

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

講
座

を
実

施
し

て
い

る
。

講
義

内
容

に
つ

い
て

は
好

評
を

維
持

し
て

お
り

、
更

に
多

く
の

人
に

知
っ

て
も

ら
う

た
め

、
広

報
等

に
取

り
組

む
。

総
務

市
民

局

5
2
1
0
2

2

事
業

主
や

働
く
人

が
働

き
方

の
見

直
し

を
図

り
、

仕
事

と
子

育
て

・
介

護
等

と
の

両
立

の
一

層
の

理
解

を
促

進
す

る
た

め
、

企
業

等
事

業
者

の
要

望
に

応
じ

て
講

義
内

容
を

カ
ス

タ
マ

イ
ズ

し
て

講
師

を
派

遣
す

る
「
出

前
セ

ミ
ナ

ー
」
や

ワ
ー

ク
・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
推

進
の

た
め

の
各

種
支

援
・
助

成
制

度
、

就
業

規
則

に
関

す
る

必
要

な
ア

ド
バ

イ
ス

を
無

料
で

行
う

「
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
（
社

会
労

務
士

）
派

遣
（
１

社
4
回

ま
で

）
」
を

実
施

し
、

そ
の

中
で

、
長

時
間

労
働

の
抑

制
や

年
休

の
取

得
促

進
、

子
育

て
制

度
を

利
用

し
や

す
く
、

妊
産

婦
が

働
き

や
す

い
職

場
環

境
づ

く
り

に
向

け
た

働
き

か
け

を
行

う
。

企
業

向
け

出
前

セ
ミ

ナ
ー

等
へ

の
講

師
等

派
遣

3
7
回

1
9
回

3
0
回

2
6
回

2
7
回

Ａ

実
施

件
数

は
前

年
度

と
ほ

ぼ
横

ば
い

で
あ

っ
た

。
今

後
も

、
よ

り
多

く
の

企
業

に
支

援
が

行
き

渡
る

よ
う

、
広

報
に

力
を

入
れ

つ
つ

、
実

施
方

法
に

つ
い

て
の

柔
軟

な
対

応
が

求
め

ら
れ

る
。

市
内

企
業

等
の

意
見

を
踏

ま
え

な
が

ら
、

効
果

的
な

広
報

・
実

施
方

法
に

つ
い

て
検

討
し

、
改

善
を

図
る

。

総
務

市
民

局

5
2
1
0
3

3
「
北

九
州

イ
ク

ボ
ス

同
盟

」
等

に
お

い
て

、
H

P
等

で
先

進
事

例
の

紹
介

や
、

階
層

別
研

修
会

等
を

実
施

し
、

経
営

者
・
管

理
職

の
意

識
改

革
に

つ
な

げ
る

。

①
北

九
州

イ
ク

ボ
ス

同
盟

に
お

け
る

先
進

事
例

の
紹

介
等

②
北

九
州

イ
ク

ボ
ス

同
盟

に
お

け
る

研
修

会
等

の
実

施

①
2
回

②
2
回

①
2
回

②
2
回

①
1
2
回

②
2
回

①
9
回

②
2
回

①
5
回

②
2
回

Ａ

経
営

者
・
管

理
職

の
意

識
改

革
を

図
る

た
め

の
研

修
会

等
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
企

業
の

取
組

支
援

や
人

材
確

保
支

援
の

旬
日

を
図

る
。

ま
た

、
「
イ

ク
ボ

ス
」
や

「
北

九
州

イ
ク

ボ
ス

同
盟

」
の

認
知

度
向

上
や

企
業

P
R

の
充

実
に

よ
り

、
同

盟
の

拡
大

を
図

る
。

総
務

市
民

局

5
2
1
0
4

4
№

4
1
1
0
5
の

再
掲

№
4
1
1
0
5
の

再
掲

保
健

福
祉

局

5
2
1
0
5

5
人

権
侵

害
相

談
や

一
般

相
談

等
の

電
話

相
談

や
面

談
で

セ
ク

シ
ュ

ア
ル

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

等
の

相
談

に
対

応
す

る
。

①
こ

こ
ろ

と
生

き
方

の
一

般
相

談
総

数 ②
性

別
に

よ
る

人
権

侵
害

相
談

総
数 ③

セ
ク

シ
ュ

ア
ル

・
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
件

数 ④
マ

タ
ニ

テ
ィ

・
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
件

数
⑤

パ
ワ

ー
・
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
件

数

①
1
,8

6
5

件 ②
1
0
2
件

③
3
件

④
2
件

⑤
3
件

①
2
,0

3
2

件 ②
8
4
件

③
3
件

④
2
件

⑤
0
件

①
3
,0

8
3

件 ②
1
4
0
件

③
5
件

④
0
件

⑤
9
件

①
3
,5

9
6

件 ②
1
8
9
件

③
1
1
件

④
0
件

⑤
1
0
件

①
3
,4

4
6

件 ②
9
0
件

③
7
件

④
0
件

⑤
6
件

Ａ
今

後
も

相
談

を
継

続
す

る
。

相
談

内
容

に
応

じ
て

、
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
関

係
の

支
援

部
署

に
つ

な
ぐ

な
ど

の
対

応
行

う
。

総
務

市
民

局

5
2
1
0
6

6
職

場
に

お
け

る
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
の

未
然

防
止

の
た

め
、

「
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
防

止
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
」
や

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

に
関

す
る

研
修

教
材

を
用

い
て

、
各

職
場

に
お

い
て

研
修

を
実

施
す

る
。

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

防
止

研
修

実
施

回
数

各
職

場
に

お
い

て
年

１
回

各
職

場
に

お
い

て
年

１
回

各
職

場
に

お
い

て
年

１
回

各
職

場
に

お
い

て
年

１
回

各
職

場
に

お
い

て
年

１
回

Ａ
「
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
防

止
要

綱
」
「
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
防

止
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
」

等
の

周
知

徹
底

を
図

り
、

各
職

場
に

お
い

て
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
防

止
研

修
を

実
施

し
、

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

の
未

然
防

止
に

努
め

る
。

総
務

市
民

局

5
2
1
0
7

7

各
学

校
・
園

に
お

い
て

、
研

修
用

冊
子

「
学

校
に

お
け

る
セ

ク
ハ

ラ
を

な
く
す

た
め

に
」
等

の
研

修
資

料
を

使
用

し
、

各
種

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

防
止

研
修

を
実

施
す

る
。

ま
た

、
初

め
て

学
校

に
勤

務
す

る
こ

と
に

な
っ

た
教

職
員

を
対

象
と

し
た

初
任

者
研

修
を

、
各

所
属

に
お

い
て

配
属

後
す

み
や

か
に

実
施

す
る

。

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

防
止

研
修

の
実

施
（
毎

年
実

施
）
2
0
2
校

1
回

1
回

1
回

1
回

1
回

Ａ

　
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
防

止
研

修
の

中
で

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

相
談

体
制

を
周

知
し

、
教

職
員

に
相

談
の

仕
組

み
を

浸
透

さ
せ

て
い

く
こ

と
で

、
相

談
し

や
す

い
環

境
を

つ
く
っ

て
い

く
。

　
今

後
も

、
学

校
に

お
け

る
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
防

止
に

対
す

る
共

通
認

識
を

高
め

、
教

職
員

の
モ

ラ
ル

向
上

及
び

管
理

職
へ

の
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
防

止
の

意
識

向
上

を
図

る
た

め
に

、
研

修
資

料
の

内
容

を
工

夫
し

て
い

き
な

が
ら

、
引

き
続

き
各

学
校

・
園

に
お

い
て

定
期

的
か

つ
継

続
的

な
研

修
を

実
施

し
て

い
く
。

教
育

委
員

会

枝
番

事
業

・
取

組
概

要
実

施
内

容
進

捗
今

後
の

取
組

（
課

題
や

見
直

し
）

局
名

「
男

女
共

同
参

画
セ

ン
タ

ー
」
で

、
セ

ク
シ

ャ
ル

・
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
、

マ
タ

ニ
テ

ィ
・
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
等

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

の
防

止
に

向
け

、
啓

発
冊

子
の

配
布

や
出

前
講

座
、

啓
発

D
V

D
の

貸
し

出
し

を
実

施
し

ま
す

。

企
業

等
の

事
業

者
に

対
し

て
、

職
場

に
お

け
る

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

を
防

止
す

る
た

め
、

セ
ク

シ
ャ

ル
・
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
、

マ
タ

ニ
テ

ィ
・
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
等

防
止

に
向

け
た

出
前

セ
ミ

ナ
ー

等
を

実
施

し
ま

す
。

「
北

九
州

イ
ク

ボ
ス

同
盟

」
を

中
心

と
し

て
、

企
業

等
の

経
営

者
や

管
理

職
に

対
し

、
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
防

止
に

向
け

た
啓

発
及

び
情

報
提

供
を

実
施

し
ま

す
。

柱
Ⅴ

N
o
.

取
組

内
容

様
々

な
人

権
課

題
の

ひ
と

つ
と

し
て

、
人

権
講

演
会

や
ラ

ジ
オ

、
広

報
紙

等
に

よ
る

人
権

啓
発

事
業

で
、

女
性

の
人

権
問

題
等

に
関

す
る

テ
ー

マ
を

取
り

上
げ

ま
す

。
（
再

掲
）

「
男

女
共

同
参

画
セ

ン
タ

ー
」
で

職
場

に
お

け
る

セ
ク

シ
ャ

ル
・
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
、

マ
タ

ニ
テ

ィ
・
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
等

を
含

め
た

人
権

侵
害

に
対

す
る

相
談

を
実

施
し

ま
す

。

市
の

職
場

に
お

け
る

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

防
止

の
た

め
、

「
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
防

止
要

綱
」
等

を
周

知
徹

底
し

、
各

職
場

で
の

研
修

を
継

続
的

に
行

い
ま

す
。

ま
た

、
「
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
防

止
要

綱
」
等

に
定

め
る

苦
情

相
談

窓
口

に
お

い
て

、
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
に

関
す

る
苦

情
相

談
に

幅
広

く
対

応
し

ま
す

。

教
育

現
場

に
お

け
る

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

を
防

止
す

る
た

め
、

教
職

員
を

対
象

に
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
防

止
研

修
を

実
施

し
ま

す
。

ま
た

、
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
に

関
す

る
苦

情
相

談
に

幅
広

く
対

応
し

ま
す

。
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女
性

に
対

す
る

暴
力

の
根

絶
な

ど
安

心
し

て
暮

ら
せ

る
社

会
の

実
現

施
策

の
方

向
　

２
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
及

び
性

犯
罪

等
の

防
止

具
体

的
政

策
　

（
２

）
性

犯
罪

等
防

止
に

向
け

た
広

報
啓

発
や

相
談

の
実

施

項
目

R
1
年

度
R

2
年

度
R

3
年

度
R

4
年

度
R

5
年

度

5
2
2
0
1

1
防

犯
の

専
門

家
に

よ
る

体
験

型
の

セ
ミ

ナ
ー

を
通

じ
て

、
性

犯
罪

の
実

態
や

防
犯

対
策

を
学

ぶ
と

と
も

に
、

女
性

の
防

犯
意

識
の

向
上

を
図

る
。

①
実

施
回

数
②

受
講

人
数

①
5
回

②
1
2
2
名

①
0
回

②
0
名

①
0
回

②
0
名

①
1
回

②
2
0
名

①
4
回

②
1
6
5
名

Ａ
継

続
し

て
女

性
防

犯
セ

ミ
ナ

ー
を

実
施

し
、

防
犯

意
識

の
向

上
を

図
る

。
総

務
市

民
局

5
2
2
0
2

2

「
性

暴
力

被
害

者
支

援
セ

ン
タ

ー
・
ふ

く
お

か
」
及

び
「
福

岡
犯

罪
被

害
者

総
合

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

」
の

設
置

に
よ

り
、

犯
罪

被
害

者
や

そ
の

家
族

・
遺

族
が

、
直

接
的

な
被

害
や

そ
の

後
の

精
神

的
・
経

済
的

な
問

題
、

地
域

で
の

孤
立

等
に

よ
る

問
題

を
解

決
す

る
た

め
の

相
談

体
制

を
整

え
る

。

犯
罪

被
害

に
遭

っ
た

被
害

者
や

そ
の

家
族

・
遺

族
が

、
元

の
平

穏
な

生
活

を
取

り
戻

す
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

支
援

す
る

た
め

、
福

岡
県

・
福

岡
市

と
共

同
で

「
福

岡
犯

罪
被

害
者

総
合

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

」
（
福

岡
市

と
北

九
州

市
に

各
1
箇

所
）
を

設
置

、
ま

た
、

性
暴

力
に

特
化

し
た

被
害

者
救

済
の

施
策

と
し

て
、

平
成

2
5
年

7
月

か
ら

福
岡

県
・
福

岡
市

と
共

同
で

「
性

暴
力

被
害

者
支

援
セ

ン
タ

ー
・

ふ
く
お

か
」
を

設
置

し
て

い
る

。
ま

た
、

平
成

2
7
年

1
2
月

か
ら

、
相

談
時

間
を

2
4
時

間
3
6
5
日

に
変

更
し

た
こ

と
に

よ
り

、
被

害
直

後
か

ら
の

継
続

的
な

支
援

が
可

能
と

な
っ

て
い

る
。

P
R

方
法

と
し

て
は

、
福

岡
県

警
察

の
行

事
や

、
住

民
大

会
・
街

頭
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
等

で
チ

ラ
シ

の
配

布
を

行
っ

て
い

る
。

そ
れ

ぞ
れ

の
支

援
内

容
は

次
の

と
お

り
。

①
電

話
相

談
②

面
接

相
談

ま
た

は
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ ③

支
援

制
度

・
専

門
機

関
の

紹
介

④
付

添
い

支
援

（
病

院
・
警

察
・
裁

判
所

）
※

相
談

は
犯

罪
被

害
に

関
わ

る
も

の
で

あ
れ

ば
内

容
は

問
わ

な
い

。

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

Ａ
引

き
続

き
、

関
係

機
関

と
連

携
し

な
が

ら
当

該
セ

ン
タ

ー
の

円
滑

な
運

営
及

び
周

知
徹

底
を

図
る

。
総

務
市

民
局

5
2
2
0
3

3
犯

罪
被

害
者

等
支

援
庁

内
連

絡
会

議
を

開
催

し
、

本
市

の
犯

罪
被

害
者

施
策

の
総

合
的

な
推

進
を

図
る

。

本
市

の
犯

罪
被

害
者

施
策

の
総

合
的

な
推

進
を

図
る

た
め

、
必

要
に

応
じ

て
開

催
す

る
。

未
実

施
実

施
（
R

2
.1

1
.1

8
）

実
施

（
R

4
.3

書
面

開
催

）

実
施

（
R

5
.3

.1
）

実
施

（
R

5
.1

1
書

面
開

催
）

Ａ
今

後
も

継
続

し
て

会
議

を
開

催
し

、
関

係
機

関
と

情
報

共
有

を
図

る
。

総
務

市
民

局

N
o
.

取
組

内
容

枝
番

事
業

・
取

組
概

要
実

施
内

容
進

捗
今

後
の

取
組

（
課

題
や

見
直

し
）

局
名

「
犯

罪
被

害
者

等
支

援
庁

内
連

絡
会

議
」
を

開
催

し
、

本
市

の
犯

罪
被

害
者

施
策

の
総

合
的

な
推

進
を

図
り

ま
す

。

柱
Ⅴ

防
犯

の
専

門
家

に
よ

る
体

験
型

の
セ

ミ
ナ

ー
を

通
じ

て
、

性
犯

罪
の

実
態

や
防

犯
対

策
を

学
ぶ

と
と

も
に

、
女

性
の

防
犯

意
識

の
向

上
を

図
り

ま
す

。

「
性

暴
力

被
害

者
支

援
セ

ン
タ

ー
・
ふ

く
お

か
」
、

「
福

岡
犯

罪
被

害
者

総
合

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

」
で

、
性

犯
罪

被
害

者
や

そ
の

家
族

・
遺

族
の

相
談

に
対

応
し

ま
す

。
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女
性

に
対

す
る

暴
力

の
根

絶
な

ど
安

心
し

て
暮

ら
せ

る
社

会
の

実
現

施
策

の
方

向
　

３
生

涯
を

通
じ

た
女

性
の

健
康

支
援

具
体

的
政

策
　

（
１

）
若

い
世

代
に

お
け

る
性

に
関

す
る

理
解

・
尊

重

項
目

R
1
年

度
R

2
年

度
R

3
年

度
R

4
年

度
R

5
年

度

1
-
1

№
4
3
3
0
2
-
1
の

再
掲

№
4
3
3
0
2
-
1
の

再
掲

子
ど

も
家

庭
局

1
-
2

№
4
3
3
0
2
-
2
の

再
掲

№
4
3
3
0
2
-
2
の

再
掲

保
健

福
祉

局

1
-
3

№
4
3
3
0
2
-
3
の

再
掲

№
4
3
3
0
2
-
3
の

再
掲

子
ど

も
家

庭
局

1
-
4

№
4
3
3
0
2
-
4
の

再
掲

№
4
3
3
0
2
-
4
の

再
掲

教
育

委
員

会

5
3
1
0
2

2

年
に

1
回

、
保

健
主

事
を

対
象

と
し

た
講

習
会

を
開

催
す

る
。

学
校

保
健

、
学

校
安

全
、

食
育

・
学

校
給

食
の

そ
れ

ぞ
れ

の
視

点
よ

り
、

学
校

で
の

健
康

教
育

を
実

施
す

る
に

当
り

、
必

要
事

項
や

押
さ

え
る

べ
き

内
容

に
つ

い
て

周
知

・
指

導
を

行
う

。
加

え
て

、
健

康
教

育
に

関
す

る
時

事
問

題
に

つ
い

て
、

知
識

を
深

め
る

た
め

に
、

講
師

を
招

聘
し

て
、

内
容

の
周

知
を

図
る

。

毎
年

テ
ー

マ
を

定
め

講
師

を
招

聘
し

て
、

内
容

の
周

知
を

保
健

主
事

を
対

象
に

講
習

会
を

実
施

。

「
心

の
減

災
～

災
害

後
の

心
理

的
被

害
の

緩
和

の
た

め
に

今
、

で
き

る
こ

と
・
す

べ
き

こ
と

～
」

コ
ロ

ナ
禍

の
た

め
、

保
健

主
事

講
習

会
を

書
面

開
催

と
し

た

令
和

3
年

度
は

オ
ン

デ
マ

ン
ド

開
催

と
し

た

令
和

４
年

度
は

オ
ン

デ
マ

ン
ド

開
催

と
し

た

令
和

５
年

度
は

集
合

型
で

実
施

し
た

。

Ａ

令
和

５
年

度
は

集
合

型
研

修
を

実
施

し
、

令
和

６
年

度
も

同
様

に
集

合
型

で
実

施
予

定
。

学
校

保
健

、
学

校
安

全
、

食
育

・
学

校
給

食
の

そ
れ

ぞ
れ

の
視

点
よ

り
、

学
校

で
の

健
康

教
育

を
実

施
す

る
に

当
り

、
必

要
事

項
や

押
さ

え
る

べ
き

内
容

に
つ

い
て

周
知

・
指

導
を

行
う

。

教
育

委
員

会

5
3
1
0
3

3

W
H

O
（
世

界
保

健
機

関
）
が

1
2
月

1
日

を
『
世

界
エ

イ
ズ

デ
ー

』
と

定
め

、
エ

イ
ズ

に
関

す
る

啓
発

活
動

等
の

実
施

を
提

唱
し

て
い

る
の

に
合

わ
せ

、
本

市
に

お
い

て
も

イ
ベ

ン
ト

等
を

活
用

し
、

エ
イ

ズ
の

正
し

い
知

識
の

普
及

・
啓

発
や

相
談

・
検

査
体

制
の

情
報

提
供

を
行

っ
た

。

①
世

界
エ

イ
ズ

デ
ー

（
・
1
2
月

　
レ

ッ
ド

リ
ボ

ン
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
と

し
て

、
関

係
各

所
で

チ
ラ

シ
配

布
。

バ
ス

車
体

に
広

告
看

板
、

モ
ノ

レ
ー

ル
広

告
掲

示
板

に
ポ

ス
タ

ー
設

置
。

・
ウ

ェ
ブ

広
告

を
実

施
）

②
N

P
O

法
人

ア
カ

ー
と

の
同

性
愛

者
向

け
啓

発
活

動
③

市
政

だ
よ

り
、

市
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
な

ど
広

報
媒

体
を

活
用

し
た

啓
発

等 ④
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
、

チ
ラ

シ
、

啓
発

資
材

（
エ

イ
ズ

、
性

感
染

症
に

つ
い

て
）

作
成

・
配

布

①
実

施
。

②
1
0
/
1
9

イ
ベ

ン
ト

等
実

施
。

③
実

施
。

④
実

施
。

①
実

施
。

②
1
0
/
2
4

イ
ベ

ン
ト

等
実

施
。

③
実

施
。

④
実

施
。

①
実

施
②

1
0
/
2
3

イ
ベ

ン
ト

実
施

。
③

実
施

④
実

施

①
実

施
②

1
0
/
2
9

イ
ベ

ン
ト

実
施

③
実

施
④

実
施

①
実

施
②

1
0
/
2
8

イ
ベ

ン
ト

実
施

③
実

施
④

実
施

Ａ
エ

イ
ズ

及
び

梅
毒

な
ど

の
性

感
染

症
に

関
す

る
正

し
い

知
識

の
普

及
、

予
防

啓
発

及
び

検
査

の
呼

び
か

け
を

行
う

た
め

、
エ

イ
ズ

デ
ー

に
合

わ
せ

た
広

報
活

動
を

継
続

し
て

行
っ

て
い

く
。

保
健

福
祉

局

枝
番

事
業

・
取

組
概

要
実

施
内

容
進

捗
今

後
の

取
組

（
課

題
や

見
直

し
）

局
名

学
校

等
に

お
け

る
適

切
な

性
教

育
を

実
施

す
る

た
め

健
康

教
育

に
関

す
る

知
識

を
深

め
る

た
め

の
講

習
会

等
を

開
催

し
ま

す
。

H
IV

/
エ

イ
ズ

、
性

感
染

症
の

予
防

の
た

め
「
レ

ッ
ド

リ
ボ

ン
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
」
の

実
施

な
ど

、
広

報
・
啓

発
を

行
い

ま
す

。

5
3
1
0
1

思
春

期
の

心
身

の
変

化
を

正
し

く
理

解
し

、
自

分
自

身
の

心
と

体
を

大
切

に
で

き
る

よ
う

、
医

療
・
学

校
・
行

政
等

の
関

係
者

に
よ

る
「
思

春
期

保
健

連
絡

会
」
を

開
催

し
、

思
春

期
の

子
ど

も
に

対
し

て
健

康
・
性

・
心

の
問

題
に

つ
い

て
の

幅
広

い
知

識
の

普
及

の
た

め
、

「
思

春
期

健
康

教
室

」
を

実
施

し
、

思
春

期
に

お
け

る
健

康
教

育
を

推
進

し
ま

す
。

(再
掲

)

柱
Ⅴ

N
o
.

取
組

内
容
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女
性

に
対

す
る

暴
力

の
根

絶
な

ど
安

心
し

て
暮

ら
せ

る
社

会
の

実
現

施
策

の
方

向
　

３
生

涯
を

通
じ

た
女

性
の

健
康

支
援

具
体

的
政

策
　

（
２

）
妊

娠
・
出

産
期

に
お

け
る

健
康

管
理

の
支

援
と

健
診

の
充

実

項
目

R
1
年

度
R

2
年

度
R

3
年

度
R

4
年

度
R

5
年

度

5
3
2
0
1

1
①

妊
娠

・
出

産
等

に
関

す
る

相
談

事
業

②
養

育
支

援
訪

問
事

業
①

相
談

対
応

件
数

②
利

用
世

帯
数

①
1
3
4
件

②
1
7
世

帯
①

1
3
9
件

②
1
4
世

帯
①

1
3
4
件

②
1
4
世

帯
①

1
4
5
件

②
1
5
世

帯

①
1
1
5
件

②
１

７
世

帯
Ａ

養
育

支
援

訪
問

事
業

は
、

令
和

6
年

度
4
月

か
ら

ヤ
ン

グ
ケ

ア
ラ

ー
支

援
訪

問
事

業
と

統
合

し
、

子
育

て
世

帯
訪

問
支

援
事

業
を

実
施

し
て

い
る

。

子
ど

も
家

庭
局

5
3
2
0
2

2

母
子

の
健

康
状

態
を

記
録

す
る

と
と

も
に

、
妊

娠
・
出

産
・
育

児
に

関
す

る
正

し
い

知
識

の
提

供
お

よ
び

胎
児

、
乳

幼
児

へ
の

影
響

の
大

き
い

受
動

喫
煙

の
リ

ス
ク

等
に

つ
い

て
保

健
指

導
を

行
う

な
ど

、
母

子
の

健
康

の
保

持
お

よ
び

増
進

を
図

る
。

ま
た

、
妊

婦
健

診
の

早
期

受
診

の
勧

奨
や

マ
タ

ニ
テ

ィ
マ

ー
ク

等
の

情
報

を
効

果
的

に
提

供
し

、
安

心
し

て
妊

娠
・
出

産
が

で
き

る
環

境
づ

く
り

を
推

進
す

る
。

①
母

子
健

康
手

帳
の

交
付

率
②

母
子

健
康

手
帳

の
交

付
案

内
の

配
布

①
1
0
0
%

②
1
0
0
%

①
1
0
0
％

②
1
0
0
％

①
1
0
0
％

②
1
0
0
％

①
1
0
0
％

②
1
0
0
％

①
1
0
0
％

②
1
0
0
％

Ａ
母

子
健

康
手

帳
の

交
付

時
の

専
門

職
に

よ
る

面
接

や
情

報
提

供
等

を
継

続
し

て
行

い
、

安
心

し
て

妊
娠

・
出

産
が

で
き

る
環

境
づ

く
り

を
実

施
す

る
。

子
ど

も
家

庭
局

5
3
2
0
3

3
市

民
セ

ン
タ

ー
等

地
域

の
身

近
な

場
所

で
、

保
健

師
に

よ
る

相
談

を
定

期
的

に
実

施
し

、
出

産
や

育
児

、
子

ど
も

の
成

長
発

達
に

つ
い

て
の

個
別

相
談

や
保

健
指

導
を

行
う

。
ま

た
、

講
話

な
ど

に
よ

り
子

育
て

に
関

す
る

情
報

提
供

を
行

う
。

①
妊

産
婦

・
乳

幼
児

な
ん

で
も

相
談

開
催

箇
所

数
②

育
児

教
室

開
催

数

①
1
3
4
箇

所 ②
4
1
4
回

①
1
1
7
箇

所 ②
1
3
5
回

①
1
2
9
箇

所 ②
1
3
2
回

①
1
3
0
箇

所 ②
2
0
2
回

①
1
3
0
箇

所 ②
2
6
6
回

Ａ
今

後
も

あ
ら

ゆ
る

機
会

を
通

じ
て

事
業

の
周

知
を

図
り

、
利

用
を

促
進

す
る

。
子

ど
も

家
庭

局

5
3
2
0
4

4
妊

産
婦

や
乳

幼
児

の
食

事
や

栄
養

に
つ

い
て

、
知

識
の

普
及

と
不

安
や

悩
み

の
軽

減
を

図
る

た
め

、
実

習
形

式
で

学
べ

る
教

室
の

開
催

及
び

相
談

を
行

う
。

食
育

教
室

開
催

回
数

4
7
回

2
1
回

2
9
回

4
1
回

4
5
回

Ａ
今

後
も

事
業

を
継

続
す

る
。

あ
ら

ゆ
る

機
会

を
通

じ
て

事
業

の
周

知
を

図
り

、
利

用
を

促
進

す
る

。
子

ど
も

家
庭

局

5
3
2
0
5

5

産
後

の
う

つ
状

態
等

を
早

期
に

把
握

し
、

き
め

細
か

に
支

援
す

る
た

め
、

産
後

４
カ

月
ま

で
の

家
庭

訪
問

時
に

お
い

て
、

全
て

の
産

婦
に

産
後

う
つ

な
ど

を
発

見
す

る
た

め
の

質
問

票
を

用
い

る
と

と
も

に
、

医
療

機
関

と
行

政
が

連
携

し
、

産
後

う
つ

に
対

し
て

早
期

に
対

応
す

る
。

①
専

門
職

に
よ

る
産

後
う

つ
質

問
票

の
実

施
件

数
②

質
問

票
の

実
施

に
よ

り
継

続
支

援
し

た
件

数

①
5
,7

9
6

件 ②
8
9
7
件

①
5
,4

7
4

件 ②
6
0
3
件

①
5
,5

1
5

件 ②
5
5
0
件

①
5
,2

6
1

件 ②
3
3
6
件

①
5
,3

9
2

件 ②
2
8
9
件

Ａ
子

育
て

の
孤

立
化

を
防

ぎ
、

地
域

で
の

見
守

り
体

制
を

充
実

し
て

い
く
た

め
に

、
関

係
機

関
と

連
携

し
、

事
業

の
推

進
を

図
る

。
子

ど
も

家
庭

局

6
-
1

妊
婦

や
乳

幼
児

の
疾

病
ま

た
は

異
常

の
発

見
お

よ
び

防
止

を
図

り
、

健
康

を
保

持
増

進
さ

せ
る

た
め

、
妊

婦
、

乳
幼

児
の

定
期

的
な

健
診

の
機

会
を

提
供

す
る

。
（
妊

婦
健

康
診

査
、

先
天

性
代

謝
異

常
等

検
査

、
乳

幼
児

健
康

診
査

、
１

歳
６

か
月

児
健

康
診

査
、

３
歳

児
健

康
診

査
）

①
妊

婦
健

康
診

査
受

診
率

②
３

歳
児

健
康

診
査

受
診

率

①
9
6
.7

%
②

9
6
.4

%
①

9
6
.8

%
②

1
0
0
.4

%
①

9
9
.2

%
②

9
3
.9

%
①

9
8
.4

%
②

9
4
.3

%
①

9
9
.0

%
②

9
8
.7

%
Ａ

効
果

的
効

率
的

な
健

診
受

診
勧

奨
や

、
電

子
母

子
手

帳
ア

プ
リ

を
活

用
し

た
事

業
周

知
と

と
も

に
、

健
診

結
果

に
応

じ
た

タ
イ

ム
リ

ー
な

支
援

を
行

う
等

、
事

業
を

推
進

す
る

。
子

ど
も

家
庭

局

6
-
2

①
１

歳
６

か
月

児
歯

科
健

康
診

査
②

３
歳

児
歯

科
健

康
診

査
③

１
歳

６
か

月
児

フ
ッ

化
物

塗
布

④
３

歳
児

フ
ッ

化
物

塗
布

⑤
親

子
歯

科
検

診
⑥

４
・
５

歳
児

歯
科

検
診

⑦
妊

産
婦

歯
科

健
診

①
１

歳
６

か
月

児
歯

科
健

康
診

査
②

３
歳

児
歯

科
健

康
診

査
③

１
歳

６
か

月
児

フ
ッ

化
物

塗
布

④
３

歳
児

フ
ッ

化
物

塗
布

⑤
親

子
歯

科
健

診
⑥

４
・
５

歳
児

歯
科

検
診

⑦
妊

産
婦

歯
科

健
診

①
7
1
.6

%
②

6
8
.4

%
③

9
3
.7

%
④

7
6
.4

%
⑤

1
3
.4

%
⑥

9
7
.7

%
⑦

2
7
.0

%

①
7
3
.6

%
②

7
2
.5

%
③

9
5
.4

%
④

9
1
.1

%
⑤

1
4
.5

%
⑥

9
7
.3

%
⑦

2
9
.3

%

①
7
5
.8

%
②

7
3
.5

%
③

9
5
.8

%
④

9
1
.7

%
⑤

1
3
.9

%
⑥

9
7
.0

%
⑦

3
4
.0

%

①
7
5
.3

％
②

6
7
.9

％
③

9
6
.2

％
④

9
4
.3

％
⑤

2
0
.2

％
⑥

9
6
.5

％
⑦

3
8
.4

％

①
7
7
.3

％
②

7
0
.5

％
③

9
7
.1

％
④

9
4
.9

％
⑤

2
0
.0

％
⑥

9
5
.4

％
⑦

集
計

中

Ａ
　

1
歳

6
か

月
児

、
3
歳

児
歯

科
健

康
診

査
の

未
受

診
者

に
は

受
診

勧
奨

ハ
ガ

キ
を

送
付

す
る

等
、

引
き

続
き

受
診

率
の

増
加

に
努

め
る

。
保

健
福

祉
局

5
3
2
0
7

7

周
産

期
母

子
医

療
セ

ン
タ

ー
等

４
病

院
を

中
核

と
し

た
産

科
連

携
体

制
を

維
持

す
る

。
具

体
的

に
は

、
分

娩
を

行
う

病
院

が
減

少
し

て
い

る
状

況
に

適
切

に
対

応
す

る
た

め
、

①
ハ

イ
リ

ス
ク

分
娩

を
行

う
病

院
群

、
②

通
常

分
娩

を
行

う
病

院
・
診

療
所

群
、

③
妊

婦
検

診
ま

で
を

行
う

病
院

・
診

療
所

群
、

④
妊

娠
診

断
の

み
を

行
う

病
院

・
診

療
所

群
と

で
役

割
分

担
す

る
連

携
体

制
を

構
築

、
維

持
し

て
い

く
。

　
※

ハ
イ

リ
ス

ク
分

娩
等

を
支

援
す

る
基

幹
病

院
群

は
以

下
の

と
お

り
。

　
〇

総
合

周
産

期
母

子
医

療
セ

ン
タ

ー
　

２
か

所
（
市

立
医

療
セ

ン
タ

ー
、

産
業

医
科

大
学

病
院

）
　

〇
地

域
周

産
期

母
子

医
療

セ
ン

タ
ー

　
２

か
所

（
国

立
病

院
機

構
小

倉
医

療
セ

ン
タ

ー
、

J
C

H
O

九
州

病
院

）
ま

た
、

市
医

師
会

が
主

催
す

る
後

期
臨

床
医

研
修

や
周

産
期

医
療

に
関

す
る

研
修

（
産

婦
人

科
医

会
を

主
催

と
す

る
新

生
児

蘇
生

法
の

講
習

等
）
へ

補
助

を
実

施
し

、
医

師
確

保
の

支
援

を
行

う
。

①
周

産
期

母
子

医
療

セ
ン

タ
ー

４
病

院
を

中
核

と
し

た
産

科
連

携
体

制
の

維
持

②
全

国
的

に
不

足
が

生
じ

て
い

る
産

婦
人

科
・
小

児
科

の
医

師
確

保
の

た
め

、
市

医
師

会
が

行
う

事
業

に
対

す
る

補
助

の
実

施

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

Ａ
今

後
も

引
き

続
き

周
産

期
医

療
体

制
を

維
持

す
る

た
め

、
市

医
師

会
等

関
係

者
と

の
連

携
を

行
う

と
と

も
に

、
医

師
確

保
策

と
し

て
一

定
の

成
果

を
上

げ
て

い
る

事
業

へ
の

補
助

を
実

施
す

る
。

保
健

福
祉

局

N
o
.

取
組

内
容

枝
番

事
業

・
取

組
概

要
実

施
内

容
進

捗
今

後
の

取
組

（
課

題
や

見
直

し
）

局
名

妊
産

婦
や

乳
幼

児
の

食
事

や
栄

養
に

つ
い

て
、

「
妊

婦
栄

養
教

室
」
や

「
離

乳
食

教
室

」
等

で
情

報
提

供
や

相
談

を
実

施
し

ま
す

。

出
産

・
育

児
、

子
ど

も
の

成
長

発
達

に
つ

い
て

、
「
妊

産
婦

・
乳

幼
児

な
ん

で
も

相
談

」
等

で
個

別
相

談
や

保
健

指
導

を
実

施
し

ま
す

。

柱
Ⅴ

妊
娠

や
出

産
に

関
す

る
悩

み
を

抱
え

る
人

に
適

切
な

情
報

提
供

を
行

い
、

必
要

な
支

援
に

つ
な

げ
る

た
め

の
電

話
相

談
事

業
を

実
施

し
ま

す
。

ま
た

、
育

児
不

安
を

軽
減

し
、

家
庭

の
養

育
力

を
高

め
る

た
め

、
特

に
養

育
支

援
を

必
要

と
す

る
家

庭
に

、
育

児
・
家

事
援

助
を

行
い

ま
す

。

妊
娠

・
出

産
・
育

児
に

関
す

る
正

し
い

知
識

を
提

供
し

、
母

子
の

健
康

の
保

持
促

進
を

図
る

た
め

、
母

子
健

康
手

帳
の

交
付

を
行

い
ま

す
。

母
親

が
安

心
し

て
出

産
で

き
る

よ
う

、
産

科
連

携
体

制
を

維
持

し
、

医
師

会
が

行
う

事
業

に
対

し
、

補
助

を
実

施
し

ま
す

。

5
3
2
0
6

妊
婦

や
乳

幼
児

の
疾

病
の

発
見

及
び

防
止

を
図

り
、

健
康

を
保

持
増

進
さ

せ
る

た
め

、
妊

婦
、

乳
幼

児
の

健
診

機
会

を
提

供
し

ま
す

。

産
後

う
つ

を
早

期
に

把
握

し
、

き
め

細
か

に
支

援
す

る
た

め
、

家
庭

訪
問

時
な

ど
に

産
後

う
つ

質
問

票
を

実
施

し
ま

す
。
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項
目

R
1
年

度
R

2
年

度
R

3
年

度
R

4
年

度
R

5
年

度

5
3
2
0
8

8

不
妊

に
悩

む
夫

婦
が

、
経

済
的

理
由

で
不

妊
治

療
を

断
念

す
る

こ
と

が
な

い
よ

う
、

医
療

費
が

高
額

な
特

定
不

妊
治

療
に

要
す

る
費

用
の

一
部

を
助

成
し

、
経

済
的

負
担

の
軽

減
を

図
る

。
ま

た
、

専
門

相
談

窓
口

を
設

置
し

、
不

妊
の

要
因

に
つ

い
て

啓
発

普
及

を
推

進
す

る
と

と
も

に
、

不
妊

に
関

す
る

さ
ま

ざ
ま

な
相

談
に

応
じ

る
こ

と
で

、
心

身
の

悩
み

を
軽

減
す

る
。

①
助

成
件

数
②

不
妊

の
専

門
相

談
件

数

① 実
4
7
9
件

延
7
1
4
件

②
7
6
件

① 実
4
3
9
件

延
6
7
0
件

②
6
6
件

① 実
7
6
1
件

延
1
,3

5
5

件 ②
5
5
件

① 実
2
9
8
件

延
3
6
2
件

②
5
7
件

①
－

②
5
3
件

Ａ
令

和
4
年

度
4
月

か
ら

特
定

不
妊

治
療

が
保

険
適

用
と

な
っ

た
こ

と
に

伴
い

、
費

用
助

成
の

制
度

は
終

了
。

不
妊

の
専

門
相

談
窓

口
は

引
き

続
き

実
施

す
る

。
子

ど
も

家
庭

局

5
3
2
0
9

9

総
合

周
産

期
母

子
医

療
セ

ン
タ

ー
に

て
、

2
4
時

間
体

制
で

リ
ス

ク
の

高
い

分
娩

や
高

度
な

治
療

が
必

要
な

新
生

児
に

対
す

る
専

門
的

な
医

療
を

提
供

す
る

。
市

内
の

産
科

医
療

機
関

の
連

携
体

制
に

基
づ

い
て

、
ハ

イ
リ

ス
ク

分
娩

の
患

者
を

優
先

的
に

受
け

入
れ

る
。

①
分

娩
件

数
②

帝
王

切
開

率
②

母
体

・
胎

児
集

中
治

療
室

延
患

者
数

③
新

生
児

集
中

治
療

室
延

患
者

数

①
4
5
0
件

②
5
0
.0

％
③

1
,4

6
3

人 ④
2
,4

7
6

人

①
3
5
1
件

②
5
1
.6

％
③

1
,1

1
0

人 ④
1
,9

5
8

人

①
4
2
9
件

②
4
4
.3

%
③

1
,0

9
9

人 ④
2
,0

3
1

人

①
3
9
8
件

②
4
9
％

③
2
,4

2
0

人 ④
1
,1

6
7

人

①
3
4
0
件

②
5
4
.7

％
③

1
,2

1
6

人 ④
2
,4

7
9

人

Ｂ

市
内

の
産

科
医

療
機

関
の

連
携

体
制

に
基

づ
い

て
、

ハ
イ

リ
ス

ク
分

娩
の

患
者

の
優

先
的

な
受

け
入

れ
を

実
施

す
る

。
市

内
の

産
科

医
療

機
関

の
実

状
に

合
わ

せ
て

ロ
ー

リ
ス

ク
分

娩
も

受
け

入
れ

て
い

く
。

2
4
時

間
体

制
で

、
リ

ス
ク

の
高

い
分

娩
や

高
度

な
治

療
が

必
要

と
す

る
新

生
児

に
対

し
て

の
専

門
的

な
医

療
を

提
供

す
る

。

保
健

福
祉

局

女
性

に
対

す
る

暴
力

の
根

絶
な

ど
安

心
し

て
暮

ら
せ

る
社

会
の

実
現

施
策

の
方

向
　

３
生

涯
を

通
じ

た
女

性
の

健
康

支
援

具
体

的
政

策
　

（
３

）
生

涯
を

通
じ

た
女

性
の

健
康

の
保

持
・
増

進

項
目

R
1
年

度
R

2
年

度
R

3
年

度
R

4
年

度
R

5
年

度

5
3
3
0
1

1
心

と
身

体
の

健
康

を
家

族
や

職
場

な
ど

日
常

生
活

の
中

で
、

自
分

の
力

で
維

持
増

進
で

き
る

よ
う

な
講

座
や

健
康

教
室

等
を

開
催

す
る

。

リ
プ

ロ
ダ

ク
テ

ィ
ブ

・
ヘ

ル
ス

/
ラ

イ
ツ

講
座

数
・
参

加
延

べ
人

数
①

ム
ー

ブ
（
リ

プ
ロ

講
座

・
三

館
連

携
）

②
レ

デ
ィ

ス
も

じ
（
セ

ミ
ナ

ー
・
三

館
連

携
）

③
レ

デ
ィ

ス
や

は
た

（
セ

ミ
ナ

ー
・
三

館
連

携
）

①
3
講

座
1
6
2
人

②
3
講

座
1
9
8
人

③
6
講

座
6
3
5
人

①
2
講

座
7
1
人

②
5
講

座
2
4
1
人

③
3
講

座
4
3
人

①
5
講

座
1
8
6
人

②
　

-
③

　
-

①
5
講

座
2
0
1
人

②
　

-
③

　
-

①
5
講

座
2
7
4
人

②
　

-
③

　
-

Ａ

①
「
い

ま
ど

き
マ

マ
の

リ
フ

レ
ッ

シ
ュ

講
座

」
に

産
前

産
後

ケ
ア

や
リ

プ
ロ

ダ
ク

テ
ィ

ブ
・
ヘ

ル
ス

／
ラ

イ
ツ

に
関

す
る

講
義

な
ど

を
取

り
入

れ
、

生
涯

を
通

じ
た

女
性

の
健

康
支

援
講

座
と

し
て

実
施

。
他

に
、

ヨ
ガ

な
ど

の
健

康
講

座
、

リ
プ

ロ
ダ

ク
テ

ィ
ブ

・
ヘ

ル
ス

/
ラ

イ
ツ

講
座

を
開

催
し

、
満

足
度

は
高

い
水

準
を

維
持

し
て

い
る

。
今

後
も

引
き

続
き

、
女

性
の

心
と

身
体

の
健

康
維

持
推

進
に

つ
な

が
る

よ
う

な
知

識
・
技

術
の

習
得

の
機

会
を

提
供

す
る

。
②

③
レ

デ
ィ

ス
も

じ
及

び
レ

デ
ィ

ス
や

は
た

は
令

和
3
年

3
月

で
閉

館
と

な
り

、
生

涯
学

習
セ

ン
タ

ー
分

館
と

な
っ

た
た

め
、

該
当

事
業

は
終

了
と

な
っ

た
。

総
務

市
民

局

5
3
3
0
2

2
各

種
が

ん
検

診
や

基
本

（
若

者
）
健

診
等

の
受

診
促

進
を

図
り

、
が

ん
や

生
活

習
慣

病
な

ど
の

疾
病

の
予

防
、

早
期

発
見

、
早

期
治

療
を

推
進

す
る

。

■
実

施
検

診
受

診
者

数
①

子
宮

頸
が

ん
検

診
（
2
0
歳

以
上

）
②

乳
が

ん
検

診
（
4
0
歳

以
上

）
③

基
本

（
若

者
）
健

診
そ

の
他

各
種

が
ん

検
診

等
■

企
業

や
Ｎ

Ｐ
Ｏ

団
体

と
の

連
携

に
よ

る
「
が

ん
検

診
受

診
勧

奨
」
活

動
や

検
診

の
普

及
啓

発
活

動

■
実

施
検

診
受

診
者

数 ①
2
5
,3

6
9

人 ②
1
4
,2

6
5

人 ③
1
,0

1
3

人 そ
の

他
各

種
が

ん
検

診 ■
受

診
促

進
イ

ベ
ン

ト
、

チ
ラ

シ
の

配
布

、
子

宮
頸

が
ん

及
び

乳
が

ん
検

診
の

ク
ー

ポ
ン

の
配

布

■
実

施
検

診
受

診
者

数 ①
2
3
,7

8
9

人 ②
1
1
,3

2
1

人 ③
8
1
4
人

そ
の

他
各

種
が

ん
検

診 ■
受

診
促

進
イ

ベ
ン

ト
、

チ
ラ

シ
の

配
布

、
子

宮
頸

が
ん

及
び

乳
が

ん
検

診
の

ク
ー

ポ
ン

の
配

布

■
実

施
検

診
受

診
者

数 ①
2
5
,7

1
1

人 ②
1
4
,1

2
5

人 ③
1
,0

5
7

人 そ
の

他
各

種
が

ん
検

診 ■
受

診
促

進
イ

ベ
ン

ト
、

チ
ラ

シ
の

配
布

、
子

宮
頸

が
ん

及
び

乳
が

ん
検

診
の

ク
ー

ポ
ン

の
配

布

■
実

施
検

診
受

診
者

数 ①
2
5
,9

3
4

人 ②
1
3
,8

6
8

人 ③
1
,3

0
3

人 そ
の

他
各

種
が

ん
検

診 ■
受

診
促

進
イ

ベ
ン

ト
、

チ
ラ

シ
の

配
布

、
子

宮
頸

が
ん

及
び

乳
が

ん
検

診
の

ク
ー

ポ
ン

の
配

布

■
実

施
検

診
受

診
者

数 ①
2
5
,1

1
2

人 ②
1
4
,5

8
5

人 ③
1
,3

8
2

人 そ
の

他
各

種
が

ん
検

診 ■
受

診
促

進
イ

ベ
ン

ト
、

チ
ラ

シ
の

配
布

、
子

宮
頸

が
ん

及
び

乳
が

ん
検

診
の

ク
ー

ポ
ン

の
配

布

Ｂ

電
話

・
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

に
よ

る
集

団
検

診
予

約
、

無
料

ク
ー

ポ
ン

配
布

に
よ

る
受

診
機

会
の

確
保

や
、

市
政

だ
よ

り
及

び
チ

ラ
シ

な
ど

に
よ

る
広

報
を

行
っ

た
。

引
き

続
き

、
受

診
率

向
上

や
未

受
診

者
の

掘
り

起
こ

し
に

向
け

、
効

果
的

な
広

報
に

つ
い

て
取

り
組

ん
で

い
く
。

保
健

福
祉

局

局
名

N
o
.

取
組

内
容

枝
番

事
業

・
取

組
概

要
実

施
内

容
進

捗
今

後
の

取
組

（
課

題
や

見
直

し
）

局
名

N
o
.

取
組

内
容

枝
番

事
業

・
取

組
概

要
実

施
内

容
進

捗
今

後
の

取
組

（
課

題
や

見
直

し
）

不
妊

に
悩

む
夫

婦
に

対
し

て
、

特
定

不
妊

治
療

費
の

助
成

及
び

不
妊

に
関

す
る

専
門

相
談

を
実

施
し

ま
す

。

母
親

が
安

心
し

て
出

産
で

き
る

よ
う

、
「
総

合
周

産
期

母
子

医
療

セ
ン

タ
ー

」
で

リ
ス

ク
の

高
い

分
娩

や
高

度
な

治
療

が
必

要
な

新
生

児
に

対
す

る
専

門
的

な
医

療
を

提
供

し
ま

す
。

「
男

女
共

同
参

画
セ

ン
タ

ー
」
で

更
年

期
な

ど
性

や
健

康
に

関
す

る
正

し
い

理
解

を
促

す
た

め
の

講
座

を
実

施
し

ま
す

。

女
性

特
有

の
子

宮
頸

が
ん

・
乳

が
ん

等
の

早
期

発
見

、
早

期
治

療
の

た
め

、
が

ん
検

診
等

の
受

診
を

促
進

し
ま

す
。

柱
Ⅴ

60



項
目

R
1
年

度
R

2
年

度
R

3
年

度
R

4
年

度
R

5
年

度

3
-
1

介
護

予
防

に
資

す
る

基
本

的
な

知
識

を
普

及
啓

発
す

る
た

め
、

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

作
成

や
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
運

営
等

の
情

報
発

信
を

行
う

ほ
か

、
講

演
会

や
相

談
会

等
の

開
催

お
よ

び
介

護
予

防
教

室
を

実
施

す
る

。

①
講

演
会

や
出

張
講

座
の

件
数

②
介

護
予

防
教

室
実

施
回

数
③

健
康

づ
く
り

推
進

員
活

動
件

数

①
8
0
件

②
3
9
6
回

③
7
,5

4
1

件

①
3
3
件

②
3
9
6
回

③
6
,8

2
4

件

①
4
8
件

②
3
9
6
回

③
7
2
1
0
件

①
8
1
回

②
3
9
5
回

③
8
,5

5
8

件

①
8
5
回

②
3
9
6
回

③
8
,3

0
3

件

Ｂ

今
後

も
継

続
し

て
実

施
す

る
こ

と
で

、
介

護
予

防
に

取
り

組
む

き
っ

か
け

（
フ

レ
イ

ル
予

防
の

啓
発

）
や

機
会

を
提

供
す

る
。

ま
た

、
介

護
予

防
や

健
康

づ
く
り

へ
の

関
心

が
低

い
方

に
も

情
報

が
届

く
よ

う
、

ほ
か

の
事

業
や

地
域

と
連

携
し

な
が

ら
引

き
続

き
情

報
発

信
に

努
め

る
。

保
健

福
祉

局

3
-
2

4
0
歳

か
ら

6
4
歳

の
市

民
を

対
象

に
、

生
活

習
慣

病
の

予
防

及
び

寝
た

き
り

等
の

介
護

を
要

す
る

状
態

と
な

る
こ

と
の

予
防

、
そ

の
他

健
康

に
関

す
る

事
項

に
つ

い
て

正
し

い
知

識
の

普
及

を
図

る
と

と
も

に
「
自

ら
の

健
康

は
自

ら
が

守
る

」
と

い
う

認
識

と
自

覚
を

高
め

、
壮

年
期

か
ら

の
健

康
保

持
・
増

進
に

資
す

る
こ

と
を

目
的

に
壮

年
期

以
降

に
罹

患
し

や
す

い
疾

病
の

予
防

等
の

た
め

に
指

導
及

び
教

育
を

行
う

。

①
健

康
教

育
実

施
回

数
②

参
加

延
べ

人
数

①
1
,9

1
2

回 ②
1
4
,9

3
3

人

①
1
,3

6
9

回 ②
7
,1

2
9

人

①
1
,3

0
7

回 ②
4
,8

9
8

人

①
1
,3

8
7

回 ②
8
,0

6
6

人

①
1
,3

7
5

回 ②
7
,9

6
9

人

Ａ
肥

満
、

高
血

圧
、

オ
ー

ラ
ル

ヘ
ル

ス
な

ど
の

健
康

課
題

に
対

し
,

地
域

で
G

O
!G

O
!健

康
づ

く
り

を
基

盤
と

し
た

健
康

学
習

を
実

施
し

、
リ

テ
ラ

シ
ー

の
向

上
を

図
る

。
保

健
福

祉
局

3
-
3

①
食

生
活

相
談

生
活

習
慣

病
予

防
な

ど
の

食
事

に
つ

い
て

、
自

由
に

相
談

で
き

る
場

と
し

て
各

区
役

所
に

て
個

別
相

談
を

開
催

す
る

。
②

減
塩

普
及

講
習

会
生

活
習

慣
病

予
防

を
目

的
に

、
食

塩
摂

取
の

現
状

や
減

塩
の

方
法

に
つ

い
て

学
ぶ

講
習

会
を

各
市

民
セ

ン
タ

ー
に

て
開

催
す

る
。

（
R

2
～

：
講

習
会

方
式

ま
た

は
個

別
説

明
方

式
に

て
実

施
）

①
実

施
回

数
、

参
加

者
数

②
実

施
回

数
、

参
加

者
数

①
9
0
回

、
2
1
2
人

②
1
2
0

回
、

3
9
5
0
人

①
9
9
回

、
1
6
5
人

②
講

習
会

：
8
2

回
、

9
4
6

人 個
別

説
明

方
式

：
1
9
9

回
、

1
9
9

人

①
4
7
回

、
5
7
人

②
講

習
会

:6
8
回

、
7
1
0
人

①
4
3
回

、
9
4
人

②
講

習
会

9
0
回

、
1
,3

5
5
人

①
5
4
回

、
7
7
人

②
9
0
回

、
1
,3

5
7
人

Ａ

生
活

習
慣

病
予

防
の

食
生

活
の

重
要

性
に

つ
い

て
の

普
及

啓
発

、
行

動
変

容
促

進
に

努
め

る
。

地
域

に
根

差
し

た
事

業
展

開
に

よ
り

、
食

を
通

じ
た

健
康

づ
く
り

の
推

進
を

効
果

的
に

進
め

る
。

保
健

福
祉

局

3
-
4

①
6
5
歳

以
上

を
対

象
に

、
「
食

べ
る

こ
と

」
を

通
じ

て
低

栄
養

状
態

を
予

防
す

る
た

め
、

講
話

や
個

別
相

談
、

実
習

形
式

の
講

座
を

開
催

し
、

正
し

い
知

識
と

技
術

の
普

及
啓

発
を

図
る

。
②

食
生

活
改

善
推

進
員

が
地

域
高

齢
者

宅
を

訪
問

し
、

食
に

関
す

る
状

況
確

認
、

助
言

を
行

い
低

栄
養

予
防

の
普

及
啓

発
を

図
る

。

①
元

気
で

長
生

き
食

卓
相

談
②

お
い

し
く
食

べ
て

元
気

も
り

も
り

教
室

③
シ

ニ
ア

料
理

教
室

④
栄

養
ラ

ボ
事

業
⑤

食
生

活
改

善
推

進
員

な
ど

に
よ

る
訪

問
事

業

①
6
3
回

 　
2
,6

7
6
人

②
1
9
5
回

　
 5

,9
2
4
人

③
9
5
回

　
4
,6

8
9
人

④
1
9
回

　
2
,0

0
6
人

⑤
4
3
校

区
　

2
6
1
人

①
3
7
回

 　
1
2
7
人

②
7
0
回

　
 9

6
3
人

③
1
7
回

　
2
9
3
人

④
1
5
回

　
3
0
9
人

⑤
4
4
校

区
　

2
6
4
人

①
4
3
回

 　
1
4
5
人

②
7
8
回

　
 1

,5
9
7
人

③
2
0
回

　
3
2
8
人

④
1
4
回

　
4
1
2
人

⑤
4
4
校

区
　

2
6
4
人

①
8
3
回

 　
2
1
1
人

②
1
3
8
回

　
2
,9

6
6
人

③
6
0
回

　
1
,9

4
4
人

④
2
0
回

　
5
6
6
人

⑤
4
4
校

区
　

2
6
4
人

①
1
1
9
回

　
5
7
6
人

②
1
6
9
回

　
3
,7

8
5
人

③
9
1
回

　
5
,7

2
4
人

④
8
回

　
1
9
4
人

⑤
4
4
校

区
　

2
6
4
人

Ｂ
高

齢
者

を
対

象
に

、
低

栄
養

予
防

お
帯

食
生

活
改

善
に

関
す

る
事

業
を

行
い

、
行

動
変

容
に

つ
な

が
る

よ
う

引
き

続
き

支
援

を
行

っ
て

い
く
。

保
健

福
祉

局

3
-
5

4
0
歳

か
ら

6
4
歳

の
市

民
を

対
象

に
家

庭
に

お
け

る
健

康
管

理
が

継
続

で
き

る
た

め
に

、
心

身
の

健
康

に
関

す
る

個
別

の
相

談
に

応
じ

、
適

切
な

生
活

習
慣

の
維

持
・
増

進
の

た
め

に
保

健
師

や
栄

養
士

等
が

必
要

な
助

言
、

指
導

を
実

施
す

る
。

①
健

康
相

談
回

数
②

参
加

延
べ

人
数

①
5
,2

4
4

回 ②
2
0
,2

2
2

人

①
2
,8

8
5

回 ②
5
,4

0
7

人

①
3
,3

7
1

回 ②
5
,8

9
1

人

①
3
,9

2
0

回 ②
8
,3

1
1

人

①
4
,3

2
6

回 ②
1
1
,9

2
3

人

Ａ
市

民
セ

ン
タ

ー
等

の
身

近
な

場
所

で
健

康
相

談
の

実
施

を
継

続
す

る
。

特
に

、
高

血
圧

、
肥

満
、

女
性

の
健

康
に

つ
い

て
重

点
課

題
と

し
て

健
康

相
談

を
実

施
す

る
。

保
健

福
祉

局

3
-
6

市
民

セ
ン

タ
ー

を
拠

点
と

し
て

、
市

民
が

主
体

と
な

っ
て

地
域

の
健

康
課

題
に

つ
い

て
話

し
合

い
、

目
標

設
定

、
計

画
づ

く
り

、
実

践
、

事
業

評
価

を
一

つ
の

サ
イ

ク
ル

と
し

た
健

康
づ

く
り

事
業

を
ま

ち
づ

く
り

協
議

会
が

健
康

づ
く
り

推
進

員
の

会
、

食
生

活
改

善
推

進
員

協
議

会
と

連
携

し
、

医
師

会
、

歯
科

医
師

会
、

薬
剤

師
会

、
栄

養
士

会
、

行
政

（
保

健
師

等
）
な

ど
の

協
力

に
よ

り
実

施
す

る
。

実
施

ま
ち

づ
く
り

協
議

会
　

団
体

数
1
2
9
団

体
1
2
9
団

体
1
3
2
団

体
1
3
3
団

体
1
3
7
団

体
Ａ

地
域

の
健

康
課

題
に

沿
っ

た
取

り
組

み
を

実
施

す
る

。
保

健
福

祉
局

3
-
7

生
涯

を
通

じ
た

健
康

づ
く
り

の
た

め
に

、
専

門
職

に
よ

る
健

康
相

談
の

実
施

や
健

康
学

習
の

支
援

、
運

動
器

・
口

腔
機

能
等

の
向

上
の

取
組

を
す

る
。

6
5
歳

以
上

を
対

象
と

す
る

。

①
健

口
相

談
　

　
回

数
②

健
口

相
談

受
講

者
数

③
お

口
を

元
気

に
す

る
出

前
講

演
回

数
④

お
口

を
元

気
に

す
る

出
前

講
演

受
講

者
数

⑤
健

口
ス

ト
レ

ッ
チ

講
座

　
回

数
⑥

健
口

ス
ト

レ
ッ

チ
講

座
　

受
講

者
数

①
1
6
回

②
3
4
8
人

③
1
0
回

④
3
1
9
人

⑤
1
8
3
回

⑥
5
,6

2
1

人

①
0
回

②
0
人

③
4
回

④
9
0
人

⑤
4
5
回

⑥
7
3
7
人

①
2
回

②
3
1
人

③
7
回

④
1
5
5
人

⑤
6
7
回

⑥
1
,3

7
1

人

①
3
回

②
8
3
人

③
5
回

④
9
9
人

⑤
1
6
1
回

⑥
3
,7

4
5

人

①
6
回

②
1
7
3
人

③
3
回

④
9
5
人

⑤
1
4
0
回

⑥
3
,7

4
8

人

Ｂ
高

齢
者

の
口

腔
機

能
低

下
を

防
ぎ

、
フ

レ
イ

ル
予

防
に

つ
な

げ
る

た
め

、
引

き
続

き
専

門
職

に
よ

る
健

康
相

談
・
健

康
教

育
を

実
施

し
て

い
く
。

保
健

福
祉

局

3
-
8

・
受

診
促

進
の

取
組

・
受

診
後

の
適

切
な

フ
ォ

ロ
ー

体
制

の
充

実

①
特

定
健

診
受

診
率

②
特

定
保

健
指

導
実

施
率

(特
定

保
健

指
導

実
施

率
は

常
に

政
令

市
の

上
位

に
位

置
し

て
い

る
と

同
時

に
、

特
定

保
健

指
導

非
対

象
者

へ
の

保
健

指
導

等
、

健
診

後
の

フ
ォ

ロ
ー

体
制

を
充

実
さ

せ
て

い
る

。
)

①
3
4
.2

%

②
2
5
.4

%

①
3
3
.5

％

②
1
8
.9

％

①
3
4
.2

%

②
1
9
.3

%

①
3
5
.2

%

②
2
0
.2

%

①
集

計
中

②
集

計
中

Ａ

特
定

健
診

受
診

率
は

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
を

受
け

低
下

し
た

も
の

の
徐

々
に

増
加

し
て

い
る

が
、

最
も

受
診

率
の

高
か

っ
た

H
3
0
年

度
ま

で
戻

っ
て

い
な

い
。

特
定

保
健

指
導

も
同

様
で

あ
る

。
　

特
に

受
診

率
の

低
い

若
い

世
代

へ
の

受
診

勧
奨

を
進

め
る

。
ま

た
特

定
保

健
指

導
実

施
率

に
つ

い
て

は
、

IT
の

活
用

等
を

通
し

て
実

施
率

の
向

上
を

図
る

。
※

実
施

内
容

①
②

に
つ

い
て

は
令

和
6
年

1
1
月

ご
ろ

確
定

保
健

福
祉

局

局
名

生
涯

を
通

じ
た

健
康

づ
く
り

の
た

め
、

生
活

習
慣

病
予

防
や

介
護

予
防

、
健

康
づ

く
り

等
の

各
種

事
業

を
実

施
し

ま
す

。
5
3
3
0
3

N
o
.

取
組

内
容

枝
番

事
業

・
取

組
概

要
実

施
内

容
進

捗
今

後
の

取
組

（
課

題
や

見
直

し
）

61



項
目

R
1
年

度
R

2
年

度
R

3
年

度
R

4
年

度
R

5
年

度

5
3
3
0
3

3
-
9

①
歯

周
病

（
歯

周
疾

病
）
検

診
の

実
施

②
歯

周
病

セ
ル

フ
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト

や
、

糖
尿

病
と

歯
周

病
の

関
係

に
つ

い
て

の
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
を

配
布

す
る

な
ど

、
歯

周
病

予
防

に
関

す
る

啓
発

活
動

の
実

施

①
歯

周
病

（
歯

周
疾

患
）
検

診
の

受
診

率
②

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

の
配

布

①
5
.5

%
②

2
,0

0
0

枚

①
5
.6

％
②

2
,0

0
0

枚

①
5
.
6
%

②
-
(
配

り
切

り
の

た
め

R
3
は

配
布

な
し

)

①
6
.
0
％

②
－

(
R
4

配
布

な
い

が
、

市
H
P

等
に

て
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
を

掲
載

し
て

い
る

)

①
5
.
6
％

②
2
0
,
0
0
0

枚
Ａ

歯
周

病
検

診
の

対
象

者
を

若
年

層
に

拡
大

す
る

と
と

も
に

、
歯

周
病

と
糖

尿
病

等
の

生
活

習
慣

病
と

の
関

連
等

に
つ

い
て

、
引

き
続

き
普

及
啓

発
に

取
り

組
む

。
保

健
福

祉
局

5
3
3
0
4

4
ス

ポ
ー

ツ
を

通
じ

て
健

康
・
体

力
づ

く
り

、
ス

ト
レ

ス
解

消
、

生
き

が
い

づ
く
り

等
を

進
め

る
た

め
に

、
ス

ポ
ー

ツ
イ

ベ
ン

ト
等

を
開

催
す

る
と

と
も

に
、

市
民

の
各

ス
ポ

ー
ツ

施
設

の
活

用
を

促
進

す
る

。
こ

の
こ

と
に

よ
り

、
健

康
増

進
や

体
力

向
上

を
図

る
。

①
生

涯
ス

ポ
ー

ツ
振

興
事

業
②

北
九

州
市

民
ス

ポ
ー

ツ
大

会

①
1
4
,9

3
1

人 ②
6
7
競

技
計

3
0
,1

3
9

人 ※
男

女
計

延
べ

人
数

①
4
2
8
人

②
4
1
競

技
計

1
4
,8

1
6

人 ※
男

女
計

延
べ

人
数

①
2
6
2
人

②
3
4
競

技
計

1
8
,0

6
4

人 ※
男

女
計

延
べ

人
数

①
1
,8

6
7

人 ②
6
0
競

技
計

2
3
,5

2
5

人 ※
男

女
計

延
べ

人
数

①
2
,6

3
9

人 ②
6
2
競

技
計

2
6
,0

4
8

人 ※
男

女
計

延
べ

人
数

Ｂ

①
「
誰

も
が

気
軽

に
ス

ポ
ー

ツ
に

親
し

め
る

環
境

づ
く
り

」
を

推
進

す
る

た
め

に
、

生
涯

ス
ポ

ー
ツ

の
普

及
・
振

興
な

ど
、

幅
広

く
展

開
し

て
い

く
。

ま
た

、
地

域
住

民
が

自
主

的
に

ス
ポ

ー
ツ

の
場

や
機

会
を

創
出

す
る

よ
う

、
様

々
な

団
体

と
連

携
し

取
り

組
み

実
施

に
努

め
る

。
②

ス
ポ

ー
ツ

・
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
の

普
及

・
振

興
、

市
民

の
「
豊

か
な

ス
ポ

ー
ツ

ラ
イ

フ
」
の

形
成

・
定

着
を

図
る

た
め

に
、

ス
ポ

ー
ツ

振
興

計
画

で
目

標
と

し
て

掲
げ

て
い

る
「
ス

ポ
ー

ツ
実

施
率

６
５

％
以

上
」
を

実
現

で
き

る
よ

う
関

係
団

体
と

連
携

し
し

、
実

施
に

取
り

組
む

。

都
市

ブ
ラ

ン
ド

創
造

局

女
性

に
対

す
る

暴
力

の
根

絶
な

ど
安

心
し

て
暮

ら
せ

る
社

会
の

実
現

施
策

の
方

向
　

４
困

難
を

抱
え

た
女

性
等

が
安

心
し

て
暮

ら
せ

る
支

援

具
体

的
政

策
　

（
１

）
高

齢
者

、
障

害
者

、
ひ

と
り

親
、

外
国

人
の

女
性

等
が

安
心

し
て

暮
ら

せ
る

た
め

の
相

談
の

実
施

項
目

R
1
年

度
R

2
年

度
R

3
年

度
R

4
年

度
R

5
年

度

5
4
1
0
1

1
高

齢
者

や
障

害
の

あ
る

人
及

び
そ

の
家

族
に

対
す

る
介

護
支

援
な

ど
の

サ
ー

ビ
ス

の
充

実
を

図
る

。
（
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
を

中
心

と
し

た
総

合
相

談
体

制
の

構
築

）

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

の
利

用
状

況
①

来
所

②
訪

問
③

電
話

④
計

①
1
8
,7

4
8

件 ②
5
1
,2

8
3

件 ③ 1
3
6
,4

6
9

件 ④ 2
0
6
,5

0
0

件

①
1
6
,8

3
1

件 ②
4
2
,9

5
0

件 ③ 1
5
5
,5

4
8

件 ④ 2
1
5
,3

2
9

件

①
1
7
,9

1
4

件 ⓶
4
5
,9

5
1

件 ③ 1
5
2
,1

7
7

件 ④ 2
1
6
,0

4
2

件

①
1
8
,4

4
1

件 ②
4
7
,3

1
6

件 ③ 1
5
6
,7

2
5

件 ④ 2
2
2
,4

8
2

件

①
1
7
,8

6
4

件 ②
4
6
,1

2
5

件 ③ 1
5
4
,7

1
0

件 ④ 2
1
8
,6

9
9

件

Ｂ

複
合

的
な

問
題

（
認

知
症

、
精

神
疾

患
、

8
0
5
0
問

題
等

が
重

な
っ

た
状

態
）
を

抱
え

て
い

る
場

合
は

、
相

談
が

長
期

化
す

る
傾

向
に

あ
る

。
適

切
な

支
援

を
行

う
た

め
、

関
係

機
関

と
の

連
携

強
化

を
図

る
と

と
も

に
、

地
域

ケ
ア

会
議

や
研

修
を

充
実

さ
せ

、
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
職

員
の

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

を
図

る
。

ま
た

、
引

き
続

き
「
ま

ち
か

ど
介

護
相

談
室

」
を

活
用

し
、

土
・

日
・
祝

日
の

相
談

体
制

を
維

持
し

、
ヤ

ン
グ

ケ
ア

ラ
ー

や
ダ

ブ
ル

ケ
ア

等
の

問
題

に
対

応
す

る
。

保
健

福
祉

局

5
4
1
0
2

2
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
を

中
心

と
し

た
、

地
域

団
体

、
医

療
機

関
、

警
察

、
法

律
関

係
等

と
連

携
し

て
対

応
す

る
。

主
な

連
携

先
①

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

・
統

括
支

援
セ

ン
タ

ー
②

ケ
ア

マ
ネ

ジ
ャ

ー
・
サ

ー
ビ

ス
事

業
者

等
③

医
療

機
関

等
④

民
生

委
員

等
⑤

法
律

関
係

者
⑥

警
察

①
3
2
,4

3
5

件 ②
5
7
,0

3
2

件 ③
1
0
,8

0
2

件 ④
1
,9

3
4

件 ⑤
1
,6

1
5

件 ⑥
6
6
8
件

※
重

複
あ

り

①
3
2
,8

2
2

件 ②
5
6
,4

7
0

件 ③
1
0
,6

2
4

件 ④
1
,7

9
8

件 ⑤
1
,3

8
8

件 ⑥
6
7
6
件

※
重

複
あ

り

①
3
3
,3

8
2

件 ②
6
0
,1

2
1

件 ③
1
1
,4

2
0

件 ④
2
,2

1
4

件 ⑤
1
,0

9
7

件 ⑥
6
4
6
件

※
重

複
あ

り

①
3
7
,4

2
9

件 ②
5
8
,7

6
6

件 ③
1
0
,8

0
5

件 ④
2
,3

7
0

件 ⑤
7
8
8
件

⑥
1
,0

0
7

件 ※
重

複
あ

り

①
2
4
,8

5
9

件 ②
5
4
,7

3
2

件 ③
1
0
,3

9
4

件 ④
1
,9

3
5

件 ⑤
1
,0

5
8

件 ⑥
8
8
7
件

Ｂ

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

は
、

「
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
」
の

核
と

し
て

様
々

な
関

係
機

関
と

連
携

し
て

い
る

。
特

に
虐

待
等

処
遇

困
難

事
例

に
つ

い
て

は
、

方
針

決
定

や
処

遇
な

ど
迅

速
な

判
断

が
必

要
と

な
る

た
め

、
さ

ら
な

る
連

携
の

強
化

に
努

め
る

。

保
健

福
祉

局

5
4
1
0
3

3

ひ
と

り
親

家
庭

や
寡

婦
の

生
活

上
の

悩
み

や
相

談
を

受
け

た
り

、
仕

事
の

た
め

に
必

要
な

知
識

や
技

能
を

身
に

つ
け

る
た

め
の

講
座

等
を

無
料

で
実

施
す

る
。

そ
の

他
各

種
研

修
会

や
催

し
等

を
行

い
、

ひ
と

り
親

家
庭

等
の

生
活

の
安

定
、

福
祉

の
向

上
を

目
指

す
。

母
子

・
父

子
福

祉
セ

ン
タ

ー
利

用
者

数
1
0
,4

4
6
人

9
,0

5
9
人

9
,8

9
9
人

1
0
,2

4
5
人

1
0
,2

0
1
人

Ａ
周

知
を

徹
底

し
、

よ
り

多
く
の

継
続

的
な

利
用

者
の

確
保

及
び

、
新

規
利

用
者

へ
の

周
知

・
利

用
促

進
を

行
う

。
子

ど
も

家
庭

局

局
名

N
o
.

取
組

内
容

枝
番

事
業

・
取

組
概

要
実

施
内

容
進

捗
今

後
の

取
組

（
課

題
や

見
直

し
）

生
涯

を
通

じ
た

健
康

づ
く
り

の
た

め
、

生
活

習
慣

病
予

防
や

介
護

予
防

、
健

康
づ

く
り

等
の

各
種

事
業

を
実

施
し

ま
す

。

N
o
.

取
組

内
容

枝
番

事
業

・
取

組
概

要
実

施
内

容
進

捗
今

後
の

取
組

（
課

題
や

見
直

し
）

局
名

高
齢

者
の

相
談

に
対

し
て

、
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
等

が
関

係
機

関
と

連
携

し
て

対
応

し
ま

す
。

ひ
と

り
親

家
庭

等
を

支
援

す
る

た
め

、
「
母

子
父

子
福

祉
セ

ン
タ

ー
」
で

生
活

や
就

業
に

つ
い

て
の

相
談

、
就

業
支

援
講

座
等

を
実

施
し

ま
す

。

健
康

・
体

力
づ

く
り

の
た

め
の

ス
ポ

ー
ツ

イ
ベ

ン
ト

の
開

催
や

、
日

頃
運

動
を

す
る

機
会

が
少

な
い

女
性

を
対

象
と

し
た

体
操

教
室

開
催

等
、

健
康

増
進

や
体

力
向

上
を

図
り

ま
す

。

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

を
中

心
に

、
高

齢
者

や
障

害
の

あ
る

人
に

分
か

り
や

す
い

総
合

相
談

シ
ス

テ
ム

を
構

築
し

ま
す

。柱
Ⅴ
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項
目

R
1
年

度
R

2
年

度
R

3
年

度
R

4
年

度
R

5
年

度

5
4
1
0
4

4

「
（
公

財
）
北

九
州

国
際

交
流

協
会

」
と

の
連

携
に

よ
り

、
以

下
の

と
お

り
実

施
す

る
。

①
外

国
人

市
民

を
対

象
と

し
た

専
門

家
に

よ
る

無
料

相
談

窓
口

や
、

日
常

生
活

レ
ベ

ル
で

の
悩

み
を

相
談

で
き

る
一

般
相

談
窓

口
の

開
設

②
区

役
所

等
で

の
相

談
時

に
行

政
通

訳
者

等
の

派
遣

③
交

流
や

講
座

等
を

通
じ

た
国

際
理

解
・
多

文
化

共
生

へ
の

理
解

促
進

①
 無

料
入

国
・
在

留
・
国

籍
手

続
相

談
会

の
開

催
（
県

行
政

書
士

会
と

の
共

催
）

②
無

料
法

律
相

談
会

の
開

催
（
県

弁
護

士
会

北
九

州
部

会
と

の
共

催
）

③
無

料
心

理
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

の
開

催
（
臨

床
心

理
士

）
④

日
本

語
・
英

語
・
中

国
語

・
韓

国
語

・
ベ

ト
ナ

ム
語

に
よ

る
外

国
人

一
般

相
談

窓
口

の
設

置
（
相

談
件

数
）

※
窓

口
設

置
場

所
：
八

幡
西

区
コ

ム
シ

テ
ィ

、
小

倉
北

区
役

所
⑤

行
政

・
医

療
通

訳
の

個
別

派
遣

（
通

訳
件

数
）

⑥
外

国
人

支
援

関
係

機
関

連
絡

会
議

の
開

催
⑦

国
際

交
流

員
等

の
小

学
校

や
市

民
セ

ン
タ

ー
等

へ
の

派
遣

⑧
国

際
理

解
教

育
講

座
　

外
国

人
市

民
等

を
講

師
と

し
て

、
小

・
中

学
校

や
市

民
セ

ン
タ

ー
 に

派
遣

①
6
3
件

②
1
3
件

③
5
件

④
1
,3

9
5

件 ⑤
1
9
5
件

⑥
2
回

⑦
1
0
件

⑧
実

施

①
3
8
件

②
1
0
件

③
0
件

④
1
,2

0
1

件 ⑤
1
4
8
件

⑥
2
回

⑦
4
件

⑧
実

施

①
4
4
件

②
1
3
件

③
3
件

④
1
,1

2
0

件 ⑤
1
9
1
件

⑥
2
回

⑦
3
件

⑧
実

施

①
3
7
件

②
1
5
件

③
2
件

④
1
,1

4
0

件 ⑤
2
0
6
件

⑥
2
回

⑦
5
回

⑧
実

施

①
5
4
件

②
1
6
件

③
0
件

④
9
6
0
件

⑤
1
7
0
件

⑥
2
回

⑦
5
件

⑧
実

施

Ｂ

　
外

国
人

市
民

が
生

活
す

る
上

で
の

情
報

提
供

や
相

談
に

多
言

語
で

一
元

的
に

対
応

す
る

窓
口

で
あ

る
「
北

九
州

市
多

文
化

共
生

ワ
ン

ス
ト

ッ
プ

イ
ン

フ
ォ

メ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
」
を

中
心

に
、

行
政

書
士

会
、

弁
護

士
会

な
ど

に
よ

る
専

門
家

相
談

、
行

政
及

び
医

療
通

訳
等

を
実

施
す

る
こ

と
で

、
外

国
人

市
民

が
暮

ら
し

や
す

い
環

境
整

備
を

行
っ

て
い

る
。

令
和

5
年

度
は

、
電

話
や

メ
ー

ル
、

対
面

で
の

対
応

を
実

施
し

た
ほ

か
、

多
面

的
か

つ
継

続
的

な
支

援
を

必
要

と
す

る
相

談
に

対
し

て
は

、
社

会
福

祉
士

の
資

格
と

外
国

人
支

援
に

関
す

る
知

識
・
経

験
を

持
つ

「
多

文
化

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
」
が

関
係

機
関

と
連

携
し

、
相

談
者

に
寄

り
添

っ
た

長
期

的
な

フ
ォ

ロ
ー

を
実

施
し

た
。

　
今

後
も

引
き

続
き

、
き

め
細

や
か

な
対

応
に

よ
っ

て
事

業
を

推
進

し
て

い
く
と

と
も

に
、

令
和

6
年

度
は

、
ワ

ン
ス

ト
ッ

プ
イ

ン
フ

ォ
メ

ー
シ

ョ
ン

の
あ

る
八

幡
西

区
・
小

倉
北

区
以

外
の

区
役

所
で

も
北

九
州

国
際

交
流

協
会

の
相

談
窓

口
を

知
っ

て
も

ら
う

た
め

、
他

区
役

所
等

で
の

オ
ン

ラ
イ

ン
相

談
を

検
討

す
る

。

政
策

局

5
№

5
1
2
0
3
の

再
掲

№
5
1
2
0
3
の

再
掲

保
健

福
祉

局

5
№

5
1
2
0
3
の

再
掲

№
5
1
2
0
3
の

再
掲

子
ど

も
家

庭
局

5
4
1
0
6

6

介
護

職
員

初
任

者
研

修
を

修
了

し
た

消
防

団
員

が
中

心
と

な
り

、
一

人
暮

ら
し

高
齢

者
世

帯
等

を
訪

問
し

、
防

火
・
防

災
指

導
や

簡
単

な
身

の
回

り
の

世
話

を
行

う
と

と
も

に
、

福
祉

に
関

す
る

相
談

を
関

係
機

関
に

つ
な

ぐ
な

ど
、

安
心

感
の

向
上

を
図

る
。

消
防

団
員

に
よ

る
訪

問
世

帯
数

1
,8

4
8
世

帯
-

-
-

1
,7

0
2
世

帯
Ａ

当
該

事
業

を
継

続
し

て
実

施
し

、
引

き
続

き
高

齢
者

の
安

全
・

安
心

の
向

上
を

図
る

。
消

防
局

N
o
.

取
組

内
容

枝
番

事
業

・
取

組
概

要
実

施
内

容
進

捗
今

後
の

取
組

（
課

題
や

見
直

し
）

局
名

介
護

職
員

初
任

者
研

修
を

修
了

し
た

消
防

団
員

が
中

心
と

な
り

、
一

人
暮

ら
し

高
齢

者
世

帯
等

を
訪

問
し

、
防

火
・
防

災
指

導
や

簡
単

な
身

の
回

り
の

世
話

を
行

う
と

と
も

に
、

福
祉

に
関

す
る

相
談

を
関

係
機

関
に

つ
な

ぐ
な

ど
、

安
心

感
の

向
上

を
図

り
ま

す
。

「
(公

財
)北

九
州

国
際

交
流

協
会

」
と

の
連

携
に

よ
り

、
外

国
人

市
民

を
対

象
と

し
た

無
料

相
談

窓
口

の
開

設
や

区
役

所
等

で
の

相
談

時
に

行
政

通
訳

者
等

の
派

遣
を

行
い

ま
す

。

5
4
1
0
5

地
域

住
民

の
相

談
に

対
し

、
相

談
者

の
状

況
に

応
じ

て
、

民
生

委
員

・
児

童
委

員
が

関
係

機
関

に
つ

な
ぎ

ま
す

。
(再

掲
)
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柱
Ⅴ

女
性

に
対

す
る

暴
力

の
根

絶
な

ど
安

心
し

て
暮

ら
せ

る
社

会
の

実
現

施
策

の
方

向
　

４
困

難
を

抱
え

た
女

性
等

が
安

心
し

て
暮

ら
せ

る
支

援

具
体

的
政

策
　

（
2
）

多
様

な
性

の
あ

り
方

へ
の

理
解

の
促

進

項
目

R
1
年

度
R

2
年

度
R

3
年

度
R

4
年

度
R

5
年

度

5
4
2
0
1

1
「
パ

ー
ト

ナ
ー

シ
ッ

プ
宣

誓
制

度
」
の

運
用

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

宣
誓

書
受

領
証

の
交

付
件

数
（
※

R
1
.7

.1
制

度
導

入
）

8
件

6
件

6
件

1
0
件

1
3
件

Ａ
　

引
き

続
き

、
パ

ー
ト

ナ
ー

シ
ッ

プ
宣

誓
制

度
を

運
用

し
て

い
く
と

と
も

に
、

同
制

度
の

周
知

に
努

め
て

い
く
。

保
健

福
祉

局

5
4
2
0
2

2
-
1

人
権

を
考

え
る

ラ
ジ

オ
番

組
「
明

日
へ

の
伝

言
板

」
の

制
作

・
放

送
や

人
権

に
関

す
る

講
演

会
等

の
啓

発
事

業
に

取
り

組
む

。
【
R

3
～

】

①
放

送
時

間
②

放
送

局
③

「
性

的
指

向
・
性

自
認

」
を

テ
ー

マ
と

し
た

シ
ナ

リ
オ

本
数

と
放

送
回

数
④

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
開

設
⑤

シ
ナ

リ
オ

集
・
Ｃ

Ｄ
、

紙
芝

居
Ｄ

Ｖ
Ｄ

の
制

作
と

市
内

の
学

校
や

市
民

セ
ン

タ
ー

へ
の

配
布

、
市

民
へ

の
貸

し
出

し
等

⑥
Ｙ

ｏ
ｕ

Ｔ
ｕ

ｂ
ｅ
に

公
開

⑦
そ

の
他

啓
発

【
R

3
～

】

①
令

和
元

年
1
0
月

2
1

日
か

ら
令

和
2
年

3
月

8
日

② C
R

O
S
S
F

M
ラ

ジ
オ

、
K
B

C
ラ

ジ
オ

、
R

K
B

ラ
ジ

オ
③

3
本

の
シ

ナ
リ

オ
を

各
4
回

放
送

④
実

施
⑤

実
施

⑥
実

施
⑦

―

①
令

和
2

年
1
1
月

2
日

か
ら

令
和

3
年

1
月

3
1
日

② C
R

O
S
S
F

M
ラ

ジ
オ

③
2
本

の
シ

ナ
リ

オ
を

各
2
回

放
送

④
実

施
⑤

実
施

⑥
実

施
⑦

―

①
令

和
3

年
1
1
月

1
日

か
ら

令
和

4
年

1
月

3
0
日

② C
R

O
S
S
F

M
ラ

ジ
オ

③
2
本

の
シ

ナ
リ

オ
を

各
2
回

放
送

④
実

施
⑤

実
施

⑥
実

施
⑦ ・
人

権
週

間
記

念
講

演
会

の
実

施
（
令

和
3

年
1
2
月

3
日

）
・
人

権
啓

発
情

報
紙

の
制

作
及

び
配

布
・
人

権
啓

発
動

画
の

制
作

①
令

和
4

年
1
1
月

1
日

か
ら

令
和

5
年

2
月

5
日

② C
R

O
S
S
F

M
ラ

ジ
オ

③
2
本

の
シ

ナ
リ

オ
を

各
2
回

放
送

④
実

施
⑤

実
施

⑥
実

施
⑦ ・
人

権
啓

発
動

画
D

V
D

の
配

布
、

Y
o
u
T
u
b
e

配
信

①
令

和
5

年
1
1
月

1
日

か
ら

令
和

6
年

2
月

4
日

② C
R

O
S
S
F

M
ラ

ジ
オ

③
2
本

の
シ

ナ
リ

オ
を

各
2
回

放
送

④
実

施
⑤

実
施

⑥
実

施
⑦ ・
人

権
週

間
記

念
講

演
会

の
実

施
（
令

和
5

年
1
2
月

3
日

）
・
人

権
啓

発
情

報
紙

の
制

作
及

び
配

布

Ａ

 　
ラ

ジ
オ

番
組

の
制

作
に

あ
た

っ
て

は
、

今
後

も
、

「
性

的
指

向
・
性

自
認

」
を

テ
ー

マ
に

し
た

シ
ナ

リ
オ

を
継

続
し

て
採

用
し

て
い

く
。

　
ま

た
、

「
明

日
へ

の
伝

言
板

」
特

設
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

ア
ー

カ
イ

ブ
機

能
を

設
け

、
シ

ナ
リ

オ
を

公
開

す
る

と
と

も
に

、
放

送
さ

れ
た

ラ
ジ

オ
番

組
を

Y
o
u
T
u
b
e
で

配
信

し
、

啓
発

の
推

進
を

図
る

。
　

ま
た

、
「
性

的
指

向
・
性

自
認

」
に

つ
い

て
、

人
権

週
間

行
事

や
各

種
広

報
媒

体
、

視
聴

覚
教

材
を

用
い

た
啓

発
に

よ
り

、
市

民
の

理
解

促
進

を
図

る
。

保
健

福
祉

局

局
名

N
o
.

取
組

内
容

枝
番

事
業

・
取

組
概

要
実

施
内

容
進

捗
今

後
の

取
組

（
課

題
や

見
直

し
）

様
々

な
人

権
課

題
の

ひ
と

つ
と

し
て

、
人

権
講

演
会

や
ラ

ジ
オ

、
広

報
紙

等
に

よ
り

、
性

的
指

向
・
性

自
認

等
を

理
由

と
す

る
差

別
・
偏

見
に

関
す

る
啓

発
活

動
に

取
り

組
み

ま
す

。

性
的

少
数

者
の

生
き

方
を

後
押

し
す

る
た

め
、

パ
ー

ト
ナ

ー
と

宣
誓

し
た

当
事

者
に

対
し

、
「
パ

ー
ト

ナ
ー

シ
ッ

プ
宣

誓
書

受
領

証
」
を

交
付

し
ま

す
。
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北九州市男女共同参画社会の形成の推進に関する条例 
                                                                           

平成14年3月28日条例第16号 

改正 平成14年6月24日条例第54号 
 

 

北九州市は、市民一人ひとりの人権が尊重され、安心して暮らすことができるまちづくりを進め

ている。これまで、多くの市民と協力しながら、男女平等の促進、女性の社会参画の支援、アジア

地域との女性の地位向上に関する相互協力など北九州市の実情に応じた様々な取組を行ってきた。 

しかしながら、男女の人権が尊重される社会を実現するには、なお一層の努力が必要とされてい

る。 

一方、少子高齢化の急速な進展など北九州市の社会経済情勢の変化に対応できる豊かで活力ある

まちづくりを進める上で、男女が、性別にかかわりなく、その個性と能力を十分発揮することがで

きる社会の実現が求められている。 

このような状況の中、男女が社会のあらゆる分野に共に参画し、共に喜びと責任を分かち合うこ

とのできる男女共同参画社会の形成は、市政の重要課題である。 

ここに、男女共同参画社会の実現を目指すことを決意し、その実現に向けての基本理念を明らか

にするとともにその方向性を示し、市民、事業者と協力しながら、男女共同参画社会の形成の推進

に関する施策を総合的かつ計画的に進めるため、この条例を制定する。 

 

第１章 総則 

 （目的） 

第１条 この条例は、個人の尊重及び法の下の平等を保障する日本国憲法の理念にのっとり男女の

人権が尊重される社会を実現すること並びに少子高齢化等の社会経済情勢の変化に対応できる豊

かで活力ある社会を実現することの緊要性にかんがみ、男女共同参画社会の形成に関し、基本理

念を定め、並びに市、市民及び事業者の責務を明らかにするとともに、男女共同参画社会の形成

の推進に関する施策の基本的事項を定めることにより、男女共同参画社会の形成を総合的かつ計

画的に推進することを目的とする。 

  （定義） 

第２条 この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによる。 

 (1) 男女共同参画社会の形成 男女が、社会の対等な構成員として、自らの意思によって社会の

あらゆる分野における活動に参画する機会が確保され、もって男女が均等に政治的、経済的、

社会的及び文化的利益を享受することができ、かつ、共に責任を担うべき社会を形成すること

をいう。 

  (2) 積極的改善措置 前号に規定する機会に係る男女間の格差を改善するため必要な範囲内にお

いて、男女のいずれか一方に対し、当該機会を積極的に提供することをいう。 

 （基本理念） 

第３条 男女共同参画社会の形成は、男女の個人としての尊厳が重んぜられること、男女が性別に

よる差別的取扱いを受けないこと、男女が個人として能力を発揮する機会が確保されることその
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他の男女の人権が尊重されることを旨として、行われなければならない。 

２ 男女共同参画社会の形成に当たっては、社会における制度又は慣行が、性別による固定的な役

割分担等を反映して、男女の社会における活動の選択に対して中立でない影響を及ぼすことによ

り、男女 共同参画社会の形成を阻害する要因となるおそれがあることにかんがみ、社会におけ

る制度又は慣行が男女の社会における活動の選択に対して及ぼす影響をできる限り中立なものと

するように配慮されなければならない。 

３  男女共同参画社会の形成は、男女が、社会の対等な構成員として、市における政策又は民間の

団体における方針の立案及び決定に共同して参画する機会が確保されることを旨として、行われ

なければならない。 

４ 男女共同参画社会の形成は、家族を構成する男女が、相互の協力と社会の支援の下に、子の養

育、家族の介護その他の家庭生活における活動について家族の一員としての役割を円滑に果たし、

かつ、当該活動以外の活動を行うことができるようにすることを旨として、行われなければなら

ない。 

５ 男女共同参画社会の形成は、男女が互いの身体的特徴及び性に関する理解を深めるとともに、

性に関する個人の意思が尊重され、生涯にわたる健康の保持が図られることを旨として、行われ

なければならない。 

６ 男女共同参画社会の形成の推進が国際社会における男女共同参画社会の形成に関する取組と密

接な関係を有していることにかんがみ、男女共同参画社会の形成は、国際的な相互協力の下に行

われなければならない。  

 （市の責務）  

第４条 市は、前条に定める男女共同参画社会の形成に関する基本理念（以下「基本理念」という。）

にのっとり、男女共同参画社会の形成の推進に関する施策（積極的改善措置を含む。以下同じ。）

を総合的に策定し、及び実施する責務を有する。 

２ 市は、男女共同参画社会の形成の推進に当たっては、市民、事業者、国及び他の地方公共団体

と相互に連携を図るとともに協力するよう努めなければならない。 

   (市民の責務) 

第５条 市民は、基本理念にのっとり、職域、学校、地域、家庭その他の社会のあらゆる分野にお

いて男女共同参画社会の形成に寄与するよう努めなければならない。 

２ 市民は、市が実施する男女共同参画社会の形成の推進に関する施策に協力するよう努めなけれ

ばならない。 

 （事業者の責務） 

第６条 事業者は、基本理念にのっとり、その雇用する男女が、職業生活と家庭生活とを両立して

行うことができるようにするための支援を行う等男女共同参画社会の形成の推進に取り組むよう

努めなければならない。 

２ 事業者は、その事業活動に関し、市が実施する男女共同参画社会の形成の推進に関する施策に

協力するよう努めなければならない。 

 （人権侵害行為の禁止） 

第７条 何人も、性別による差別的取扱い、配偶者等に対する暴力、セクシュアルハラスメント（性

的な言動に対する相手方の対応によって不利益を与え、又は性的な言動により相手方の生活環境
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を害することをいう。）その他男女間において相手方に身体的又は精神的苦痛を与える行為が人

権を侵害する行為であることを認識し、これを行ってはならない。 

 

第２章 男女共同参画社会の形成の推進に関する基本的施策 

 （男女共同参画基本計画） 

第８条 市長は、男女共同参画社会の形成の推進に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るた

め、男女共同参画社会の形成の推進に関する基本的な計画（以下「男女共同参画基本計画」とい

う。）を定めなければならない。 

２ 男女共同参画基本計画は、次に掲げる事項について定めるものとする。 

  (1) 総合的に講ずべき男女共同参画社会の形成の推進に関する施策の大綱 

  (2) 前号に掲げるもののほか、男女共同参画社会の形成の推進に関する施策を総合的かつ計画的

に推進するために必要な事項  

３ 市長は、男女共同参画基本計画を定めるに当たっては、あらかじめ、北九州市男女共同参画審

議会の意見を聴かなければならない。 

４ 市長は、男女共同参画基本計画を定めたときは、遅滞なくこれを公表しなければならない。 

５ 前２項の規定は、男女共同参画基本計画の変更について準用する。 

 （施策の策定等に当たっての配慮） 

第９条 市は、男女共同参画社会の形成に影響を及ぼすと認められる施策を策定し、及び実施する

に当たっては、男女共同参画社会の形成に配慮しなければならない。 

 （市民の理解を深めるための措置） 

第10条 市は、広報活動等を通じて、基本理念に関する市民及び事業者の理解を深めるよう適切な

措置を講ずるものとする。 

２ 市は、基本理念に関する市民の理解を深めるため、学校教育、社会教育その他の教育活動にか

かわる者に対して適切な支援を行うものとする。 

 （相談） 

第11条 市長は、性別による差別的取扱いその他の男女共同参画社会の形成を阻害する要因によっ

て人権が侵害された場合における市民からの相談を処理するため、関係機関と連携して、適切な

措置を講ずるよう努めるものとする。 

 （調査研究） 

第12条 市は、男女共同参画社会の形成の推進に関する施策の策定に必要な調査研究を行うものと

する。 

 （国際的な協力のための措置） 

第13条 市は、アジアの地域をはじめとする海外の地域との情報の交換その他男女共同参画社会の

形成に関する国際的な相互協力の円滑な推進を図るための適切な措置を講ずるよう努めるものと

する。 

２ 市は、前項に規定する措置を講ずるに当たっては、国際社会における男女共同参画社会の形成

と貧困、人口、開発等の問題とが密接に関連していることを考慮して、これを行うものとする。 
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 （市民及び民間の団体に対する支援） 

第14条 市は、市民及び民間の団体による男女共同参画社会の形成の推進に関する取組を支援する

ため、情報の提供その他の必要な措置を講ずるものとする。 

 （男女共同参画センター） 

第15条 市は、男女共同参画社会の形成の推進に関する施策を実施し、並びに市民及び民間の団体

による男女共同参画社会の形成の推進に関する取組の拠点となる施設として、男女共同参画セン

ターを設けるものとする。 

 （年次報告） 

第16条 市長は、毎年、男女共同参画社会の形成の推進に関する施策の実施状況について、報告書

を作成し、これを公表しなければならない。 

 

第３章 北九州市男女共同参画審議会 

第17条 市に北九州市男女共同参画審議会（以下「審議会」という。）を置く。 

２ 審議会は、次に掲げる事務を行う。 

 (1) 市長の諮問に応じ、男女共同参画社会の形成の推進に関する基本的な方針、基本的な政策及

び重要事項を調査審議し、及び意見を述べること。  

 (2) 男女共同参画基本計画に基づき市が実施する男女共同参画社会の形成の推進に関する施策の

実施状況について意見を述べること。 

 (3) 前２号に掲げるもののほか、この条例の規定によりその権限に属させられた事務 

３ 審議会は、委員２５人以内で組織する。 

４ 男女のいずれか一方の委員の数は、委員の総数の１０分の４未満であってはならない。 

５ 特別の事項を調査審議させるため必要があるときは、審議会に臨時委員を置くことができる。 

６ 委員及び臨時委員は、学識経験のある者、関係機関の代表者、市民その他市長が適当と認める

者のうちから市長が任命する。 

７ 委員の任期は２年とする。ただし、補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

８ 委員は、再任されることができる。 

９ 臨時委員は、特別の事項に関する調査審議が終了したときは、解任されるものとする。 

10 前各項に定めるもののほか、審議会の組織及び運営に関し必要な事項は、規則で定める。 

 

付 則 （平成１４年北九州市条例第16号） 抄 

  （施行期日） 

１ この条例は、平成１４年４月１日から施行する。 

 （任期の特例） 

付 則 （平成１４年北九州市条例第54号）  

この条例は、平成１４年６月２４日から施行する。 
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第１２期北九州市男女共同参画審議会委員名簿 

（任期：～令和８年３月３１日） 

 
氏 名 所 属 等 

 

１ 伊藤
い と う

 幸
こ う

祐
すけ

 
福岡県警察本部 生活安全部 
人身安全対策課 管理官 

 

２ 大河内
お お こ う ち

 哲子
て つ こ

 北九州市女性団体連絡会議 会長  

3 大淵
おおぶち

 晶
あき

博
ひろ

 市民委員  

４ 里村
さとむら

 勉
つとむ

 北九州商工会議所事務局長 
 

５ 下田
し も だ

 泰奈
や す な

 北九州市立大学 地域戦略研究所 特任研究員 
 

６ 玉井
た ま い

 利生
と し お

 日鉄ケミカル＆マテリアル労働組合 組合長 
 

７ 田丸
た ま る

 陛子
の り こ

 北九州市立大蔵中学校 校長 
 

８ 名村
な む ら

 知美
と も み

 
株式会社安川電機 総務・リスクマネジメント本部 
総務部 

 

９ 野依
の よ り

 智子
と も こ

 福岡女子大学 国際文理学部 教授 
 

１０ 濱
はま

西
にし

 菜々子
な な こ

 市民委員 
 

１１ 廣
ひろ

重
しげ

 純理
じ ゅ ん り

 弁護士 
  
 

１２ 古市
ふるいち

 嘉
よ し

寛
ひろ

 福岡労働局 雇用環境・均等部 指導課長 
 

１３ 桝
ます

尾
お

 美栄子
み え こ

 北九州市立男女共同参画センター 所長 
 

１４ 安河内
や す こ う ち

 恵子
け い こ

 九州工業大学 名誉教授 会長 

１５ 湯淺
ゆ あ さ

 墾
はる

道
みち

 明治大学 専門職大学院ガバナンス研究科 教授 副会長 

１６ 横山
よこやま

 隆
たか

宏
ひろ

 日本放送協会北九州放送局 コンテンツセンター長  

１７ 渡辺
わたなべ

 恭子
き ょ う こ

 北九州市医師会理事 
 

（５０音順、令和６年８月時点） 
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